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平成元年度国立公害研究所年報  

の発刊に当たって   

第二次大戦後の高度経済成長に伴って，我が匡＝ま深刻な環境汚染を経験しまし  

た。当時その対策樹立・問題解決の基盤となる環境科学研究の促進と拡充強化が  

緊急不可欠であり，また高度の社会的要請に応えるものとの判断のもとに，新し  

い視点と研究方法に基づくユニークな研究機関として，昭和49年に本研究所が開  

設されました。   

開設以来本研究所は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染等，典型7公害と呼ばれ  

る環境汚染について，現象解明と対策のための基礎的研究に取り組み，多くの成  

果を上げてまいりました。しかし．科学技術の進歩は著しく，併せて産業構造や  

生活様式にも大きな変化が生じ，ことに地球的規模の環境問題が重視されるに  

伴って，環境科学には次々と新しい研究課題が加わってまいりました。   

環境研究を取り巻く情勢の変化に即応し，未解決の環境汚染に関しての健康影  

響，現象の解明及び対策手掛こ係る研究を引き続き推進するとともに，地球的規  

模の環境変化とその影響，健康リスク等の環境リスク，自然環境の保全等の研究  

を展開するために，本研究所は本年7月1日を期して研究体制の大幅な改編を行  

い，その名称を国立公害研究所から国立環境研究所に改めることになりました。  

すなわち，分野横断的なプロジェクト組織としての総合研究部門を創設するとと  

もに，複合的な機構として環境情報センター並びに環境研修センターを擁し，さ  

らに10月1日を期しての地球環境研究センターという全く新しい構想に基づく研  

究ユニットを設置する予定であります。   

この年報は，国立公害研究所の平成元年度の研究活動についてその大綱をお示  

しするためにまとめたものであります。また別途刊行されております「国立公害  

研究所特別研究年報」（ARシリーズ）もご参月糾－ただければ有難く存じます。   

本研究所の目的を達成するためには，所外の多くの方々のご理解とご支援が不  

可欠であり，この年報についての率直なご意見をお寄せ下さり，ご指導とご鞭捷  

を賜ることができれば幸いであります。  

平成2年6月  

国立公害研究所  

所 長 小 泉  明  
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1．概   況   

国立公害研究所は，昭和63年3月，我が国の環境研究の中心的役割を果たすために，環境庁の  

研究機関として，筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は，理工学分野卜生物・医学  

分野，さらに，人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成され  

ており，大学の研究者や地方公害研究所の研究者等所外の専門家の参加を得て，研究を学際的に  

実施すること及び環境研究の基礎を確立するために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実験調  

査研究と併せ，研究プロジェクト化して給合的に実施することにある。   

本研究所は，平成2年3月15日をもち，創立16周年を迎え，その間，組織の充実，施設の整  

備を進めつつ，研究体別の強化に努めてきた。現在，主要な大型実験施設が完成し，機構の充実  

とあいまって研究活動も本格化してきたが，これまでの研究の成果を評価し，その基礎の上にたっ  

て地球規模の環境問題等新たな環境科学の課題に本格的に立ち向かうべき時期を迎えている。   

平成元年度における主な活動は，次のとおりである。  

（1）機構については，■昭和50年皮に現在の10部となり，その後は各部の内容の充実に重点を  

おいて整備を進めている。   

定員については，地球的規模の大気及び海洋の環境問題，分子生物学に関係する研究の推進体  

制等の強化に3名の増員を且った。なお，平成元年度末の組織・定員は10部2課42茎，250名  

となっている。  

（2）予算については，研究所の運営に必要な経費として，41侵3400フ了円が計上されたほれ  

原子力利用研究に必要な繹賛及び海洋開発調査研究に必要な経費（いずれも科学技術庁一括計上）  

としてそれぞれ2700万円及び430万円が計上された。さらに，年度途中の移し替え経費として  

科学技術振興調整費1債5400万円，環境保全総合調査研究促進調整費2800万円が計上された。  

（3）研究活動については，■大型実験施設の整備及び研究者の連携のもとに年々活発化している。  

研究内容は，‡上会的ニーズに対応した目的指導型の研究に重点をおいているが，一方，環境研究  

分野は，複雑な要因の絡み合った難しい問題を抱えており，いまだたその研究の基礎が確立され  

ていないものが多いため，基晩酌な研究分野も重視している。また，科学技術全般からみて重要  

と考えられる共通基盤的研究についても環境分野と関連の深いもゎについてほ，他省庁や大学等  

の研究機関との連携のもとに積極的に参画している。以下，研究費の区分別にその概要を記す。   

①特別研究としては，「地球温暖化に係わる大気成分の環境動態の解明に関する研究」等地球  

規模の環境問題をはじめとして，新たなニーズに対応するための新規3課題の研究をスタートさ  

せると共に，9課題について継続実施した。   

②経常研究としては，環境の悪化が人の健康及び生活環境に及ぼす影響，環境汚染現象・機  

構の解明，環境汚染の計測技術手法の開発，環境に係る知見を応用した駄合解析等に関する絶続  

及び新規の課題20Z課題について実施した。また，これらの経常研究のなかにおいて，将来．特  

別研究等大型のプロジェクト研究として実施する可能性のあるテーマのフィージビリ．ティスタ  

ディを行うことを目的とした研究及び地方公害研究所との一層の緊密な研究協力関係を進めるた  

めの共同研究も実施した。   

③環境保全総合調査研究促進調整糾二よる地球環境調査研究として，地球温暖化に関する調  

査研究，オゾン層観測システムの高度化に関する研究等4課題を実施した。  

－1－   



④国立機関原子力試験研究費による研究として，「遺伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高  

感度検出法の開発に関する研究」を新規テーマとしてスタートさせたほか，継続2課趨を実施し  

た。   

⑤科学技術振興調整費による研究のうち，総合研究として，新たに「ファジ ィシステムとそ  

の人間・自然系への遠別こ関する研究」等新規2課題をスタートさせると共に，5課題を継続実  

施した。また，省際基礎研究として1課題をスタートさせた。さらに単年度のテーマとしては，  

重点基礎研究2課題，個別重要国際共同研究1課題を実施した。   

⑥海洋開発調査研究促進費による研究として，遠隔計測技術を用いて海洋環境の動態を把握  

するための研究1課題を継続実施した。  

（4）環境情報システムについては，大気汚染及び水質汚濁に関するデータベースの整備を進め  

るほか，国連環境計画（UNEP）の7NFOTERRAシステムに係る情報源の登録を拡大する等，  

所要の業務を進めた。  

（5）所内の研究活動に関して広く一般の人々の理解を得るため，平成元年6月の環境週間に「匡】  

立公害研究所研究発表会」を開催したほか，地方公共団体において公害・環境研究等に携わる関  

係者との交流を深めるため，平成2年1月に「浮遊粒子状物質（SPM）汚染の現状と今後の課題」  

をテーマに第5回目の「全国公害研究所交流シンポジウム」を開催した。  
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2．調 査 研 究＊  

2．1特 別 研 究   

（1）土壌及び地下水圏における有専化学物質の挙動に関する研究（最終年度）  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・給合解析部・計測技術部・環境情報部・生物環境部・技術部  

〔研究費住着〕須藤隆一  

〔研究幹事〕高松武次那・平田健正・向井 哲・稲森悠平  

〔研究期間〕昭和60年慶一平成元年度（1985－1989年度）  

〔研究概要〕本研究では，有害化学物質（重金属，有機塩素化合物等）の土壌，地下水囲での挙  

動を明らかにすることを目的としている。本年度は以下の成果を得た。（1）地下水中の有模塩素  

化合吻濃度の季節変動には，夏に濃度が増大するケースと冬に増大するケースが存在した。（2）  

土壌ガスの分析から，不燃物埋め立て他における有機塩素化合物汚染の状況を明らかにした。（3）  

界面活性剤がミセル形成濃度以上に共存すると，有機塩素化合物の水への溶解度が高まり，その  

地下浸透が増大した。（4）トリクロロエチレンを好気的に分解するメタン資化性菌（M株）に  

共存し分解を助ける共存薗株の単軌同定を行った。（5）カドミウムや銅を含む培養液で順化培  

養した植物細胞は，低分子イオウ化合物の合成，蓄積により耐性を獲得した。（6）ヒ素汚染地か  

ら単離したヒ素耐性微生物には亜ヒ酸をと酸に酸化するものやヒ素をガス化するものがあった。  

〔発 表〕k－1，3，21，36，B40，43，E－23，29，弧 35－38，47，60，61，b－20ニ・22，  

e－5，28，Z9，32－37，47，48，56，57，66  

（2）零物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究（最終年度）  

〔研究担当部〕大気環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・技術部  

〔研究責任者〕秋元 箪  

〔研究幹事〕植田洋匡・若松伸司・村野健太郎  

〔研究期間〕昭和61年度一平成元年度（1986－1989年度）  

〔研究概要〕大気汚染物質の列島規模の長距離輸送と輸送中に発現する種々の形態の大気汚染（都  

市NO2汚染，光化学オキシダント，硫酸塩・硝酸塩エアロゾル，火‥」からの大気汚染，過性大  

気汚染，憺闇雨への変化等）とに関して，その動態とメカニズムの解明を行った。   

陸上を渡る大気汚染長距離輸送機構としては種々の局地風が合体して形成される大規模夙によ  

る長距離輸送機構が本研究によって初めて明らかにされた。また数値モデルを用いて長距離輸送  

中に起こる種々の大気汚染を統一的に予測する手法を確立した。このモデルを用いて窒素系．及  

び硫黄系汚染物質の収支と乾性沈着量を明らかにするとともに，発生源と環境濃度との関連性を  
定量的に評価した。   

海上を渡る大気汚染長距柾輸送機構としては，九州地域におけるフィールド鰍測データをもと  

に解析を行った。その結果，成層圏オゾンの沈降の詳細なメカニズムを初めて明らかにすること  

ができた。また大陸方面からの汚染物質と天然起源汚染物質の流入 人為起源汚染物質と天然起  

源物質の相互作用，特に火山起源のSO2の変換プロセス及び雲，雨への取り込み過程を解明した。  

＊〔発襲〕に記載された記号は第5草 城果発表一覧の記別二対応する。  
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〔発 表〕K－23，k－5，C－53，57，66，D－7，8，12－17，19，ZO，22－25，61～65，67～69，  

d－11，12，14－22，25～28，61，87－91，105－107，112－114，117”123  

（3）バイオテクノロジーによる大気項墳指標植物の開発に関する研究  

〔研究担当部〕生物環境部・技術部  

〔研究責任者〕菅原 淳  

〔研究幹事〕近藤矩朗・古川昭雄・大政謙次  

〔研究期間〕昭和61年度一平成2年度（1986”1990年度）  

〔研究概要〕光化学二次汚染物質による植物影響を個体の生理生態的なレベルからタンパク質，  

遺伝子等の分子レベルにおいて解明するとともに，組織培養や遺伝子組換え技術等のバイオテク  

ノロジーを利用して，大気環境の汚染状況を評価するために有効な指標植物の開発・探索手法を  

開発し，併せて，生体計測診断技術等と組み合わせた指標植物による野外の大気環境評価法を確  

立するために研究を進めている。本年度の成果を要約すると，（1）遺伝子操作による有再植物の  

作出のために．大腸菌グルタチオンレダクターゼ（GR）遺伝子をタバコに導入し，形質転換体  

を作成した。（2）光合成（CO2吸収速度）を指標としたPAN感受性の柱間差について検討し，  

光合成速度の低下が著しいインゲンが指標植物として有用であることが分かった。（3）クロロ  

フィル蛍光動画像計測法がPANによる光合成間害の早期診断に有効であることが分かった。  

（4）pANの暴露実験のために，ガス濃度の自動制御システムを開発した。  

〔発 表】H－45，Ⅰ－1，2，5，20，24，h－1，19～2Z，24，28，41，i－3，6，7，27  

（4）富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部  

（研究責任者〕須藤隆一  

〔研究幹事〕渡辺正孝  

〔研究期間〕昭和61年慶一平成2年度（1986－1990年度）  

〔研究概要〕内湾は生物生産の最も顕著な海域である。一方，富栄養化が産業・都市排水の流入  

にともなって進行し，赤潮発生などの一因となっている。生物生産の増大と海洋環境保全の両立  

にとって望ましい状態を明らかにすべく内湾海域での富栄養化物質の質的，量的変動とそれにと  

もなう生態系への影響を科学的に明らかにすることが強く求められている。本特別研究において  

は（1）閉鎖系海域における富栄養化がもたらす環境特性の把振に関する研究，（2）制御実験系を  

用いた富栄養化の影響評価に関する研究，（3）現場メゾコズムを用いた内湾生態系の物質循環・  

動態に関する研究を行い，内湾の環境管理のための基礎となる科学的知見の蓄積を目的とする。  

本年度は，赤潮発生時の詳細な現場調査やメゾコズムを用いた研究で，富栄養化と赤潮発生との  

関連・大規模赤潮に至る海況等につき知見を得た。また，赤潮生物の生活史や，他生物との相互  

作用が明らかになった。  

〔発 表〕E－26，39，46，48，62～64，e－50－55  

（5）先端技術における化学環境の解明に関する研究  

〔研究担当部〕計測技術部・環境情報部・総合解析部・大気環境部・環境生理部・環境保健部・  

生物環境部・技術部  

〔研究斉任者〕森田昌敏  
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〔研究幹事〕相馬悠子  

〔研究期間〕昭和62年度一平成3年度（1987－1991年度）  

〔研究概要〕先端産業関連の化学物質また非意図的に生成するような化学物質に対し，（l）環境  

中のこれら化学物質の分杜・分析手法の研究，（2）毒性を評価する簡易手法の開発，（3）環境中  

での変化と移行過程の研究，（4）これらの化学物質による環境汚染防止のための方法論の研究を  

行っている。本年度から化学物質を，トリプチルスズ等の有機スズ化合物，トリクレン等揮発性  

有機塩素化合物，ダイオキシンに限定して研究が進められた。そのうち有機スズ化合物に関して  

は，高感度分析法の開発と，それを使用しての東京湾の貝類中の有機スズのモニタリング，淡水  

貝の慢性毒性について研究がなされた。棒発性有機塩素化合物では，－開発された大気の自動分析  

装置を使い，1年間一般大気の自動分析を行い，これらの物質の時間変動，季節変動を調べた。  

また土壌中の有機塩素化合物分析のシステムの開発，トリクレンが焼却されたときの生成分解物  

の分析が行われた。  

〔発 表〕k－i．10，B－37，38，C－1，3，25，48，53，56，58，60，G－3，。2．3，21．44，  

51，52．55，g3，7  

（6）環境容量から見た水域の横能評価と新管理手法に関する研究  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・総合解析部・計測技術部・生物環境部t環境情報部・技術部  

〔研究賛任者〕須藤隆一  

〔研究幹事〕海老瀬潜－・  

〔研究期間〕昭和62年度一平成3年度（1987－1991年度）  

【研究概要〕環境基準の達成が困難な湖沼とその集水域を対象に，水域の機能評価と湖内や流域  

での水質管理のために以‾ドの研究を行った。（1）自由連想法による地域住民へのアンケート調査  

結果のクラスター分析より，水辺に対する意識の階層的構造を明らかにした。（2）ミクロキスティ  

ス増殖には，米ぬか熱水抽出液の2万一100万の分子量画分が有効で，鉄の共存効果として  

EDTA鉄より塩化鉄ヤクエン醸鉄の有効性を示した。（3）水道原水のカビ臭物質2MIBを生産  

するホルミディウム等を摂食可能な原生動物トリシグモストマの2MIB分解には，pli4以下で，  

高温かつ長い接触時間が有効であることを示した。（4）流域河川と湖沼の物質収支のとれる形で  

の一貫した水質管理のために，C，N．P3元素による流入負荷と湖内水質や底質の評価を行った。  

欄内の水質現存鼻に流入負荷量の経年変化を反映した傾向が確認された。（5）湖沼流域管理のた  

めの支援システムとして，各種データベースと衛星情報を基に面的情報システムを作成し，流域  

指標と流域モデルを構築した。  

〔発 表〕K11，14，17，19．64，67，72，74，B－6，7，E－2，5－8．14，15，19．ZO，  

35，51，53，54，59，H－24，1－11．14－17，k－1，a－13，14，b－4，5，31，32，  

c6，e－1”3，13，20，21，23，24，30，31，58，59，h－11－13，45，i－13．17，  

7
 
 
4
 
 

2
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（7）大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法に関する研究  

〔研究担当部〕環境保健部・環境情報部・総合解析部・計測技術部  

〔研究費住着〕村上正孝  

〔研究幹事〕兜 真徳・大井 紘  

〔研究期間〕昭和63年度一半成3年度（1988｛1991年度）  

〔研究概要〕大都市圏では騒音や大気汚染等の改善が遅れていて，こうした環境汚染による精神  
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的・心理的影響や，身体への影響が問題とされている。したがって，大都市圏での環境汚染状乱  

それらに人々が暴露されている状況，さらには精神的なまた身体的な影響すなわち環境ストレス  

について，体系的に評価し監視するシステムを作ることが急務である。この研究は，このような  

システムを作りだすための基礎的な検討をするもので．都市化の最も進んだ東京大都市圏を対象  

にしている。初年度は住宅動乳工業地域を主な対象としたが，本年度はさらに商業地域，都心  

部を加えて，その住民が環境汚染（騒乱NOェ，SPM）に複合的に暴露されている状況の把嵐  

及び精神的・心理的影響を含む健康への影響の評価，及び健康へのリスク評価のために調査と分  

析を行った。その結果，幹線道路沿道を一つの地域類型とするべきことや，高層住宅が新しい都  

市間題を作りだすことが分かった。  

〔発 表〕K26，A－16，G－5，6，9，19，20，k－8，a－4，9，11，12，17，g－9，13，14，21，  

23，25，28，30，32，33，35－37，55，57，58，60  

（8）粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響評価に関する実験的研究  

〔研究担当部〕環境生理部・環境保健部・技術部  

〔研究責任竜〕小泉 明  

〔研究幹事〕嵯峨井勝・小林隆弘  

〔研究期間〕昭和63年慶一平成4年度（1988～1992年度）  

〔研究概要）NO2と粒子状物質を主体とした大気汚染物質のヒトの陛廉に及ぼす影響を総合的に  

評価し，健康維持にかかわる科学的知見の苗穂と行政課題等に資することを目的に以下の実験を  

行った。（1）粒子状物質とNO2等の複合暴露実験装置の作製及び暴露条件の検討，（2）粒子状  

物質の生体内挙動と毒性発現機構の解明に関する研究，（3）粒子状物質とNO2等の呼吸器疾患  

との関連に関する研究，である。   

この内，サブテーマ（1）ではディーゼル排気暴露実験装置の建設を開始した。（2）ではラット  

とモルモットの硫酸エアロゾル毒性に対する動物種差の原因を検討し，肺胞マクロファージ機能  

にその違いを認めた。（3）の1）では硫酸エアロゾルの気道過敏性及びアレルギー反応に及ぼす  

影響を調べ，モルモットでは3．Zmg／m3の濃度で上部気道の病理変化と気道反応性の上昇を認  

めた。（3）の2）では呼吸器腫瘍発生に関する研究を行っているが，本年度はNO2＋硫酸エア  

ロゾルの複合暴露による腫瘍生成の有無を調べている。  

（発 表〕F－1，2，6－8，12－16，18，G－42－47，f－1－4，7，9－17，23，25，30，g－78－80  

（9）成層圏オゾン層の変動とその環境影訊こ関する基礎的研究  

〔研究担当部〕大気環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・環境生理部・環境保健部・  

生物環境部・技術部  

〔研究層任者〕秋元 垂  

〔研究幹事】笹野泰弘・近藤矩朗  

〔研究期間〕昭和63年度一平成4年度（1988－1992年度）  

【研究概要〕成層圏オゾン層濃度変動の実態把握とその大気物理・化学的メカニズムの解明を図  

るとともに，成層圏オゾン濃度変動予測モデルの構築，オゾン濃度減少による地上紫外線環境の  

変化の植物や人体影響に係る基礎的実験研究を行うことを目的としている。   

成層圏・対流圏オゾンの測定のために導入されたオゾンレーザーレーダーについては，装置の  
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整備，解析プログラムの開発をほほ終え，上部成層圏を対象としたデータの蓄積を図った。また，   

成層圏一次元モデルをテストランさせ計算効率の向上のキめ，計算スキームを改良した。前年度   

に成層圏チャンバーを用いて行ったフロン等によるオゾン破壊実験結果を，モデル計算と合わせ   

て破壊のメカニズムについて検討した。紫外線の生物影響に閲し細胞の培養を行ったほか，キュ   

ウリを用いて成長に対する紫外線の影響を実験的に調べた。  

〔発 表〕K－29，k11，C－41，43，45，47，D－2，5，27，29，32，40－43，47，53，54，55，  

H－13，C‾59，d‾1，37～44，46，67，76－79，92－96，98，99，g－68，70，h－17，18   

、（10）広域都市圏における交通公害防止計画策定のための環境総合評価手法に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕総合解析部・環境情報部・計測技術部・大気環境部・環境保健部・技術部  

〔研究責任者〕内藤正明   

t研究幹事〕清水浩  

〔研究期間）平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔研究牧草）本研究は，広域都市圏における交通公害を総合的に評価する手法を開発し，交通公   

害防止計画の策定に資することを目的としている。本年度は次のような研究成果が得られた。ま   

ず，交通公害の個別事象の計測とモデル化を試み，大気汚染と騒音の精密予測モデルを開発した。   

大気汚染予測モデルの開発においては，三次元数値予測モデルを用いて，道路構造別，沿道構造   

別の拡散のしやすさを表す指標の算定を行い，その結果が風洞実験の結果と整合することを確認   

した。騒音予測モデルに関しては，境界要素法を用いた二次元騒音伝播予測モデルを開発し，種々   

の道路構造や沿道状況において，騒音対策の有効性を調べる上で有用であることを確認した。さ   

らに，交通公害総合評価モデルの開発の一環として，東京都内の環状幹線道路を対象とし，交通   

公害情報システムを利用して総合評価指標の算完を行った。  

〔発 表〕B－16，19－Zl，67，68，b－16－18，37－39  

（‖）水環㈲こおける化学物質の長期暴男による相乗的生感系影響に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕生物環境部・計測技術部・技術部  

〔研究費住着〕安野正之  

〔研究幹事〕岩熊敏夫  

〔研究期間〕平成元年度－5年度（1989～1993年度）  

〔研究概要〕研究所周辺の数河川について流人する農薬をモニターすべく年間を通してできる限   

り高い頻度で採水し，その化学分析とヌカエビによる生物検定を行った。それとは別に農薬の流   

入するいくつかの河川における底生動物相と流下農薬の濃度との関係を調べた。その結果，とき   

には単独の農薬では説明しがたい生物相への影響を見ることがあり，複合汚染の相乗的影響を示   

唆する場合があった。無農薬水田と農薬散布水田の間を流れる河川の底生動物相についても顕著   

な相違を見いだした。また，これらの水田の藻類群集及びその生理学的特性の研究も辛がけると   

ともに，採取分離された緑藻について農薬に対する感受性を調べた。暴露条件を変えたときの生   

態系内の生物の反応や環境中での農薬の運命も屋外水槽，隔離水界などを用いて実験的に調べる   

とともに，自然の沼沢に流人した農薬についても調べた。  

〔発 表）H－26～30，33，35，40，4乙43，吼h－26，30，47，48，52，53，61  

ー 7 －   



（12）地球温囁化に係わる大気成分の環境動態の解明に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕大気環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・水質土壌環境部・生物環境  

部・技禰二部  

〔研究賞佳肴〕秋元 肇  

〔研究幹事】駕田仲明  

〔研究期間〕平成元年度（1989年度）  

（研究概要）本研究は大気，生物，海洋圏を含めた地球規模環境中での二酸化炭素，メタン及び  
その他の大気微量成分の動態を解明し，その変動が地球温暖化現象に与える影響の評価を行うた  

めの科学的知見を得ることを目的としている。研究は（1）地球温暖化に係わる大気成分の起源と  

発生量に関する研究，（2）地球温暖化に係わる大気成分の動態把捉に関する研究，（3）地球温暖  

化に係わる大気成分の光化学反応機構に関する研究，（4）地球温暖化に係わる大気成分の生物  

圏・水圏における相互作用機構の解明，（5）地球温暖化に係わるデータベース等の構築に関する  

研究，の5つのサブテーマからなる。本年度は掛こ低級炭化水素の動態に関して重要な成果が得  

られた。まず発生量に関してはメタンの水田からの発生量に関して本研究所の実験ほ場を用いて  

測定を行い，肥料の量や種類によって発生量が大きく異なることを明らかにした。大気成分の動  

態把庵に関しては小笠原・母島での非メタン低級炭化水素濃度の季節変動を明らかにし，母島の  

空気がバックグラウンド大気に近いことを確認した。光化学反応機構に関しては大気中で重要な  

ヒドロキシァルキルラジカル類の反応速度の決定，さらには光化学オキシダント生成量の温度（温  

暖化）影響についての解明がなされた。  

〔発 表〕B－46－60，Cr67，68，D－3－5，51，66，71．72，74，b－23－30，C－53，54．56，58，  

d－2，3，5－7，34～36，60，80，82～86，108，115，124－126，ユ29，h－8－10  
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2．2 経 常 研 究  

2．2．1環境情報部  

〔研究班要】環境情報部は，環境に牒lする情報の収集・処理・解析・評価の方法の情報科学的研  

究により，環境科学の方法論形成に資する一方，環境に関する情報業務の効率化に寄与している。   

環境モニタリング等の数値情報に関しては，対象の変動特性に応じた計測のあり方やデM夕解  

析法について．主に統計学的視一日こから検討を進めている。本年度は．大気環境データについて時  

間的・空間的変動特性を明らかにするためフィールド調査のデータ解析を進めた。さらに，健康  
情報と大気汚染惰報との関連を明確にするための大気汚染モニタリングシステムや，土壌汚染監  

視システムのあり方について基本的検討を行った。   

環境情報の視覚表現法の開発の一環としては，三次元的視覚表現の研究を推進して地球規模の  

海洋データ等の現解しやすい表郷こ成功した。また，衛星画像等の画像データから環境情報を抽  

出・解析・評価する対話型画像処理システム（1PSEN）のソフトウェアの拡充も進めた。さらに，  

大気汚染物質濃度倭化の特徴を脱党的に理解するために開発した手法のプログラムをまとめた。   

一方，人二l二衛星等のリモートセンシングデータの利用に関しては，分光情報処割こよる水面反  

射光及び大気散乱光の除去の手法の開発を進めると共に，分光情報の対話型データ処理システム  

の開発について検討を続けた。衛星データ等の処理技術の統計学的検討については，多時期・多  

バンドの衛星データから，楓生の季節変化情報と年次変化情報とを分離する方法を開発し，その  

有効性を具体例によって検討Lた。また．LANDSATデータから地表土壌水分分布図を作成し，  

広域環境評価手法としての有効性を明らかにした。   

知識情報に閲する研究として，連想法と自由記述法による調査法と調査データの解析法の研究  

を進め，実データを用いて，同じ地域の異なる集団の間の環境意識の矧司を明確にした。さらに，  

水辺に対するかかわり方の異なる住民の群の周での湖に関する意識構造の分析に新しい切口を与  

えた。これに加えて，環境税象の動的なシステムの数式表現に基づく，理論的・数植的解析方法  

の研究を進めた。  

研究課題1）画像情軌こよる環境の解析手法の研究  

〔担当者〕宮崎忠国・安岡善文＊1（＊l総合解析部）  

t期 間〕昭和61年鹿～平成2年度（1986～1990年度）  

【内 容〕対話型環境画像情報処理システナ1PSEN（1mageProcessingSystemforEnvironmen－  

talAnalysisandEvaluation）の各種ソフトウェアの拡充を行うとともに新たな画像処理手法の開  

発を行った。掛こ，人」二衛屋LANDSAT．MOS－1等により得られたリモートセンシング画像デ  

タから，植生分礼 植生改変，水質分布等各穐の環境情報の抽出手法の開発や土地利用分類手法  

の開発を行った。また，リモートセンシング画像の解析において問題となる各棟の雑音について，  

その除去方式を開発した。一九 土地の標■高データとリモートセンシング画像データを用いてリ  

モートセンシングデータの三次元表示に関するシステム開発を検討するとともに，パーソナルコ  

ンピュータを用いた可搬型の画像処理システムについでの検討も行った。  

〔発 表〕B－78－81，a－18，b一札50  
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研究課題 2）知識情報の解析手法及び処理過程に関する基礎的研究  

（担当者）大井 紘・須酎申介・近藤実刑  

〔期 間】昭和60年慶一平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容】種々の局面における環境評価の構造を解明するために，連想法と自由記述法による調  

査方法と，近傍法を含めた解析方法との開発を進めた。そうしで，これらの方法が′対照的な地  

域特性の住民集団の間，同一地域の住居形態の異なる集団の間での環境意識の構造の相違を明ら  

かにするために有効であることを示した。また，水辺に対するかかわり方の違う住民集団の間の  

湖沼など水辺に関する意識の構造の比較分斬にも，斬新な切口を与えうることを示した。さらに，  

都市の住民のもつ，都市生活型公害についての訴えの地域特性による特徴を明らかにした。これ  

に加えて，この方法で地球温暖化に関する会読参加者の関心の広がりと構造も明らかにした。   

一九環境科学の知識構造を検討し，環境科学の構成を明らかにするためのデータ解析法．情  

報検索法に言及した。  

〔発 表〕好一27，k－9，A－4，a3，4，9，ユ0，ユ3，14  

研究課題 3）多次元分光情報処理システムの研究   

〔担当者〕宮崎思国・大井 絃  

〔期 間）昭和60年慶一平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 零卜水域及び陸域リモートセンシングにおけるグランドトルースデータの一環として水城  

及び陸城における分光特性の計測を行った。水域に関しては∴霞ヶ浦で測定された分光デ←夕を  

用いて水面反射光及び大気散乱光の除去に関する手法の開発を行った。さらに，東京湾では背潮  

の分光特性の測定を行いリモートセンシングによる青潮の検出の可能性について検討した。陸域  

に関しては，大IUにおいて，ヘリコブタ一により酸性雨による森林の破壊現象のスペクトル計測  

を行いリモートセンシングによる酸性雨被害の検出の可能性を検討した。また，測定された分光  

情＃の効率的な利用のために，対話型分光情報データベースの開発を行った。  

〔発 表〕a－18，b49，50  

研究課題 4）力学系理論に基づく環境システムの動的挙動に関する研究  

〔担当者〕須賀伸介・大井 紘  

〔期 間〕昭和63年慶一平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕本研究では，複雑な環境システムに対する力学系モデルを導き，理論的，数倍解析的  

にシステムの安定性などの検討を行う。本年度においては，前年度に引き続き日本仝凱こおける  

日本サルの分布，移動の問返に対して，力学系理論の適用を検討した。また，それに関連する数  

値シミュレーション手法について検討した。  

研究課題 5）環境把握・評価のための環境データの変動特性に関する研究  

〔担当者〕新藤純子・松本幸雄・功刀正行♯1（♯】計潮技術部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987－1991年度）  

〔内 容〕昭和59年4月－62年2月の間に東京都郊外で行った5回のNO2濃度の桐密測定結果  

をもとに，「一般環境における日変動，空間変動の大きさ，及び空間分布の安定性を日と地点を因  

子とする分散分析及びmedianpolishの手法を用いて評価した。この結果（1）全調査期間を通  

して，変動の大きさは，日による効果が最も大きく，気象条件（風速，大気安定度）や社会活動  

一10「一－   



の状況（曜日）によって濃度が著しく異なる。（2）1週間から10日間の平均濃度の空間分布は比  

較的安定しており，交通量分布と良い一致がみられるが．毎日の濃度の空間分布は季節や気象条  

件によって変化する。（3）臼変軌 地点変動及び残差の変動の大きさは，季節や調査時期によっ  

て変化する。残差変動が調査期間全体を通して大きい地点は，道路近傍の地点であることが多く，  

大気環境の評価においては，発生源からの影響を直接受ける領域と，後背地とを区別して行う必  

要があることが示唆される，等が明らかとなった。  

【発 表〕a－12  

研究課題 6）衛星データ等による自然環境の評価手法に関する統計学的研究  

〔担当者〕松本孝雄・宇都宮陽二朗・横田達也  

〔期 間〕昭和62年度一平成3年度（1987－1991年度）  

【内 容〕多時期のLANDSATデータから地上の植生介抱の情報を抽出するための基本手法と  

して，相関法，内積演算，ユークリッド距離法，主成分分析などを用いて，季節変化の情報と年  

次変化の情報との分離可能性について比較検討を行った。  

〔発 表）a－19  

研究課題 7）地理情掛こよる項場の広域解析・評価手法に関する基礎研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・松本幸雄・藤沼痍実＊1（＊1生物環境部）  

〔期 間〕昭和62年慶一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容）本年度はLANDSATTMデータにより九十九里平野の土壌水分分布図を作成した。  

前年度に引き続いて，当研究所実験ほ楊では仮設の地表熱収支連続観測システムにより地表熱収  

支にかかわる徴気象（ただし，風速・風向を除く）を継続観測した。さらに，NOAA衛星デー  

タの解析手法につ‘いて検討を開始した。  

〔発 表）a－1，2  

研究課題 8）環境データにおける情報抽出と提示手法に関する基礎的研究  

〔担当者〕横田達也・松本幸雄  

〔期 間】昭和63年度一平成4年度（1988－1992年圧）  

〔内 容〕大気環境モニタリングデータの時間値（各時刻の1時間平均値）にみられる汚染物質  

濃度変化を，視覚表現によって把握する手法の研究を進め，月変化曜日変化季節変化，風向・  

風速別の特徴表示など，研究開発した提示手法を大型電子計算機用のバッチプログラムとしてま  

とめた。  

〔発 表）A－20  

研究課題 9）環境情報の高度利用に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・松本幸雄・宇都官職二期・新藤純子・横田達也・黒木殖自・坂下和恵・  

横田さおり・宮下七重・阿部重信・杉山健一粧・白井邦彦・猪爪京子・功刀正行＊1  

（■1計測技術部）  

〔期 間）平成元年度－5年度（1989－1993年度）  

t内 容）（1）lNFOTERRA情報源台帳のパーソナルコンピュータレベルでのデータベース化  

を図り，データの通常の維持・更新を行えるよう整備した。さらに，その高度利用を図るため，  
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当該データベースをJICSTのJOIS－uオンラインシステム用のデータベースに変換を行った。  

（2）現行の所内大豊！コンピュータシステムによるNIES－EPAデータベース利用の費用効果を  

検討し，CDROM版NTISの採用を検討した。   

また，国立公吾研究所間所以来の9，000件余の研究発表控．講横発表控等当所の研究成果につ  

いて，光ディスクファイルによる集中管理可能性の検討を行った。  

（3）環境情報ネットワークシステムの具体的な取り組みの第一歩として，パーソナルコン  

ピュータ及びBBS レヤソコン通信ホスト局）運用ソフトウエアを導入し．地方公害研究機関と  

の間で意見交換を行うなど，パソコン通信ホスト局の開設に向けたプロトタイプのシステムを検  

討した。  

（4）環境情報を統計化の視点からみた棚犬及び技術的可能性について検討した。  

（5）環境保健サーベイランスシステムの一▲部としての環境情報システムの具体的構成案につい  

て検討した。  

（6）大気常時監視測定局の測定結果を収録した大気環境月間値・年間倍データファイルをもと  

に，いくつかの汚染項目（SO2，NO2，NO，光化学オキシダント，浮遊粒子状物質）についで，  

各種統計量（年平均佃，日平均値の2％除外値など）の束京・大阪周辺地域における分布図を経  

年的に出力し「大気汚染分砺嘔」として刊行した。また，水質環境データフ7イルの測定地点情  

報をもとに「全国公共用水城水質測定点地図」を編集・刊行した。  

〔発 表〕Ⅹ一63，A－】5，ユ7  

研究課題10）環境データの時間変動モデルに関する研究  

〔担当者】松本幸雄  

〔期 間〕平成元年度”5年度（1粥9－1993年度）  

〔内 容）空間的広がりをもつ時間変動現象の統計解析方法として，（1）空間分布を主成分分析  

のスコアで要約しその時間変化を調べる方法と，（2）時間的空間的に異なる2点の閥に相関を仮  

定する空間時系列の方法とを比較検討した。また，東京都の大気常時監視データの変動特性及び  

都市土壌中の重金属について検討した。  

〔発 表】A16，18，19，a16  

研究課題11）環境情報の三次元的視覚表示システムの開発研究  

〔担当者〕須賀伸介・宮崎忠国・大井 紘・渡辺正孝＊1・陶野郁雄＊1（＊1水質土塊環境部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕本研究では，環境科学研究に関連した各種の測定データ，数値シミュレーションデー  

タを，三次元コンピュータグラフィックスによって視覚表示するためのシステムの開発を行った。  

本年度には以下のシステム開発を行った。（り内湾生腰系数倍シミュレーション結果の三次元表  

示システム。（2）東京湾で測定された海水の流速データの三次元動画表示システム。（3）NOAA  

による海洋環境測定データの立体的画像表示システム。（1），（2）は前年度奨励研究において作  

成した基本的なシステムを拡張したものである。（3）では，与えられたデータに対して階層的デー  

タ構造を構築することによって，画像表示を行うアルゴリズムを採用した。その結果，ある水温  

範囲内の海水領域の立体的な表示が非常に効率的に行えるようになった。  

〔発 表〕a15  
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2．2．2 総合解析部   

〔研究概要】今日環境施策は種々の社会・経済制約の下で経浄性，社会的受容性等の多様な要因  

を総合的に判断して策定することが求められている。そこで，当部の本年度の研究課題は，①  

現状を総合かつ定量的に計量・把握し，②将来の環境変動を的確に予測すること，③これを多  

様な価値基準で評価・判定するための考え方と評価指標を確率すること，①この評価に基づい  

て広域的，総合的な対策のあり方を二l二学技術的，社会制度的側面から探ること，という一連の過  

程に対応するものとして位置づけしている。さらに⑤地球規模の環境の評価と対策に関する研  

究が，昨年より新たに加わった。   

課題6，9，12は環境を正しく計算・把握するための方法論に関する①の分野の諸テーマで  

あり，課題4，8，11はそれぞれ化学物質フエイト，地球温暖化影響及び大気汚染の予測手法  

に関する②の分野のテーマである。課題5，6，9，10は経済，心理等の各種価値某礫で環境質  

を評価する考え方と手法の開発に関する③の分野のテーマである。課題1，2，3，5，7．8  

は化学物質，廃棄物，閉鎖性水吼 交通公害等々の各種対象についての保全，管理，制御方策を  

検討した①の分野のものである。さらに，課題8は地球環境に関する⑤の分野テーマである。   

それぞれの課題ごとに独創的な基礎手法の開発を行うと同時に，結果が回ヤ地方の環境行政の  

現場において活用されることを配慮して研究の方向づけをした。  

研究課題1）喝境管理システムに関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・西岡秀三・県沢英夫・甲斐招美紀子・－森 保文・森口祐一・森田恒幸・  

青柳みどり  

〔期 間）昭和62年度一平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕環境資源を総合的かつ計画的に保全・管理していくために，環境管理システムの設  

計・計画や実施・運用にかかわる方法論を確立することを目的としている。   

本年度は，これまで実施してきた地域環境管理計画における環境管理の概念と手法の整理を踏  

まえ，地域環境管理の計画作成のための手法及びそれを支援する情報システムについて検討した。  

また諸外国の環境政策ヤ環境管理システムについては、発展途上国における環境管理の画敵兵を  

水資源開発と環境管理の視点から比較検討を行った。さらに森林破壊に及ぼす国際貿易の影響分  

析，及び地球温暖化に関する政策代替案の実行可能性についても検討を行った。  

t発 表〕B－4，5，25，26，30，50，51，b32，33  

研究課彊 2）現場を配慮した地域計画手法の開発に関する基礎的研究  
〔担当者】清水 浩・青木陽二・森⊂】祐一・天野耕二・森 保文  

〔期 間〕昭和62年度一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕環境保全に関連する諸政策の多くは，計画行政のシステムにより実施されており，こ  

うした計画に事前に環境配蘇を盛り込むためには，一連の計画芋版の各段階での手法開発が不可  

欠である。本研究は環境保全の立場から国土利用，地域計画及び都市開発において環境賓素を導  

入した積極的な環境改善を図るための手法の開発と体系化を進めることを目的としていた。この  

目的に添って，（1）産業動向が都市動態を通じて都市生活環境に及ぼす影響を．新しい交通手段  

が都市の土地利札都市活動に及ぼすインパクトを例として検討した。（2）岸外における緑や水  
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辺の体験的現場実験による評価手法の開発を行った。（3）住民による水質及び底質の調査方法に  

ついて検討した。（4）交通施設周辺における環境保全のための土地利用方法の適正化について検  

討した。  

〔発 表〕B1－3，68，b37  

研究課題 3）廃棄物処堰に係る物質循環とその管動こ関する基礎的研究  

〔担当者〕中杉修身・金谷 健・後藤典弘＊1（＊1環境情報部）  

〔期 間〕昭和62年俊一平成3年度（1987－ユ992年度）  

〔内 容）（1）市街地土壌汚染の現状を調査し，都市再開発の進行による汚染土壌の掘削に伴う  

有害廃棄物発生の可能性について検討を加えた。  

（2）廃棄物発生量の急増の原因といわれる資源回収の動向について解析を加え，民間業者によ・  

る回収が減るとともに，集団回収量が増加することを見いだし，住民の資源回収に対する意欲が  

強いことを明らかにした。  

（3）発生から埋立処分跡地にいたるまでの有害廃棄物の管理にかかわる問題点を検討し，適切  

管理へ向けての課題を明らかにした。  

〔発 表〕A5－】4，B34，39，41，44，a－5  

研究課題 4）水系における合成洗剤の運命予測モデルの開発に関する研究  

〔担当者〕中杉修身・天野耕二・福島武彦＊1（書1水質土壌環境部）  

〔期 間〕平成元年度－2年度（1989”1990年度）  

〔内 容〕環境中の合成洗剤の挙動をモデル化するために，千葉県手賀沼における直鎖アルキル  

ベンゼンスルホン酸塩（LAS）を指標とした調査及び実験結果から以下の項目について検討した。  

（1）湖水中のLAS濃度の季節変動，流下方向の変化とその要因  

（2）LASの水・底質相への分配及び現場における生分解の特性  

（3）底質への蓄積を考慮したLASの収支と運命予測モデルの構造   

水中及び底質中の溶存・吸着の各態のLAS濃度の季節変動と流下方向の変動を調べることに  

よって，濃度変動に影響する要因（流入負荷量の変軌 吸着，生分解，水から底質への移行，そ  

の他）を整理した。これらの知見からLASの移動・分配と各態に串ける生分解過程を定式化し，  

対象地域における物質収支式を立てた。主要なパラメータを実験結果から算定し，現地における  

LAS濃度の変動を再現した。  

〔発 表〕B－6，7，b－4．5  

研究課題 5）環境問題の社会経済的側面と環境政策の評価に関する基礎研究  

〔担当者〕内藤正明・森田恒幸・青柳みどり・日引 聡  

〔期 間〕昭和63年度〝平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容）経済学的及び政策学的視点から環境問題の解明を目的とするもので，事例研究を通じ  

て基礎的知見の蓄積と方法論の発展を図った。平成元年度の研究概要は以下に示す。   

森林資源の価値を環境保全面から評価するために各種指標を作成するとともに，価値の高い森  

林を保全するために森林所有者の保全行動を面接調査により分析した。   

地球環境問題の解決のために有効となる経済的手段について，従来の提案をレビューするとと  

もに，地球温暖化防止対策のための二酸化炭素排出権耶l制度を設計した。  
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環太平洋の森林資源保全の観点から，オーストラリアの森林保護問題の社会経済的背景を分析  

し，我が国の経済活動との関係を分析した。  

「持続可能な発展」概念の経済学的香味についで，今までの研究をレビューするとともに，そ  

の評価のための環境資源勘定体系について基本システムの設計方針を検討した。  

〔発 表〕B－4，5，27，61．71，72～74，76，b－3，35，42，46  

研究課題 6）環境評価のためのモデリングとモニタリング手法に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・安岡善文・飯倉善和・阻付正行  

〔期 間〕昭利61年慶一平成2年度り986－1990年度）  

〔内 容〕本研究は，環境を定量的に評価するための数学モデルの開発と環境施策への嵐吼及  

びこれを支援するモニタリングのあり方に関する吉若手法の確立を目的とする。捌こ，本年度は人  

工衛星デ岬夕等の画像データを利用した環境の評価手法について検討を行い，次の3一引こついて  

政見を得た。（11リモートセンシングデータから大気の透過率や光路輝度（大気パラメータ）を  

推定する方法を開発した。（2）騒音の分布パターンを推定するための二次元モデルを開発した。  

（3）景観シミュレーションシステムの高品位化を図った。  

〔発 表〕B－78｝81，b49，50  

研究課題 7）電気自動車の環境改善効果に関する基礎的研究  

〔担当者〕清水 浩・飯倉薯和・森口祐一・内藤正明  

〔期 間〕平成元年度－3年度（1989～1991年度）  

〔内 容〕電気自動車は無公薯であり，かつ単位走行当たりの炭酸ガス発生量も少ない。本研究  

は，普及のネックとされている電気自動車の性能向上の可能性を技術的側面から追及するととも  

に，電気自動車への代替による環境改善効果を把握することを目的としていた。   

この目的に添って，本研究では電気自動車に取り入れるべき新しい技術を調査し，これを用い  

る場合の電気自動車の性能向上の可能性をシミュレートする計算プログラムを開発した。本プロ  

グラムでは電気自動車の一充電走行距離，最高速度∴加速度を自由にパラメータを変えながら計  

算できる機能を持っている。  

t発 表〕b－17  

研究課題 8）地球温暖化に伴う環境及び社会・経済影響の解明・予測と評価方法の開発に関す  

る予備的研究  

〔担当者〕西岡秀三・青木暢二・森田恒幸・安岡蕎文・宮崎忠国＊l・宇都宮陽二朗＊l・常田  

仲明＊2・福島武彦＊3・安藤 満＊4・古川昭雄＊5・岩熊敏夫＊5・大政謙次＊6・増田  

啓子＊6（＊1環境情報部，＊2大気環境弧 ＊3水質土壌環境部，★4環境保健部，＊5生物  

環境部，＊6技術部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕地球温暖化によって生じる環境変化及び対応策について以下のように検討した。  

（l）気候安定化のための政策オプションの体系化  

（2）排出権市場の別田による国際的対応策の提案  

（3）地球温暖化対策の効果検討のためのシミュレーションモデルの作成  

（4）気候変動が地域環境資源に及ぼす影響の検討  
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（5）気候変動が人間環境に及ぼす影響の検討  

（6）気候変動が土壌条件に及ぼす影響の検討   

また国内の研究進展状況をサーベイするためにシンポジウムを開催し，以上の研究と併せて温  

暖化影響研究の方向が明らかにされた。研究結果は1PCCの諸会議に反映された。  

〔発 表〕K80～103，B－48”61、69，70，74”76．G7，10．a－10，b－24，25，27－30，35，  

42，43，47  

研究課題 9）リモートセンシングによる自然公園地域の環境監視手法の開発に関する研究  

〔担当者〕安岡善文・飯倉善和・原沢英夫・宮崎忠国＊l（＊1環境情報部）  

〔期 間〕平成元年度（i989年度）  

（内 容〕本研究は，人工衛星により得られるマルチスペクトル画像を基に，自然公園地域の土  

地被覆状況及びその変化を計測，評価する手法及びシステムを開発することを目的とし，以下の  

成果を得た。（1）富士箱根国立公園大山地区においてモミの枯死状況を評価するためのスペクト  

ル計測実験を行った。（Z）植生の改変を検出するための手法を開発した。（3）パーソナルコン  

ピュータによるリモートセンシングデータ処理システムを開発した。   

本研究により開発された手法及びシステムは，今後自然公園等の現場において利用できるよう，  

簡易化，実用化を図る予定である。  

〔発 表〕B8，10，11、G－18  

研究課題10）環境管理のための費用便益分析手法の適用に関する基礎研究  

〔担当者）森田恒幸・日引 聴  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕近年，環境政策の展β引こ経済学的あるいは経営学的視点が求められてきていることを  

背景にして，環境管理への費用便益分析の手法の適用可能性について予備的検討を行った。まず，  

費用便益分析の代表的手法と環境管理への適用事例をレビューした。特に，地球温暖化による社  

会権済的影響を評価した事例について，詳細な検討を試みた。次いで，地球温暖化が我が国に及  

ぼす各種影響を貨幣尺度で評価する方法論を検討し，自然資源の劣化に伴う経済的損失について  

算走を試み，方法論上の問題点を検討した。なお，大気汚染の経済的損失を評価する手法につい  

ても，事例研究によりフィージビリティの検討を行った。これらの検討結果は，地球温暖化影響  

に関する研究計画を立てる上で，重要な知見となった。  

〔発 表〕K－10ユ，b－43，46，48  

研究課題11）地球温暖化対策技術の評価に関する予備的研究  
〔担当者〕清水 活・背水陽一・森口祐一‥内藤正明  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

【内 容〕数多く存在する地球温暖化対策のための技術を客観的な尺度で評価するための予備的  

研究を行った。   

本研究ではまず対策技術として考えられる対象的160境目をリストアップし，これをもとに，  

エネルギーと環境に関する専門家に対して∴錮舶こ関するアンケート調査を行った。約275名の  

専門家による評価の結果，対策抜術を，夢の技術軋隋】発期待型，実用型等に分類することがで  

きた。また，評価項欄として重要な事項として，効果の大きさ，安全性，社会的受入れやすさ，  
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自然との調和，省力化 後世代につけをまわさないことなどが挙げられた。   

本研究の一環として，「地球温暖化対策としての環境調和型技術とその評価に関するセミナー」  

を行い，約300名の参加があった。  

〔発 表〕K－57，60，61，Bl17  

研究課題12）地下水圏における揮発性有機塩素化合物の挙動解明  

〔担当者〕中杉修身・書岡昌徳＊1・山崎富夫＊l（＊1兵庫県公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1990年度）  

〔内 容〕（1）地下水汚染地域の地下水及び土壌ガス中の揮発性有機塩素化合物濃度を観測し，  

対象地域の土壌・地下水中の存在状況の把捉を試みた。  

（Z）対象地城の地下水中の揮発性有機塩素化合物と分解生成物濃度の季節変化を観測し，それ  

らの比が2種類の変化を示すことを見いだした。  

（3）対象地域における地下水の流向・流速調査を実施した。  

〔発 表〕B－40，43，b－22  

研究課題13）沿道局地大気汚染の実態解明と予測手法の開発に関する研究  
〔担当者〕森口祐⊥・上原 晴＊1・阿部恭司＊2・奥田 毅＊2リJ、林正興＊2・福志基之＊2・池沢  

正＊3・鳥橋義和＊3（＊1技術部，＊Z大阪帝公告監視センター，＊3兵庵県公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年旺）  

〔内 容〕大都市圏の幹線道路沿道での自動車排ガス起因のNO∫局地汚染対策に資することを  

目的として，常時監視データ・現地調査データの解析による実態解明と，数値計算・風洞実験に  

よる拡散予測手法開発を行った。阪神地域についての自動車排ガス局の常時監視データの解析の  
結果，NO2の高濃度汚染は春季の南からの海風時に多〈みられることが明らかとなり，その原  

因として進入した海風中のオキシダントによる沿道でのNO→NO2への酸化が大きく寄与して  

いることが推察された。一方，大阪府内の幹線道路沿道虻対象として，NO∫の実測調査結果と  

数値計算，風洞実験の結果の比較を行った。高層ビルに挟まれたストリートキャニオン内の濃度  

予測結果は実測値とよ〈一致することが確認きれた。  

〔発 表〕B－67，b－38，39  

研究課題14）リモートセンシンクによる現場評価手法の開発  
〔担当者〕安岡善文・宮崎思国＊1・坂森重治＊2・宮崎 措＊3（＊1環境情報弧 ＊Z富山県公害  

センター，＊3岡山県環境保健センター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

（内 容）本研究は，広い範囲にわたる環境状態を，人工衛星等を利用したリモートセンシ′グ  

手法により計測・評価するための手法について検討することを目的とする。特に本年度は，閉鎖  

性水域の環境管理手法開発の一環として，湖沼，内湾域における水質分布を人二l二衛星データを利  

用して計測するための手法の開発を行うことを目的とした。岡山県児島湖及び児島湾（蘭戸内海）  

において人工衛星MOS－1の飛来に同期して，水質データの収集を実施し，衛星データとの相  

関分析により水質分布図の作成を行った。また富山翻こおける過去の水質調査データと衛星デー  

タとの比較により同上水域の水質分布図作成の可能性について検討した。  
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2．2．3 計測技術部  

（研究概要〕環境問題の解明と対策は，汚染物質をはじめ関与する因子の正確，かつ信頼性ある  

計測なくしては成り立たない。当研究部は環境中の各種汚染物質の化学分析法の確立を始めとし  

て，環境計測・監視技術の開発を行うことを目的として，34課題の研究を行った。   

大気計札 水質計測，生体化学計測，底質土壌計測，各研究室では対象とする各媒体中の微量  

元素とその存在状態の測定法．及び微量有機物質の系統的分析法の研究を行うと共に，それらを  

環境中での各物質の存在量の測定と挙動の解明に応用した。分析方法としてはICP質量分析法  

ヤニ次イオン質量分析法，高分解能質量分析法等の機器分析法が中心であり，またそれらにクロ  

マトグラフィーなどの分鞋法を組み合わせた手法を取り上げている。複雑な組成中の微量成分の  

分析を対象とするため，分離，濃縮などの前処理も研究のポイントとなっている。さらに，質量  

分析法の新しいイオン汎 水質自動モニタリングシステムなどの開発も進めた。   

特別経常研究「湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究」では10年以上にわたる  

霞ヶ浦の定期的調査を継続している。また「バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期  

変動に関する研究」において，摩周札 隠岐島をステーションとして特定汚染物質の変動傾向と  

その要因の解析を行った。また「南極昭和基地での環境汚染成分の長期モニタリングに関する研  

究」において南掛こおける地上オゾン及び大気粒子状物質のモニタリング及び紫外線分光光度計  

の原型作製を行った。   

奨励研究「化学形態の分析のための環境標準試料の作製と評価に関する研究」では，有機スズ  

化合物について保証値をもつ魚肉試料を作製した。「誘導結合プラズマ質量分析計によって得ら  

れる鉛同位対比の国際的クロスチェック」では，鉛同位対比の精度と確度の検定を，「スペシメ  

ンバンキングの手法に関する研究」では，バンキング体制の再編成のための研究評価を行った。   

地方公共団体公害研究機関との共同研究も8課題について研究を行い，分析手法を中心として  

研究を実施した。   

分析室では，共通機器間連の業務及び大気モニター棟の管理のかたわら，大気ガス成分，大気  

粒子状成分分析法の検札 マススペクトルの検索手法の開発を行った。   

特別研究「先端技術における化学環境の解明に関する研究」（昭和62年度開始）では本研究部  

が中心となっているが，基礎として分析法の確立が必要で，経常研究各課題と関連しつつ進めら  

れた。また科学技術庁の海洋研究プロジェクトと関連し，海洋プレート形成域の解明に関する研  

究を行い，熱水現象探査のための有力な方法として海水中のメタンの分析法の開発を行った。  

研究課題1）降水中微量汚染物質の質量分析法による測定法の研究  

〔担当者〕安部喜也・横内陽子t向井人史・西川雅高  

（期 間〕昭利63年度～平成3年度（1983－1991年度）  

〔内 容〕（1）誘導結合プラズマ質量分析法を用いて，降水試料中の鉛同位体比を求める目的で，  

日本海側の敷か所において雪を採取した。これを用いて基礎的な測定条件の設定法を検討した。  

（2）GC－MSにより．降水中の微量有機成分の分析法の検討を行った。  

〔発 表〕c57  
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研究課題 2）化学イオン化質量分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博  

〔期 間〕昭和54年度一平成2年度（1979－1990年度）  

〔内 容〕（1）酸化レニウムエミッタ上で，42種の代表的な含酸素有機化合物の表面電離質量  

分析法を行った。脂肪族アルデヒド類が，強度の大きい（MH）＋等の種々のスペクトルを与え  

ることが判った。  

（2）Mn，Co，Fe，Cr等の金属カルポニールの表面電離質量分析法を行い，マススペクトルを  

得た。  

（3）Li＋イオンの付加反応を利用したイオン化法を用い，大気圧試料を直接導入して，目的の  

化合物を測定できる質量分析法の開発を行った。  

〔発 表〕c35－37，C－42  

研究課箆 3）大気中粒子状物質のトレースキャラクタリセーションに関する研究  

〔担当者〕向井人史・横内陽子・安部喜也  

〔期 間〕昭和58年度一平成元年度（1983～1990年度）  

〔内 容〕（1）大気粉じん中のヒ素（As），アンチモン（Sb），ビ．スマス（Bi）のVb属の元素  

に対して，試作された半自動還元気化導入装置を用いて，分解過程を含めた実質的な感度及び回  

収率が求められた。粉じん中これらの元素濃度はAs，Sbで数10～数100ppm，Biで数ppmの  

オーダーであり，地殻組成から数10～数100倍濃縮されていることから人為起源の汚染を強く  

反映していることが分かった。  

（2）粉じん中の鉛について，安定同位体比を指標とすることにより，アジア地域の鉛汚染の地  

域特性を表すことができ，かつこれを汚染の長距離輸送の指標に用いることができた。  

〔発 表〕c－48，65，66，C52  

研究課題4）環境大気中の極性有機物の測定と挙動に関する研究  

〔担当者〕横内陽子・安部喜也  

〔期 間〕昭和62年慶一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕大気中のガス状有機硫黄化合物の高感度分析法としてポラブロットカラムを用いた常  

温濃縮－キャピラT）－GC－MS（SIM）法の開党を行った。本法を用いて筑波地域の大気を分析  

した結果数10pptレベルのジメチルサルファイドが検出された。  

〔発 表〕C－67，68，C53－56，58  

研究課題 5）環境試料の長期保存法に関する研究  

〔担当者〕安部喜也・向井人史  

〔期 剛 昭和63年慶一平成3年皮（1983－1991年匿）  

〔内 容〕バックグラウンド地域の大気粉じんを長期的に採取保存するために島根県隠岐島で1  

か月ごとの粉じんのサンプリング（有機物用と無機物用）を1年間行った。有機物用には，特別  

にステンレス製の保管容器を作製し，両者とも－20℃の保存庫に保管した。  

研究課題 6）環境変動に関係する微量化学成分の天然水環境における挙動の研究  

〔担当者〕野尻幸宏  
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〔期 間〕平成元年度－5年度（1989－1992年度）  

〔内 容〕メタンの水中濃度の定量を容易にする自動分析装置を開発した。セプタム付ガラス瓶  

に密栓した水試料を分析計に装着する。ヘリウムガスでパージして清春メタンを追いだし，冷却  

した活性炭に吸着させる。加熱気化したメタンをガスクロマトグラフに導入し，定量分析する。  

この一連の操作が完全に自動化された。摩周湖湖水について，湖底から供給される火山性のメタ  

ンを検出することができた。装置を海洋研究船に設置し運転した。フィジー諸島から日本に到る  

航路で，洋上大気中メタン濃度と表面水中のメタン濃度の計測を行った。   

人為的に酸性化された田沢湖の中和事業が1991年より本格的に始まるのを受けて，田沢湖の湖  

沼調査を行い，今後に予想される化学成分・生物相の変化の初期値となるデータを得た。水温・  

電導度の観潮から，火Ill牲湧水の影響がないことが確かめられた。  

〔発 表〕K－8，71，Cエ31，C34，35，37．38  

研究課題 7）水質自動連続測定による環境影響の高感度検出法に関する基礎的研究  

〔担当者〕河合崇欣  

〔期 間）昭和63年慶一平成4年度（1988年定一1992年度）  

〔内 容〕臨湖実験施設のモニター装置を用いて，気象と水質を同時に連続測定し，水質変動に  

対する気象の影響などについて研究を行っている。本年度はこれまでの技術の応用として，奥日  

光の刈込切込湖で酸性降下物による陸水の酸性化予測調査に関連して水質の長期連続（高頻度）  

測定を実施した。水温，電導凰pHの現場自動記録を行ったほか，湖水の自動採取装置を作成  

し6月1日－11月17日まで1日1本の試料を湖内2か所で採取した。河川及び湖沼の水のアルカ  

リ度を高精度に測定するためにGran’splot法の検討を行い，測定に用いた。今後，主として  

pH変動とアルカ1）度から潜在無機炭繋（DIC）濃度の変動を計算し，植物プランクトンの光合成，  

呼吸活性の現在のレベルを推定する予定である。  

〔発 表〕C－7  

研究課題 8）パルスレーザーを励起源に用いた誘導結合プラズマ 川⊃P）原子蛍光法（AFS）  

の開発  

〔担当者〕古田直紀  

〔期 間〕昭和61年隆一平成元年度（1986”1989年度）  

〔内 容〕インテンシイブ7イアー付きフォトダイオードアレー検出器を用いて，ICP発光スペ  

クトルと蛍光スペクトルの時間変化が測定できるシステムを組み立てた。固体試料を直積分萌す  

るために，匝】体試料表面にレーザーを照射してアプレー卜した試料を1CPに導入し，そのとき  

観測される発光スペクトルの時間変化を，開発したシステムにより測定した。その結果，レーザー  

の照射ごとに新しい表面を照射するようにして多重パルスを用い，しかも，内標準法を用いるこ  

とにより，4％以内の分析精度が得られることが明らかになった。  

〔発 表〕C－37～39，〔∵43”45  

研究課題 9）水域環境指標としての有機化合物の模索と評価  

〔担当者〕白石発明  

〔期 間〕昭和62年度”平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕（l）環境水中に発見された有機物質のリストの作製を継続した。  
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（2）河川水より抽出される物質のうち，ガスクロマトグラフィーの窒素Ijン検出器及び電子捕  

獲検出器に特異的に反応する化合物の検索を進めた。今までに知られていないいくつかのど【ク  

の存在が確認された。これらは，検出された時期，地点から農薬由来と推定されるが，現在のと  

ころ同定までには至っていない。  

（3姓物濃縮する物質の検索を目的として，海岸に生息するムラサキイガイ中の汚染物賀の検  

索を行った。有機塩素化合物では，PCB，クロルデン，有機硫黄化合物では，油汚染の指標と  

して使えると考えられているジペンゾチオフエン及びそのアルキル置換体が検出された。  

【発 表〕C－20．c16  

研究課程10）原子スペクトル分光法等の機器分析を軋、た生体中の微量元素の分析法に関する  

研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・摘弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕昭和57年定一平成3年匿（1982～1991年酎  

〔内 容〕原子吸光法としては．交流ゼーマン効果原子吸光法及び長北路原子吸光法の応用を進  

めた。元素の同位対比の測定を熱イオン化質量分析器を用いて行い，同位体希釈分析法により正  

確な分析を行うとともに，特に鉛についてその起源について検討を加えた。ヒ素及びゲルマニウ  

ムについては，水素化合物導入法プラズマ発光分析法及び質量分析法を検討Lた。特にゲルマニ  

ウムについては，ピコグラム以下の超微量を定量する手法を確立した。また，高感度な多元素同  

時分析法としてICP質量分析法について検討し，特に人体臓器試料及び食品試料について，こ  

れらの手法の応用により得られた分析伯の集積を図った。  

【発 表〕c－49－51，57，C14  

研究課題11）生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究  

（担当者〕森田晶敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕昭和57年度～平成3年度（198Z－1991年度）  

〔内 容】各橡のクロマトグラフィーと原子スペクトル分光法等の元素の分析法を結合させたハ  

イプ1）ッド法の開発を引き続き行った。本年度は，特にHLPCLC－MS法について検討を行った。  

また，各種の機器分析を組み合わせて尿及び血清中のセレニウム及びヒ素，蘇苔類中の希土類元  

素や銅，臭素，海産生物中のヒ素化合物，細胞内の核中の鉛化合物，酵母中のクロム化合物，生  

体試料中の金化合物等を扱った。さらに組織内の局所分和を明らかにするため，Ⅹ線マイクロア  

ナリシスの活用を広げるとともに，レーザー加熱気化ICP質量分析法及びSIMS法の予備的検  

討を行った。  

〔発 表〕c－15，16，C－13，15  

研究課顎12）悪臭に関連する各種アルデヒド類の分析法の開発と環境試料への応用  

〔担当者〕安原昭夫  

【期 間〕平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕脂肪族飽和アルデヒド類の誘導体化試薬として用いるシステアミンはケトン類とも容  

易に反応してチアゾリジン 化合物になることが分った。GCMSによる研究の結果，アルデヒド  

からの誘導体とケトンからの誘導体は異なったフラグメントイオンを生じることが判明したの  

で，システアミン法でカルポニル化合物の同時分析が可能となった。またGC－MSによるフラグ  
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メントイオンを解析することにより，ケトンの構造を推測できることも判明した。不飽和アルデ  

ヒド類の誘導体化試乗として使用したメチルヒドラジンは不安定であるという欠点を有している  

ので，メチルヒドラジン以外の誘導体化試薬の探索を試みたが成功しなかった。メチルヒドラジ  

ン法を用いて，食堂の排気中のアクロレインを分析したところ．微量ながら検出に成功した。ア  

クロレイン生成の原因と思われる食用油を加熱してヘッドスペれスガスを分析したところ，高濃  

度のアクロレインが検出された。  

〔発 表〕c61－64，C－47－50  

研究課題13）底質，土壌中の元素の状態分析こ関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕昭和63年度”平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容〕Ⅹ線光電子分光法（XPS）による，底質土壌を構成する鉱物中の元素の状態分析法を  

発展させている。本年度はヒ素の分析についてⅩPSの可能性，ヒ素の化学形厳による粘土鉱物  

への吸着性の違いなどにつき検討した。ⅩPSによる底質のヒ素の状態分析には，3d及びZp3′2  

の光電子線，L2M45M。5，L3M45M。5のオージュ電子線が利用でき，それぞれのエネルギー健  

から化学結合状掛こ関する知見が得られ2p3′2線と他のスペクトル線による定量分析値の差か  

ら，ヒ素の底質粒子表面層の分布に関する情報が得られることが分かった。ヒ素の3価及び5価  

の酸化物，硫化物などが，化合物の結晶性によらず，区別可能であることが分かった。  

【発 表〕C－23，C－19，20  

研究課題 川）底質，土壌中の有楔化合物の存在状態及び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子・相馬光之  

〔期 間〕平成元年度”4年度（1989－1992年度）  

〔内 容】本年度は，アスベストの中で使用量が多いクリソタイル鉱物への色素の吸着について  

の研究を行った。クリソタイルはシリカ（SiO2）とマグネシア（MgO）の交互相からできており，  

他の粘土鉱物，土塊粒子では陽イオン性色素が吸着しやすいのに比べ，クリソタイルでは陰イオ  

ン性色素の吸着があるのが特徴的である。またクリソタイル表面のMgは非常に溶けだしやすく，  

水やエタノールに分散させただけでも溶出Mgが見られた。クリソタイルへの陰イオン性色素吸  

着の特徴と，そのうちでも検出感度の高い蛍光色素を使いアスベストの検出法への応用を試み，  

現在蛍光顕微鏡を使って，検出法の改良を試みている。  

〔発 表〕C－26，C－22  

研究課題15）底肇からみた堆積環境の変動に関する研究  

〔担当者〕田中 致・相馬光之  

〔期 間〕昭和62年度”平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕成因・地質の類似Lた摩周湖と屈斜路湖底質中の元素の存在形態を逐次抽出法により  

比較した。この方法により，火山灰層の共通性と両湖沼の相違点が明らかになった。摩周湖では，  

火山性湧水起源の元素（Fe，Mn．As）に特徴的な濃縮がみられ，微量汚染元素の濃度は低かっ  

たが，可抽Ⅲ態Pbは，この100年での増加が顕著であった。屈斜路湖底質は，酸性流入河川で  

ある湯川の影響を受ける湖北側部分と，湖南側の温泉を起源とする部分に特徴づけられた。  

〔発 表〕C－27，C－24  
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研究課題16）表面分析及び局所分析法の環境試料への応用  

〔担当者〕相馬光之・細山春彦・田中 敦  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕二次イオン質量分析装置に中性原子ビームを作るためのチャンバーを取り付け，高遠  

原子衝撃二次イオン質量分析法（FAB－SIMS）の環境試料への応用について検討を行った。そ  

の結果，中性原子ビームの使用により，岩石などの薄片試料やペレット状にした底質試料に金属  

のメッシュをかぶせるだけで，環境試料のような電気絶縁物質でもチャ「ジアップを防いで二次  

イオンの測定が可能であることが分かった。また，ガラス標準試料の測定からFAB－SIMSでは，  

ppmレベルの元素の検出が可能であることが明らかとなった。  

〔発 表〕C－21，24，C－18  

研究課題 け）大気中のガス状汚染物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・畑フコ正行・宇野由利子  

〔期 間〕昭和55年度⊥平成元年度（1980－1989年度）  

〔内 容〕sO2の環境中濃度は発生礪の有効な制御により極めて低くなっている。したがって．  

高感度，高精度の測定法が必要である。溶液導電率法はその意味では有効な測定法ではあるが，  

湿式法であり妨害物質及び維持管理の問題があり，さらに有効な測定法が望まれている。SO2  

の乾式測定法としては炎光光度法及び紫外線蛍光パルス法があるが，そのうち，炎光光度法は水  

素ガスを必要とするため，最近ではあまり用いられていない。紫外線蛍光パルス法の実用性を検  

討するため，次の実験を行った。  

（1）低濃度レベルでの直線性の検討を行い，十分な直線性があることを確認した。  

（2）10－40℃の範囲での温度影響を検言寸し，ほとんど影響のないことを確認した。  

（3）2種類の炭化水素を用い，炭化水素除去装置を装着することによりその影響が避けられる  

ことを確認した。  

〔発 表〕c－11，12  

研究課題18）大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫り刀刀正行・西川椎高・柴田恵子・土井妙子＊1（＊l才支術部）  

〔期 間〕昭和55年慶一平成元年度．（1980－1989年度）  

〔内 容）大気汚染物質のうち浮遊粒子状物質はNO2■と共に，環境基準の達成率が悪く，発生  

源対策が遅れているものの一つである。大気粉じん中の元素成分分析はその起源推定のためには  

極めて重要である。   

浮遊粒子状物質自動測定機のうち，β線吸収式自動測定機はろ紙を用いているため，籾じん試  
料を元素分析に用いることができる。ろ紙の材質を適当に選定することにより．必要とする成分  

の分析が可能である。起源推定に有効な粉じん中の炭素成分の分析のために用いる石英繊維製ろ  

紙の装着方法と時間分解能等について検討した。また，金属成分分析のためのテフロン製ろ紙に  

ついても検討した。  

〔発 表〕c－28，29，44  

研究課題19）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子＊l（＊1環境情報部）  
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研究課題ノ9）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子■1（＊1環境情報部）  

〔期 間〕昭和58年慶一平成元年度（1983－1989年度）  

〔内 容）科学技術庁振興調整費で開発したNIES－MSLS法lま当研究所の大型コンピュータ  

HJTACM280Iiシステムを用いて未知化合物の検索が迅速に行えるよう構築しているが，最近  

のパーソナルコンビュ⊥夕の普及とその機能アップにより，パソコンシステムにおいて検索でき  

ることが期待されている。本研究ではNIES－MSLSシステ．ムをパソコンシステムで有効な検索  

が行えるよう，検索手法に検討を加えて修正した。   

また，HITACM－28OHに収納されているリファレンスデータベースはEPA／NIH／MSDCマ  

ススペクトルデータベースに当研究所で作成したオリジナルデータを加えて使用してきたが，パ  

ソコンデータベースのために，当研究所で作成したデータベース（約√1，500物質）によるリファ  

レンスデータベースを構築（パソコンシステム内）し，フロッピーディスクに収納した。また，  

これらを「NIES－MassSpeetralDataBaseforEnvironmentalAnalysis」F－19－’90／NIESと  

して出版し，環境化合物を取り扱う研究者に提供することとした。  

〔発 表）C2，3，K－79  

研究課題 20）湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究  

〔担当割 河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・細見正明＊］・稲葉一倍＊】・海老瀬潜一＊】・福島  

武彦＊1・大坪国順＊l・相崎守弘＊1・安野正之＊2・春日清一＊2・高村典子■2・花里孝幸＊2・  

岩熊敏夫＊2・野原精一＊軍′・上野隆平＊2（＊1水質土壌環境弧 ＊2生物環境部）  

〔期 間〕昭和62年度一平成3年慶（1987－1991年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦（西浦）は，利根川河口堰完成後数年でほぼ現在の水質に達し，最近は大きな  

変化はないが，利水計画及び水質保全対策の実施とともに．大きく変貌しようとしている。計画  

では利根川及び那珂川からの導水事業の完成によって現流域河川からの全流入量の約2割相当が  

導入される。霞ヶ浦流域下水道によって集められた下水は土浦下水処理場を経て霞ヶ浦に放流さ  

れる。予想される平均水位の上昇と水位変動の拡大などが湖水水質及び生物相にどのような変化  

を与えるかを観察している。霞ヶ浦（西浦）の調李を毎月1国英施し，湖内の10地点において  

一般項臥主要陽イオン，陰イオン，微量重金属元素，残留農薬，栄養塩（全リン，溶存リン，  

オルソリン，潜存窒乳 アンモニア，亜硝乳硝酸）濃度を測定し，細菌，植物プランクトン，  

動物プランクトン，底生動軌魚類の現存量と種組成を調べた。  

〔発 表〕K－66，67，C－6，E－54，H－2，28，31，32，36，37．e－2，3，30，h－4，33，54  

研究課題 21）バックグラウンド地域における周墳汚染物貿の長期変動に関する研究  

〔担当割 向井人史・野尻幸宏・白石寛明・古日直紀・河合崇欣・田中 敦・瀬山春彦・相馬光之  

〔期 間〕平成元年度－5年度（1989－1994年度）  

〔内 容〕特別研究「バックグラウンド地域に声ける環境汚染物質の長期モニタリング手法の研  

究」（昭和58－62年度）で行われた摩周湖における汚染物質のパイロット的モニタリングを受け  

継いで，本年度より特定汚染物質（有機塩素化合物など）の調査を開始した○前年度は調査を行  

わなかったので，従来の結果と異なる点が見いだされるかが重要な点であった。トレンドの観測  

で鍵になっている物質であるα－HqHの濃度は上層水（0－20m）における値が，下層水（刃～  

200m）より低く，全体としては前回より更に低下していた。昭和60－61年度に始まった上層水  
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と下層水の濃度の逆転全体の濃度の漸減は大気からのα－HCHの負荷の減少を物語るもので，  

この傾向を確認できた。  

（発 表〕K－5〝9，C－24  

研究課題 22）南極昭和基地での環境汚染成分の長期モニタt」ングに関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・功刀正行・西川雅高・林田佐智子＊1・原島 省＊2・渡辺正孝＊2（＊1大気  

環境部，■2水質土壌環境部）  

【期 間〕平成元年度〝5年度（1989－1993年度）  

〔内 容〕平成元年度は地上オゾン及び大気浮遊粒子状物質のモニタリングを行った。地上オゾ  

ンのモニタリングの結果，昭和基地におけるオゾンの季節変動とその濃度範囲が明らかになった。  

昭和基地では夏季（1～2月）に最も低く，冬季（7～8月）に最高値となる一山型の濃度パター  

ンを示している。濃度範囲は15－40ppbの間である。臼変化はほとんどなく，月間に平均して  

数ppbの減少．又は増加が認められる。これはNOAAが行っているアムンゼン・スコットでの  

濃度変動とよく一致している。また，ハイポリュームサンプラー及びβ線吸収式浮遊粒子状物質  

測定器によるモニタリング結果によると，昭和基地の大気粉じん濃度は5〃g／m3以下であり，  

季節変化は認められなかった。また，粉じん中の炭素成分も極めて低く，仝炭素濃度で約50  

ng／m3であった。   

昭和基地でのモニタリングを目的として開発している紫外線分光光度計は紫外線B領域まで  

計測可能な分光光度計の原型を作製した。太陽直達光によるUVB領域の照度と分光光度計感度  

の比較を行った。  

〔発 表〕cィ28，30，31  

研究課題 23）誘導結合プラざマ質量分析計によって得られる鉛同位体比測定の国際的クロス  

チェック  

〔担当者〕古田直紀・田中 敦・向井人史■・植弘崇嗣・岡本研作  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕共通試料として，地底質試料，大気粉じん，多元素標準溶液の3つの試料をクリーン  

ルーム内で調製して／鉛同位体比測走用標準試料と一緒にして，イギリスとカナダ，それに，日  

本国内のそれぞれの大学と研究所に配布した。当研究所も含めて日本国内で3研究所，イギリス  

とカナダでそれぞれ1研究所の，合計5研究所の結果が得られた。その結果，206／207の値は0．3％  

の精度で一致するのに対し，206／ZO4と208／204の値は，研究所間に有意の差がみられた。  

〔発 表）c－46  

研究課題 24）化学形態分覇のための環境標準試料の作製と評価に関する研究  

【担当者〕岡本研作・森田昌敏・柴田康行・植弘崇崩  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕（1）国立公害研究所標準試料No，11「魚肉粉末」について，その中に含まれる全ス  

ズ及びトリプチルスズについて保証値，トリ7ユニルスズについて参考値を定めた。  

（2）NIES標準試料No．12として「海底質」を作製した。東京湾底泥を採取後，風乾，均質  

化して，30gずつポリエチレンラミネート容掛こ真空包装した（700個）。「海底質」標準試料中  

の仝スズ，トリプチルスズ，トリフユニルスズについて分析を行い，保証佃を決定するためのデー  
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夕を得た。  

〔発 表〕c－4－7，C－4，5  

研究課題 25）スペシメンバンキングの手法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・安部喜也・植弘崇嗣・向井人史・田中 致・柴田康行  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕これまで10年間にわたって行われてきた環境試料保存（スペシメンバンキング）につ  

いての研究を総括し，その将来像を探る目的で，所外の有職者を交えてシンポジウムを開催した。  

新たに見つかった汚染の起源を探る，あるいはその対策の緊急性を評価する上で，時系列変化を  

知ることの重要性が実例をもって示され，環境試料保存の意義，有用性が改めて示された。また，  

こうしたモニタリング，バンキングにかかわるいくつかの実際例の報告に加えて，環境モニタリ  

ングの視点からみた試料収集の問題点，新たな系統保存試料の候補などについても殿重な意見，  

報告が寄せられた。併せて保存庫の資料の整理，コンテナの規格化と番号付け，及びデータベー  

ス化を行い，バンキング体制の再編成を行った。また，地方公害研究機関の研究者の協力を得て  

二枚貝の採集，保存（北海道，新潟，広嵐 北九州，沖縄）を継続した。  

研究課題 26）二重収束磁場型質量分析計を用いた高分解能ICP－MSの開発  

〔担当者〕植弘崇嗣・伊藤裕康・森田昌敏  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕分子イオンの妨害を除去する目的で，高分解能二重収束磁場型質量分析計を用いた誘  

導結合プラズマ質量分析計（ICP－MS）を開発する目的で，インターフェイスの設計，試作，並  

びに．予備的な性能検査を行った。   

インターフェイスは，通常の四重棒質量分析計を用いたICP－MSと同様な，「高温（7，000K），  

大気圧（105pa）のプラズマを常温（300K），高真空（10dpa）の質量分析計に導入」するとい  

う機能ばかりではなく，磁場型質量分析計に必須の「イオンに運動エネルギーを与えるための加  

速電圧（4－8】くV）を供給する」という株能も有する必要がある。このため，放電を抑制する  

ための工夫を行った。   

予備的な性能検査では，分解能として10．000程度が得られた。  

〔発 表〕c－57，C－1  

研究課題 27）バックグラウンドオゾンの動感の解析に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・軌Il雅高こ光本茂記・育次 清＊1・ 山崎雄一郎＊2・内田英夫■2・佐々木  

一敏＊2・宇都宮彬＊3・浜村研吾＊3・宝来俊一・＊4・早狩 進＊5・吉田 毅＊5（＊一山口  

県衛生公害研究センター，＊2長野県衛生公害研究所，＊3福岡県衛生公害センター，  

＊4鹿児島県環境センター，＊5青森県公害センター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕八甲田山（青森県），八方尾根（長野県），十種ヶ峰（山口県），三郡山（福岡県）及  

び奄美大島（鹿児島県）においてオゾン濃度のモニタリングを行いそれぞれの地域における′〈ッ  

クグラウンドオゾンの特徴を把握すると共に，地域ごとに特徴的な研究を行った。   

日本列島全域にわたって春季（4～5月）にオゾン濃度がピークを示し，夏季（7－8月）に  

低濃度を示す年変化パターンは従来いわれている北半球中緯度地域の特徴であり，それを全地域  
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で確認できた。   

成層圏オゾンの降下を確認するために，三郡山において5月と11月に7Beを同時に測定したが，  

明確な結果を得るまでに到っていない。   

十種ヶ峰における高濃度オゾンと比湿との関係から高濃度オゾンの由来が上空からの降下によ  

るものが多いと馳走された。   

八甲田山におけるオゾン計とオキシタント計との同時測定から，この地点でのオキシタントの  

ほとんどがオゾンであることが確認された。  

〔発 表〕c－41，4之  

研究課題 28）GC－MSスペクトルの解析に関する研究  

t担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・森崎澄江♯】・′ト師事子♯2・剣持堅志＊2・今村  

清＊3・奥村為男蠣3（♯1大分県公害衛生センター，■2岡山県環境保健センター，＊3大  

阪府公害監視センター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕未知の環境化学物質の同定のためにはGC－MSは最も有用な分析計である。未知物質  

の同定を高精度で行うためには測定されたスペクトルの特徴を的確に把握する必要がある。質量  

分析計は機種の違いにより，そのスペクトルが微妙にゆらぐ。異なった機種で測定された未知の  

マススペクトルを高精度で同定するために，いくつかの機種を用いて主な標準物質を測定し，そ  

のマススペクトルの特徴を把握した。また，最近，ゴルフ場での散布などで社会問題化している  

各種の農薬の有効な同定を行うため，約150種類の農薬のリファレンススペクトルを測定し，そ  

のデータベースを作成した。パーソナルコンピュータシステムで用いた農薬データベースとその  

検索システムを構築した。  

〔発 表〕c－1  

研究課題 29）大気汚染物質簡易測定法の研究  

〔担当部 溝口次夫・松本光弘＊1・池浦太荘＊2・高橋照美＊3（＊】奈良県衛生研究所，＊2福岡県  

衛生公害センター，＊3山梨県衛生公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕簡易測定法は局所的な汚染機構の解明，地域の悉皆調査，電源のない地域でのモニタ  

リングなどに有効である。   

本研究ではそれらの目的で利用するオゾンの簡易測定法及び亜硫酸ガス，窒素酸化物の簡易測  

定法の精度等の基隆実験を行った。また，強削通風式亜硫酸ガス簡易測定器のフィールドテスト  

を山梨県内のバックグラウンド地域において行った。  

（1）オゾンの簡易測定法は気象要素のうち風の影響はそれ程大き〈ないが，温度影響が10℃に  

つき約20ppbあることが確認された。  

（2）亜硫酸ガス及び窒素酸化物の簡易測定器は風速影響，温度影響共に大きいことが確認され  

た。しかし，時間分解能が良く，低濃度地域でのモニタリングに利用できることが分かった。  

（3）強制通風式亜硫酸ガス簡易測定器は大気の清浄な地域，通常の汚染地域及び高濃度地域の  

3か所で約半年間モニタリングを行ったが，いずれも，1か月間の積算値では導電率法と極めて  

相関のよいことが確認できた。  

〔発 表〕C－40  

－27 －   



研究課題 30）粒子状物質中の炭素成分の分析法に関する研究  

〔担当者）溝口次夫・西川雅高・河野伴弥＊1・山下辛康＊l・桑田←弘＊1（＊1大阪府公害監視セ  

ンター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

【内 容〕大気粉じん中の炭素成分の分析値はその起源推定に有効である。本研究では熟分離法  

による炭素成分の分別分析法の確立と，有機系炭素成分の同定システムの開発を行った。   

熱分離法による元素状炭素と有機系炭素の分別分析法では次の検討を行った。  

（1）加熱雰囲気を不活性ガス（He気流中）及び活性ガス（空気中）の両雰囲気について実験し，  

それぞれの特徴・問題点を抽出した。  

（2）検出方法は水素炎イオン化法（FID）及び熱伝導法（TCD）を用い，それぞれについて  

適当な試料量を検討した。  

（3）有機系炭素成分の同定のために粉じんの熱分離システムと質量分析計を接続し，熱分離  

マススペクトルシステムを開発した。  

〔発 表〕C30  

研究課題 3り 大気中の有事化学物質の分析手法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・岩田 理＊1（＊1北海道公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕大気中の有害化学物質として．大気粉じん中に捕集される高†弗点有機塩素化合物の分  

析法を検討した。分析手法として高分解能GCMS法を用いた場合の測定条件の設定，SIM測  

定における質量数ウィンドウの設定，感度と選択性，繰り返し精度等，分析手法に関する基礎的  

パラメータを決定した。  

研究課題 32）ゴルフ場に関連した農薬類の微量分析法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・白石寛明・寺沢潤一一＊1（＊1長野県公害研究所）  

〔期 間j 平成元年度（】989年度）  

〔内 容〕ゴルフ場軍楽の水中残留レベルを決定するための微量分析法について検討した。  

GC－MSを用いて多数の農薬を同時に定量するためのマスクロマトグラフ法の開発とそれを用い  

ての分析精度について検討した。またGCFPDを用いたリン系農薬の分析とも組み合わせ，各  

種農薬のPTRIと感度特性についての物質情報を得た。  

研究課題 33）加熱過程における有害化学物質の生成横構の解明に関する研究  

〔担当者〕安原昭夫・沖 典男＊1・中野 武＊1・辻 正彦＊1（＊1兵庫県公害研究所）  

〔期 間）平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕トリクロロエチレンを石英管内で熱分解させると，ヘキサクロロエタン，ヘキサクロ  

ロブタジエン，ヘキサクロロベンゼンなどの塩素系有機物が生成することが判明した。熱分解温  

度を変えて実験した結果，700℃以上では塩素系有機物の生成もおさえられることが分った。次  

にプロパンガスと酸素を混ぜて燃焼させながら．そこにトリクロロエチレンを導入して，排ガス  

を分析した結鼠 完全に分解してどのような塩素系有機物も生成していないことを確認Lた。兵  

庫県内の廃棄物処理工場の燃焼炉を使って，トリクロロエチレンの燃焼実験を行い，排ガスの分  

析を行った。温度は850℃と950℃に設定した。いずれの温度でもトリクロロエチレンはほぼ完全  
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に消失したが，各種の塩素系有樺物の生成が観測された。しかし生成物の種類はモデル実験で検  

出されたものとはかなり異なっており，さらに詳しい実験が必要と思われる。  

（発 表〕C－60，C－5】  

研究課題 34）アスベストの新分析法に関する研究  

〔担当者〕瀬沈香彦・札【！与悠子・高尾真一＊】・田上四郎＊－・櫻井利彦＊1・大谷倫子＊2・横出  

秀幸＊2・伊藤正範＊2（＊－福岡県衛生公害センター，＊隼L幌市衛生研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 副 アスベストを選択的に検出するための薪分析法として二次イオン質量分析法，東光色  

素吸着法の検討を行った。二次イオン質量分析法に関しては金属板上に乗せたアスベスト繊維の  

二次イオン質量スペクトル測定及びマグネシウムニ次イオンを用いたクリソタイル繊維のイメー  

ジング（分解能－1／ノm）が可能であることを明らかにした。蛍光色素吸着法ではアスベストに  

吸着する蛍光色素のうちエリスロシンB，フルオレセインの吸着特性せ誹べた。また，福間県衛  

生公害センターと札幌市街生研究所では，アスベストを含む大気粉じん試料の採取に適した場所  

の選定及び採取された大気粉じん試料の光学顕微鏡法，電子顕微鏡法によるアスベスト分析を  

行った。  

〔発 表）c－17，22  
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2．2．4 大気環境部   

〔研究槻要〕大気環境閑適としては地球温暖化成層圏オゾン層破壊，酸性雨といった地球的規  

模の問題が社会的に大きく取り上げられる一方，都市の二酸化窒素問題に代表される地域的規模  

の環境問題もその解決が急務となっている。地球的規模の問題にかかわる研究については．大気  

環境部では既に特別研究「成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究」，地球温  

暖化総合特別研究「地球温暖化に係る大気成分の環境動態の解明に関する研究」に中心的にかか  

わり，研究を推進している。また，特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」  

は本年度終了し，今後酸性雨関連の特別研究に引き継がれる予定である。   

経常研究としては，これら地球規模，地域規模大気環境問題研究の基礎となる大気中の物理的・  

化学的プロセスの研究を中心に以下の課題についての研究が行われた。   

大気物理研究室ではレーザーレーダーによる大気構造・運動に関する研究，新レーザーレー  

ダー手法の開発に関する研究，成層圏エアロゾル層の形成に関する研究を行った。   

大気化学研究室では気相化学反応過程の研究を光イオン化質量分析計，レーザー分光法，フー  

リエ変換赤外分光法等を用いて行った。   

大気環境計画研究室では都市大気中の乱流構造・拡散機構の研究，流体運動に関する研究，熱  

帯域における積雲対流活動と大気循環に関する研究等を行った。   

またエアロゾル研究室では酸性降下物の生成・沈着過程の研免 エアロゾル粒子の生成と測定  

手法に関する研究等を行った。   

地球環境研究における衛星利用の重要性が認識され1995年打ち上げ予定のADEOS衛星に  

環境庁提案の大気成分測定用センサー（ILAS）及びリトロ1）クレクター（RIS）が搭載される  

ことが正式に決定された。大気環境部には1989年10月より高層大気研究室が新設され，大気物  

理研究室及び高層大気研究室において，衛星データ利用による大気動腰の研究，大気計測用衛星  

センサーの高度化及び解析アルゴリズムに関する研究等への着手がなされた。  

研究課題1）対流圏エアロゾルモデルに関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・林田佐智子・中根英昭・松井一郎＊1（．■1技術部）  

〔期 間〕平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕対流圏エアロゾルによる光学的厚さヤ，エアロゾルの鉛直分布について，ミ一散乱レー  

ザーレーダー，多波長レーザーレーダーによる観測データをもとに，季節を代表するモデルの構  

築を行う。   

このため，大型レーザーレーダーによる観測を年間を通して実施した。また，既に収集した大  

型レーザーレーダーデータを解析し，エアロゾル鉛直分布を季節ごとに整理し，その特徴を検討  

した。多波長レーザーレーダー観測は3波長，偏光成分について試験糾こ観測を行い，解析用プ  

ログラムの整備を行った。  

〔発 表】D－27，28，31，43，45，46，1－25，d－45，47，i‾29，30，31  

研究課題 2）成層圏エアロゾル層の形成に関する基礎的研究  

〔担当者〕林田佐智子  

〔期 間〕平成元年度～5年度（1989－1993年度）  
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【内 容〕成層圏エアロゾルの微物理過程を数値モデル化するため，必要なバラメタリゼーショ  

ンについての文献調査を行った。また，数値モデル全体のアルゴリズムを検討した。  

研究課題 3）宇宙からのレーザーレーダー観測に関する予備的研究  

〔担当者〕笹野泰弘・杉本伸夫・林田佐智子  

〔期 間〕平成元年度｝3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕人工衛星・スペースシャトルなどの宇宙飛翔体からのレーザーレーダーを用いた大気  

環項監視システム構築の可能性を検討し，宇宙飛翔体搭載用レーザーレーダーの基本要素（レー  

ザー，望遠鏡等）の開発目標を明らかにする。   

本年度は，宇宙からの大気環境監視システムに必要とされる性能（距離分解能・精度）につい  

て情報を収集・整理し，アクティブセンサーの特徴を有効に活用するためのシステム構成を検討  

した。今後，宰領からのアクティブリモートセンシングによる大気環境監視として有効かつ実現  

性の高いものとして期待される観測項目のうち，特に重要と考えられるものは，成層圏オゾン，  

成層圏・対流圏エアロゾル，雲，水蒸気の空間分布の計測である。地上ベースのレ【ザーレーダー  

について技術的な開発の進展状況を整理した。  

〔発 表）D－27，器，朗  

研究課題 4）大気観測用新レーザーレーダー手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者）杉本伸夫・笹野泰弘・湊 淳・林田佐智子・竹内延夫・松井－・郎＊l（＊l技術部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕大気環境を総合的に把振するための各種の情報を高密度かつ空間的に連続して観測す  

ることを目的とする，新しいレーザーレーダー技術の基礎となる計測手法の開発と，計画に係る  

大気性状の解明を行う。このため，新しい個体レーザp（Ho：YSGG レーザー）を用いた2，1  

FLmのレpサーレーダーの開発，Nd：YAG レ「サーを用いたヘテロダインレーザーレーダー  

の理論的検討と基礎実験を行った。また，大気低層の観測を目的とするレーザーレーダーの送受  

信光学系の最適設計に関する研究，時間相関法による風向風速測定用レーザーレーダーの改良  

を行った。  

〔発 表〕D－35，39，卜25，d48～53，65，69，70  

研究課題 5）レーザーレーダーを用いた大気の構造及び運動に関する研究  

〔担当者〕中根英昭・笹野泰弘・杉本伸夫  

〔期 間〕昭和63年慶一平成4年度（1988～1992年度）  

t内 容〕エアロゾルをトレーサーとして，掃引塑レーザーレーダーを用いて海風前線の構造及  

びその時問変化を観測することを目的としている。前年度までに，レーザーレーダーを用いて海  

風前線の構造と風向・風速に関連のあることが明らかになったので，本年度はレーザーレーダー  

観測とパイパルを用いた風向・風速の観測を同時に行うことを計画し，7日間の同時観測を実施  

した。  

〔発 表〕D－45  

研究課題 6）衛星データを利用した大気環境動態の研究  

（担当者）竹内延夫・鈴木 随  
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〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 剛 NIMBUS－7搭載のSBUVデータを購入し，オゾン濃度の仝球的な高度分布を解析  

し，オゾン濃度分布の空間的特徴を求めた。また，TOMSデータを入手し，そのオゾン全量濃  

度の高濃度領域と高層天気図から求めたジェット気流位置が良い一致をすることを確認した。さ  

らに1986年5月を中心に2，8月のデータについてジェット気流の南側におこる対流圏界面  

ギャップを通じて，成層圏オゾンが対流圏へ沈降する事例に関して，集中観測データ，バックグ  

ラウンドモニターデータとの比較から，その機構を明らかにした。また，TOMS，SBUVのデ‾  

夕解析法についてNASAゴダード宇宙飛行センターの協力を得て，その使用法を習得し，その  

有効な使用法を把握した。  

〔発 表〕d－67，73  

研究課題 7）衛星搭載大気計測光学用センサー高度化の研究  

〔担当者〕鈴木 睦・竹内延夫  

〔期 間〕平成元年度－5年度（1989－1993年度）  

〔内 容〕太陽光を光源とする地球周縁方向掩蔽法センサーによって大気微量成分を測定すると  

きの検出感度の検討を行った。まず，光学系の仕様（開口径，視野角等）及び，検出器素子の大  

きさ，中心波長，スペクトル帽を設定したときの最小検出濃度を求め，次に．異種気体が混在す  

る場合に分離度を良くするために，スペクトル幅を狭くした高精度観測法について検討した。オ  

ゾン，二酸化炭素，水蒸気，メタン，N20，NOz，硝酸以外の大気微量成分を測定するには，冷  

却型検出器を必要とし，2原子分子の測定は，吸収線の存在が疎であるので予想どおり難しいこ  

とが見いだされた。また，感度をあげるには入射光量が大きいほど望ましく，水平視野を広げる  

ことは感度の向上の上から重要である。高度分解能に関しては地心方向の観測では数kmの高度  

能で測定するには，地球間緑方向（リム方向）の測定が  分解能が限度であり，高精度の高度分解  

望ましいことを結論として得た。  

〔発 表〕D－36，38，a－20，21，d55－59，d－62－64，66，68，71”75  

研究課題 8）大気計測用衛星データ解析アルゴリズムの研究  

〔担当者〕竹内娃夫・横田達也＊－・鈴木 睦（＊一環境情報部）  

〔期 間〕平成元年度”5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕既存の大気光学モデルを使用して，太陽を光源として地球周縁方向の大気透過光のス  

ペクトルを観測する場合の．大気濃度分布導出用の解析アルゴリズムの基本的性質を検討した。   

単一波長苛によるオゾン濃度推定法として，従来の手法の推定誤差の検討を行い，波長幅によ  

る光学的厚さと透過率との関係式の近似誤乱大気による観測光路の屈折の影響，鉛直方向の均  

一・層分割の影響などについて吟味した。   

さらに，一次元アレイ検出器の使用を想定して，多チャンネル分光法の解析アルゴリズムの基  

本概念の構築のために，4チャンネルデータから4種類の気体成分濃度を推定する手法として反  

復法を適用し，その推定精度と有効性を検討した。  

【発 表）D－38．a20－23，d64，73   

研究課題 9）光イオン化質量分析計によるクラスター分子及びフリーラジカルの研究  

〔担当者〕驚出伸明  
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〔期 間〕昭和60年慶一平成2年皮（1985－1990年皮）  

〔内 容〕大気中でのラジカル反応や，エアロゾル生成と関連のある課題として，酸，アンモニ  

ア，水，有機化合物のクラスター生成と，そのイオン反応，またフリーラジカルの反応を光イオ  

ン化質量分析計を用いて研究する。本年度は，水－アンモニアの混合クラスター，エチレンヤア  

セチレンのクラスターの光イオン化の研究，さらにはアセナルラジカルやヒドロキシァルキルラ  

ジカルの大気中での反応速度の決定の研究を行った。  

〔発 表】D－70－73，d－124〝1Z6，128－131  

研究課頗10）赤外・可視・紫外フーリエ驚換分光器を用いた変調法による化学反応の研究  

〔担当者〕畠山史郎  

〔期 間〕昭和63年慶一平成5年皮（1988～1993年皮）  

〔内 容〕大型光化学チャンバーに新たに設置されたコーナー・キューブ型フーリエ変換赤外分  

光計の性能試験を行い．化学反応研究への応用法について検討した。   

イソプレン＋OHの反応に関する予備的実験を行い，予想される生成物メチルビニルケトンと  

メタクロレインを検出した。  

研究課題 ‖）ダイオードレーザーを用いた気相化学反応の速度論的研究  

〔担当者〕坂東 博  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕ダイオードレーザー吸収法によるラジカルの時間分解測定を手法として，大気化学的  

に重要なラジカル反応の速度定数を求めることを目的とする。本年鑑は，バックグラウンド大気  

中におけるHO2ラジカルの消滅過程として重要なHO2＋HCHO反応の速度論的実験研究を行う  

ための実験条件・測定条件等について検討を行った。さらに，測定対象となるHO2ラジカルを  

定常的に発生させ，ダイオードレーザーの発振周波数をラジカルの吸収線に同調させることが容  

易にできるように測定系の改良を行った。  

研究課題12）レーザー分光法による反応動力学の研究  

〔担当者〕井上 元  

〔期 間〕昭和63年度一半成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕振動励起した水分子等の反応速度測定法，オゾンと他の水素含有分子とのvan der  

Waals分子の生成法等について，検討を行った9   

研究課題13）金属超微粒子の分光・物性・反応に関する研究  

一連当者〕常田伸明  

〔期 間〕昭利63年度ル平成5年虔（1988～1993年度）  

〔内 容〕大気中に存在するエアロゾルの核となっている金属超微粒子の物理・化学的性質を明  

らかにする目的で，金属のクラスターをレーザー蒸発法で生成し，その分光・物性・反応を研究  

する。レーザー蒸発法と超音速ビーム法の組み合わせで，各種金属のクラスターを生成し，イオ  

ンと中性クラスターを分離し，飛行時間型質量分析計で検出する。中性クラスターについては，  

レーザー多光子イオン化法により，イオン化電圧の測定，他の気体との衝突による反応断面積の  

測定を行い，イオンクラスターについては，光脱離反ん封こより電子親和力の測定を行う。  
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〔発 表〕d127  

研究課題14）大気分析にかかわる新しい手法開発に関する研究  

〔担当者〕酒巻史郎  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕HO2ラジカルに代表される大気中の過酸化ラジかレの測定のために，NOと一酸化炭  

素の共存下で起こるラジカル連鎖反応によって増幅して蓄積するNO2の生成量から初期ラジカ  

ル董を算出する化学増幅法について検討した。また，そのときに生成するNO2の定量のために  

ルミノール化学発光法について検討した。  

研究課題15）温度成層化した乱流の構造と拡散機構に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・花崎秀史・鵜野伊津志・言寄 武・光本茂記・高薮 縁・上原 消＊1  

（＊l技術部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986－1990年度）  

〔内 容〕温度成層乱流中では，温度変動が浮力を諾起して乱流構造及び拡散機構を大きく変化  

させ，極端に強い安定成層乱流（逆転層）中では，温度こう配に逆らった方向（低温部から高温  

部）への拡散（カウンターダラデイエント拡散）が起きる。このような乱流場に，汚染物質（パッ  

シブスカラー）を放出した場合，少なくとも拡散の初鱒段階では濃度こう配の方向（濃度の低い  

方向）に物質拡散が起きると考えられ，アクティブスカラーとパッシブスカラーの拡散には著し  

い相違が生じる。   

本年度は，アクティブスカラーとパッシブスカラーの乱流拡散機構の相違を説明する理論の構  

築を試みた。乱流モデルとしては，乱流エネルギー（K）及びその消散速度（ど），温度，濃度変動  

強度（β2，C2）及びこれらのディストラクション（∈t，㍉）の6つの偏数分方程式と，運動量，熱，  

物質の乱流フラックス方程式の局所平衡仮定から得られる代数方程式からなる，アルジェプラ  

イック・ストレスモデルを構築した。  

研究課題16）都市域大気中の乱流構造と拡散機構に関する研究  

〔担当者】鵜野伊津志・若松伸司・植［鋸羊匡  

〔期 間〕昭和61年度一平成2年度（1986”1990年度）  

〔内 容〕都市域における一次汚染物質による高濃度は晴天微風の夜間に出現する。本研究では，  

都市域の乱流・拡散の構造を観測データと精密な乱流輸送理論にもとずく数値モデルにより定量  

的に把挺するとともに，数値モデルによるシミュレーションを行い，都市境界層内外での乱流構  

造と汚染物質の拡散機構の詳細な検討を行う。本年度は，夜間の郡市境界層の形成の数値シミュ  

レーションを再現し，夜間の高濃度NO2汚染の動態と高濃度発現のメカニズムを検討した。また，  

夜間の陸風前線の通過と都市域の大気拡散構造の変化の解析を行い，陸風前線の通過が高濃度の  

大気汚染の発現と密接に関連することを示した。  

【発 表〕D－22～25，d－25－28  

研究課題17）気液界面の乱流構造と壁面乱流の発生横柄に関する研究  
〔担当者〕樺山洋匡・高教 緑・北本茂記  

〔期 間〕昭和53年度～平成元年度（1978－1989年度）  
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〔内 容〕大気汚染や水質汚胤CO2などの物質循環を解明する上で歪要な気乳水圏間の界  

面を通しての大気微量成分・熱などのスカラー量の移動過程と，それを支配する界面での表面更  

新乱流運動の解明が本研究の目的である。   

本年度は，気液界面近傍の液体流れを不安定成層状態に保ち，この中に形成される熱対流に伴っ  

て生じる表面更新渦を実験的，理論的に調べ，これと中立成層状態での表面更新渦を比較した。  

まず，中立成層状態では固体壁面（底面）近傍でのバースティング現象によって生成される乱流  

渦が気液界面に拡散してきて表面を更新する際に気液間の熱・物質交換が行われることを示し  

た。さらに，不安定成層状態でも乱流渦の表面更新頻度が熟・物質の界面交換量を決意すること  

を示した。このときの表面更新渦は，熱対流によって生成されるものである。  

t発 表〕D9，10，18，59  

研究誌蕗18）対流圏における大気汚染現象のモデル化に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志・植田洋匡・酒巻史郎  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（19S6－1990年反）  

〔内 容〕対流圏における大気汚染モデルは基本的には数種のサブモデルにより構成される。す  

なわち，三次元凰系推定モデル，輸送拡散モデル，反応変質モデル，発生源モデル等である。こ  

れらのサブモデルを確立するためにフィールド観測データ等を用いて大気汚染生成機構の解析を  

行った。またモデルを用いて各種の感匿解析を実施した。解析の結果によれば，海陸風循環等の  

局地気流が卓越するような条件下では，境界条件の設完が最も重要であることが分かった。  

〔発 表〕D－67～69，d－19，20，112～123  

研究課題19）流体連動に関する数値的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕昭和62年度一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕大気あるいは海洋などの密度成層流体中に発生する内部重力波に関する数値計算を行  

い，線形理論による解が発散するパラメータ近傍での，解の非線形性についての解析を行い，内  

部重力波の振幅，伝播速度などの長時間発展を明らかにした。捌こ，弱非線形理論による解との  

直接的な比較を行うため，弱非線形理論が成立する範囲における数値計算を重点的に行い，得ら  

れた解を弱非線形理論と定量的に比較し，二次だけでなく三次以上の高次の非線形項が重要であ  

ることを明らかにした。  

〔発 表〕D－52，d－87－91  

研究課題 20）渦運動と空力音の発生に関する研究  

〔担当者〕官署 武  

〔期 間〕昭和62年度～平成2年度（1987－1990年度）  

〔内 容〕高レイノルズ数流れにおける集中渦領域の運動と安定性を解析し，その非定常運動に  

ともなって遠方場に発生する音波を評徹した。特に，渦核内における渦軸方向の流れが渦運動と  

その安定性に及ぼす影響を調べ，渦領域の崩壊過程を解明した。非局所的な誘導を考慮した線形  

解析によると，渦軸方向流れはらせん渦の安定性に重要な効果を持ち，一連のらせん渦を安定化  

させることが分かった。また，渦軸方向の流れによって誘起される渦断面の大きな変形は強い空  

力音を放射する可能性が見いだされた。  

－35－   



〔発 表〕D－59，60，d－105～107  

研究課題 21）熱帯域における積雲対流活動と大規模循環との相互作用に関する研究  

〔担当者〕高車 縁  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕熱帯域における活発な稽婁対流活動は，大気循環に支配的な役割を果たしている。実  

際には′」、さい（数km－10km）スケールの現象である雲と，数1，000kmスケールの大規模な大気  

運動とがいかにして作用しているかについて知るために，衛星による雲データと気象データとを  

用い，組織化した雲クラスター群の振るまいと．それに伴う力学的な構造を抽出した。赤道域を  

東進するスーノアークラスター（数1，000kmスケールに組織化された雲クラスター群）は，赤道  

Kelvin波的な東進モードとRossby披的な西進モードを伴うことを示した。また，東進モード  

のエネルギー源は対流圏上層にあること，西進モードは，従来偏東風波動と呼ばれている変動に  

当たり，積雲対流による潜熱開放によって励起されており，東進モードと相関を盛った変調を受  

けていることを示した。  

〔発 表〕D－33，d－61  

研究課題 22）非球形微粒子の発生とその動力学的及び光学的性質の研究  

〔担当者）尾崎 裕・内山政弘・福山 力・水落元之＊1（■1技術部）  

〔期 間）昭和62年度一平成3年度（1987－王991年度）  

（内 容〕微分型光散乱測定装置を用いてポリスチレンニ粒体による光散乱強度の角度依存性を  

測定した。一方，球形磯子の光散乱強度はMieの理論から絶対値が求められるので，二粒体に  

ついての測定の直前に単粒体の散乱光角度分布を測定し，理論値のあてはめをして得られるス  

ケールファクダーとして装置の感度定数を決めた。この定数を用いて二粒体の光散乱強度の実測  

値を絶対スケールに変換したところ，平均強度が単粒体の場合の約2倍になっていることが分か  

り，仝散乱断面積は粒子の体積（あるいは表面積）に比例するという従来の結果と一・致した。し  

かし角度分布のパターンは単粒体のものに近く，非球形粒子による光散乱をそれと同体桟の球に  

よる散乱で置き換える近似が成立しないことが明らかとなった。さらに熱線風速計を応用した微  

粒子の体積測定法の開発を行った。  

〔発 表〕i－33  

研究課題 23）分子会合体のイオン化に関する研究  

〔担当者〕尾崎 裕・福山 力  

【期 間〕昭和63年慶一平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕二置換二成分クラスター（CO2）。（D20）2の生成とその電子衝撃による分解過程を調べ  

る目的で，CO2クラスタービームをセル内のD20分子と反応させ，生成物を電子衝撃して生ず  

るイオンの感度とD20庄との関係を測定した。その結果．（CO2）mD20十イオンはD20圧に対し  

てほほ一九（CO2）m（D20）2＋と（CO2）爪（D20）D十は二次の依存性を示すことが認められた。こ  

のことから（CO2）TnD20＋イオンはCO2クラスターとD20分子との一回衝突による生成物  

（CO2）nD20のイオン化によって生じたものであり，他の二種のイオンは二回衝突によ  

る生成物（CO2）。－（D20）2のイオン化によるものであることが分かる。二次の依存性を示すイオ  

ン強度から（CO2）。（D20）2のイオン化における生成物の分岐比を求めたところ，（D20）2フうゞCO2ク  
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ラスターに取り込まれることにより分解が抑制されることが示唆された。  

〔発 表〕D－26，d29－33，100  

研究課題 24）霧水中の過酸化物の分析  

〔担当者）村野健太郎・福山 力  

〔期 間〕昭和63年度一平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容〕大気試料中のガス状H202をポーラステフロン膜でできた拡散スクラバー中に吸引し  

液相のH202として定量する方法を検討した。完濃度H202ガスを拡散スクラバー及びインピン  

ジャーで並行輔集し，後者によりガス状H202の濃度を決め，前者の補免効率を求めたところ約  

60ヲ占であった。またガス状H202の定量下l捏は0．1ppbvであった。拡散スクラバーによる試料  

ガス捕集時に03の二lこ渉が大きかったので，試料を1．5ppmのNOとあらかじめ混合させてから  

吸引する方法を用いた結果，100ppbv程度までの03を除去することができた。  

〔諸 表〕D6ト65，d－109－114，116－118  

研究課碩 25）アンモニア態窒素の同位体比測定法  

〔担当者〕内山政弘・福山 力  

〔期 間〕平成元年度一平成3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕大気中のエアロゾル、ガス及び雨水中のアンモニア態窒素の同位体比を測定するため  

の輔集法及び捕集したNH3からN2への変換法を検討した。変換法としては以下の3種類のもの  

の反応器を試作し，生成したN2ガスの精製法も検討した。（1）Dumas法（直後の熱分解），（2）  

Rittenberg法（水蒸気によるNH3ガスの揃集，NH4aq．とNaOBr反応によるN2の発生），（3）  

固体触媒によりNH3ガスをN2とH2へ分解する方法。当研究所の同位体質量分析計が必要とす  

るN2ガス量を得るためにはRittenberg法が適当であった。さらに大気中のエアロゾル，ガスの  

分別捕集法を検討したが，リン酸処理フィルターを用いたハイポリュームエアサンプラーで分析  

に必要な量のNH3ガスが捕集された。  

〔発 表〕D－21，d－23．24  

研究課題 26）ADEOS搭載センサーの基礎技術の研究  

〔担当者〕秋元 蛮・竹内延夫・鈴木 瞳・横田達也＊1（＊1環境情報部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕ADEOS搭載センサーILASの出力信号解析のための基礎技術の研究を行った。  

AFGLのFASCODEプログラムを用いてILASの赤外ch検出信号のシミュレーションを行い，  

太陽光源強度・大気組成・大気温度杏度等の関数として，信号強度を計算及び評価した。予備設  

計段階の機器の波長分解能と成分検出能力との関係を水平光路の場合に簡略化して検証を行い，  

オゾン・メタン・一酸化二窒素・水蒸気等の混合系で最良の場合， 1－5％程度の精度で濃度推  

定が可能なことを明らかにした。   

信号解析上重要な項目について，内外の専門家に聞き取り調査を行った。その結乳（1）分光  

データベース自体の精度は十分である，（2）装置関数の決定と校正手法が問題である。（3）信号  

を放射輝度に変換する補正が困難である，ことが判明した。それに従って，校正に必要なガスセ  

ルの仕様を決定し製作準備を行った。  

〔発 表〕D－38，a－23，d－55－57，63，64，68，72，74，75  
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研究課題 27）地球規模環境変動研究の準備としての，主要な大気大循環モデルの性能比軒研究  
〔担当者〕北本茂記  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕世界の主要な大気大循環モデル（GCM）を比較しつつそれぞれの特徴を把握し，将  

来当研究所でGCMを用いた地球環境変動の研究を本格的に始めるに当たって，どのモデルを  

ベースとすべきかを検討する目的で，情報収集を行った。平成元年7月からは米国海洋大気庁地  

球流体力学研究所（NOAA／GFDL）に滞在し，GFDLモデルを含めた検討を行った。   

最終的な結論はまだ得ていないが，方向としては，国内で開発されたモデルをペースとして，  

そこに例えばGFDLモデルなど，各主要モデルの長所を取り入れることにより将来的には，当  

研究所に限らずGCMを用いた研究をすすめようとしている各研究機関が共同で利用できる「コ  

ミュニティ・モデル」日本版の完成を目ぎすのが，最も得策であると考えるに至った。  

研究課題 28）酸性降下物の生成・沈着過程並びに地域生態系の与える影響に関する研究  

〔担当者〕秋元 肇・福山 力・村野健太郎・泉 克幸・内山政弘・佐竹研一＊1・高松  

武次郎＊2・久保井徹＊2・海老瀬潜一＊2・古川昭雄＊3・可知直毅＊3・竹中明夫■3・水  

落元之＊4（＊1計測技術執 事2水質土壌環境部，＊3生物環境弧 ＊4技術部）  

〔期 間〕昭和63年度”平成元年度（1988－1989年皮）  

〔内 容〕（1）1989年1～3月北海道（幌延），新潟県（六日町）において採取した降雪試料中  

に硫酸イオンとして含まれる硫黄の同位体比偏差値∂34sを測定した。その結果，バックグラウ  

ンド的な834s値として約3．3‰が得られた。（2）NaCl，MgC12のエアロゾルを高湿度下で液  

滴化させ，SO2からH2SO。への液滴相空気酸化の速度を調べたところ，従来報告されている値  

に比べてかなり遅いという結果が得られた。（3）大気中のアンモニア態窒素の同位体比を測定す  

るために1989年12月－1990年3月の期間にエアロゾル及びガスを捕集し，Rittenberg法による  
試料調製を行った。  

研究課題 29）飛行船と係留気球を利用した大気汚染と気象観測システムの開発に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 専〕上空における大気汚染質の濃度分布・拡散機構は気象要素の変動と密接に関連してい  

る。これらの要素を同時に高速度・高時間応答の測定システムで計測することは，大気汚染の長  

距離輸送メカニズムや都市域の高濃度大気汚染の発現機構の解明には不可欠である。このため飛  

行船と係留気球を利用しての地上から上空数100mの高度における大気汚染質濃度と気象要素の  

観測システムの検討，及びこれらを用いたフィールド観測を行った。観測の結果NO2の広域移  

流現象を初めて立体的に把握することができた。  

〔発 表〕D－22，23，25，69，d－25－28   

研究課題 30）DYANA計画（成層圏・中間圏大気力学ネットワーク観測）への国際協力  

〔担当者〕中根英昭・笹野泰弘・林田佐智子  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕成層圏・中間圏の大気循環及びそれに伴う大気微量成分の輸送，拡散，反応に影響を  

及ばす，プラネタリー披，重力波の構造を地球規模で観測するための，ロケット，レーザーレ‾  
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ダー，レーダー等による国際的な集中観測（DYANA計画）が，1990年1月15日－3月15Elの  

間に行われた。本研究ではこの一環として，オゾンレーザーレーダーによる気温（30～80km）  

及びオゾン（20－45km）鉛直分布の観測を行った。予備的解析によって，高瞳70km付近の気  

温の変動が激しかったことが明らかになった。  

〔発 表〕d－76  

研究課題 31）広域大気汚染現象の動態把握とその予測，制御に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・相野健太郎・鵜野伊津志・向非人史＊－・早出寿文＊2・宇都宮彬＊3・岩本  

真二＊3・大石興弘＊3・下原孝幸＊3・浜村研吾＊3・石橋龍吾＊3・山下敬則＊3・森 淳  

子＊4・ 哲来俊一＊5・高柳幹男＊6・森崎澄た1：＊7・中尾 允＊8・任藤適彦＊9・阿相  

敏明＊10・三村春雄…・相原敬次キ10・牧野 宏＊10・須山芳明＊10（＊一計測技術部，  

＊2山口県衛生公害研究センター．＊3福岡県衛生公害センター，＊4長崎県衛生公害研究所，  

＊5鹿児島県環境センター，＊6佐賀県公害センター，＊7大分県公害衛生センター，＊8島根県  

衛生公害研究所，＊9茨城県公害技術センター，＊1D神奈川県公害センタ√）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

t内 容〕広域大気汚染の生成機満と地域特性を把握するために，九州地域，中国地域，山陰地  

域及び兼京首都圏地域においてガス．エアロゾル成分，並びに降水成分の観潮を行った。観測の  

結果，九州，中国地域においては人為起源の大気汚染とともに桜島からの火山ガスの影響が認め  

られた。山陰地域においては大陸プテ面からのものと思われる大気汚染が観測きれた。また神奈川  

県，及び茨城県筑波山において東京首都圏地域からのエアロゾルの輸送現象が観測された。これ  

らの観測結果を用いて大気汚染物質の変換プロセスを解明した。  

〔発 表】D67，68，C－5Z，d－19，20，113－122  

研究課題 32）都市域における高濃度NO2汚染メカニズムの解明に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志・田中正宣＊－・宮崎竹二＊1・中土井隆＊1・阿相敏明＊2・三村  

春雄■2・相原敬次＊2・牧野 宏＊2・須山芳明♯2（＊1大阪市立環境科学研究所，＊2神  

奈川県公害センター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕都市域における高濃度NO2発生機構を解明す‘るために東京首都圏地域及び大阪地域  

においてフィールド観測並びに大気汚染常時監視データの解析を行った。東京首都圏地域におい  

ては飛行船を用いた観測を行いNO2の広域移流現象を観測した。  

【発 表〕D－69，d－25－28  

研究課題 3ユ）都市における大気現場中のフロンの測定と発生要因に関する研究  

〔担当者〕酒巻史郎・立野英嗣＊】・塩田恒雄＊1（＊l札幌市衛生研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

【内 容〕地球温暖化の原因物質の一つであり，また成層圏オゾンの破壊をもたらすフロンの都  

市域における放出源を推定するために都市の様々な環境状況での大気試料の採取を実施し，フロ  

ン類の分析を試みた。また飛行機による都市上空の大気の採取を行い，フロンの高度分布の測定  

を行った。  
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2，2．5 水質土壌環境部   

〔研究概要〕水環境，土壌環境，地下環境ともに，解決しなければならない多くの環境問題を抱  

えている。特に湖沼の水質は，改善がみられず，環境基準の適合率は43％程度と極めて低い。  

このような背景を踏まえて水質土壌環境部は，本年度．水圏や土壌国の環境問題を解決するため  

の基礎となる35の研究課題に取り組んだ。   

陸水環境研究室では，湖沼の水質管理，排水浄化へのバイオテクノロジーの応用とその水域環  

境への影響，ゴミ埋め立て処分地からの浸出水の陸水域への影響，陸水環境への界面活性剤の影  

響などについて研究した。   

海洋環境研究室では，海域における物質輸送，海洋生態系におけるプランクトン種の多様性と  

その生物制御機能などに関する研究を実施した。   

水質環境計画研究室では，湖沼における物質移動の水理学的研究，河川における水質と河床生  

物膜との関係，水中における微量有磯汚染物質の挙動などについて研究した。霞ヶ浦陸棚実験施  

設では，最も富栄養化している湖として知られている霞ヶ浦の水質及び季節的変動を調査すると  

ともに，水耕栽培による水質浄化について研究した。   

土壌環境研究室では，土壌中における重金属や有機汚染物質の挙動，土壌・植物生態系におけ  

る栄養の循環，土壌中における有機物の物質代謝などについての研究を実施した。地盤沈‾F研究  

室では，内陸における地盤沈下の特徴．大深産地下空間開発に伴う地盤の変形特性，地盤沈下の  

原因になる粘土性土の圧密・圧縮特性などに関する研究を行った。  

研究課層1）湖沼の水質管矧こ関する基礎的研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・岩崎  

一弘・松重一夫＊1（■1技術部）  

〔期 間〕昭和60年慶一平成4年度（1985－1992年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦においては〟1Cγ0り5ri5の発生の前にA托αわαg邦αの発生が認められることから，  

A．坤血血痕の〟．αβmgiれ05αの増殖に及ぼす影響について検討した。  

リン0，1mg几窒素1．Omg／ほ含む合成培地で腑∽堺血及び血αわαg牲αを単独培養した結  

果，〟如叫叩如の比増殖速度〃は0．60／dであり，培養9日目に8．4×105cells／mJにまで増殖  

した。一方，A氾αbα班αの〃は0．41／dであり，培養16日目に4×105cells／血にまで増殖した。  

両者を共存させた2者培養ではA削血相Ⅶの増殖は阻害されたが〟lCγ叫y5Ji5の増殖は促進され  

た。また霞ヶ浦の湖水を用いて2者培養を行ったところ∴帆∽堺血はA托αわαg叩αの共存によ  

り著しく増殖が促進された。この増殖促進効果はキレート物質を添加した場合と類似していた。  

血αむα㈹αは〟混和り血烏の増殖を促進する作用を有していることが推測された。  

〔発 表〕E－59，e－67，68  

研究課題 2）／くイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理に関する研究  

（超当者〕稲森悠平・矢木修身・内山裕夫・細見正明・富岡典子・岩崎一弘・須藤隆一・総量  

一夫＊1（＊1技術部）  

〔期 間〕昭和60年度～平成6年度（1985－1994年度）  

〔内 容〕生活排水の生物処理法として普及しつつある嫌気性ろ床・接触暴気方式において，異  
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常増殖した場合に浄化能の低‾Fを引き起こす甲殻類ミジンコの増殖抑制法について検討を行い適  

切な抑制法を見いだすことができた。すなわち，従来のプロセスにおいて接触暴気槽で硝化の進  

行した処理水を嫌気性ろ床に循環することにより．（1）脱窒が促進され アルカリ度の補給がな  

され，接触基気槽のpHが非循環時の6以7■から7付近の中性にまで高まり，低pHでの分散微  

生物の凝集化が認められ，水質がきわめて向上すること，（2）循環することにより富栄養化の制  

限囚子の一つである窒素が効果的に除去できること．（3）循環することにより完全好気性の甲殻  

類ミジンコ顛は嫌気性ろ床で死滅することなど，増殖抑制法と水質向上に必要な手法のいくつか  

が明らかとなった。  

〔発 表〕E－16  

研究課題 3）陸水域に及ぼす埋立処分地浸出液の影響に関する研究  
〔担当者1須藤隆一・細見正明・矢木修身・絡森悠守・内山裕夫・松義一夫＊1（＊一枝術部）  

〔期 間〕昭和ぶ年度一平成4年度（1986－1992年度）  

〔内 容1（1）A印埋め立て処分地浸出液の水質について，2か月にl回程度調査検討した。  

BOD（ただし，硝化抑制剤を添加り濃度はほとんど10mg／lu‾ドであったが，TOC濃度は300  

mg／上前後の伯を示した。これは，浸出洒には易分解性の有機物は少なく，腐食酸のような難分  

解性の有機朋がほとんどを占めていることを意味している。しかも，仝窒素濃度が500mg／用】  

校と非常に高い植を示した。  

（2）回分式活1年汚泥法及び活性炭流動床を用いて，（1）の埋め立て処分地浸山液の処理を試み  

た。回分式括†射旨沖芭法では90％以上の窒架†徐去率が得られたが，難分解性有機物はほとんど除  

去できなかった。しかし，活性炭流動J末では，錐分解性有機物もTOC除去率として40－60％  

程度が得られた。  

（発 表〕E－57，e－63  

研究課題 4）培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究  
〔担当者〕須藤隆一‥内山裕夫・稲儲悠平・矢木修身・岩崎一一弘・向づト 哲・服部浩之■広木  

幹也  

〔期 間〕昭利61年皮一平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕培養微生物の環境「‡】での挙動を明らかにするために，祖換え微生物の宿主として用い  

られている大腸菌1株，及び環境［‡］に広く存在するシェードモナス属2株の生存性を検討した。  

0．45／∠mのフィルターでろ過した水道水，下水，二l：壌水でのこれらの菌株の生存性を調べたと  

ころ，20℃の条件ではシュードモナス2株はほとんど菌数の変化はみられなかったが，大腸蘭で  

はいずれの試験水でも7日間で約10％まで減少した。また，30℃あるいは37℃の条件では，樵  

によって違いがあるが，シュードモナスでも減少が観察され，特に下水では7日後に約10－  

20％まで減少が認められた。この結果，培養徹せ物の環境中での生存性には温度が非常に影響  

することが明らかとなった。  

研究課題 5）陸水中の重金属の溶存状態に及ぼす錯化剤の影響に関する研究  

【担当者〕稲葉－・庶∵矢木修身  

〔期 間〕昭和62年鹿一平成3年度（198ト1ら91年度）  

〔内 容）前年度に引き絞いて水和クロム（m）の結形成反応の速度を測碇した。錯形成剤とし  
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てキレート型抽出剤である5種類のβ－ジケトンを用いて溶媒和型極性有機溶媒の4－メチルーZ－  

ペンタノンヘの抽出速度を検討した。その結果，いずれのβ－ジケトンを用いた系でもクロム（Ⅲ）  

と試薬との律速反応ば水相内で起こっていることが分かった。しかしその速度定数は水相内にお  

ける水和クロム（灯）の水分子交換速度定数より数1，000倍大きかった。抽出経路を詳細に検討  

した結果，この増速現象は錯形成反応の初期に生成される前駆体が抽出されるためと結論した。  

このような溶媒による抽出経路の差異を利用してクロム（Ⅲ）の溶存状態の分別を行うことの可  

能性を検討した。なお本研究で見いだされたクロム（Ⅲ）の前駆体及び抽出経路は世界で最初の  

報告例である。  

【発 表〕E3，e－6  

研究課題 6）陸水環境中における界面活性剤の挙動に関する研究  

〔担当者〕稲葉一穂・矢木修身  

〔期 間〕昭和63年慶一平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕前年度に引き続き直鎖アルキルベンゼンスルホン酸の挙動の解析を行った。そして現  

場調査を行ったモデル地域について自然環境の持つ浄化能力を算出した。また同じ調査地域にお  

ける非イオン性界面活性剤の挙動についても解析を行い比較検討を加えた。非イオン性界面活性  

剤と直鎖アルキルベンゼンスルホン酸は頓着性，生分解性いずれも差がありそのため挙動にも差  

が現れることが分かった。一方，界面活性剤の挙動が他の有害化学物質に与える相乗的効果につ  

いても予備的検討を加えた。  

〔発 表〕E2，e－5  

研究課題 7）海域における小規模流動構造による物質輸送の研究  

【担当者〕原島 省・渡辺正孝  

〔期 間〕昭和60年慶一平成元年度（1985－1989年度）  

〔内 容〕外洋域と内湾域の境界域付近に発生する海洋前線のパターンを，LAN【）SAT画像よ  

り求めた。また，存在する海洋観測値を系統的に検索することにより，同海域の生物化学還に関  

する分布を求めた。両者の比較により，生物化学童の分布が，海洋前線による水温分布と整合す  

ることが分かった。したがって，特に冬季の内湾一外洋の遷移領域では．熱塩循環流によって流  

動場が決まり，これに乗るような形で生物化学量の分布が決まることが推測される。  

研究課題 8）海洋生態系における生物制御職能に関する研究  

〔担当者〕木幡邦男・中村泰男・渡辺正孝  

〔期 間〕昭和63年度一平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容J播磨灘に存在したケイ藻（Cんαg加g和ざSp．と勅ゆんゆ相和SP，他）に赤潮ペン毛藻  

Cわαf加e肋αれ句祝αへの増殖阻害がみられた。C．αれ輌祝αとの混合培養で，ケイ藻を接種後  

3～4日後にC．α〝壇〟α細胞濃度が著しく減少した。特に血吋車押肌で増殖阻害作用の強い種  

を力ゆ叫加mわ扉血と同定し，この作用について詳細に検討した。ノ1．坤班他の培養液を  

C－18カートリッジで濃縮し，エタノール抽出液に増殖阻害作用が見られた。エタノール抽出液  

に含まれた物質をクロマトグラフィーで分画し，生物検定した結果，阻害物質として高度不飽和  

脂肪酸が検出された。  
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研究課題 9）水域における流域特性の水質及び底質に及ぼす影響に関する研究  
〔担当者〕海老瀬潜－・福島武彦・天野耕二＊l（＊l結合解析部）  

【期 間〕昭和62年慶一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕前年度に引き続き．全国約30の富栄養化湖沼の栄養塩，重金軋Ⅰ．AS等の底質デー  

タをもとに，そのモデリングを行うとともに，手賀沼で懸濁物質，底質の採乳分析を行い．流  

下方向変化を詳細に明らかにした。捌こ，粒径分画を行った結果，富栄養化した湖沼の底質では  

72ミクロン以上の成分でそれ以下の両分と比べて有機物含量が高いことが分かった。また，中国  

雲両省の湖沼の懸濁物質，底質の分析を行ったが，その栄養嵐重金属含最は極めて高く．流域  

での処理が十分に行われていないと推完された。  

〔発 表〕B－6，7，E－50，51，b－4．5，e－58，59  

研究課題10）湖沼における物質移動の水理学的研究  

〔担当者〕海老瀬潜¶・大坪馴l貞・平田健正・福島武彦  

し期 間〕昭和62年度一半成2年皮（1987－1990年度）  

〔内 容〕（1）霞ヶ揃の代表的3調査地点から底泥のコアサンプルを毎月＝訂採取し，堆積底泥  

の含水比灼熱減量比及び比重の鉛直分布を潮走した。6年余り継続した調査データをもとに，  

闘已堆積状態の月，季節及び長期的変動を解析した。その結果は平成2年度に発表する予定であ  

る。  

（2）青潮の発生の物理的機構を考える上で必要となる現地データの収集及び，育潮発生時の調  

査を行った。発生時には，ヘリコプクーによる遠牌蘭・測と舶l上による生物調査及びシー・トルー  

スデータの収集を同時に行った。研究成果は，平成2年度に発表する予定である。  

研究課題 川河川流下過程の水質変化と河床付着生物膜の関係についての研究  

【担当者〕海老瀬滑」・相崎守弘・井上隆信  

〔期 間〕昭和62年度一平成3年度（1987－1991年度）  

〔内 容〕渦沼川において河床付着生物膜の現存量の変化及び河川流下過程における水質の変化  

に関する調査を継続して行い，本年度は特に河射寸着生物陰のはく離に関して検討を加えた。  

（1）はく離は，降雨に伴う流量増大時のはく離と，増殖中あるいは飽和に達したときにその－  

部がはく離する平常流量時のはく離に分けることができるが，冬季以外は降雨間隔日数が短いこ  
と，現存塞が多くなる11月に比べ他の時期の現存量は少ないこと，降雨が少ない冬季には水温が  

低く増殖速度は小さいことから，瀾沼川において河床付着生物膜のはく離は，大部分が降雨に伴  

う純量増大時のはく経であると考えられる。  

（2）瀾沼川においては，1回の降雨量が20mm，すなわち流量で1m3／s，水位で20cm増加す  

るとはく離が起こりはじめ，降雨量の増加に伴って現存量に対するはく離割合が多くなった。  

（3）1年間のはく離畳は，河床1m2当たり，炭素47g，窒素7．2g，リンi．2gであった。  

〔発 表〕e－20－Z2  

研究課題12）水系ヰでの有様汚染物質の収着特性と挙動に関する研究  
〔担当者〕今井章雄・海老瀬潜一  

（期 剛 昭和63年度一平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕自然水系中での有機化学物質の運命はその収着特性に大きく依存する。有機化学物質  
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の運命予測を行う場合，その収着特性を明確に把握しなければならない。   

有機化学物質として多環芳香族炭化水素（PAH：アントラセン，2－アミノアントラセン，9  

アントラセンカルポン酸）を選んだ。自然水系中の堆積物をシミュレートするために用いるモデ  

ル凶相として砂・シルト，カオリン，モンモリロナイト，7ミン質，アルミニウムケイ酸塩，酸  

化鉄，二酸化マンガンを選択した。収着実験は以下を示した。（1）アントラセン，非イオン性，  

はカオリンに収若しない。（2）アントラセンは無機物質のモンモリロナイトに収着する。したがっ  

て，堆積物中の有機物への溶解だけが収着機構ではない。  

研究課題13）土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 哲  

〔期 間〕昭和50年度一平成2年度（1975”1990年度）  

〔内 容〕前年度に引き続き，腐植酸による非イオン性の有機塩素系薬剤であるBHCの吸着機  

構の解析を，赤外分光分析法によって実施した。これまでのところ，BHC吸着が腐植酸の赤外  

吸収バンドに影響を及ぼしている結果は得られていない。また，本研究と関連して，ⅩAD樹脂  

カラムを用いた腐植物質の分画法を確立した。  

〔発 表〕K－1，e64  

研究課産14）土壌中における無橙汚染物質の挙動に関する研究  

【担当者〕高松武次郎  

〔期 間〕昭和52年度”平成2年度（1977－1990年度）  

〔内 容〕（1）前年度に引き続き琵琶湖内及びその流域より採取した環境試料（主に底泥）を元  

素分析し，湖内での元素挙動を陸水学及び環境学的立場から考察した。分析対象元素は30余種，  

分析方法は中性子放射化，蛍光Ⅹ線，原子吸光等である。  

（2）前年度までに確立した硫黄の形態分析法を用いて，琵琶湖底泥コア中の硫黄の形態を明ら  

かにした。また底泥腐植物質の含硫官能基の分析と♂34sの測定から，還元層で起こる底泥有機  

物への硫黄の取り込み過程を明らかにした。  

研究課題15）土壌養分の物質循環に関する研究  

〔担当者〕久保井徹・広木幹也・服部浩之  

（期 間〕昭和60年度”平成2年度（1985”1990年庇）  

〔内 容〕下水汚泥の長期連用にともなう土壌養分の流山機構とその環境影響を明らかにするた  

めに，これまでに行った大型ライシメータ試験結果を解析し，以下の結論を得た。  

（1）土壌水の浸透速度に比較して，土壌水中の成分濃度が変化し始めるのに要する時間は遅  

かった。このような濃度変化は必ずしもその成分の移動を示しているのではないと考えた。  

（2）汚泥成分のうち，NO3N，Cl，Naは比較的浸透率が高く，特にNaは汚泥の施用により  

土壌からの溶脱が進んだ。Mg，Ca，Kの浸透率は低かった。植栽区では，Kは汚泥による施用  

量を植物による吸収量が上回った。  

（3）植栽により，各成分の浸透率は大きく減少した。これは植物による各元素の吸収と共に，  

浸透水量の減少によるものと考えられた。  
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研究課題16）土壌の物質代謝機能に関する研究  

〔担当者〕服部浩之・向井 智・久保井徹  

〔期 間〕昭利61年度～平成元年度（1986～19約年度）  

〔内 容〕土壌中における下水汚泥の長期的な分解過程を継続して調べ，次の結果を得た。  

（1）汚泥の連用によって，土壌中の有機態炭素及び窒素は対照土の2倍以上に増加したが，連  

用終了緩は年々減少を続け，．6年後には増加分の約60％が消失した。  

（2）いずれの有機物画分も消失したが．仝有機物に占める割合は，脂質，水溶性楓租タンパ  

ク質が年々減少し，ヘミセルロースと非抽出性有機物の割合が増加する傾向にあった。  

（3）土壌中の炭繁及び窒素の無機化彙は年々減少し，6年後には連用直後に比べて約1／5に減  

少したが，対照土に比べると4倍以上の無機化量があった。これら炭素及び窒素の無機化量は．  

それぞれ土壌中の水溶性糖蓑及び水溶性窒素量に対応していた。   

以上の結果から，土壌中での汚泥の分解は，水溶性糖ヤクンバク質の割合を減少させながら，  

分解性も減少しつつ，長期にわたって続くものと考えられる。  

研究課題17）内陸盆地における地盤沈下性状に関する研究  

【担当者〕陶野郁雄・岩田 敵・宇都宮閲二朗＊1（＊】環境相報部）  

〔期 間〕昭和61年度一平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕内陸盆地は，テルツアーギの庄密論によって地盤沈下が説明される海岸平野とは異な  

り，地盤沈下基盤が水平でなく応力場が複雑であることが多く，容易にテルツァーギの圧密論を  

用いることができない。このため，内陸盆地における地盤沈下性状と地質構造の把握を目的とし  

た調査研究を，新潟県六日町と山形県の山形盆地を対象として行った。この内，六月町について  

は，地盤沈下機構を明らかにし，その成果を研究報告としてまとめた。また，山形盆地につい七  

は，山形市陣場で行ったボーリング調査結果を中心としてその地質構造を把捉した。  

〔発 表〕K10，E－24，e－39  

研究課題 柑）繰返し応力を受けた粘性土の圧縮性状に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕平成元年度～5年度（1989－1994年度）  

〔内 容〕地下水位が季節的に大きく変動する地域では，単に地盤沈下量が大きいだけでなく，  

地盤沈下が止まりにくい状態にある。そのほかにも応力が変動することによって沈下が進行する  

現象が実際に存在するのか調査を行った。このような現象を解明するために，種々の土試料を用  

いて，一次圧確終了後に繰返し圧密試験を行った。この結果を掛二，繰返しせん断現象を考慮し  

た繰返し塑性体積ひずみの概念を新たに提唱し，その定式化を行った。  

〔発 表〕E－41．e－27，41，42  

研究課題19）水圏における微生物の存在状態と代謝機能に関する研究  

〔担当者）柏崎守弘  

〔期 間〕昭和62年度一平成4年度（1987－1992年度）  

〔内 容〕湖沼，海賊及び河川等の水成における微生物は物質循環及び水圃環境に束要な役割を  

果たしている。本年度は持ち運び可能な水中分光器を開発し，屋外において藻類現存童を直接計  

測することを試みた。水中分光器は以下のような特徴を持つ。水中及び空気中の光を光ファイバー  
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で導入し，セクターミラーにより，交互に分光器に入射し，太陽光に対する水中光の比率が表示  

できる。臨湖実験施設にある屋外実験地で行った実験では，678nmの吸収と水中のクロロフィ  

ル濃曖によい関係がみられた。  

〔発 表〕e－3  

研究課題 20）霞ヶ浦の水質・生物変動に関する研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間〕昭和63年度～平成10年度（1988”1998年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦に隣接する臨湖実験施設の取水塔において高頻度に取水した湖水について，各  

種栄養塩及びクロロフィルα濃度等の測定を行った。測定結果は湖水を利用した各種実験の基礎  

データとして，また霞ヶ浦跡L、域の水質データとして利用された。   

霞ヶ浦環境マップを製作し，霞ヶ浦及び流域環境の視覚化を計った。  

〔発 表〕K－75，e－2  

研究課題 21）水耕栽培による水質浄化に関する研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間）平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦臨湖実験施設にある屋外長水路を用い，霞ヶ浦の湖水を連続的に供給し，各種  

野菜類の成長と，水質変化を測定した。栽培した野菜類では．テンゲンサイ，クレソン．みつば．  

大豆，つるむらさき等がよい成長を示した。トマトは途中までよい成長を示したが，途中で枯れ  

てしまった。水質では懸濁物の浄化が顕著であった。また，BOD200ppm程度の米ぬか抽出液  

を投入し，削ヒ速度を求めたところ30mの出口までで約90％のBODが除去された。  

研究課題 22）メタン資化性菌の分子育種に関する研究  

〔担当者〕内山裕夫  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容）メタン資化性阻眺勒血加J〝血朋SP．StrainMのメタンモノオキシゲナーゼは極め  

て不安定であるが，SH基保護剤の添加及び分収用液クロの使用により精製が可能となった。こ  

の結果，メタンモノオキシゲナーゼは3つのコンポーネント（1，口，Ⅲ）からなるマルチエン  

ザイムであり，Ⅰは電子伝達関与の調節タンパク，nはヒドロキシラーゼ，ⅢはNADH依相性  

レダクターゼであることが示唆された。また，メタンモノオキシゲナーゼ活性の発現には3つの  

コンポーネントすべてが必要であり，Ⅶはモノメリック，［はさらに3つのサブユニット（α，  

β，γ）で構成されていることが判明した。ついで，m及びα，β，γのそれぞれのN末端ア  

ミノ酸配列を決定した。  

研究課題 23）小規模排水の高度処理による水改善に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・稲森悠平・松真一夫＊】（＊】技術部）  

〔期 間）平成元年度り989年度）  

〔内 容〕河川・湖招などの富栄養化問返が叫ばれて久しいが，水質汚濁の改熟ま環境基准をみ  

ても分かるとおり，遅々として進んでいないのが現状である。この大きな原因としては，生活雑  

排水，し尿のみを処理する単独処理浄化槽放流水，申業場排水などの′ト規模施設から排出される  
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排水対策が十分に行われていないからである。それゆえ，富栄養化を防止し，水改善を図るため  

窒素，リンなどの栄養塩類の除去可能なプロセスを組み込んだ方式の開発と削ヒ特性の解明を行  

うことを目的として検討を行った。その結果，小規模における栄養塩類の除去について特に個別  

家庭規模の削ヒ槽において味気好気システムを組み込むことにより，し尿と生活雑排水から窒素  

を削減し，かつ透明度の高い有機物濃度の低い高度な処理水を得られる変則合併式の処理法を開  

発することができた。  

〔発 表〕E14，e－10，18  

研究課題 24）海洋生態系への重金属及び化学物質の取り込み  

〔担当者〕渡辺正孝・高松武次郎  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕日本周辺を流れる源流を横断するように，日本沿岸から海洋汚染防止法に基づく有害  

廃棄物等の投棄海域の中心を通る測線（B－E）を設け，それら測線上の合計24測点において，  

動物プランクトンをORlネット（GG54，0．328mm目，表層水平引き）により採取し，動物プ  

ランクトンの保存法及び選別した種ごとの重金属及び化学物質の測定方法について検討を行っ  

た。冷凍庫 ト20℃）で保存した動物プランクトンの中で槙脚類の中には体内の筋肉や内院等が  

分解され体外に流出しているものが顕微鏡観察で認められた。一方，－3℃程度のチルド状態に  

した資料については分解・破裂等は無くサンプル保存には有効であると考えられる。‘   

異なる海域閥での取り込みを比較・検討するためには，同一種の動物プランクトンによる比較  

を行う必要がある。日本近海で比較的多量に得られる動物プランクトン数種（0托Cαgαγβ氾比ぶれ  

肋血血加加減れU混血血い座血 等）が選別され，現在選B11の重金属を測定中である。  

研究課題 25）ダム湖の淡水赤潮発生要因究明に関する研究  
〔担当者〕渡辺 信・稲森悠平・平田修正・須藤隆一  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容1近年，ダム湖に淡水赤潮が大党せしており，異臭や景観の賀の低下のみならず，その  

水成のイメージ・ダウンにつながる等，産業に乏しく，観光振興をめざす地域にとっては，死活  

閃掛こなりかねず，大きな社会問題となってきており，緊急な対策が望まれている。これらの淡  

水赤潮は，主に渦ベン毛藻類のペリジニウムの異常増殖によるものであることが分かっているが，  

その要剛こついては，依然不明のままにある。本研究では，特に大発生し，地域レベルでの知見  

の蓄積が多い奈良県十津川村の風屋ダムをケース・スタディとして，淡水赤潮ペリジニウムの異  

常発生要因を明らかにして，淡水赤潮防除対策に資する知見を得ることを目的として検討を行っ  

た。その結果，ペリジニウムの発生と生活排水による汚濁の進行，ダム底泥に存在するシストの  

現存量との聞に密接な閲係があるのではないかということが推定され いかなる水質改善対策法  

をとる必要があるかについて明らかにすることができた。  

研究課題 26）衛星データによる広域海洋の生物地球物理学的モデリング  

〔担当者〕原島 省・渡辺正孝・安岡善文＊】・宮崎忠国＊2（＊1総合解析弧 ＊2環境情報部）  

〔期 剛 平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕広域海洋における海洋の一次生産過程の時空間変動をモデル化するための試みを行っ  

た。境界条件としての，Hellermanらによる風応力マッピングデータから，Cur一成分を計算し，  
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これによる湧昇流の見積から海洋深層からの栄養塩補給の分布を推定した。また光合成のための  

海面入射光を，静lL衛星の雲画像のデータから計算した。両者これらから予想される海域一次生  

産分布のパターンと，NIMBUS－7のCZCS画像から得られる植物プランクトンクロロフィル分  

和のパターンを比較し，パターン概要が類似することを確認した。この結果，衛畳データを，単  

に画像による分布推定に用いるだけでなく，モデルの境界条件の物理量算定のために使う方法が  

明らかにされた。  

研究課題 27）蛍光光度法による自然水系中の金属錯体形成容量の決定  

〔担当者〕今井章雄  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕自然水系中の溶解性有機炭素のうち約80％は腐食物質（フミン酸，フルポ酸）より  

なる。腐食物質は錯体反応を介して重金属の挙動に大きな影響を与える。腐食物質は特有の蛍光  

を発し，重金属と錯体生成すると消光作用によりその蛍光強度が減少する。この減少を定量化す  

ることにより錯体形成容量及び安定度定数が求まる。以下に実験結果を示す。（1）フミン恨（和  

光）の最大励起波長は330nm，最大蛍光波長は460－470nmであった。（2）フミン酸の蛍光蘭  

度は，pHの上昇及びイオン強度の減少に伴い増大した。フミン酸20mg／～以上で内部ろ光作用  

が確認された。（3）plJ6，7及び8，フミン酸濃度10mg／J，イオン強度0．1Mの条件下で，  

鋼イオンの消光作用が確認された。求められた錯体谷量及び安定度定数から，自然水系中に潜在  

する銅のかなりの部分が有機錯体として存在すると推察された。  

研究課題 28）大深度地下空間開発に伴う地盤の変形特性に関する基礎的研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間）平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕首都圏の大深度地下を開発しようとする動きが－一種の70－ムとなっている。そこで，  

前年度行った「快適で安全な大深度地下空間利用に関する緊急調査」の成果を参考にしながら，  

さらに地盤沈下・地下水流動阻害など地盤の変形・環境問題について調査を行った。また，近い  

将来，大深産地召引こ対する詳細な地盤性状を把握する必要性が高まると考え，その応力に対応し  

た全自動中庄圧密試験装置の製作を行った。  

〔発 表〕K－4Z，E－43，e44  

研究課題 29）韓国におけるダム湖の富栄羞化防止技術及び河川の水質管動こ陶する研究  

〔担当者〕須藤隆→・海老瀬潜一・平田健正・福島武彦・稲森悠平・向井 菅・相崎守弘・河合  

崇欣＊－・ 原沢英夫＊Z・松重一夫＊3（＊l計測技術弧 ＊2総合解析弧 ＊3技術部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕本研究は国際協力事業団を通しての国立公害研究所と韓国環境研究院との協定に基づ  

く国際共同研究である。実際の研究は平成2年度から行われることから，本年は基本計画の作成  

及び研究体別の整備を行った。また，韓国からの研修生Z名を受け入れ，共同研究を行っている。  

研究課題 30）青潮発生メカニズムの解明に向けて  

〔担当者〕粕崎守弘・高松武次郎・大坪馴限・原島 省・安岡善文＊1・宮崎思国＊2（＊l総合解  

析部，＊2環境情報部）  
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〔期 間〕平成元年度（l粥9年度）  

（内 容〕東京湾では青潮の発生により，悪臭及び沿岸域の底生生物等に被害が生じている。育  

潮は，底層の無酸素水塊が風などの作用により湧昇することが原因と推測されているが，その発  

生機構については十分な知見が得られていない。本年度は5－11月まで毎月1度の定期調査によ  

り，無酸素水塊の形成に及ぼす底泥の影響を調べた。   

また，青潮発生時のリモートセンシングによる観測を行うため，ヘリコプクーを用いて光学的  

測定を行った。  

〔発 表〕K－69，E－1，58，e－4，53   

研究課題 31）自力ビ（PIほ〃erOCJ】aOfacJ】rySO5pO√山m）の有酎ヒ学物質を含有する排水  

への適用に関する研究  

〔担当者〕細見正明  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕自力ビ（P加抑emC九αβJαC九り5吋0わ批肌）による種々の難分解性物質の分解可能性を  

検討するとともに実用化にむけての予備的検討を行った。  

（1）市販されている腐植酸を用いて，静置培養並びに振とう培養系において，その分解性を吸  

光度により評価を行った。培養3～4針後，急激に吸光度が減少し，1週間後では10－20％ま  

で減少した。Tween80という界面活性剤を添加した振とう系では，静置培養系と大きな差が認  

められなかった。しかし，いずれの培養系でも自力ビにも着色が認められたので，今後，自力ビ  

ヘの吸着も考厳し，分子量分酎こより，腐植酸の分解特性を明らかにしてい〈必要がある。  

（2）パル70廃液の一部であるクラフトリカーの分解性について，回転円板法による検討を行っ  

た。この廃液にはトリクロロフェノールが含まれているが，色度でみる限り1日で90％以上が  

除去されていた。また，窒素が過多の条件下ではほとんどが脱色されなかった。・  

研究課題 32）海洋汚染に関する環境問題に対応する研究への取り組み検討  

〔担当者〕須藤隆一・渡辺正孝・渡辺 倍  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕本研究では，広域海洋の問題への取り組みを今後どのようにすべきかの具体的検討が  

行われた。文献収集及びセミナーの開催による本庁の関連部局及び所外学識経験者との交流を通  

じた仝所的な検討の結果，広域海洋環境研究への基本的方針，具体的実施課題，実施体制等がど  

うあるべきかを提言することができた。  

研究課題 33）湖沼でのピコプランクトンの動態と水質保全に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・柏崎守弘・稲森悠平・福島武彦・細見正明・安野正之■1・即す典子＊－・  

花里孝幸＊1・彼谷邦光＊Z・相馬悠子＊3・菅谷芳雄＊4・笠井文絵＊4（＊l生物環境  

部，＊2環境生理部，＊3計測技術部，＊4技術部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕野外でのピコプランクトン（0．2”2／Jmのサイズの植物プランクトン）の動態を明  

らかにすることを目的に，過栄養湖である霞ヶ浦湖心部と高浜入り中央でピコプランクトンの現  

存量を高速液体クロマトグラフィーを用いて，生産速度を13cをトレーサーとして測定した。ピ  

コプランクトンの霞ヶ浦での現存量及び生産速度は夏期に高く，冬期は低かった。夏期の現存量  
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は0．4－Z．9／∠g／上の間で変化し，全体の現存量に占める割合は湖心部で1－3％，高浜入りで  

0．7－1％であった。ピコプランクトンの霞ヶ浦での夏期の生産速度は0．0ト0．03mgル旬で変  

化したが，全体の生産速度に占める割合は湖心で5－26％，高浜入りで6－42％にも達し，ピコ  

プランクトンの生産が前植物プランクトンに寄与する割合は極めて高かった。  

研究課題 34）富栄養湖沼における有専藻頸の発生監視とその防止に関する研究  

〔担当部 須藤隆→・矢木修身・稲森悠乎・渡辺 信・福島武彦・柏崎守弘・彼谷邦光＊1・  

安野正之★2・一瀬 諭＊3・磯野 洋＊4・安郎両夫＊5・南条告之＊5・ 田中賢之介＊5・  

田口早智子■6（＊l環境生理部，＊2生物環境部，＊3滋賀県立衛生環境センター，＊4岡  

山県環境保健センター，＊5鳥取県衛生研究所，＊6仙台市衛生研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年虔）  

〔内 容〕本研究は地方公共団体公害試験研究機閑と協力して，富栄養湖沼に大発生する藻類の  

有害性を把握するとともに，その環境影響並びに発生監視及び防止手法の開発を目的として実施  

された。有害藻類としてA托αわαgれα刑αC和坤Omを選び，その大量培養及び毒性の検査，毒物質  

の抽出を試みた。その結果，10上′の規模でのA．mαC和5♪0粕の大量培養に成功し，約3か月の間  

に乾燥重量にして約400gの藻体を得ることができた。藻体及び培養液に放出される体外代謝産  

物の毒性を調べたところ双方に毒性が確認された。毒性が確認された体外代謝産物の分析を進め  

たところ，少なくとも，高分子と低分子の2種の毒物質が存在することが明らかになった。  

研究課題 35）未規制小規模事業場排水の処理対策の開発  

〔担当部 稲森悠平・細見正明・松重一夫＊l・山本 淳＊2（＊1技術部，＊2岡山県環境保健セン  

ター）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕本研究は小規模事業場排水，すなわち公共用水域の負荷源のかなりの割合を占めてい  

る排水量50m3未満の食品製造業，飲食店，レストランなどから排出される未規制の排水の効果  

的対策法の開発を目的として，（1）各種小規模事業場の排水の性状，特性等についての調査，（2）  

現状の小規模事業場の排水処理技術の性能等の調査，（3）小規模事業場に適正な排水の生物，物  

乳化学的高圧処理技術の開発及び（4）敷地面積，維持管理，コスト面等から小規模事業場に普  

及させ得る手法について検討することとしている。これらの研究テーマの中で，岡山県環境保健  

センターでは（1）の各種小規模事業場の排水の性状，特性についての調査，及び（2）の現状の′ト  

規模排水処理技術の性能等の調査を主とし，当研究所では（3）の高度処理技術の開発及び（4）に  

関する予備的研究を主として行い，小規模事業場排水対策を進める上での基礎的知見が得られた。  

〔発 表〕E14，15  
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2．2．6 環境生理部   

〔研究概要〕環境汚染の生体影響研究の最終目標の一つは，人間活動によってもたらされる環境  

変化がヒトを含む生体に与える結果を予測することと．同時にその影響を予防することにある。  

環境生理部における研究は，主として実験動物を用いて環境汚染の生体影響を解明し，ヒトに対  
する影響評価を行うための基唯資料を得ることを目的としている。部の設立以来，大気汚染物質  

を中心とする環境汚染物質の生体影響について，生理学，病理学，生化学，毒性学，免疫学等の  

分野から基礎的研究を行い．多くの知見を得てきた。また，構成員の専門分野の多様性と用いる  

実験手法の遠いを生かすために，研究室の枠を越えた共同研究を積極的に推進してきた。その過  

程において，大気汚染物質である二酸化窒素の生体影響に関するクライテリアの充実に貢献を果  

たしてきた。   

本年度行われた椎骨研究は．前年度の研究課題の継続がほとんどであるが，充実した成果が得  

られた課週が多かった。研究内容としては，環境汚染物質の生体影響機構の解明を目的とした研  

究と，影響評価手法の開発を目指した研究とに大別される。前者の研究としては，環境汚染物質  

による生理機能の変化 脂質代謝系の変化 肉芽腫の形成，DNA傷害等の研究があり，それぞ  

れ所定の成果を上げている。後者の研究としては，胎仔培養法，免疫細胞亜薬用の糖脂質検索，  

肺胞マクロファージの不均一性．細胞骨格系の変化，過酸化脂質の測定法等の研究．さらに，ビ  

タミン欠乏や気遣高感受性の動物を用いて環境汚染物質の影響を鋭敏に検出しようとする研究が  

ある。これらの研究はいずれも所定の成果を上げ，興味ある知見が発表された。その他，肥満細  

胞の活性化と1gA抗体との関係を究明した研究や末規制化学物質の健康影響評価手法の開発を  

目指した研究があり，それぞれ学問的に価値のある成果が得られている。機構改革によって環境  

生理部は改組となるが，都の設立以来蓄積してきた貴重な成果がそれぞれの分野で活用され，環  

境科今の発展に重献することを期待したい。  

研究課題1）環境汚染物質の生理機能への影響をヒトに外挿するための基礎的研究一呼吸，循  

環横儲と動物差－  

〔担当者〕鈴木 明・河田明治  

〔期 間〕日欄】63年鹿一平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕本年度は，ヒトと種々の動物との類似力及び差異を明確にするために，文献学的知見  

の収集を主とした。この結果，形態学的差異と機能的差異は必ずしも一致しないこと及びヒトと  

動物の比較は臓器ごとにする必要があることが判明した。一方，ラット及びマウスを使った実験  

では，年齢に伴う機能的差が明確になり，解析に当たっては．年齢を加味する必要があることが  

示された。  

研究課題 2）免疫細胞亜集団の糖脂質検索に関する基礎的研究  

〔担当者〕野原恵子  

〔期 間〕昭和63年慶一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕糖脂質が免疫細胞を並集l寸ほで識別するマーカーとなることが示唆されていることか  

ら，ラットの脚旨質マーカーの構造に関する知見を得るため，免疫細胞の貯蔵臓器であるひ脆か  

ら糖脂質を単離し構造研究を行っている。本年度は，これまでに単雛した11桂掛こ加えてさらに  
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4種類のモノシアロ（シァル酸1残基を含む）糖脂質を単離し，以上15種類の構造を，組成分析，  

メチル化分帆酵素水解，FABpMS，及びプロトンNMRにより決定した。このうちの3棟掛ま，  

GMlという既知の糖脂質にN－アセナルラクトサミンが結合した構造を共通に含む，まったく  

新しいグループの糖脂質であることが明らかとなった。  

【発 表〕f21，22  

研究課題 3）脂溶性環境汚染物貿のテトラヒメナの脂質代謝に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕彼谷邦光  

〔期 間〕昭和63年慶一平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容〕脂溶性環境汚染物質のテトラヒメナの細胞内への取り込みに関与するタウロリピド（タ  

ウリン含有脂質）の生合成経路を明らかにした。タウロリピドの生合成中間体としてリボタウリン  

を見いだし，その化学構造が2－（7，13dihydroxy2－tranS、OCtadeoenoylamino）ethanesul  

fonic acidであることを確認した。また，微量に存在するタウロリピドCの化学構造が2－  

（3－aCyloxy2，7，12，13－tetrahydroxyoctadecanoylamino）ethanesulfoTlic acidであること  

を明らかにした。以上のことから，タウロリピドの生合成経路は，ステアリン酸＋タウリンから  

リボタウリンが生成し，順次タウロリピドA，B，Cが合成されるものと考えられた。  

〔発 表〕F－4，5，f5  

研究課題 4）胎仔培暮系を用いた胎仔毒性の機構解明に関する基礎的研究  

〔担当者〕米元純三・村越昭子  

〔期 間】昭和63年度～平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容）胎仔培養の前段階としての，ラット胎仔のLimbbudcellcuJture（LBC）の有用性の検  

討を行った。Aoko Toxin（cyanoviridin RR）についての検討では，60FLg／mlでchondro－  

genesisを促進することが見いだされ，細胞骨格への作用が関与していることが示唆された。こ  

のようにLBCは胎仔培養を行う上でのEnd Pointの設定，Doseの設定に有用であることが確  

認された。  

〔発 表〕f－28，29  

研究課題 5）大気汚染物質の肺の肉芽腫形成に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕河越昭子  

〔期 間〕昭和63年慶一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕抗原物質の連続吸入によってアレルギー性疾患が引き起こされることはよく知られて  

いるが，この抗原物質の吸入に伴い，肺では気管支肺炎のような炎症反応が生じている。肉芽腫  

は本来外部からの抗原に対処すべき免疫系の異常により形成されるが，抗体に対する過敏性の克  

進に関与していると思われる。本年度はアスベストを単独又は卵白アルブミンとともにマウス及  

びラットに気管内投与を行い肉芽魔の形成と線維化進行の程度を比較したところ，線維化進行そ  

のものには外部からの抗原の暴露は影響を及ぼさないが，そのつど炎症を反復することにより一  

度生じた肉芽腫を持続させていることと，特にクリソタイルとアモサイト線経では単独でも肉芽  

腫の形成能がある，つまり，自己免疫疾患を引き起こす可能性があることが示唆された。  
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研究課題 6）肺胞マクロファージの不均一性に関する研究  

〔担当者〕持立克身・三浦 卓  

〔期 間〕昭和63年度一平成4年度（1988－1992年皮）  

〔内 容〕初年度は，肺胞マクロ77－ジを比重の遠いを利用して，最も比重の大きな画分Ⅰか  

ら最も比重の′トさな画分Ⅴまで5画分に画分した。   

本年度は．各画分の形態及び生合成活性について検討した。画分Ⅰは，小形で形態的には単球  

に類似しており，DNA及びタンパク生合成活性は最も高かった。画分Vは，大型で微絨毛は消  

失し空胞がよく発達しており，上記生合成活性は最も低かった。そして画分山一Ⅳは，画分Iと  

＼Jの中間の形態及び生合成活件を示した。   

これらの結果は，画分l，］－Ⅳ，及びⅤは，各々未成熟，成熟，及び老化した細胞集団であ  

る町胎性を示唆している。  

〔発 表〕F20，f－27  

研究課題 7）環境有事物質の細胞傷専の一因としての細胞骨格系の変化に関する研究  

〔担当者〕国本 学  

〔期 間〕昭和63年度一平成2年度（1988”1990年度）  

〔内 容〕重金属等の環境汚染物質の毒性評価を培養細胞を用いて評価する手法を開発するため  

に，有機スズ化合物をPC12h．HL60及びNRK－49F細胞に添加し検討した。PC12hのLC5。は，  

トリフユニルスズ＞トリプチルスズ＞メチル水銀の順に高かった。HL60とNRK－49Fではメチ  

ル水銀に対して前者の方が高感受性であったが，有機スズでは同程度のLC5。であった。－・方，  

細胞の形態に対する影響では，トリブナルスズがPCIZhの分化過程を促進させることが明らか  

となった。  

研究課題 8）栄養不良動物に対する環境汚染物賃の影響に関する研究  

〔担当者〕高橋勇二・三浦 卓・鈴木和夫＊l（＊1環境保健部）  

〔期 間〕昭和63年度一平成3年度（1988－1991年度）  

〔内 容〕正常あるいはどタミンA欠乏ラットに，0．4ppmのオゾン（03）を2週間連続暴落し  

肺のDNA画分への3Hチミジンの取り込み速度の変化を経時的に調べた。正常ラットでは，03  

暴露2日臥 3日自に3Hチミジンの取り込み速度が非暴露群の6及び9倍に増加した。一方，  

ビタミンA欠乏ラットはその増加が4及び7倍にとどまった。前年度，二酸化窒素をどタミン  

A欠乏動物に暴露し同様の結果を得た。これらの結果は，ビタミンA欠乏動物は酸化性ガス暴  

露による肺傷居を修復する能力が低下していることを示唆している。  

〔発 表〕F－9－11，ト18－20  

研究課題 9）肺細胞の遺伝子傷書とプロモーション作用に及ぼす環境汚染物賃の影響に関する  

研究  
〔担当者〕佐野友春・嵯峨井勝  

〔期 間〕昭和声2年慶一JIl成元年度（198ト1989年虔）  

【内 容〕近年，肺ガンによる死亡率が増加してきており，大気汚染との関係が注目されている。  

本年度は，大気汚染物質である二酸化窒素（NO2）をラットに暴露し，nOnTPAタイプのプロモー  

ターの指標でもあるPGE2の変化について調べた。ラットに10ppmNO2を1－5日間暴露し・  
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肺のPGE2含量を測定したが，暴露期間中有意な変化は認められなかった。本研究において，  

これまでに，NO2を暴落すると発ガンプロモーション作用の指標の一▲つであるODC（Ornithine  

decarboxylase）活性とポリアミン含量が増加すること，また．DNA傷害やDNA修復能には  

影響を与えないことを見いだしている。以上の結果から，NO2には，弱いながらも細胞増殖性  

刺激により肺発ガンを修飾する可能性のあることが示唆された。  

〔発 表〕f－16  

研究課題10）高気道反応性及び低気道反応性実験動物の育成に関する研究  

〔担当者〕小林隆弘・山根一祐・高橋 弘＊1・高橋憤司＊1・伊藤勇三■1（書1技術部）  

〔期 間〕昭和63年度一平成9年度（1988”1997年度）  

〔内 容〕大気汚染が呼吸器に及ぼす影響を考える場合，非特異的な刺激に対する気道の反応性  

が高い集団が低い集団に比べ影響が大きく出る可能性があるため，モルモットを用い，気道反応  

性が異なる集団を育成することを目的とした。これまでに，気道反応性の高い群の親からは気道  

反応性の高い子，気道反応性の低い親からは低い子が産まれる確率が高いことを見いだしてきた。  

本年度は，気道反応性が高いモルモットと低いモルモットの気管平滑筋のヒスタミンに対する反  

応性を比較し，摘出気管平滑筋のレベルでは反応性に有意差がないことを明らかにした。  

〔発 表〕f－11  

研究課題 ‖）過酸化脂質の新しい測定法の開発に関する研究  

〔担当者〕市瀬孝道・嵯峨井勝  

〔期 間〕平成元年度～2年度（1989－1990年度）  

〔内 容〕N－methylhydrazine法を用いて，ラットの肝臓組織中の遊離及び結合型のマロンジ  

アルデヒド測定法を開発した。本測定法と従来のマロンジアルデヒド測定法であるTBA法に  

よって肝組織中のマロンジアルデヒド量を測定，比較すると，TBA法は本法の10倍高い値を示  

した。この測定法を用いて，脂質過酸化誘導薬物の四塩化炭素を腹腔及び経口投与したラットと  

マウスの肝組織中及びミクロソーム中の遊離型及び結合型マロ㌢ジアルデヒド量の脚寺変化を調  

べた。ラットでは経口投与したときのごく初期に両マロンジアルデヒドの増加を確認することが  

できた。しかし，腹艦内投与ではラット及びマウス共にマロンジアルデヒドの増加は認められな  

かった。一方，同薬物を投与したラットの呼気中のアルデヒドの分析を行った結果，アセトン，  

アセトアルデヒドや他のアルデヒド類，ホスゲン等の有毒物質が検出された。  

〔発 表】f4  

研究課題12）肥満細胞活性化とIgA抗体産生  

〔担当者〕藤巻秀和  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕コレラトキシン（CT）によるIgA抗体産生の誘導が前年度使用した抗原（卵白アルブ  

ミン：OA）だけでな〈他の抗原に対しても有効であることを示すために．ヘモシアニン（KLH）  

と寄生虫抗原（Nb）を用いてCTによる抗原特異的IgA抗体産生をELISA法で測定したところ，  

OA抗原のときと同様にKLHとNbに対して高いIgA抗体産生の誘導がみられた。   

次に，肥満細胞の活性化をCTがどのように修飾するかを明らかにするために，動物の腹腔よ  

り単阻精製した肥満細胞を1－1，000ng／血の種々の濃度のCTと培養した。その後，抗Nb  
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lgEとNbあるいはサブスタンスPにより肥満細胞を活性化させヒスタミンの遊離準を調べる  

と，CTの濃度に依存して肥満細胞からのヒスタミン遊離を抑制することが明らかとなった。   

これらの結果は，CT投与による抗原特捌勺IgA抗体産生の誘導∴血涙れでの肥満細胞の活  

性化の抑制を示しており，CT処理によるアレルギー性疾患の発症抑制の可紛性をさらに高める  

結果であり，玩川血でのCT投与が即時型過敏反応を抑制するかどうかについての検討が今後  

の課題と思われる。  

〔発 表〕ト17～19，f24，25  

研究課題13）兼規制化学物質の健康影響評価手法に関する研究  

〔担当者〕河田明治・鈴木 明・野原恵子・白石不二雄・河越昭子・小林隆弘・山根一祐・三浦  

卓・固本 学・高橋勇二・鈴木和夫＊1・青木廉展＊－（■1環境保健部）  

【期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕大気環境中に増加し汚染が広域化しているアルデヒド等の末規制化学物質について近  

似的かつ迅速に毒性を評価する手法の開発を以下の項目について行った。  

（1）培養細胞を用いた影響評価手法の開発：ホルムアルデヒドは溶液状より培養細胞に暴露さ  

れた方が細胞遺伝毒性が強いことが明らかになったが，その毒性発現の機構は，ホルムアルデヒ  

ドの溶解時の構造特性によることがNMRの測定により示唆された。   

初代培養ラット腎尿細管細胞に対するホルムアルデヒドの影響を調べた。種々の濃度のホルム  

アルデヒドに対して細胞を20時間暴露したところ，70／∠Mで細胞の壊死がおこった。また，こ  

の濃度でいくつかのタンパク質の誘導が引き起こされていた。  

（2）生理機能への影響評価手法の開発：これまでの研究において，ホルムアルデヒドとアクロ  

レインは約1ppmの低い濃度で，アセトアルデヒドでは100ppm以上の濃度でラットの三叉神  

掛こ対する刺激作用を確認した。この結果と，これらの物質の各濃度におけるヒトの目刺激作用  

の発現とがよく対応していることが明らかになった。このことから末規勧化学物質によるラット  

等の実験動物に対する目刺激作用についても研究を進めることが重要であることが示唆された。  

涙腺刺激によっておこる微量の涙液量の変化を検出することを目的として，熱伝導度検出器方式  

のガスクロマトグラフによる微量水分定量法を検討した。   

短時間ホルムアルデヒド暴露が気道反応性に及ぼす影響を検討した。モルモットに清浄空気又  

は10ppmホルムアルデヒドを30分間暴露し，暴露直後のヒスタミンーエアロゾルに対する気道  

反応性を比較した。10ppmホルムアルデヒド暴露群で気道反応性は低下することが明らかに  

なった。  

〔発 表〕f－8，26  
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2．2．7 環境保健部  

環境保健部の研究は，医学，保健学を基盤とし，疫学及び実験的手法を用いて，環境汚染と人  

間の健康とのかかわりを研究することにより，人類の生存と健康的生活の維持増進のための施策  

を行うための科学的知見を提供することを目的としている。   

主要な環境要因としては，NO2などのガス状物質及び粉じん，重金属，農薬，有機化学物質  

などの化学的要因並びに苦情の多い騒音などの物理的要因がある。環境汚染による健康影響を疫  

学的に解明するに当たっては，生活環境中におけるこれらの要因の濃度，レベルを把握する必要  

がある。一方，これら環境要因に対応した健康影響の指標としては，生体試料中の汚染物質ある  

いは代謝産物，生体内での機能の変化を意味する生理・生化学的所見，自他覚症状，騒音の場合  

には，個人の性格，精神・神経機能など，あるいは疾病，死亡等に関する健康指標の収集，整理，  

解析も必要である。さらに，両者の対応を明らかにするための疫学調査及び健康影響指標の開発  

研究を支える基礎的知見を深める意味で，人体及び動物による実験研究が必要となる。   

本年度は以下の研究を実施した。疫学関連の研究として都市大気汚染物質及び農薬の個人暴露  

量の推定法を開発し，カドミウム汚染地域住民の尿中メタロチオネインの経年変化を追跡した。  

健康影響の評価指標に関する研究として，体内のエネルギー代謝の指標化，環境中の発ガン物質  

の毒性学的評胤 大気汚染物質と肺沈着物との関連等について検討した。騒音への心理・生理的  

感受性を規定する要因の検索，慢性的ストレスモデルの検討，さらには，環境ストレス評価のた  

めの総合的チェックリストの開発・応用などを行った。また動物実験的研究として，鉱物及び重  

金属の肺への影響，金属タンパクの構造と生理的意義，生体の元素識別機構，妊娠に伴う諸元素  

の動態に関する研究を行った。さらに，化学物質のリスク評価法に関する情報システムの構築及  

び囁境保健サーベイランスに関連して環境保健全般の指標について検討を行った。   

特別研究「大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法の開発に関  

する研究」は，以上の経常研究各課題と関連を保ち進められた。  

研究課題1）安定同位体利用による環境中有事物質の生体影習に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕昭和56年度～平成元年度（】981～1989年度）  

〔内 容）小動物用籾じん・ガス同時暴露実験装置を用いて，ラットに13cアモルファス粒子と  

15NO2を鼻部暴露した。   

各臓器組織中の13c同位体濃度813cpdb（％。，パ，ミル），15N濃度excess（％）を質量分析計  

により求めて，暴露による体内移行を考察した。鼻部暴露装置の制約から短時間暴露のため動物  

の体内摂取量は微量であったが，粒子存在下のガスの体内移行の差について検討することができ  

た。  

研究課題 2）肺沈着物の分析知見より粒子状物質吸入のリスク因子検討に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕昭和57年度～平成元年度（1982－1989年度）  

〔内 酎 調査により求めた環境中（屋内環境）浮遊粒子状物質の濃度及びその性状に関する知  

見と，肺内沈着粒子濃度とその性状に関する知見との相互関連を検討した。  
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その結果，粒子状物質吸入に関するリスク評価に必婁な基礎的知見が得られた。  

〔発 表〕G14，g－14，15  

研究課題 3）農薬等環境中有様化合物の吸入によるリスク評価に関する研究  
（担当者〕安藤 滴・田村憲治・山元昭二＊l（＊】技術部）  

〔期 間〕l昭和63年俊一平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕農薬をはじめとした多数の化学物質の大規模な生産や人為発生にともない，生物毒性  

のある各棟の化学物質が環境中に常在する状況が生じている。農薬等の化学物質の高濃度発生の  

際は，吸入性粒子として存在する場合が多く，吸入によるリスクの検討が強く求められている。  

このため吸入性の農薬粒子を粉じん暴露チャンバーを用いて発生させ，吸入による生体影響のリ  

スク指標の検討を行った。   

平均粒径2．1／川1の微粉札 スプラサイドFDに暴露された動軌ま，農薬粒子吸入後，肺胞上  

皮細胞と毛細血管内皮細胞に著しい障害が起こった。さらに肝維胞の空胞変性もみられ，細胞質  

のグルタチオンペルキシダーゼ活性は著しく低下した。   

スプラサイドFDの1吸入により肝細胞においては，暴露の初期に著しい過酸化脂質の増加が起  

こるが，これに対応して血清トランスアミナーゼ（COT）の著しい上昇が観察された。l吸入暴  

露のリスク評価指標としては，師部の障害，肝機能障乱 心臓障害及び腎臓障害が重安と考えら  

れる。  

〔発 表〕c－7，8．g10－12  

研究課額 4）生体のNMR測定法に関する研究  

〔担当者〕≡森文行・太田庸起子・安藤 満・松本 理  

〔期 間〕昭利59年度一平成元年度（1984－1989年度）  

〔内 容〕（1）NMR検出器内においてラットに運動負荷を与え，骨格筋のエネルギー代謝の動  

態を，）アルタイムで測定する方法を開発した。すなわち，ラットの後肢骨格筋（M．gastro－  

Cnemius）に直径2cmのsurfacecoil信号検出鼠 電気刺激用電極，張力測定用の張力ゲpジ  

を装着し，筋の静1L運動，回復の状態で連続的に31pNMRスペクトルを測定することが可能  

となった。この結果．スペクトルより筋細胞内のクレアチンリン酸の消費速凰pHの変化筋  

張力より筋の仕事量が算出される。これは，骨格筋の機能とエネルギー代謝能の両面の同時評価  

が可能になったことを意味する。  

（2）3種類の3】p，－Hダブルチューン信号検出器を製作し，その設計と性能の比較を行った。  

この結果，共振回路のインピーダンスマッチングをコンデンサを用いて取る方法と，誘導結合を  

用いる方法とで共振周波数の安定性が大きく異なり，誘電損失の大きい生体を測定対象とする場  

合には，後者がはるかに安定であることを認めた。  

〔発 表〕G－48，49，g82，83，85   

研究課題 5）突然変異原性試験の高感度化と生体試料への適用に関する研究  

〔担当者〕松本 理・安藤 満・太田庸起子  

〔期 間】平成元年隆一5年度（1989－1993年夜）  

〔内 容〕サルモネラ菌を用いる変異原性試験（Amesテスト）は大気浮遊粉じんなどの環境試  

料ヤ尿などの生体試料中の変異原性を調べるためにも利用することができる。しかしこれらの試  
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料は純粋な物質のように自由に濃度を設定することができないため，分析には大量のサンプリン  

グが必要となる。この間題点を解決するために，Amesテストの高感度法について方法論的な検  

討を行った。  

研究課題 6）環境変化に伴う自然放射線増加とその生体作用に関する調査研究  

〔担当者〕太田庸起子・三森文行・松本 理  

（期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕紫外線増加による皮膚ガン発生の文献的調査及び自然放射線であるラドンに関しての  

屋内濃度の調査結果をまとめて内外の値と比較検討をした。  

研究課題 7）大気汚染物質の個人暴露王推定に関する研究  

〔担当者〕小野雅司  

〔期 間〕昭和63年慶一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕大気汚染の健康影響を評価する場合，汚染物質の環境中濃度のみならず，個人暴露量  

とその集剛二おける分布を把握することが不可欠となる。本研究では，小集団を対象に主要な生  

活の場における大気汚染物質濃度測定と生活時間調査から個人暴露量を推定するとともに，個人  

暴露量を実際に測定し，推定モデルの妥当性を検討する。   

本年度は，大気汚染物質（NO2，SPM）濃度の屋内（居間，台所，寝室），屋外相互の関連性  

について検討するとともに，個人暴露量推定モデルについての基礎的検討を開始した。   

NO2についてはこれまで屋内濃度と屋外濃度の相関が強いことが指摘されていたが，SPMに  

ついても微小粒子（粒径2．5／ノm以下）では屋内濃度と屋外濃度は強く関連することが明らかに  

なった。  

〔発 表〕G－12，13，15，g－18，19  

研究課題 8）環境保健指標の開発に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・田村憲治  

〔期 間〕昭和63年度一平成3年度（1988－1991年度）  

〔内 容〕環境汚染による非特異的あるいは遅発的な疾病の発生に対する監視が必要となり・新  

たな環境保健指標の開発が要請されている。本研究では，利用可能な既存情報を総合し，さらに  

健康調査，健康診断データ等も加え，環境税健指標の開発，検討を行う。   

既存情報として，人口動態統計国民健康保険診療報酬請求明細書（国保レセプト）．各県の  

国保傷病分類統計表の収集を継続した。   

国保レセプトについては地域の健康構造の把握における信頼性に関し，患者調査との比較を  

行った結果，比較的よく一致していることが分かった0   

また，地域の環境汚染レベルとの対比により・新たな環境保健指標を作成するための検討を進  

めた。  

〔発 表〕G－31，33，51，g59   

研究課題 9）農薬による大気汚染と健康影響評価法に関する研究  

【担当者〕田村憲治・小野雅司・安藤 満  

〔期 間〕昭和63年慶一平成3年度（1988”1991年度）  
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〔内 容〕農薬散布に伴う農薬の大気汚染と，地域住民の農薬暴露レベル及びこれによる健康影  

響を評価するために，農薬の大気汚染レベルをモデル的な地区で把捉し，長期的な健康影響を評  

価する方法を開発する。   

これまでに農薬の日常的な性別こよる陸康隆吉及び農薬散布による大気汚染に関する疫学的文  

献の整理を行った。また，新しい農薬散布機械を用いた散布者の暴露と周辺への飛散状況の調査  

を実施するとともに，集団検診時の問診調査による農薬中毒ケースの収集を妬め，中毒の発生状  

況の分析を開始した。  

〔発 表〕G－32，g－56  

研究課題10）メタロチオネインの生理的意義に関する研究  

（担当者1遠山千春  

〔期 間〕昭和62年度～平成4年度（1987”1992年度）  

〔内 容〕雌雄ラットからそれぞれ、千首，卵某精巣，精巣上体，精のうなどの生殖器官を摘  

出し，メタロナオネインの組織局存性とレベルの変化を，免疫組織化学，及び，免疫化学的方法  

を用いて検討した。雌ラットにおいては，特定の細胞（子宮腺上皮，膣上皮）などでは，性周期  

に伴いMTの誘導が認められた。雌ラットにおいては，精巣の精細管において，特徴的な分布  

が観察されたが，問質細胞では，認められなかった。これは．カドミウムの毒性発現を考える上  

で五要な所見である。また，去勢ラットにおいてはMTの染色が消失し，タンパク量とmRNA  

量が減少するが，テステステロン投与によって回復することから，MT誘導に男性ホルモンが関  

与していることが明らかになった。  

〔発表〕G34－39，41，g－61－77  

研究課題 ‖）カドミウムの肝毒性発現に係わるタンパク質の構造と横能に関する研究  

〔担当者〕青木廉廉・鈴木和夫  

（期 間〕即弓和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕有害重金属であるカドミウムの主な蓄積臓器である肝臓中において，尿素サイクルの  

一員であるオルニナンカルバモイルトランスフエラーゼ（OCTase）がカドミウムに対して親和  

件の高いタンパク質の一つであることを明らかにした。OCTaseはカドミウムと水銀により強〈  

阻害され，特にカドミウムはOCTaseの基質であるカルバモイルリン酸に対して競合的に，オ  

ルニナンに対して非競合的に作用した。一方，ラット肝臓細胞中の尿素合成はカドミウムにより  

阻害された。OCTaseに対するカドミウムの阻害作用のカドミウムの毒性発現に対する関与が注  

目される。   

本研究により，カドミウムの細胞中の結合部位を明らかにすることが，カドミウムの毒性発現  

機構を詳維に明らかにしていく上で重要であることが示された。  

〔発 表〕Gl，g－6  

研究課題12）生体による元素の誠別機構に関する研究  

〔担当者〕杉平直子・鈴木和夫  

〔期 間）昭和62年度～平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕カルシウムとストロンチウムの識別に対する加齢の影響についての研究の一環とし  

て，ラット乳仔における両元素の識別について調べた。乳什では，腎臓における識別機構が十分  
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に発達していないことが示唆された。   

また，血流から肝臓への取り込み過掛こおけるカドミウム，鋼及び亜鉛の間の識別について検  

討した。その結果，肝細胞への取り込み過程においてではなく，細胞からの流出過程において，  

金属の識別機構が存在すると推定された。  

〔発 表〕G－22，g38－40，43  

研究課霜13）鉱物繊維が肺に及ぼす影響の比較  

〔担当者〕平野婚史郎・鈴木和夫  

〔期 間〕昭和63年～平成3年度（1988”1991年度）  

（内 容〕自然肺腫瘍発生率の高いことが知られているA／J系の雌性マウスに，UICCのアスベ  

ストの標準サンプルであるクロシドライトを1匹当たり0．05－0．5mgの用量で気管内投与した。  

対照群には，0．5mgの酸化チタンを同様に投与した。0．5mg以上の用意を投与したマウスの肺  

には著しい急性の炎症がみられ，発ガン実験を行うためのクロシドライトの最大用長を0．5mg  

に設定すべきであると結論した。  

研究課題14）妊娠に伴う必須元素の変動と有事元素の影響に関する研究  

〔担当者〕鈴木和夫・杉乎直子  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988－1991年度）  

〔内 容〕妊娠・出産・授乳の期間は，母体に対する負荷塞が増大し，潜在的な疾病が出現しや  

すいハイリスク期間である。ラットを用い，妊娠から出産に至る過程における母体の」rlL液と各臓  

器中の必須元素について，生理的変化を明らかにしたところ．特に，腎臓中の亜鉛と鋼がこの期  

間に大きく変化することを見いだした。そこで，カドミウムを蓄積させたラットの妊娠から出産  

に至る期間における腎臓中の亜鉛と鋼の変動を詳細に検討した。カドミウムは母体から胎児への  

亜鉛の移行を阻害するが，銅の移行は阻害しないことを示唆する結果が得られた。  

〔発 表〕G－24，30，g－48  

研究課題15）有割ヒ学物質によるリスクの評価法の文献情報システムの構築  

〔担当者〕遠山千春・鈴木和夫  

〔期 間〕平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕文献検索等により，リスクアセスメントの関係の文献を収集し．（l）リスクアセスメ  

ントの概念に関するもの，（2）定性的リスクアセスメントに関するもの，及び，（3）定量的（数  

量的）リスクアセスメントに関するものに分類・整理した。今回は，大気汚染物質のうち，発ガ  

ン性等が疑われる重金属類について，文献レビューを行った。  

〔発 表〕G－40   

研究課題16）心身のストレス度及び関連疾患症状を知るための総合的チェックリストの開発と  

ストレス度の尺度化に関する研究  

〔担当者〕影山隆之・相本篤子・兜 真徳  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987－1989年虔）  

〔内 容〕集団健康診断あるいはフィールドワークの場面において，対象者に負担をかけず・そ  

のストレス度を測定し，あるいはストレス関連疾患をスクリーニングするための自記式質問紙（原  
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案）を作成した。これを前年度，世田谷区・川崎市に居住する既婚女性に施行したが，その結果  

の因子分析等に基づいて今回内容の一部を改訂した。これを再び，台東区・中央区に居住する既  

婚女性に施行し，前年度の結果と合わせ，生活レベルでの環境ストレスの影響について，総合的  

に検討した。  

〔発 表〕G17，g21，23，28  

研究課題17）音環掛こ対する心理・生物学的感受性の個人差に関する実験的研究一脳波及び誘  

発反応からみた高次神経活動との関連性－  

〔担当者〕相本籍子・影山隆之・兜 其徳  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕環境髄竃による心理的不快感と高次神経活動の関連性を脳波及び誘発反応を用いて調  

べるための基礎検討として，快・不快等によるα波・β彼の誘発反応の測定条帆 個人差などに  

つき，吟味した。  

〔発 表〕g－36  

研究課題 柑）慢性的ストレスモデルに関する実験的研究  

〔担当者）兜 真徳  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕慢性的ストレスモデルの一つと考えられる“SARTストレス”と呼ばれるモデルと，  

可能性の想定される慢性的ストレスの指標の有用性につき，とくに環境ストレスの評価応用への  

可能性を考慮して，脳神経l勺分泌，免疫，病理学などにわたる多額戚の研究者と，文献学的な検  

討を行った。  

〔発 表〕G」9，g▼30，34，37  

研究課題19）24時間連続呼吸換気量測定法に関する研究  

〔担当者）相本篤子・兜 真徳  

〔期 間〕H召和63年度一平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕胸吾r；・腹部呼吸運動測定装置（Respitracc）と携帯用長時間データ記録装帯（Medilog）  

を組み合わせることにより，日常生活時のヒトの呼吸パターン及び換気菜を24時間連続してモニ  

ターする方法を検討し，データ耶析中である。  

研究課題 20）農薬の複合的慢性暴訊こよる住民のリスク指標の研究  

〔担当者〕安藤 満・田村憲治  

〔期 間〕平成元年度－2年度（1989－1990年度）  

〔内 容〕大規模農業生産に伴う農薬の広域散丸 山林・水田の空中散布，ゴルフ場での農薬の  

多用により，農薬の大気汚染・地下水汚染の広がりが危惧されている。こうした農薬の環境負荷  

量が増大による，農薬の複合的慢性暴露が地域住民の健康にどのようなリスクとなっているか調  

査・研究し，中毒指標の開発にかかわる基礎的検討及びリスク評価の方法論的検討を行う。   

初年度は，佐久総合病院健康管理センターの協力を得て，1989年9－11月にかけて，集団総合  

検診時に5地区約3，700名に対して、農薬の使用状軋 農薬中毒症状の有無，農薬中毒の既往な  

どに関しての聞き取り調査を実施した。この結果と検診時の主要な検査結果を対応させ，農薬の  
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慢性暴露の指標となる検査項目の検討を始めている。約10年前の調査によれば，農作業者の4  

人に1人が1年間になんらかの農薬中毒症状を経験しているといわれたが，今回の調査では，こ  

うした自覚症状が大幅に減少しており，急性症状をおこしやすい農薬が減っていることをうかが  

わせた。  

〔発 表〕G－4，10  

研究課題 21）ストレス反応横構障層ラットの脳神経・内分泌・免疫系横前に関する基礎的研究  

〔担当者〕兜 真徳・三森文行・青木康展  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕脳内海馬（hippocarnpus）がストレスに対する内分泌反応系としての視床下部一下  

垂体一副腎皮質系より上位のネガティプ・フィードバック部位であることが知られ，また，環境  

汚染関連物質であるトリメチルスズ（TMT）の1匝l経口投与により同部位の特異的障害がもた  

らされることも示されている。本年度はこうしたTMTによる海馬障害ラットにおけるストレス  

反応を調べる以下のような実験を行ったところ予想どおりの結果を待た。  

（1）1．5か月前にTMT9mg／kgを経口投与後の学習能力には，MorrisWaterMazetestに  

おいて明らかな障害を認めた。同機能に密接な関連を持つ海馬の障害が発生していることを示し  

ている。  

（2）同ラットに25度の水中で強制水泳ストレスを15分間負荷した場合の，血清中コルナコス  

テロンは，対照群より明らかに高く，またその後の回復が有意に遅延していた。これは，同部位  

の障害により視床下部一下垂体副腎皮質系への抑制が低下していることを示している。  

（3）同ラットの海馬障害をと殺しないで継続的に検討するため，動物用NMRを用いて検査す  
る方法について基礎的な検討を行い，方法の改良によってはその可能性がある知見を得ている。   

最後に，（4）上記ラットを断頭と殺後，脳の海馬領域を取りだし，ホモジュナイズ，超遠心を  

行い，コルチコステロン受容体のフラクションを待，デキサメサゾン（－H3）との結合能力を  

調べたが，今までの報告とは反対の結果が得られた。その原因として，用いた方法の適切性の問  

題が指摘されたので，さらに同フラクション分離にカラム法を導入するなどを検討中である。   

以上極めて満足できるストレス反応機構障害モデルができることが予想され，その他有機軌  

有機水銀などの中枢神経毒性物質への影響評価への応用性などについても，継続研究が望まれた。  

研究課題 22）カドミウム汚染地域住民における尿中メタロチオネイン排せつレベルの経年変化  

に関する研究  
【担当者〕遠山千春・新村哲夫＊1（＊l富山県衛生研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕カドミウム土壌汚染地域である富山県神通川流域の住民における腎機能障害の経年的  

変化を，メタロチオネインの尿中排せつ量と他の低分子タンパク及び重金属の排せつ量の面から  

解析した。1981年，及び，1987年に，富山県のカドミウム土壌汚染地城，並びに，非汚染地域に  

居住する住民を対象に検診を行い，尿試料を採取した。これら尿中に含まれるメタロチオネイン  

（MT），βzミクログロブリン，リゾチーム，重金属（鋼，亜鉛，カドミウム），リン酸再吸収  

率，について分析した。その結果，土壌汚染地域住民の尿中MT濃度は，非汚染地城住民の濃  

度に比べて有意に高かった。尿中MT濃度は，腎尿細管機能の低下した対象者においては，高  

値を示した。尿有所見者の6年間の追跡調査で，尿中鋼や低分子タンパクが増加したものでは，  

－62   



MTも増加していた。尿中MT濃度は，MT濃度と尿中銅濃度との間には，．正の相関関係が認め  

られた。これらのことから、腎尿細管機能の低下に伴い，MTに結合した鋼が尿中に増加したも  

のと考えられる。  

〔発 表〕g62  
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2．2．8 生物環境部   

〔研究概要〕特別研究「バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究」が4  

年目に入り，担当する生理生化学研究室，分子生物学研究室及び陸生生物生態研究室では，最終  

年度に向けて精力的に研究が遂行された。一九水生生物生態研究室及び生物環境管理研究室が，  

本年度より特別研究「水環境における化学物質の長期暴露による相乗的生態系影響に関する研究」  

を設定し，前特別研究「水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究」の成果を踏  

まえて，新たに研究に着手した。   

本年度の経常研究では，特別経常研究1課題，奨励研究1課題が継続し，新たに「奥日光地域  

における森林・河川∴湖沼生態系の構造に関する研究」及び「水界生態系におけるアオコ由来有  

害物質の挙動に関する研究」の2課題の奨励研究が採択され，活発に研究が進められた。通常の  

研究課題では，生理生化学研究室より分かれて分子生物学研究室が設置されたが，課題は研究者  

によってそのまま引き継がれて行われた。   

生理生化学研究室では，遊離脂肪酸生成系に関与するガ’ラクトリパーゼの精製と酵素特性の解  

析が行われ，また．気孔反応機構の解明に向けて引き続き研究が進められた。   

分子生物学研究室では，環境要因が遺伝子発現に及ぼす影響，水ストレスによる適応酵素の誘  

導機構，SO2暴露により誘導されるストレスタンパク質と葉齢との関連が調べられた0   

水生生物生態研究室では，動物プランクトン群集とアオコとの相互関係，湖沼の生態系におけ  

る魚類の役割及び水生生物による毒性試験法の開発に関する研究が継続され，新たに底生藻類中  

の高濃度蓄積種の検索，ホタルの環境指標性と保全の検討が行われた。   

陸生生物生態研究室では，塩濃度と植物の光合成活性の変化鮮苔類の細胞のプロトプラスト  

化植物の炭素／窒素含量比の変化から，ストレスに対する適応能力の検討が引き続き行われ，  

新たに，樹木の季節対応性について気孔コンダクタンスを指標とした解析が行われた。   

生物環境管理研究室では，富栄養湖沼管理に伴う生態系構造変化，底生動物の水浄化機能，冨  

栄養湖における水生植物の大発生機構及び農薬非汚染水域の生態系構造に関する研究が継続して  

行われ，平行して奥日光地域の環境変動と生物相との関係について調査が行われた。  

研究課題1）遊離脂肪酸による植物細胞の膜脂質代謝調節横柄に関する研究  

〔担当者〕榊  剛  

〔期 間〕昭和63年慶一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕植物細胞に微量存在する遊離脂肪酸は，細胞内の膜脂質代謝を調節する役割を担って  

いることを明らかにしてきた。本年度は，植物細胞における遊離脂肪酸の生成系として機能して  

いると考えられるガラクトリパーゼに着日し，インゲン葉（品種：甲州尺五寸）の葉緑体膜画分  

から，ガラクトリパーゼタンパク質の精製を行った。得られた絶品のガラクトリパーゼを用いて，  

種々の酵素的性質を調べたところ，本酵素は，ガラクト脂質を含む様々なリン脂質やイオウ脂質  

を加水分解することが分かった。したがって，本酵素は，ガラクト脂質ばかりでなく，葉緑体膜  

に存在する様々な脂質から遊離脂肪酸を生成し得ることが分かった。  

〔発 表〕H－10，21，2Z，ト3，h19－Z3  
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研究課題 2）環境要因が植物の遺伝子発現に及ぼす影響に関する研究  
〔担当者〕佐治 光・青野光子  

〔期 間〕昭和61年俊一平成2年度（1986－1990年度）  

〔内 容1大気汚染ガスのオゾンと積触したホウレンソウにおいて，活性酸素防御系酵素の一つ  

であるアスコルビン酸ペルオキシダーゼの是が増加することが分かっている。そこで，この酵素  

の構造と遺伝子発現についての詳細な研究を行うため，アスコルピン醸ペルオキシダーゼに対す  

る単クローン性抗体の作製を試み，計8偶のクローンを得た。これらの抗体を用いてこの酵素の  

遺伝子の単離を試みるとともに，この酵素の構造の植物種間での比較を行った。その結果，調べ  

た8種の草本植物の全てにおいて約3万の分子量を持つこの酵素の存在が示唆された。  

〔発 表〕h－4  

研究課題 3）植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  

〔担当者〕田中 浄  

〔期 間〕昭利162年慶一平成3年度（1987－1991年度）  

〔内 容〕植物は種々の環境ストレスを受けると自己l防御のために酵素やその他の生理活性物質  

を誘導生合成することが知られている。ここでは水ストレス時の植物の適応機構を調べた。鉢植  

えのホウレンソウを人工光の植物育成室（光3万ルックス，温度25℃，相対湿度40％）に入れ，  

水供給を止めたときの菓内の抗酸化物質の変動について検討した。スーパーオキシドジスムター  

ゼ，アスコルビン酸ペルオキシダーゼ，アスコルビン酸，グルタチオンなどは1週間ほどの水ス  

トレスではほとんど変動しなかったが，グルタチオン還元酵素，トコフェロールは4日目で約2  

倍に増加した。水ストレスを受けたホウレンソウから調製した葉緑体のチラコイド膜のトコフェ  

ロールは対照のものよりは約2倍高いことも判明した。以上の結果はグルタチオン還元酵素とト  

コフェロールが水ストレスを受けた植物の指標物質として利用できる可能性を示唆している。  

〔発 表〕H19－22，h－1，24，41，42  

研究課題 4）植物の気孔における環境要因変動の受容点に関する研究  

〔担当者〕近藤妬朗  

〔期 間）昭和62年度一平成2年度（1987”1990年度）  

〔内 容〕気孔は開閉運動を行うことにより，絶えず変動している自然環境中での植物の成育を  

可能にしている。この気孔の開閉運動には植物ホルモンのアブシジン酸（ABA）が関与しており，  

気孔の反応機構を解明するためには．ABAの生合成の調節機構とABA受容体及び情報伝達  

構を明らかにすることが必要である。本年度はソラマメ菜の表皮を用いて水ストレスによる気孔  

閉鎖の仕組みについて検討した。水ストレスによる気孔閉鎖の仕組みとして，ストレスを受けた  

植物の柴の葉l勾細胞からABAが放出され，これが気孔に輸送されて気孔を閉鎖すると考えられ  

てきた。本実験では，孔辺細胞のみが生きている表皮にマニトールを用いて水ストレスを与えた  

ところ，0．4モル濃度以上のマニトール処理により気孔開仁】能力が低下することが認められた。  

この結果は孔辺細胞自身に水ストレスを感じて気孔を閉鎖する仕組みが備わっていることを示唆  

している。  

〔発 表）】十7～9  
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研究課題 5）高等植物の環境ストレス誘導性タンパク質に関する研究  

〔担当者〕久保明弘  

〔期 間〕昭和62年皮一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕これまで大気汚染ガスや水ストレスによって植物のタンパク質組成が変動することを  

明らかにしてきた。環境ストレスを受けた葉では，老化が促進されたり，寿命が短くなったりす  

る現象が見られる。そこで本年度は，環境ストレスによるタンパク質組成変化と加齢との関係を  

調べるため，ペチュニアの葉の加齢に伴うタンパク質組成変化を調べた。播種私略 56，57日  

のペチュニアの葉の1枚ずつからタンパク質を摘出し，電気泳動で組成を調べた結果，播種後日  

数や，主軸・側枝の別にかかわらず，乗齢が進むにつれて，分子量朗，63，61，47，36，24K  

の6種のタンパク質の減少が認められた。このうちZ4Kのタンパク質は，2ppm二酸化硫黄  

（SO2）を2時間暴露したのち1日後の被害葉で，一時的に減少するタンパク質と一致していた。  

この結果より，SO2によるストレスが，葉の加齢にタンパク質組成変化を介して影響を与える  

ことが示唆された。  

研究課題 6）底生生物による重金属の蓄積に関する研究  

〔担当者〕安野正之・畠11」成久・高村典子・佐竹 潔・菅谷芳雄＊1（＊1技術部）  

〔期 間〕平成元年度←3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕重金属汚染河川から単離培養した腐生藻類55種類について，銅・カドミウム・亜鉛を  

各々加えて培養することにより，それぞれの重金属の蓄積量を測定し，高濃度蓄積種の検索を行っ  

た。銅については，ラン藻のC九α刑αgぶゆん㈹5㍑わgJめ05姉P九0珊idi祝mノ血βOJαm刑，P．mo眈P．  

m椚0ぶ祝刑，P．ナβ甚たβJiα拘㍑m，ケイ藻の血血相扉加5抑血相心血旧 線藻の伽伊血＝肌血流．  

5c珊gdβ珊甚5ゆt搾0ぶ祝ぶが重量にして約1％程度の高い蓄積を示したが，糸状性の緑藻や黄緑色  

藻（材料が放いやすい）の蓄積量は低く，多くても0．1％以下であった。  

〔発 表〕h32  

研究課題 7）環境指標生物としてのホタルの現況とその保全に関する研究  

〔担当者〕宮下 衡  

【期 間〕平成元年度”3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕筑波山頂で昭和5年の気象要覧に記載されて以乳 発見されないまま，幻のホタルと  

いわれていたヒメボタルを平成元年7月10日午後10時過ぎ，59年ぶりに再発見した。今回発見し  

たヒメボタルは，体長10mm前後で，強いヤマブキ色のフラッシュ光を約1秒間隔で放ちなが  

ら飛行する高地型のタイプであることが判明した。筑波山のヒメボタルの成虫の発生期間は約2  

週間で，標高約700m以上に分布するブナの樹林帯に重なるように生息することが認められた。  

かつて伐採されたことのあるブナ林及び二次林．ブナの枯れの著しい山頂周辺のヒメボタルの生  

息密度は，ブナの原生林のそれの1／100以下と推定された。ヒメボタルのメスは，姐が退化し  

て飛べないために，いったん生息環境が壊されると元の場所に戻れず，また，ゲンジボタルやヘ  

イケボタルに比べ卵数も少なく繁殖力も乏しいために，このような生息密度の差を生じたと考え  

られた。  

研究課題 8）動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  

〔担当者〕花里孝幸・高村典子・安野正之  
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〔期 間〕昭和60年度一平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕富栄養湖霞ヶ浦において枝角類動物プランクトンの現存量と藻類量の関係を調べた。  

ラン潅が少ない11－6月には両者の間に顕著な負の相関が認められた。このことは動物70ランク  

トンの現存量の多いときには藻類量が少ないことを意味しており，動物プランクトンが摂食活動  

により藻類量を制御していることを示唆している。一方ラン藻の水の寒が形成されている7－10  

月には両者の間に明りょうな関係は認められなかった。ラン漢は直接には動物プランクトンに摂  

食されていないことによるものと思われる。  

〔発 表）】十30，31，36，43，h54  

研究課題 9）湖沼の生態系構造決定における魚類の役割  

〔担当者〕春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕昭和60年度一平成元年度（1985－1989年度）  

〔内 容〕湖沼の水質はそこにすむ生物相に影響され，この生物粕は食物連鎖の高位の捕食者で  

ある魚類により決定されることが多い。そこで魚類の種類や密度を変えることにより生態系構造  

がどのように変わるかをコンクリートプールを用いて実験した。前年度まではイサザアミの存在  

により動物プランクトンが減少し透明度が低下すること，またイサザアミのいる他にワカサギを  

加えることによりイサザアミ密度を低下させ小型の動物プランクトンが増加することにより透明  

度の回復がみられることが明らかにされた。本年度はワカサギ密度の極めて高い池と，密度の低  

い池で生物粕を比較した。ワカサギ密度の高い池ではワカサギの生長は悪く，動物プランクトン  

密度は抑制された。また底生生物食性のテナガエビは幼生がワカサギに捕食されほとんど発生せ  

ず，このため秋にはユスリカ幼虫を主体とする底生動物の密度が高くなり．植物プランクトンが  

減少し透明度が上がった。ワカサギ密度の低い池では動物プランクトンの密度は低いが，テナガ  

エビの密度は低下せず，底生動物の密度は低かった。  

（発，表〕h－13  

研究課題10）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者〕畠山成久・安野正之・言下 衛・高村典子  

〔期 間〕昭和63年度一平成5年度（1988”1993年度）  

〔内 容〕前年度から継続している，銅のイトミミズに対する慢性影響試験が1年10か月となる  

が，最高濃度16ppbでもまだ生存個体があり，イトミミズの銅耐性はかなり高いことが分かった。   

これまで，実験生物化した化学物質に高感受性のヌカエビを用いて各地の河川水の潜在的生態  

毒性を評価した。本年度はテナガエビの実験生物化を試み，両種の化学物質（特に農薬）に対す  

る耐性の差を調べることを目標とした。ふ化直後に適度（10－20％）の海水を入れること，底泥  

を入れること，餌はワムシ，アルテミアの混合が良いなど実験生物化のめどが立った。また，生  

後約30日のサイズが実験に適していることなどが分かり，試験法の検討を行っている。  

研究課題11）植物の光合成に対する環境変動要因の解明  

〔担当者】古川昭雄・可知直毅・藤沼康実・町田 孝＊1（＊一枝術部）  

〔期 間〕昭和61年慶一平成2年度（1986－1990年梗）  

〔内 容〕種々の植物（ケカモノハシ，コウポウムギ，ハマヒルガオ，イソホウキギ）の光合成  

と生長に対するNaClの影響を調べた。その結果，コウポウムギ，ハマヒルガオの海岸砂丘に生  
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育しているC3植物の耐塩性は極めて低いが．塩沼地に見られるイソホウキギは400mMという  

岳し、塩分濃度においても高い光合成速度や生長速度を示した。この結果は，海岸に生育する植物  

は必ずしも耐塩性が高いとは限らず，海岸砂丘の横糸での塩分濃度は低いことから，海岸砂丘に  

分布する植物は耐塩性のみによって説明できないと考えられる。   

これまでコウポウムギの種子発芽は極めて凶難であるといわれていた。しかし，コウポウムギ  

の種皮を濃硫酸処理によって除去すると高い発芽率を示すことが分かった。野外においても稀に  

ではあるが実生苗を見つけることがあり，そのような実生苗の発芽は，種皮が砂の移動によって  

除去されることによるものと考えられる。  

〔発 表〕h7，9，57．60  

研究課題12）森吉頬植物の増殖の制御要因に関する研究  
〔担当者〕清水英幸  

〔期 間〕昭和61年度一平成2年度（1986－1990年度）  

【内 容〕蹄苔類の増殖及び分化の制御要因に関しては，単細胞の実験系でより解析的な検討が  

可能となる。本年度は配偶体及び細胞塊（カルス）からの単細胞プロトプラスト化を検討した。  

数種類の鮮苔類の配偶体をPectolyaseY23とCellulaseOnozukaRSを含むプロトプラスト単  

雑用培地を用い種々の条件で処理したが，収率は低かった。一方，継体培養しているジンガサゴ  

ケのカルスを同様の条件で処理し，高収寧でプロトプラスト化に成功した。FDA蛍光染色によ  

り細胞が十分な活性を右することを確認した。次に5－25℃でプロトプラスト単離の継時変化を  

調べた。25℃では酵素処理開始後2時間目で十分な長のプロトプラストが単離されたが，以後は  

収率が減少した。処理温度の低下と共に収率が最大になる時間は遅れたが，10－ZO℃では24時  

間処理でも活性のあるプロトプラストを得られた。さらにプロトプラストの培養・分化に関して  

も検討を行った。  

〔発 表〕h－Z8  

研究課題13）環境ストレスに対する各種植物の適応と生長バターンの変化  

〔担当者〕名取俊樹  

〔期 間〕昭和61年度一半成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容】環境ストレスに対する植物の適応能力を葉／根の乾亜比の変化と植物1個体当たりの  

炭素／窒紫含量比の変化から予批 評価するための差分塑の生長パターンモデル式を試作した。  

また，このモデル計算に必安な炭素蓄積速度及び窒素蓄積速度の推定の方法を考察した。さらに，  

このモデル式の有効性を確かめるために，大気汚染物質により炭素蓄積速度が減少した場合のモ  

デル式の計算結果と前年度までに行った生長実験で得られた結果とを此較検討した。その結果：  

このモデルの有効性が確かめられた。  

研究課題14）自然林における植物の種多様性の維持機構の生理生態学的解析  

嘩当者〕竹中明夫  

【期 間〕昭和62年度一半成3年度（1987－1991年度）  

〔内 容〕河畔林植生における植物の種多様性の維持機構に関する研究を行った。東京都秋川市  

の多摩川河川敷において，特に多年生で1回繁殖型の草本種について継続的なマッピング調査な  

どを行い，基本的な生活史特性（成長速度，死亡率，開花条件，種子生産量など）の把握を行っ  
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た0洪水などの不規則なかく乱がある河畔の環境のなかで，そうした生活史特性が持つ生態学的  

な意義についで，現在検討を行っている。   

研究課題15）樹木の環境反応性の季節変化に関する研究  
〔担当者〕藤沼康実・大政謙次＊1（＊1技術部）  

〔期 間〕平成元年度”4年度（1989－1992年度）  

〔内 容〕樹木・柄生のもつ環境穏和機能を評価・定量化するための基礎データとして，野外で  

生育している樹木の環境反応性を検討した。   

実験ほ場の試験地に植栽されている数種の広兼樹の葉・気孔の成長過程，及びポロメーター法  

により気孔コンダクタンスを季節的に追跡調査した。その結果，広葉常緑樹の気孔は各期間でも，  

閉鎖することなく．日中には夏期の気孔コンダクタンスと比べ半減するが，休眠状態ではないこ  

とが明らかになった。  

〔発 表〕h－56  

研究課題16）富栄養湖沼の環境管理に伴う生態系構造の変化に関する研究  
〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平・多田 満  

〔期 間〕昭和63年度一半成3年度（1988－1991年度）  

納 容〕（1漉物生態園実験地における1982－1989年の空中写真に基づき水草相生匝】を作成  

し，自然状態での遷移を調べた。水深の浅い所ではヒメガマがヨシに置き代わったが．ヒメガマ  

は水深の探い所に進出しその分布域が拡大したことが明らかにされた。1989年8月にヨシとヒメ  

ガマの一部を刈り取り，その後の回復を調べた結果，ヒメガマの回復は年内には見られなかった  

がヨシは1か月で萌芽し回復することが示され，浅い所での両種の置き変わりが示唆された。  

（2）霞ヶ揃江戸崎人の水草帯の変遷を調べるための植生調査を，1990年3月に，前回の1985  

年3月と同じ場所で行った。護岸工事が新たに成されたために植生の改変が見られた。  

（3）霞ヶ浦の底生動物調査から，1976年に比べ1982年以降はオオユスリカの平均密度が減少  

し，アカムシュスリカは密度が大きく変化しておらず，相対的に後者の組成比が高くなったこと  

が明らかにされ，富栄養化の進行が示唆された。  

（4）湯の湖の生物及び水質定期調査を5月と】0月に行い，コカナダモの成長量を推定した。  

（発 表〕H23，24，h－2，6，45  

研究課題17）河川・湖沼の底生動物による浄化機能に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・上野隆平・多円 満  

〔期 間〕昭利63年度一平成3年度（1988”1991年度）  

〔内 容〕二次生産者である底生動物の物質循環における役割では，排せつ物や死体の分解に伴  

う栄養塩回帰が注目されてきていたため，浄化についてはこれまであまり考慮されてこなかった。  

しかし，これらの排せつ物や死体は底生動桝こより同化された義の一部である。本年度の結果は  

以下のとおりである。  

（1）霞ヶ浦における有機物の沈降・分解とユスリカ同化・排せつのモデル計算により，ユスリ  

カの存在下では，成育期の摂食活動（冬又は春）→底泥表層有機物の減少→5－6月の底泥表  

層有機物の分解に伴う溶存態窒素の放出量の減少という時間遅れを伴う影響をもたらすことが示  

された。  
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（2）霞ヶ浦で実測された冬季のユスリカ生産量と5月の溶存無機窒素の間には負の相関関係が  

見いだされ，モデルによる予測が部分的に支持された。水生昆虫の幼虫の生産が成虫の羽化と同  

様に，生態系に負のフィードバックをかけていることが示された。  

〔発 表〕H－3  

研究課題 柑）環境変動に伴う植物及び小動物の大発生横構とその制御に関する研究  

〔担当者）野原精一・岩熊敏夫・多田 満・上野隆平  

〔期 間〕昭和61年度一平成元年度（1986－1989年度）  

〔内 容〕（1）関東の平野部で最も深い（13m）富栄養湖，茨城県中沼の深度図及び植生図を  

作製し，月l度の水質及び生物（動植物プランクトン，底生動物，大型水生植物）の調査を行っ  

た。フサカは年8～10化の生物生態園実験地とは異なり，年1化であった。  

（2）中沼で魚群探知器を用いてオオカナダモの伸長速度を求めた。また酸素電極法と13c法を  

現場で実施し，成長量からの炭素の取り込み速度との比較を行った。  

（3）尾瀬沼の水草の生育状況を調査し1987年及び1988年の結果と比較した。在来種を含めた  

分布域は変化がなかったが，1989年のコカナダモは水面にまで到達できないほど生育が悪かった。  

〔発 表〕h43  

研究課題19）農薬非汚染水域の生態系構造に関する研究  

〔担当者〕高村健二・野原精一‥岩熊敏夫  

〔期 間〕昭和63年慶一平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容〕無農薬水田地域の河川において川岸の水生植物帯に生息するトンボ目幼虫の分布を調  

べた。河川の流程に沿って4地点で採集を行い，モイワサナエ・カワトンボ・オニヤンマ・シオ  

ヤトンボの4種を得た。総採集個体数は年4回の調査で多い地点で27個体，少ない地点で5個  

体であった。   

比較のために同じ河川の農薬散布水田地域を流れる下流の4地点においても採集を行った。こ  

れらの地点ではモイワサナエ・コヤマトンポの2種のみが採集された。総採集個体数は1地点で  

2個体，他の3地点では1個体であった。   

以上の結果，農薬非汚染の河川においては生態系の捕食者として重要なトンボ目幼虫が豊富な  

ことが確認された。  

研究課題 20）奥日光地域における環境の長期変動及び生物に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・岩熊敏夫・多田 満・上野隆平・古川昭雄・藤沼康実・河合崇欣＊1・  

野尻幸宏＊－・功刀正行■1・宇野由利子＊1・溝口次夫■1・村野健太郎＊Z・福山 力＊Z・  

平田健正＊3・海老瀬潜一＊3・大政謙次＊4（＊1計測技術乱 ＊2大気環境部，＊3水質土  

壌環境弧 ＊4技術部）  

〔期 間〕平成元年度－5年度（1989－1993年度）  

〔内 容〕（1）奥日光環境観測所における大気中のオゾン濃度は，春から秋にかけての晴天時に  

は日変動が大きく，15時頃に最大を示し，夜間にはほぼ認められず，一方冬季にはその日変動  

が認められず，比戟的高濃度（35－40ppb）で安定していた。この変動パターンから，奥日光  

の大気中のオゾンは，夏季は大気汚染に起因する光化学オキシダントであり，冬季には成層圏に  

存在しているものが下降してきたものと推定される。  
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（2）酸性降水の陸水影響を調べる目的で，アルカリ度の高頻度・高精度測定法を開発した。切  

込湖・刈込湖及び外山沢川において，水位，水温，電導度，pHの連続測定とアルカリ度の高頻  

度測定を行い詳細な年変動データを得た。切込湖・刈込湖では大相時にアルカリ度が低下するが．  

各溶存成分のうちNa十イオンとSO4イオンの濃度低下が顕著であった。その後のイオン濃度  

の回復はNa＋に比べてSO。，が遅かった。一方K十イオンは大雨後にわずかに増加していた。  

これらの変動パターンは集水域における綾衝機構を反映しているものと考えられる。湖水中のク  

ロロフィルか濃度は両方の淵とも中層で1－15〃g／‘であった。  

〔発 表〕c7、h－55  

研究課題 21）遺伝子資源としての項墳生物の長期保存と株特性に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・安野正之・畠山成久・佐竹 潔・近藤矩朗・伊藤訓行・須藤隆一＊1・  

渡辺 信＊l・稲森悠平＊1・彼谷邦光＊2・高橋憤司＊3・清水 明＊3・菅谷芳雄■3（＊l水  

質土壌環境部，＊2環境生理弧 ＊3技術部）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕環境保全研究の素材として重要な微細藻類についての特性の解析と長期保存技術の開  

発を行った。赤潮を形成する渦ペン毛藻類で，三陸沖より分離培養された緑色の渦ベン毛藻の微  

細構造レベルの分類学的解析を行い，他の属・種にはない形態的特徴を明らかにし，新属新種と  

してk恒履血如＝壷焼Watanabeetal．と命名した。アオコの凍結保存において，細胞の分  

裂能力の評価に基づく新たな生存率の測定法を開発し，従来の酵素活性を指標としたFDA法に  

よる生存率測定法が細胞の分裂能力の評価を全く反映していないことが判明し，FDA法の問題  

点をはじめて実験的に明らかにした。ほとんどのアオコは凍害防御物質DMSO（1－5％）の  

存在下で2段階凍結を行うと，生存率50～100ヲ‘で液体窒素保存することができた。  

研究課題 22）奥日光地域における森林・河川・湖沼生態系の構造に関する研究  

〔担当者】菅原 淳・岩礁敏夫・多田 捕・野原精一・上野隆乎・藤沼廃案・古川昭雄・可知  

直毅・清水英幸・竹中明夫・安野正之・花里孝幸・佐竹 潔・白石寛明＊l・佐竹研一＊1・  

相崎守弘■2（＊1計測技術部，＊2水質土壌環境部）  

（期 間】平成元年度く1989年旺）  

【内 容〕（1）奥日光環境観測所周辺域の地上 岩上 倒木上及び樹上の植生を調査し，辞苔  

植物43属59種，地衣植物Z6属39種，シダ植物を含む維管束植物25科61種を確認した。倒木  

上の植生の推移を追跡したところ，立木時に成育していたニセウチキウメノキゴケ（八川鞘満－  

nairn［ghns（Nyl．）Hale）ヤクロイボゴケ（TeL，hYtmeLaaEYtl（Huds．）Hafellner）等の地衣植物  

の多くは衰退・死滅し，代わりに裸地以外の地点の倒木上にはイヌサナダゴケ（PJα励γ㍑肌  

repens（Brid．B．S，G，））等の辞苔植物が成長していた。  

（2）外山沢川の底生動物ではトゲマダラカゲロウが優占していたが，湧水の影響で冬季に水温  

の高い上流部で成長した幼虫が，春季から夏季には水温の高い下流に流下し成長を早め，羽化し  

ていることが明らかにされた。羽化トラップにより奥日光地域では始めて，E帥（刑eわ肋仙一  

血仙i．A呵如れβm混和♪eれねg皿軋A5叩α作れ≠S5αCれα血∽5is等の水生昆虫成虫が採集された。  

ユスリカ科では仇甜購射加血祓等の特徴的な大型種が優占していた。  

（3）湯の湖の底質中のユスリカ幼虫を飼育し，ヤマトユスリカ（C仙仰朋肌用埴加朗読），  

セスジュスリカ（C．yoshimatsui），Selgentiasp”DicrotendiPeslobigel，Mic呵，SeCETaSp．，Cn  
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血ゆ描呵触血血いね如W加血 sp．．凸ぬ血血ば用掠小冊症等の成虫が回収された。湯の湖  

の底生動物では大型のヤマトユスリカが優占していた（2－6．5g乾垂／皿Z）。この湖は高地に  

位置するにもかかわらず，温泉水が流入するため冬季の水温が高く，この種の世代数が3と推定  

され，他の湖と比較して多いことが示された。  

〔発 表〕H一略38，h－5，39，40  

研究課題 23）水界生態系におけるアオコ由来有事汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕安野正之・彼谷邦光＊1・渡辺 信＊2・稲森悠乎＊2・菅谷芳雄＊3（＊1環境生理部，  

＊2水質土壌環境部，ホ3技術部）  

（期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕アオコから抽出精製したほ乳動物の肝臓毒であるシアノビリジン，及びシアノギノシ  

ンの両者についてミジンコに対する毒性を調べたところ，期待した高い毒性を示さなかった。こ  

のことからミジンコに対するアオコの毒性物質はこれとは別のものであること．また毒性を有す  

るアオコをミジンコは摂食しないことと，毒性物質が水中に遊離しないことから，毒作用は接触  

によるものであることを明らかにした。金魚に対しても餌に上記の毒性を混ぜた場合はあまり明  

りょうな作用を示さなかったが，腹こう中に注射した場合にはネズミに対する場合と同じように  

高い毒性を示し，同様の肝臓障害を認めることができた。   

無菌の腑玩町油川摘れ牒からトリサイクリクペプチドを単離し，その化学構造を決定した。  

その生物活性としてのマウスに対する毒性は強くはなかったが，向神経性作用を示した。  

（発 表〕ト6，h－62，63，ト11  

研究課題 24）バイオテクノロジーの活用と野外利用における環境影響評価手法開発のための基  

礎的研究  

〔担当者〕菅原 淳・近藤矩朗・佐治 光・久保明弘・青野光子・矢木修身＊l・内山裕夫＊1・  

稲森悠平＊1・岩崎一弘＊1・須藤隆一＊1（＊l水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭和63年度一平成元年度（1988－1989年度）  

〔内 容】組換えDNA技術等のバイオテクノロジーの環境研究における活用法を検討するとと  

もに，遺伝子組換え体の野外利用に関する環境影響評価手法を開発するための基礎資料を得るこ  

とを目的として，植物用マーカー遺伝子及び微生物用マーカー遺伝子の開発を試みるとともに，  

既存のマーカー遺伝子を保有する組換え体を用いて，開放系における姐換え体の挙動及び組換え  

遺伝子の伝播を解明するための標準マイクロコズムシステムを作成し，組換え微生物の挙動に関  

する検討を行った。   

植物用マーカー遺伝子として大腸菌のグルタチオンレダクターゼ（GR）遺伝子を植物導人用  

ベクターに組み込み，アグロバクテリウムを介してタバコに導入し形質転換タバコを作製した。  

この形質転換タバコの菓中で大腸菌GRが発現していることをこの酵素の抗体を用いて確認し  

た。この抗体は植物由来のGRとは反応しないので，この遺伝子と抗体を用いることによって遺  

伝子組換え植物を検出することができる。   

環境中において微生物をモニタリングするために有効なマーカーとして重金属耐性遺伝子に着  

目した。そこで大腸菌由来の水銀化合物分解酵素遺伝子を広宿主域ベクターpSUPlO4に組み  

込んだ組換えプラスミドpSR134を作成し，電気パルス法によりP5β祝dのれ脚αざ如fi血に導入し  

た。このマーカー付き組換え体と非組換え体である親株の手賀沼水中での挙動を比較したところ，  
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組換え体と非組換え体でその生存性に大きな追いは認められなかった。   

分解者としての細菌，生産者としての藻類，捕食者としての原生動物，後生動物からなるマイ  

クロコズムシステムの作成に成功した。このマイクロコズムシステムに数機の組膿え微生物を接  

種し，その消長を追跡したところ，急激に減少するタイプと減少しにくいタイプの＃在すること  

が明らかとなった。  

〔発 表）E－28，H－12，e－12，26  

研究課層 25）自然環境保全に関する頒境閉居に対応する研究への取り組み検討  

〔担当者〕安野正之・渡辺 信＊l（＊1水質土壌環磯部）  

（期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕本研究では，自然環境保全の問題への取り組みを今後どのようにすべきかの具体的検  

討が行われた。文献収集及びセミナーの開催による環境庁の関連部局及び所外学識経験者との交  

流を通じた仝所的な検討の結軋 自然環境保全研究の基本的方針，具体的実施課題，実施体制等  

がどうあるべきかを提言することができた。  

研究課題 26）塩沼地における植物生態系の維持機構に関する研究  

〔担当者〕奥田敏凝・古川昭雄  

〔期 間〕平成元年一定（1989年皮）  

〔内 容〕塩沼地と呼ばれる泥他に発達する植物群洛の成立遇檻及びその維持機構を明らかにす  

る目的で．福岡県博多湾l刃の二l∴掛二おいて植生．及び二t二壌調査を行った。その結果，満潮繰から  

の土壌の塩分濃度や含水量の漸次朗な低下に伴って優占種が交代し，いわゆる植生の眈榊昇進が．  

形成されていることが分かった。さらにこの成帯構造の形成には土壌中の総窒素量の変化が孫接  

にかかわっていることが分かった。また，植物穐間の他感作用も群落形成の一要因であることが  

示唆された。  

〔発 表〕山一7  

研究課題 27）河川・湖沼の底生動物群集による化学物質汚染の指標性に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫凋柑健二・上野降平・多凹 滞・佐竹 潔・澤田初美＊－・根岸正美＊】・  

野崎隆夫＊Z・石綿進一＊Z・山本英穂＊3・ 山崎正俊＊3・杉 泰昭＊3・′ト田泰史＊4  

（＊】茨城県公害技術センター．＊2神奈川県公害センター．＊3福岡県衛生公害セン  

ター，＊4熊本衛生公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕（1）日光外山沢・大谷川，つくば市周辺河川，山形県砂川等で河川底生動物群集の定  

量的・定性的採集法について，通常のサーバーネットや箱型ネット以外に，飼育羽化法（主とし  

てユスリカ科昆虫用），羽化トラップ法（水生昆虫用），爪付きネット法（主としてトンボ目昆虫  

用），人二L基物法（底生動物群集－▲般用），Dフレームネット法（底生動物群集定性採集用），スイー  

プネット法（水生昆虫用）の有効性を検討した。外山沢で採集されたユスリカ成虫は，飼育羽化  

法で19楓 スイープネット法で13粗 羽イヒトラップ法で11種で，必ずしも現場での成虫採集  

が有効ではなかった。ただし，源流域に特徴的なヤマユスリカ亜科については幼虫密度が高くて  

も飼育羽化法では回収することが困難な種があった。つくば市周辺河川のさなぎの定量採集と飼  

育羽化法で得られたユスリカ槙を嘱レベルで比較すると，個体数の比率は類似していた。  
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（2）底生動物群集を採集する際の環境データの記録法について検討した。  

研究課題 28）湖沼環境の改変が生態系構造に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫・小池正純＊1・大森牧子＊1（＊1栃木県公害研究所）  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

（内 容〕湯の瀾で水質・底生動物・水生梱物の定期観測を実施した。魚群探知桟調査と航空写  

真により確度図と植生図を作成した。さらに魚群探知機を用いて水草の草高分布を春と秋に調査  

し，この間のコカナダモの伸長速度を求めた。水温の連続測定を行い，温泉水が流入する地点で  

は冬季の底層の水温が約1℃高く，日変化がみられた。一方温泉水が流入しない地点の上層は冬  

凍結し，底層は4℃の恒温状態が1月始めから約2か月続いたことが示された。底質が凍結しな  

いためにコカナダモが越冬できること，底生動物ではヤマトユスリカが優占し年に3世代を経過  

すること等が明らかにされた。  

〔発 表〕H－23，h－5，43  

研究課題 乃）酸性降下物等による稲生被害状況の調査と原因解明に関する研究  

〔担当者）古川昭雄・奥田敏枕・牧野 宏＊1・相原敬司＊1・三村春雄＊1・阿相敏明＊1（＊1神奈  

川県公害センター）  

〔期 間）平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕神奈川県丹沢山塊の東部に分布するモミ（Aわiβ5．恒朔α）の自然林において，1970年  

代半ばから急速に枯死する木が目立ってきた。その原因を解明するために，昭和63年度に共同  

で行った調査結果の解析を行った。現在，引き続き解析中であるが，これまでに明らかになった  

結果は，（1）樹高や胸高直径の大小と衰退程度との間には相関が見られない，（2）大山の西北に  

位置する札掛に分布するモミにもかなりの衰退木が見られる，（3）斜面の方位や標高によって衰  

退の程度が異なる，であった。  

〔発 表）h－59  
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2．2．9 技  術  部  

〔研究概要〕当部は，生物系・理二】二系の各種大型研究施設，エネルギーセンター，廃棄物処理施  

設，霞ヶ浦臨湖実験施設及びその他共通施設にかかわる運転管理，設備保守等を行うほか，二1二作  

室の管理と特殊実験機器の製作等を宿っている。同時に，それらの技術業務の合酎ヒを進めるほ  

か．省エネルギー対策，各種施設の経年変化に伴う老朽化対策を講じるなどの技術的検討を行っ  

ている。特に省エネルギーについては詳細な検討を行い，エネルギーセンターに自動化システム  

を導入するなど、効率的な対策を実施した。また，新たな研究施設や大型装置の計測・制御シス  

テム等の改良・開発のために必要な計画立案，技術調査及び装置工学的研究を行うとともに，生  

物系各施設で供試される実験植物の栽培，実験動物・水生生物の飼育，環境微生物の系統保存，  

新しい系統等の開発及び各種実験生物に関する基礎的研究を行っている。さらに，各種の特別研  

究の実施に当たっては，関連する大型研究施設に対応した研究に参画している。   

経常研究として，当部は，本年度10の研究課題に取り組んだ。動物施設管理室では，実験動物  

の異常検索手法について研究するとともに，環境科学の研究に供するウズラ及びハムスターの育  

種・改良を進めている。生物施設管理室では，プラスチック材料から放出される微量揮発性可塑  

剤の植物生育に及ぼす影響，畑地ほ場の土壌生成過程，微細藻類の培養条件，ユスリカの分類，  

植物診断用の画像計測技術，植物の組織培養などに関する研究を行った。理工施設管理室では，  

実験及び計測の精度を向上させるために新しい各種のセンサーを開発するとともに，計測の自動  

化について研究した。また，E常の生活活劇から発生する汚濁物質を減少させるための技術開発  

を行った。  

研究課題1）環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研究  

〔担当者〕高橋憤司・高橋 弘   

〔期 間〕昭和61年度一平成2年度（1986－1990年度）  

（内 容〕動物実験施設では，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハムス  

ターを用いて開発してきたが，本年度はそれらの有用性について検討し，以下の結果を得ること  

ができた。  

（りニューカッスル病ウイルス不括化ワクチンに対する抗体産生能（NDV－HI抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜を37世代から38世代へと進め，両系ウズラを遺伝的に純化すると  

ともに，NDV－Hl抗体産生能の系統問差をより明確にすることができた。   

また，ハムスターでは兄妹交配による近交化を行い，これまでに3家系を最大23世代まで継代  

することができ，近交系の作出に成功した。  

（2）NO2又は硫酸ミストをウズラ及びハムスターに急性暴露した結果，ウズラでは系統聞差  

が認められ，またハムスターでも家系間差が認められた。このことは，動物のNO2と硫酸ミス  

トの感受性には遺伝的な要因が関与することを示しており，遺伝様式の解明が必要であることが  

分かった。また，両物質の相乗効果が示唆された。  

（3）NDV－Hl抗体産生能の低系に出現した羽装突然変異を固定することができた。これらの  

羽装突然変異ウズラ（YL系と略）は，NDV－HI抗体産生能も低〈，繁殖能力も比較的良好であ  

ることより低系として更に遺伝的に純化することが期待できることが分かった。なお，YL系の  

羽装突然変異はこれまで報告例がなく，新棟の可能性が大きい。  
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〔発 表〕ト21，i－23  

研究課題 2）実験動物の異常模索手法に関する研究  

（担当者〕伊藤勇三・山元昭二・高橋 弘  

〔期 間〕昭和60年度～平成元年度（1985－1989年度）  

〔内 容〕長期実験中には様々な異常が実験動物に発生する。これら異常動物を應々の角度から  

検索し，異常の早期発見と減少法を検討する。   

本年度は，（1）昨年度に引き続き，大気汚染ガスの鳥類（ウズラ）に及ぼす影響を見るために  

肺病理組織学的検索を行った。（2）ラットについては，特別研究長期実験及び毎月の動物検査異  

常検索を行い検討した。  

研究課題 3）微細藻類の増殖と形態に及ぼす培奪保存条件の影響に関する研究  

〔摺当寺〕笠非文絵・大政謙次・渡辺 信＊1（＊l水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭和62年慶一平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕接合淡Ck混血冊＝れ粕油印画複合体は生殖的に隔離している多数のグループ（交配  

群）からなる。その内の近縁な3グループについて増殖特性を詳細に調べ，グループの分布域や  

住みわけについて検討した。  

（1）河川に対して水田といった生息場所の興なるグループ間では，顕著な増殖最適温度の違い  

がみられたが，水田に生息する，生息場所を同じ〈するグループ間では遠いがみられなかった。  

（2）近隣に異なったグループが生息する場合は，生息場所を同じくするグループ間でもpHや  

カルシウム濃度の違いに対しては異なった増殖特性を示した。しかし，分布域が離れている場合  

には増殖特性が似ていた。   

これらの結果から，強制的な交配では雑種形成を起こすが子孫は死滅するといった関係にある  

近縁なグループでは互いに生息場所が異なったものだけが生き■残り，異なった増殖特性を持ち．  

分布域が重ならない場合は他のグループての生息場所も占領していることが示唆された。  

（発 表〕i10  

研究課題 4）ユスリカ科昆虫の分類学的・形質的研究  

〔担当者〕菅谷芳雄・大政謙次・安野正之＊1（＊1生物環境部）  

〔期 間〕昭和62年度〃平成元年度（1987～1989年鹿）  

〔内 容〕茨城県日立市を流れる苫田」llは，重金属，特に銅濃度の高い河川であり特異なユスリ  

カ相を呈している。この河川に出現するユスリカ類の同定と分布及び生息密度の季節消長を調査  

した。その結果，晩春から夏期にはCγ1COわノ加5わJcわ化山5が高密度で生息し，それ以外の季節は  

凡如融肋㈹Sp．が低密度ながら優占していた。これまでの調査では，前者は東北地方で見られ  

ないかわりに西日本の重金属河川で優占していた種であり，この種の分布域がこれらの遠いを生  

ずる原因であることが示唆された。後者はこの属のユスリカがこれまでの調査でも重金属テ†諌河  

川に頻繁に出現してはいたが．1種を除いて採取個体数が極端に少なくここで初めて多くの成虫  

標本が入手できたため，他の地域の同属のユスリカと種レベルでの比較検討が可能となった。  

〔発 表〕i－11  
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研究課題 5）緑地による環境改善への画像計測技術の応用  

〔担当者】大政謙次・藤沼康莫・増田啓子・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕野外で生育している樹木の熟赤外画像計測による診断に利用するために，ポロメータ  

を用いて，ポプラの気孔拡散速度（1／気孔コンダクタンス）の日変化を測定した。その結果，  

光強度が100〃n－01photons／cm2s以下では，気孔開度と光強度とのあいだに強い相関関係が認  

められた。しかし，それ以上の光強度では，気孔拡散抵抗は一定値を示した。それ故，熱赤外画  

像計測により，ポプラの診断をする場合には，最低100FLmOlphotons／cm2s以上の光強度が必  

要であることが分かる。  

〔発 表〕ト7，i－4，  

研究課題 6）環境植物の組織培茸保存技術の開発に関する研究  

【担当者〕大政謙次・藤沼康実∵増田啓子・町田 孝・戸部和夫・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕環境相物の大量供給技術の開発を目的として，液体振とう培養やジャーファメンター  

培養のための基礎実験を行った。また，培養植物の順化反応を調べるために，光条件や温度条件  

等を変えて植物の生理機能への影響を調べた。さらに，画像計測技術を用いて植物器官の光合成  

機能の発達について検討した。  

〔発 表〕i－9，  

研究課題 7）インドアプラントの環境適応性と栽培エキスパートシステムの開発に関する研究  

〔担当者〕町田 孝・増田啓子・大政謙次  

〔期 間）昭和63年度⊥平成5年度（1988－1993年度）  

〔内 容〕代表的な観葉植物であるガジュマルを高CO2環境下で栽培し，成長量や蒸散量を測  

定し，環境への適応性を調べた。その結果CO2濃度が高まるにつれて，成長量が増加すること  
が確認された。  

研究課題 8）マイクロコズムにおけるラン藻類の堵要に関する基礎的研究  

〔担当者〕須藤隆一・松正一夫・竹下俊二・矢木修身＊－（＊1水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭利62年度～平成4年度（1987－1992年度）  

〔内 容〕水の華を形成するラン藻類の大型培養装置での増殖特性の検討を行った。   

本年度は．精義において群体を形成する株〃1細り扉k肌儲Il占のgff及び血αわg乃α坤l叩idg∫の  

2種類をマイクロコズムで培養し，水温及び照度条件についてその増殖特性の検討を行った。詳  

体形成能を右する株は形成能を失った殊に比べ比増殖速度が低いと考えられるが‥れ可か血k  

は水温についてi）行年同様の検討を行った〟．止血厄に比べ名水温において比増殖速度の違いはあ  

まり大きいものではなかった。  

研究課題 9）実験・計測手法とその自動化に関する研究  

〔担当者）竹下俊二・上牧 清・松露一夫・土♯妙子・高木怜夫・松井一粧・水落元之  

〔期 間〕昭和63年度一平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕実鱒・計測の自動化を個々の事例に対して実践し，自動化を広く押し進めるための問  
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題点について検討する。また，新しいセンサや新素材を用いた実験計測手法についても検討する。   

本年度は，炭化水素分析計データ収録処理装置の改良，多岐長レーザレーダーの遠隔操作のた  

めの通信制御の基礎美顔を行った。  

〔発 表〕b－38，39  

研究課題10）日常生活から発生する汚染物質の低減技術の開発  

〔担当者〕竹下俊二・高木博夫・水落元之・上原 清・松井一郎・松重一夫・土井妙子・須藤  
隆一・  

（期 周〕昭和63年度一平成5年度（19鮨－ユ993年度）  

（内 容〕生活維排水に含まれる汚濁成分を明らかにし，生活維排水による汚濁負荷の軽減の方  

策の検討を行った。   

本年度は急激に出回った油処理剤について，実際に油処理剤の油処理に対する効果及び処理後  

の排水の環境に対する影響について検討を行った。検討の結鼠処理後の排水の環境に対する負  

荷はまったく変わることなく，大量の抽を環境に排出することとなる油処理剤の使用は大変問題  

であることが分かった。  

〔発 表〕K－19，k－1，卜15～17，i－20  

研究課題 ‖）実験′J、動物の呼吸・循環機能に関する検査及び解析システムの開発研究  

〔担当者〕清水 明・鈴木 明＊1（＊l環境生理部）  

〔期 間〕平成元年度（1990年度）  

〔内 容〕従来から開発してきた，呼気・吸気分離装置の制御及び処理方式を，アナログ方式か  

らデジタル方式へ改良し，分離及び測定精度を高めた。また，特殊ゴムを使い，ラット用マスク  

を試作した。これによって，同一個体から非観血的に呼気の採取が可能となった。さらに，ハー  

ド面の開発と並んで，呼吸量，呼吸代乱 コレログラム等のパーソナルコンピュータ用プログラ  

ムを開発した。  
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2．3 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．3．11PCCへの対応を目的とする地球温暖化に関する調査研究 ▼   

（1）温室効果ガスの排出状態の把握及び将来予測に関する予備的調査  

t担当者〕大気環境部：鷲田仲明・村野健太郎  

計測技術部：安部喜也・横内陽子・向井人史  

〔期 間1平成元年度（1989年夜）  

〔内 容〕（1）温室効果ガスの排出状態の把握及び将来予測に関する研究：温室効果気体として  

は炭酸ガスと同様にメタン，亜酸化窒素などの水田・農地から放出されるガスが重要である。と  

りわけメタンは1分子当たりの温室効果が炭酸ガスの20倍の能力を持ち，現在1．7ppmと炭懐ガ  

スに次いで濃度が高く，年増加率も1％と炭酸ガスの3倍である。メタンの発生源としては，現  

在，水田からの放出量が大きな比率を占め，その発生量の測定とグローバルな放出量の見積りが  

急がれている。本研究では平成元年11月に3人の研究者がタイ国バンコク市郊外の水田でメタン  

の発生量の測定を行い，日本における水田との比較を行った。さらに12月にはワシントンで開発  

されたEPA主催のIPCC会議でその結果について発表・討論を行った。  

（2）気候変動による環境的・社会経済的影響予測評価  

〔担当者〕総合解析部：西岡秀三・青木陽二  

大気環境部：鷲田仲明  

環境保健部：安藤 満  

生物環境部：古川昭雄  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第2ワーキンググループにおいて日本が共  

同議長をつとめる第5セクション（エネルギー・産業・人間居住・交通・健康影響）に対応して，  

積雪期変動及び沿岸観光資源損失による地域産業影響，気候変動による大気賀反応変化，二酸化  

炭素増加の植物影響等について研究調査を行い，また産業影響・健康影響について研究状況の  

サーベイを行った。結果は1989年9月につくば市で開催された第5セクションリードオーサー会  
諌に報告され，IPCCレポートとして報告された。  

〔発 表〕 B－50，56，59 G7，10 b－27 d－85  

2．3．2 オゾン層観測システムの高度化に関する研究   

〔担当者〕大気環境部：秋元 肇・笹野泰弘・杉本伸夫・榛  淳・竹内延夫・鈴木 睦  

環境情報部：横田達也  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕（1）オゾン観測衛星センサーのデータ利用に関する研究：NIMBUS－7号衛星に搭鱒  

のオゾン観測センサーデータからのオゾン全量濃度（TOMS），高度分布（SBUV）導出の解析  

法を調査し，米国航空宇宙局（NASA）ゴダード宇宙飛行センターハーマン博士の束所時に，  

それらの解析アルゴリズムについて検討した。  
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多重分光推定法の検討のための「解析アルゴリズム検討委貝会」を開催し，国内の専門家に対  

して行ったアンケート調査に基づいて討議を行った。また，米国NASAラングレー研究センター  

のパーク博士を迎え，米国での解析法・システムの紹介を受け，アルゴリズム開発のための研究  

体別についての助言を得るとともに，討議を行った。   

多重分光推定法の基礎理論を確立するために，ワークステーションを整備し，分光データベー  

スを用いた数値シミュレーション用プログラムの実行を可能にした。  

（2）オゾンレーザーレーダーの国際ネットワーク形成に関する先導的研究：地上設帯オゾン  

レーザーレーダーの国際ネットワークの形成を目的として，米・仏・西独のオゾンレーザーレー  

ダー設置機関との協力により，観測手法の統一等のため必要な調査検討を行うことをねらいとし  

た。このため，オゾンレーザーレーダーに関する国際ワークショップを開催し，NASAゴダー  

ド宇宙飛行センター，ジェット推進研究軋西独カールツァイス牡 また国内の各大学，国立研  

究機開からオゾンレーザーレーダーの専門家を集め，データ収集，データ処理法を中心に情報の  

交換を行った。   

また，ワークショップでの議論に基づき，データ処理手法の違いによるオゾンデータヘの影響  

を調べるため，各機関で用いられている解析アルゴリズムを調査し，比較テスト用のソフトウェ  

アを作成した。  

〔発 表〕 d－55－59，72，75   

2．3，3 組換え体の開放系利用にかかわる野外試験手法の検討のための基礎調査   

〔担当者〕水質土壌環境部：稲森悠平・向井 哲・広木幹也・服部浩之・渡辺 信t須藤隆一  

生物環境部：近藤矩朗  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

【内 容〕本研究は実際の環境を模した各種の準閉鎖系施設を利用し，安全性が高いと考えられ  

る非土着微生物の挙動を把握することにより，組換えDNA技術より改良された生物（組換え体）  

の野外利用における安全性を評価するための野外試験のあり方（安全性評価のため調査すべき事  

項，具体的な実施方法，調査結果の評価方法等）を考察するとともに，粗放え体の野外試験など  

における生態系影響評価指針を作成する上で必要な基礎資料を得ることを目的として行われた。  

我が国においても，農業を始め様々な分野における組換え体の開放系利用が具体化しつつあるが，  

環境保全の観点からは，本格的な開放系利用に先立ち，野外試験などを段階的に進める中で生態  

系影響評価を中心として安全性の確認を行って行くことが必要であり，そのための具体的な方法  

を検討することが大きな課題となっている。本基礎調査では安定生態系に及ぼす非土着微生物の  

影響に関するマイクdコズムを用いた調乱すなわちフラスコレベルの安定生態系に非土着微生  

物を投入し，当該微生物の消長，構成生物相に与える影響，生態系の回復過程等を観察し，その  

結果を解析する調査と土清生態系における非土着微生物に関するライシメータを用いた調査，す  

なわち土壌生態系としてライシメータを用い，導入された非二L着微生物の各種環境条件下におけ  

る挙動及び非土着微生物に対する影響などを観察し，その結果を解析する謝査が行われた0その  

結果，水環境生態系モデルとしてのマイクロコズムにおいても，土壌環境生態系モデルとしての  

ライシメータにおいても非土宕微生物の消長は生軌物理，化学的要因と密掛こかかわっている  

ことなどが明らかにされ，組換え体の生態系影響評価指針を作成する上での基礎的知見が得られ  

た。  

〔発 表〕E－12  
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2．4 国立機関原子力試験研究費による研究  

2．4．1標識化合物利用による環境汚染のモニタリング手法の開発に関する研究   

（1）植物関係  

〔担当者〕生物環境部こ菅原 淳・古川昭雄・竹中明夫  

〔期 間〕昭和63年度一平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕特定の汚染物質を長期にわたって生体に蓄積するような生物を利用して，それぞれを  

標識化合物でラベルし，外界からの汚染物質の取り込みによる希釈度から外界の大気汚染物質に  

よる汚染度をモニターする手法を開発する。この目的のために，植物の大気汚染質苗穂能力を利  

用して，NO∬汚染度の高い地点と比較的低い地点及びNO∬を極力除去した人工気象室において  

トウモロコシを水耕栽培し，15N希釈法によってNO∫吸収速度を調べた。その結果，NO∬汚染  

度の上昇とともにNO∬吸収速度が増加した。しかし，トウモロコシの吸収速度は，前年度に得  

られたヒマワリの吸収速度よりも低く，気孔コンダクタンスから得られた結果と，今回用いた  

15N希釈法から得られた結果と一致するものであった。すなわち，これらの結果は，長期間にわ  

たる大気のNO∫汚染度を植物を用いて測定できる可能性を示唆するものである。   

（2）微生物関係  

〔担当者〕水質土壌環境部：冨岡典子・矢木修身・内山裕夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕各種土壌中より分離したセシウム蓄積菌10株について．同定試験を行った結果，10  

株ともに肋odβC∝川5掛こ属するものと考えられた。特徴の認められた2株（CS98，CS402）  

について，炭素源の資化性試験などの詳細な試験を行った結果，CS98株は飢〃doぐOCClt5  

evlhnpoEist同定された。一方CS402株は，Bergey’smanualの記載に，当てはまるものが存  

在せず．種の決定には至らなかった。   

Cs＋の蓄積能は，液体培地で培養した培養液を，遠心分離法で蘭体両分と上澄画斜二分離し，  

各々について原子吸光法でCs十最を測定することによって行った。その結果，培地からのCs十  

減少量と菌体画分に存在するCs十量との和は，添加したCs＋量とよく一致し，培地から減少し  

たCs＋はすべて菌体両分に存在していることが明らかとなった。また細胞画分へのCs＋蓄積量  

は，培養液中のCs＋濃度の影響を受け，蓄積見は最大で乾燥重量当たり9．3％（CS98）及び5．3％  

（CS402）になった。  

〔発 表〕e－45．46  

2．4．早 通伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高感度検出法の開発に関する研究   

（1）植物影響関係  

〔担当者）生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・田中 浄・榊 剛・佐治 光・久保明弘・青野  

光子  

（期 間）平成元年－5年匿（19朗一1993年皮）  

〔内 容〕植物が大気汚染，乾燥，低温，高温，紫外線照射などのストレスを受けるとそれぞれ  
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のストレスに特異的なタンパク質を生成・蓄積する。これらのストレス誘導性タンパク質の多く  
は遺伝情報がDNAからRNA（mRNA）に転写されるレベルでの遺伝子発現の誘導によってい  

ると考えられる。本研究は特異的に誘導されたmRNAを検出することにより植物のストレス状  

態を診断しようとするものであり，そのためには特異的に発現する遺伝子のcDNAを得ること  

が必要であるq本年度はオゾン（03）障害に関与していると思われるガラクトリパーゼと03抵  

抗性に関与していると思われるアスコルビン酸ペルオキシダーゼ（AP）について検討し，以下  

の結果を得た。  

（1）ガラクトリパーゼ活性と03感受性との関係を明らかにするために，種々の植物のガラク  

トリパーゼ活性を測定したところ，ダイズ，インゲン等の棄で活性が異常に高く，また，インゲ  

ンの品種間で活性が著しく違うことを見いだした。この活性の遠いとインゲン品種間の0。感受  

性の違いを比較したところ，両者の間には明確な相関関係は見られなかった。ガラクトリパーゼ  

の役割に関して更に検討が必要であろう。  

（2）シロイヌナズナのcDNAライブラリーのなかからAPのcDNAを保有するクローンを得  

た。このcDNAを用いて，シロイヌナズナにおける03によるAPの誘導を検討したところ，短  

時間の03暴露によりこのcDNAと反応するmRNAが増加することを見いだした。すなわち．  

03暴露によりAP遺伝子の発現が促進されたと思われる。  

〔発 表〕H－12，h－19，21，22，24   

（2）動物影響関係  

〔担当者〕環境生理部：三浦 卓・持立克身・国本 学・高橋勇二・彼谷邦光・米元純三・  

佐野友春  
環境保健部：鈴木和夫・遠山千春・青木康展  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕（1）有害重金属などの環境ストレスに生体を暴露したときに体内で生合成されるタン  

パク質であるメタロチオネインは，これらのストレスからの生体の防御機構のみならず，細胞の  

増殖・分化になんらかの生理的役割をもつことが推測されている。本研究では，メタロチオネイ  

ンのmRNAの組織局在性を検出するためのinsituhybridization法の開発を試みた。ブロープ  

には，マウスのメタロチオネインのcDNAを鋳型にして作成したアンチセンスRNAを35sも  

しくは125Ⅰで標識したものを用いた。その結果，試料として用いたラットの精巣及び脳におい  

てメタロチオネインのmRNAのシグナルを検出することに成功した。  

（2）初代培養した肝実質細胞に種々の発ガンのイニシエーターヤプロモーターを暴露したとき  

にどのようなタンパク質が誘導されるかを35s－メチオニンでタンパク質を標識することにより  

調べた。その結果，3，4，5，3■，4し五塩化ビフェニールと3－メチルコランスレンにより分子量  

25，000のタンパク質が特異的に誘導されることが明らかとなった。  

乙4．3 湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究  

〔担当者）計測技術部：佐竹研一・植弘崇嗣・柴田恵子・田中 放  

水質土壌環境部：高松武次郎  

生物環境部：清水英幸  

環境保健部：三森文行  

技 術  部：土井妙子  
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〔期 間〕昭和60年度一平成元年度（1985－1989年度）  

〔内 容〕酸性環境における生物偶の変化と酸性条件の関係や慣性湖生態系の遷移を知る上で，  

典型的な酸性湖である宇曽利湖のたどった歴史は興味深い。このため，宇曽利湖湖底堆積物のコ  

アサンプル及び最近湖岸で発見された古い湖底堆積物について含まれる生物の遺骸とその堆積時  

期を調べた。この際．好酸性で微生物分解を受けにくく，しかも宇曽利湖のほか塞磐梯五色沼湖  

沼群や屈斜路湖等，酸性水域に比較的広く分布するβ呵）α乃OCね血5ル血乃5（ウカミカマゴケ）  

を一つの酸性指標植物として考えた。調査の結果，字曽利湖の湖心から得られた長さ約30cmの  

コアにβ．仲山α円ぶの茎葉体が含まれ，少なくとも約170年昔から宇曽利湖にβ．ル血糊が分布  

していたこと，すなわち酸性湖であったことを何わせていた。また，字曽利湖の北岸及び西岸に  

層状に分和する古い湖底堆積物の中にも多量の水生植物の葉や茎が各掛二存在し，同定の結果，  

水生植物の遺骸はほとんどβ，．伽血乃ぶの茎葉体であることが判明した。堆積物の中からこの茎  

葉体を分離し，現在湖内に分布するD．jluitansO）茎葉体をmodernstandardとして，14c法に  

よる年代測定を試みたところ，古い湖底堆積物に含まれている且刀加血那の茎葉体は約l万7  

千年前に生成していると推定された。   

さらに，宇曽利潤の北岸部の硫気ロの周囲で発見されたケイ化湖底堆積物の中にも多量のβ，  

ル血硯がケイ化して存在していた。ケイ化湖底堆積物を採取し，切片を作成し，走査型分析電  

子顕徴錆で観察すると，ケイ化ウカミカマゴケの細胞内の未分解細胞壁の表面には多数の半球状  

オパ】ル粒子が沈着していた。ケイ化湖底堆積物をフッ化水嚢酸で処理し，このβ．ル血托∫の  

細胞壁を取りだし，14c法によって年代測定を行った結果は，細胞壁が約1万年前に生成したも  

のであることを示唆していた  

〔発 表〕C－15，17，18，C11，12，23  
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2．5 科学技術振興調整費による研究  

2．5．1総 合 研 究  

（l）アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化とその応用に関する共同研究  

リモートセンシング技術の高度化に関する研究一共通基盤的情報相出・処理手法に関する研  

究－：植生環境調査  

（担当者〕総合解析部：内藤正明・安岡昔文・飯倉善和  

環境情報部二宮崎思国・横田達也  

（期 間〕昭和61年度”平成2年虔（1986←1990年虔）  

（内 容〕本研究は，タイ国立研究院（NRCT）及びタイ環境庁（ONEB）との共同で，人工衛  

星LANDSAT，MOS等を利用したリモートセンシングにより植生環境の現況及びその変化を調  

査する手法を開発することを目的としたものである。本年度は，前年度のフィールド実験に引き  

続き，タイ東北部コンケン，中部バンコク，南部ソンクラ，プケにおいて人工衛星の撮影に同期  

して，植生，土壌等の分光反射スペクトル測定などグランドトルースの収集を行い，得られたデー  

タを基に以下の成果を得た。  

（1）フィールド実験により得られた分光反射スペクトルデータを蓄積処理，解析するためのス  

ペクトルデータベースシステムの開発・拡充を行った。  

（2）多時期の衛星画像を用いて，土地被覆状況の変化を計測・評価する手法を開発した。さら  

に，土地被覆変化が長期的なものであるか季節変化による短期的なものであるかを識別する手法  

の開発を行った。  

（3）人工衛星画像データを用いた植生分類において問題となるトレーニングデータの代表性を  

改善する手法としてEMアルゴリズムを提案し，分類の高精度化について検討を行った。  

〔発 表〕B－8，10，11，39，a－18，b－49，50  

（2）南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する研究  

リフト系のプレート形成過程及び周辺環境の解明一海水の物理・化学的調査・研究－  

〔担当者〕計測技術部：森田昌敏・河合崇欣・野尻幸宏  

〔期 間〕昭和62年度”平成3年度（1987－1991年度）  

〔内 容〕前年度までの調査・研究で発見した北フィジー海域の海底熱水地帯で，1989年6～7  

月にフランスの潜航艇「ノチール」による潜航調査が行われ，当研究所からも参加した。その結  

果，アンハイドライト（硬石替）でできた熱水チムニーが発見され，熱水のサンプリングに成功  

した。東京大学理学部との共同化学分析により，この熱水が海底下で沸騰した気相が冷却されて  

液相に凝縮した結果として生成したものと判明した。この型の海底熱水現象の発見は，バンクー  

バー沖の東大平洋海膨に次ぐ世界で2番目の発見である。これは．黒鉱鉱床のような大規模熱水  

鉱昧の形成過程に関係する現象で，地球科学的に重安である。また，1987年の調査で発見された  

溶岩台地状地形の測点では，低温の湧水の湧出と大規模な二枚貝の群集を発見した。  

1989年12月～1990年1月には，海洋科学技術センターの研究船「かいよう」による3度目の北  

フィジー海域の調査が行われ，参加した。深層海水中メタン濃度を測定した結果として，バヌア  

ツ島孤の背孤にあたるトラフで熱水兆候を見いだした。しかしながら，全般的な熱水活動は，昨  
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年までの調査海域である海盆の中央域のほうが活発であると推定された。   

海底熱水現象の探査のための有力な方法である海水中のメタンの分析法に関して研究し，全自  

動分析装置の開発とその特性の検討を行った。装置を船＿とで使用することに成功し，当初の目的  

を達した。  

〔発 表〕c3Z，33，C32，33，36，39－41  

（3）太平洋における大気・海洋変動と気候変動に関する国際共同研究  

大気・海洋変動関連要素の新観測技術の開剰二関する研究－ライダーによる気候変動関連要素の  

広域立体分布計測技術に関する研究－：大気微量分子の多点同時・高感度計測技術の開発一二酸  

化炭素の多旦l司時計測技術の開発－  

〔担当者〕大気環境部：杉本伸夫・湊 淳・笹野泰弘  

計湘技術部：功刀正行  

技 術 部：松井一郎  

〔期 間〕昭利62年度～平成元年度（1987－1989年度）  

〔内 容〕本研究は，大気・海洋変動と気候変動に関する研究のサブテーマ大気・海洋変動関連  

安繁の新観測技術の開発に関する研究のうち，ライダーによる大気微量分子の遠隔計測手法の開  

発に関するもので，レーザー長光路吸収法により二酸化炭素の空間分布を測定する手法の開発を  

耶勺とする。本研究では，3年計画で長北路吸収実験システムの製作とこれを用いた測定手法の  

実験的評価を行った。最終年度である本年度は，前年度までに製作した実験システムを用いて測  

定誤差の解析を行い，主要な測定誤差の安国とその大きさを明らかにするとともに，二酸化炭素  

の測定が十分な精度で行えることを示した。   

また．本研究のライダー担当研究機関（通信総合研究所，国立公害研究所，気象研究所）と米  

国航空宇苗局（NASA）との共同で，NASAのGLOBEプロジェクト（GlobalBackscatter  

Experiment）の一環として日本上空のエアロゾルのライダー観測を実施した。当研究所では大  

型レーザーレーダーによる観測をNASAの航空機ライダーによる観測と同時に行った。この観  

測は飛翔体搭載ライダーによる全球規模の風l句∵風速等の測定の基礎データとなるものである。  

〔発 表〕d－54，103，104  

（4）生体の分子レベルにおける高感度・高分解儲非破壊計測技術の開発に関する研究  

生体物質の構造・代謝の解明のためのNMR技術の高度化に関する研究（安定l司位体利用高感度  

NMR技術の開発）L生体用NMR測定技術の高度化及び生体内物質代謝・機能等の解析技術の  

開発－：生体内代謝反応速度の解析技術の開発  

〔担当者〕環境保健部：三森文行  

【期 間〕昭和63年度一半成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕生体の組織や物質が，物質・エネルギー代乱情報処理機能等において示す高度な生  

命活動の機構を解明するためには，生体の分子レベルにおける非破壊的計測・解析を可能とする  

新たな技術の開発が求められている。本研究ではこうした安講に答えるべく，NMR測定技術の  

高度化を図り，細胞から丸ごとの個体にわたる生体を生きた状態のまま計測し，その代謝反応速  

度を解析する手法の開発を行うことを目的とする。   

本年度は，丸ごとの生体でNMRスペクトルを得る場合の必須技術である，特定部位からの  

NMR信号を選択的に測定する局在化技術の開発を行った。局在化のブナ法には，静磁場こう配を  
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用いて共鳴条件の位置依存性を利用する方法と，ラジオ波磁場のこう配を用いて磁化の回転速度  

の位置依存性を利用する方法が考えられる。しかし試行実験において，前者では動物実験に必要  

とされる空間分解能が達成できないと判断されたので，主として後者を用いた開発を行った。す  

なわち，ラジオ波磁場こう配を発生する口径4．5cmの励起コイルと口径1．5cmの受信コイルを  

観み合わせたNMR検出器を作製した。測定核種は，生体内に存在する核種の中で最も高感度な  

1Hを対象とした。また，この検出器を用いて局在化測定を行うための測定プログラム，二次元フー  

リエ変換により磁化の回転速度を位置情報に変換する解析プログラムを作製した。この測定シス  

テムでファントム試料の測定を行ったところ，1．5mmの高い位置分解能が得られることが分  

かった。また位置分解を行うことにより，選択部位のスペクトル分解能にも改善がみられた。さ  

らに，この方法を実際の生体系に適用するために，測定の妨害となる巨大な水信号を抑圧する手  

法をプログラムに組み込んだ。この結果，ラットの頭部で良好な局在化1HNMRスペクトルが  

得られた。  

〔発 表〕G－50，g－81，別   

（5）ファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究  

人間の知的情報処理過程及び自然現象・社会現象の解明一広域大気汚染予測シミュレータの開発－  

〔担当者〕総合解析部：内藤正明・西岡秀三・甲斐沼美紀子・森田恒幸  

〔期 間〕平成元年度－3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕本研究はファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究のサブテーマ自  

然現象・社会現象の解明のうち，広域大気汚染予測シミュレータの開発に関するもので，フ7ジィ  

理論を適用した体系的予測支援システムを開発することを目的とする。近年，急速な都市化によ  

る広域的な環境変化や地球規模の環境変動が世界的な問題となっているが，この種の変化は気臥  

水圏，地乳生物圏，社会経済等の広範囲な領域にまたがった複雑な現象であり，本質的なあい  

まいな要素を含んでいる。このため，広域的な環境変化の予測には，広範囲の領域の数値データ  

や専門的知見を体系的に解析するとともに，予測モデルの作成・連用の過程でファジィ理論を導  

入することが必要不可欠である。   

本研究では，知識情報システム，モデリング支援システム，予測シミュレータからなる対話型  

予測支援システムを開発し，環境変動の予測を行う。本年度はファジィモデル構築の際に問題と  

なるデータ空間のファジィ部分空間への分割手法を検討するとともに，専門家の知見をあいまい  

要素も含めて体系的に管理するシステム及びファジィモデリングが対話的に行えるシステムの基  

本設計を行った。  

〔発 表〕B－14，15，b－8－14  

（6）組換えDNA技術の開放系における安全性に関する基礎的研究  

リスク評価技術の開発一組換え体の検出－：監視技術の開発一組換えDNA技術を用いたモニ  

ター系開発に関する研究一特定酵素遺伝子の活用－  

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・田中 浄・佐治 光・久保明弘・青野光子  

水質土壌環境部：矢木修身・稲森悠平・内山裕美・岩崎一弘・渡辺 信・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度一平成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕植物用マーカー遺伝子の開発：野外における粗換え植物の挙動をモニターするための  

マーカーとして大腸菌のグルタチオンレダクターゼ（GR）遺伝子の利用可能性について調べた。  
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これまでに，大腸菌GR遺伝子を含むDNA鎖を入手し，これからGR遺伝子を単離することに  

成功した。本年度は，この遺伝子を植物遺伝子導入用ベクターに組み込み，アグロバクテリウム  

を介してタバコに導入し，形質転換タバコを作成した。得られた形質転換タバコの棄中で大腸菌  

GR遺伝子が発現しているのをこの酵素の抗体を用いて確認した。植物はそれ自身のGRを持っ  

ているため，酵素活性の測定により大腸菌GRを検出するのは困難であるが，抗体を用いた免疫  

化学的手法によりこの酵素をはっきりと高感度で検出できるため，大腸菌GR遺伝子は組換え植  

物のマーカーとして十分使用しうることが分かった。  

（2）微生物用マーカー遺伝子の開発：微生物用マーカー遺伝子として水銀化合物分解酵素遺伝  

子を選択し，マーカーとしての有効性について検討した。まず水銀化合物分解遺伝子を組み込ん  

だ組膿えプラスミドを作成した。これをシェードモナス掛こ電気パルス法を用いて導入し，塩化  

水銀分解能を獲得した凸捌山肌肌∽か膏血の組換え体を作成した。次に作成した組換え体を用  

いてプラスミドの宿主細胞内での安定性について検討した。その結果，塩化水銀による選択圧の  

ない増殖培地で20世代以上の培養でも95％の安定性を示し，この組換えプラスミドは細胞内に  

安定に維持されることが確認された。また組換え体の検出法について検討を加え，少量の塩化水  

銀で効率よく選択でき，かつ大量の試料を処理できる歓寒天重層法を開発した。  

（3）組換え植物の模擬的生態系における挙動：野外で使用される組換え植物の生態系への影響  

を予測するため，組換え植物ヤ植物に導入された遺伝子の挙動を調べる必要があり，大腸菌由来  

のホスフォトランスフエラーゼ（NPTII）及びグルタチオンレダクターゼ（GR）遺伝子を導入  

した形質転換タバコについて検討した。形質転換タバコを培養・育成し，種子が形成されるのを  

確認した。これらの種子をカナマイシンを含む培地で発芽させた結果，導入したNPTⅡ（カナ  

マイシン耐性）遺伝子が子孫にも保持されていることが示唆された。蓮伝様式は，形質転換体に  

よぅてメンデル遺伝，非メンデル遺伝の双方が認められた。発芽後の育成により得られた形質転  

換タバコの子孫は，非形質転換体と比べて形態的な差異は特に認められなかった。さらにこれら  

の子孫の喪中でのGR活性を測定した結果，導入したGR遺伝子が子孫の植物体内でも強く発現  

していることが示唆された。  

（4）租換え微生物の挙動とリスク評価法の開発：組換え微生物の開放乱 すなわち湖沼・土壌  

等の自然生態系及び活性汚泥・生物膜等の人工生態系における生存，増殖，消滅を明らかにする  

上で必要な標準マイクロコズムシステムの作成とそれを用いた各種組換え微生物の挙動に関する  

検討を行った。その結果，分解者としての珊菌，生産者としての藻類，捕食者としての原生動物，  

後生動物のそれぞれの種類を変えたマイクロコズムシステムの一つを作成することに成功した。  

このマイクロコズムシステムにEぶC九gれc九柑COJf S17－1pCROlを初めとする数種の組換え微生  

物を接種し，その消長を追跡したところ，減少傾向に差のあることが明らかとなった。また，組  

換え微生物を接種した直後，マイクロコズムを構成する原生動物が急激に増殖する現象が認めら  

れたことから組換え微生物の消長に捕食・被食関係が大きく関与していることが分かった。  

〔発 表〕E－28，e26  
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（7）砂漠化横梢の解明に関する国際共同研究  

半乾燥地での生態系維持機構及び回復機構の解明一人二Ⅰ二環境下での植物の環境耐性反応及び生理  

生態機能の実験的解明－  

〔担当者〕技  術  部：大政謙次  

水質土壌環境部：大坪国順  

生物環境部：田中 浄・榊  剛・名取俊樹・古川昭雄  

〔期 間〕平成元年度－4年度（1989－1992年度）  

〔内 容〕本研究は，中国科学院との共同で，地球茂模の環境問題の一つである砂漠化（半乾燥  

地帯から乾燥地帯への移行）の機構解明を行うことを目的としている。当研究所では，生物環境  

実験施設（自然環境シミュレータや大型ライシメータ等）を用いて，（1）水循環の変化の植物一  

土壌系に及ぼす影響，特に乾燥化による植物一土壌系の水や塩類等の循環と利用効率の解明，画  

像計測法による影響診断，水食現象の画像計測による評価，（2）耐乾性，耐塩性植物の生命維持  

機構の解明，特に生理・生化学的手法，生理生態学的手法及び画像計測診断法等による耐乾性，  

耐塩性植物の機構の解明と選抜法の開発を行うことになっている。   

本年度は，植物一土壌系での水循環に関する気孔反応を顕微画像計測システムを用いて観察し，  

棄の水ポテンシャルの変化が圧ポテンシャルの変化に依存する範囲（水ポテンシャルで－0．8  

MPa以上）では孔辺細胞のK＋濃度の調節だけでなく，周辺の細胞の庄ポテンシャル変化によっ  

ても気孔開度が影響を受け，適度な水ストレスが植物の気孔に開口作用をもたらすことを明らか  

にした。また，半乾燥状薯での土壌一大気系での水収支との比較のために，温帯裸地条件での水  

収支に及ぼす環境影響を大型ライシメータを用いて検討し，蒸散量が日射と地表面温度に大きく  

影響を受けることを明らかにした。一方，植物の乾燥耐性の機構を明らかにするために，水スト  

レスが活性酸素代謝系に及ぼす影響について検討し，植物の乾燥障害が細胞内で濃度の高まった  

活性酸素の毒性に依存することを明らかにした。  

〔発 表〕E－35，36，ト6，e－32，33，h42  

2．5．2 重点基礎研究  

（1）吸音・遮音構造の特性計測と騒音防止効果予測に関する研究  

〔担当者〕総合解析部：安岡善文・清水 浩・開村正行・森口祐一  

〔期 間〕平成元年度（i989年度）  

〔内 容〕騒音防止対策を行う上で，各種の吸音・遮音材料の特性を正確に測定することは重要  

である。本研究では，吸音・遮音特性の新たな測定方法の開発を行い，次のような成果を得た0  

（1）空間フーリエ変換を利用することによって，任意の入射角における吸音・遮音特性を測定  

する方法を開発した。この方法は，材料に音波を照射したときに材料表面に生じる音庄分布パタ‾  

ンの中に，すべての入射角における吸音・遮音率に関する情報が含まれていることに着目し，空  

間フーリエ変換などの処理を施すことによってこの情報を抽出するものである。本方法によれば，  

すべての入射角における吸音・遮音率を一括測定することができる。また，従来の方法では測定  

が困難であった，入射角が大きい場合にも測定が可能である0  

（2）本方法の測定精度を検討するために数値実験を行い，測定誤差の入射角依存性及び周波数  

依存性に関して調べた。その結果，入射角が大であるほど・また周波数が低いほど誤差が増加す  

ることが明らかになった。また，実用的な周波数範囲では，2×2m程度の大きさの材料で測  
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走が可能であることが分かった。  

（3）本方法を用いて各種のl吸音・遮音材料の相性を測定し，その結果と物性値との関連を調べ  

ることにより，材料の騒音防止効果を予測する理論モデルを作成した。  

〔発 表〕B－19－21．b18  

（2）陸域の生物生産過程にかかわる炭素固定の定量に関する研究  

〔担当者〕生物環境部：古川昭雄・可知直毅・奥田敏兢・竹中明夫・岩熊敏夫・野原精一・高相  

典子・花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容〕地球的規模での二酸化炭素（CO2）濃度は，化石燃料の燃焼や森林の伐採などによっ  

て上昇している。CO2は温暖化効果ガスとして知られており，CO2濃度の上昇によって気候が  

温暖化して様々な影響がでることが懸念されている。一九 植物にとってCO2は成長するため  

の原材料であるため，CO2濃度が上昇することによって成長が促進されると考えがちであるが，  

植物の種によっては成長はほとんど促進されないこともある。そこで，本研究では，CO2濃度  

の上昇が植物の成長にどのような影響を与えるかを明らかにすることを目的とした。   

長期間，高濃度CO2下で生育すると植物の成長速度は徐々に低下し，現在のCO2濃度下での  

成長速度と変わらなくなった。この成長速度の低下は，光強度が高いほど顕著であった。さらに，  

CO2を吸収する場である気孔の開度が環境条件によって影響されない特殊な植物を用いて高濃  

度CO2の影響を調べたが，そのような種でも，成長速度は低下し，CO2濃度の上昇によって気  

孔開度が低下するために成長が低下するのではないことが明らかになった。   

河川・湖沼での炭素循環を明らかにする上で，生物生産量を測定する方法の確立は重要な課題  

である。本研究では，関東の平野部で最も深い茨城県中沼（水深13m）と生物生態園実験地（水  

深4m）を主な調査フィールドとして方法の開発を行った。   

一次生産については，湖沼の沿岸帯で生産量的に重要な役割を果たしている沈水植物の一次生  

産速度の測定法を，酸素電極による溶存酸素の変化量の測定による方法と炭素13（13c）をトレー  

サーに用いた測定方法とで比較した。湖全体での生産量を把握する方法として，魚群探知器を用  

いて各地点での成長量を推定する方法を開発し，先の酸素電極法及び13cトレーサ←法により  

キャリプレートし炭素量に換算できるようにした。この方法を中沼のほか，日光湯の湖．尾瀬沼  

等で適用し沈水植物の炭素固定速度を推定した。二次生産については，世代の重なる多化性の動  

物個体群の世代ごとの成長速度をもとめる方法のうち，従来の体長頻度分布を用いるグラフ法を  

改良し，簡便に求めることのできる計算機プログラムを開発した。これらの方法を応用して，生  

物生態園実験地における植物プランクトンの一次生産，動物プランクトンと水生昆虫の二次生産  

及び水生昆虫羽化量を炭素量として定量した。   

炭素循環を明らかにする上で，生物生産と同時に溶存皆の炭素の測定も重安である。中Y引こお  

いて，新たに開発した採水器を用い，中沼の溶存態有機炭素及び仝炭酸の季節変化を明らかにし  

た。成層が発達するにつれて湖底付近には表層の約3倍（35ppmC）の全炭酸が蓄積した。さら  

に中沼のオオカナダモ群落内及び湖心において全炭酸の日周変化を明らかにした。  

〔発 表〕H－1，h－3，4，44  
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2．5．3 個別重要国際共同研究   

（1）環境汚染物質の数量的リスクアセスメント情報検索システム構築に関する研究  

〔担当者〕≡環項保健部：村上正孝・小野雅司・遠山千春・平野靖史郎・鈴木和夫  

計測技術部：森田昌敏・瑚刀正行  

環境生理部：三浦 卓  

総合解析部：中杉修身  

〔期 間〕平成元年度（1989年度）  

〔内 容）環境汚染物質の生体影響に関する実験的・疫学的研究は．我が国においては枚挙にい  

とまがない程行われているが，これらの結果を統合し，生態系への影響，ひいては人間の健康影  

響評価を行う，いわゆる数量的リスクアセスメント・マネジメントにかかわる研究は立ち遅れて  

いる。本研究では，米国EPAが推進している数量的リスクアセスメント・マネジメントの情報  
検索及び評価システムの実態を把握し，当研究所においても同様のシステムの構築を計るための  

方法論の検討を行った。1989年9月には，リスクアセスメント・マネジメントに関して，米国  

EPA等，並びに当研究所を含む国内数膏研究機関の専門家を数名招へいし，共同ワークショッ  

プを開催した。さらに，米国EPAの専門家を講師に迎え，3日間にわたってリスクアセスメン  

ト・マネジメントのデータベースの講習会を行った。1990年2月には．当研究所の研究者が2名  

米国EPAを訪問し，主として，大気汚染物質のリスクアセスメントの問題点について，将にハ  

イリスクグループの評価，マルチステージモデルの適用の限界性に関する討論を行った。さらに，  

EPAの健康影響研究所において，毒性評価のスクリーニングに生物学的指標に関するセミナー  

を行い，リスクアセスメント・マネジメントにおける意義について討論を行った。さらに，米国  

食品医薬局においては，発ガン物質毒性評価に関して，マルチステージモデル並びに日常摂取許  

容レベルの設定にかかわる問題点を討論した。   

当研究所においては，発ガン性のある有機化合物の動物実験データを用いて，様々なリスク算  

出モデルを用いた場合の実質的安全量の算出等を行い，これらのモデルを適用する際の問題点の  

検討を行った。  

2．5．4 省際基礎研究  

（1）大気中のフリーラジカルの絶対濃度測定に関する基礎研究  

（担当者〕大気環境部二鷲周伸明・井上 元・坂東 博・畠山史郎・酒巻史郎  

（期 間〕平成元年度”3年度（1989－1991年度）  

〔内 容〕地球規模大気化学反応や都市域での光化学スモッグ反応において，OHやHO2ラジ  

カルは連鎖反応を担う極めて重要な役割を演じている。また，ClOラジカルが成層圏でオゾン  

破壊に対して重安なカギを握っていることはよ〈知られている。しかしこれらのフリーラジカル  

は反応性が高いために一般にその寿命が極めて短く，したがってその定常波鹿は極めて低く，そ  

れゆえ実測例も非常に少ない。これらのラジカルの定常波度は化学反応モデル等で見積られては  

いるが（OHが約0．1ppt．HO2が約100ppt），その見積りの正Lさを保証するような光化学チャ  

ンバー内での測定も未だ世界で行われたことがない。本研究では，（1）レーザー分光法を中心と  

した物理化学的手法を用い，これらのラジカルの絶対濃度決定法の開発を行い，（2）その方法を  
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用いて当研究所の光化学チャンバー内で大気光化学反応で生成する大気圧下での低濃度のOH，  

HO2ラジカルの実測を行い，方法の実用性を検証し，（3）さらに当研究所のレーザーレーダー  

施設等を用いて実際の野外大気中の0札HO2ラジカル濃度の実測を行うことを目的とするもの  

で，本年度は赤外・紫外レーザーによる吸収法の装置の整備を行った。  
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2．6 海洋開発及び地球科学技術調査研究促進費による研究  

2．6．1海洋遠隔探査技術の開発研究  

〔担当者〕水質土壌環境部：渡辺正孝・原島 省・大坪国順  

総合解析都：安岡善文  

環境情報部：宮崎忠国  

〔期 間〕昭和63年度一半成2年度（1988－1990年度）  

〔内 容〕船橋港付近上空において，ヘリコプタ一により，海面の分光情報の測定及び同海域青  

潮発生域の結納的分布の撮影を行った。また，同海域の海面直上において，調査船からの分光光  

度計による測定を行い，上方向輝度・入射光輝度を測定し，リフレクタンススペクトルを求めた。  

また，水温・塩分・溶存酸素・酸化還元電位，化学項目（栄養塩，各態別硫黄等）及び生物項目  

（硫酸還元バクテリア）のサンプリングを行った。本年度は，前年度と異なり，好天と日射の連  

続によって青潮は発生しなかったが，高クロロフィル状態が続き，この状態における遠隔探査デー  

タと現場水質データの対応を得た。これらのデータは，今後の解析及びモデル化に供する予定で  

ある。  
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3．情 報 業 務＊   

環境情報部は，公害・環境関連情報に対する広範な需要に応じるため，研究所の設立以来，園  

舎資料等の研究情報はもとより，数値情報（大気質・水質），文献情報，情報源情報等の収集に  

努め，それらの情報に基づく環境データベ∵スの構築とその効果的運用を因ってきた。また．昭  

和50年に指定された国連環境計画（UNEP）のINFOTERRAシステムの代表機関（ナショナル  

フォーカルポイント）としての業務を整備してきた。   

本年度は，各種文献情報等に係る商用オンライン・データベースの進展に合わせて，国内，国  

外の多数のデータベースに含まれる多種類のファイルを総合的に利用するネットワーク型処理体  

制の整備を図ると共に，それらのデータベースで検索される外国文献の原報提供体制の費用及び  

利用効果について検討した。   

また，新聞情報を含む社会情報の外部システムの利用の一環として，HINET（平和情報セン  

ター），ASSIST（日外アソシエーツ）の利用による主要新聞雑誌等の記事検索体制を強化した。   

さらに，図書業務に関しては，雑誌等逐次刊行物及び単行本整理業務の電算化を進め，データ  

ベースを利用した照会業務を充実させるとともに，図書室管理運用業務の合理化を推進した。ま  

た，筑波研究学園都市内名研究機関等の図吾資料の相互利用をより・・・・・層促進した。   

数値情報に関しては，大気環境・水質環境に閲し，昭和63年度の測定結果をもとにデータファ  

イルを作成すると共に，これらのデータファイルの利用を図るため，貸出規程に基づく貸出業務  

を行った。大気環境データのうち大気常時監視測定の集計結果については，昭和61年度より3か  

年計画で自治体からの報告を電算処理する新システムを環境庁と協同で開発しており，本年度は  

環境庁側のこのシステムの運用を支援した。また，昭和63年庭に開発した測定局の属性情報（位  

置，測定機種などデータ評価に必要な情報）の収集・処理に関する新システムを運用した。大気  

常時監視測定の一次データを対象とする時間値データ77イルについては，我が国の金側走局の  

約半数に当たる1，026局分の昭和63年度測定結果を収録した。水質環境データについては，全国  

公共用水減水質測定結果について，収集（データベースヘの収録）・解析・集計の一一貫したシス  

テムをより充実した形で運用し，その過程で昭和63年度の測定結果を水質環境データファイルと  

して収録した。この解析・集計結果は，環境庁水質保全局の発表した「昭和63年度全国公共用水  

城水質測定結果についてJの基礎資料として用いられている。また，各種データファイルの内容  

を図化する試みの一つとして，大気環境月間値・年間倍データファイルをもとに東京・大阪周辺  

地域における大気汚染分布の経年変化を示す「大気汚染分布図」を刊行した。水質環境データフ了  

イルについても測定地点情報をもとに「全国公共用水域水質測定点地図」を編集・刊行した。現  

在，環境情報部が整備中の環境データベースの構成は図3．1に示した。   

また，環境情報ネットワークの有用性とこ－ズについて検討するため，都道府県市等関係者の  

連携の下に「国立公害研究所環境情報ネットワーク研究会」を開催した。   

環境データベースを効果的に運用するためにも，また，増大する研究技術計算需要に対応する  

ためにも，大型電子計算機システムの機能充実は不可欠である。本年度は，昭和62年度に施行  

されたr国立公害研究所電子計算機処理管理規程』に基づいてシステムの年間利用計画を作成す  

るなど，システムの効率的運用を一層促進した。  

＊〔発表〕に記載された記号は5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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測定局属性情報ファイル  
時間値データファイル  
月間億・年間億データファイル  
水質マスターファイル  
水質データファイル  
流量マスターファイル  
流丘データファイル  
オキシダント緊急時発令状況ファイル  
光化学スモッグ被害ファイル  
緊急時のための低層気象nアイル  

ス
 
 

タ
 
ベ
 
ー
 
 
 

環
 
境
 
デ
 
ー
 
 

関連鮒1二  人口統計  
工業株計（通産省との情報交換）   

CDA（環境データ解析用対話型プログラム）  
パッチ型データ検索プログラム  
対話型公共用水域水質測定点地図作成プログラム  

NIES－EPA  

NIES－MF   

Nl∈S－SC  

NIES－BOOK  

JICSTフ7イル等〔外部システムJOIS利用〕  

ENVIROLINE等〔外部システムDIALOG利用〕  

CASONLINE等〔外部システムSTN－International利用〕  

利用ソフト  

社会情報 

一‾1 〕  
，  

ENFOTERRA（UNEP）  

CLEARING（国内）〔外部システムJOIS利用〕  

SSIE（米国）〔外部システムJOIS及びDIALOG利用〕   

情報源情報一棟関情報  

・［ 

等 

］  

図3．1環境データベースの構成  

lNFOTERRA活動については．国内外からの多数の照会業務に対応するとともに，国内利用  

の普及を図るために，引き続き日本科学技術情報センター（JICST）のJOISを通して当該デー  

タベースのオンライン利用の協力を促進した。また，国内情報源として，新たに地方自治体及び  

大学の環境関連部門を登録更新し，前年度に引き続きUNEPの1NFOTERRA事業センターと  

連携しつつ，フォーカルポイントとしての業務を推進した。  
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3．1環境数値データファイルの作成と提供  

3．1．1データファイルの作成と利用  

環境行政及び環境研究において必要とされる環境数値情報を広く収集し，これを利用に便利な  

電子計算機にアクセス可能な形で蓄積することは，環境情報部の主要な任務の一つである。平成  

元年度においては，前年度に引き続き火気環境データ及び水質環境データを収集して磁気テープ  

に収録すると共に，葛桟されたデータの検索・解析手法の開発を進めた。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間値データ77イル，②大気環境月間倍・年間倦デー  

タファイル，③大気測定局属倖憫報ファイルの3つで構成されている。これらの7了イルに，昭  

和63年度測定データを入力した。   

①大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメー須二より収集した各測定局の1時間ごと  

の測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，編集・作成しているものであり，  

昭和52年度より事業は継続されている。磁気テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに  

異なるので，これらのデータを統一的に利用するために，当所で定めた「標準磁気テープフォー  

マット」・に変換・編集して蓄積している。平成元年度事業として収録した対象測定局数は，表3  

．1に示すとおりで全部で1，026局である（移動測定車による測定局は除外）。収集対象項目は前  

年度と同様，名自治体で測定，記録の対象としている項目としたが，気象項目のうち特殊なもの  

は除外した。  

（∋大気環境月間他・年間値データファイル   

大気環境′＝日用巨・年間植データファイルは，環境庁大気保全局が1年に1回発表する「一般環  

境大気測定局測定結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報告」に記載されているデー  

タに対応するもので，昭和45年度測定結果から収録されており，現在，全国的かつ経年的に我が  

国の大気汚染状況を評価することができる唯一のデータファイルである。このデータファイルは，  

従来，自治体からの測定結果報告（調票）をまとめた上述の2つの報告薔をもとに作成されてい  

たが，昭利6】年度より3か年計画で，磁気ファイルを報告書に先行させるシステムに変更した。  

本年度は，環境庁がこのシステムを運用することにより，昭和63年度測定結果に対応する月間値・  

年間値データ77イル及び上記報告書を作成するのを支援した。本年度収録した項目別の測定局  

致は衷3．2のとおりで，前年度とほほ同様である。   

③大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報フ7イルには，一般環境大気測定鼠自動車排出ガス測定局の名称，住所，  

測定局コード，地図惜軌 周辺状況，測定項臥 測定機の型式及び保守管理状況等が記録してあ  

る。昭和61年度から測定結果データの自治体からの報告様式が変更になったのに伴い，昭和63年  

度に属性情報の新管理システムを開発した。本年度は，このシステムを連用し新属性ファイル（63  

年度情報）を作成した。さらに，このファイルをもとに，新様式の調査表を作成，各自治体に配  

布し，平成元年度情報の調査を実施した。  
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表3・ユ 大気環境時間値収録対象局数川日和63年度データ）  

その他   備  考   
茨城県  35 3  0  

栃木県  30 6（2）＊  0  

群馬坑を  19 0  0  

埼玉県  57 17  3  〔川越市，川口市，浦和市，大宮市，所沢市，草加市，  

戸田市を含む〕  
千葉県      1】8 ユ9  ロ            その他の1局は立体局（6測定点）   

東 京 都   35  32   3  その他の中の1局は立体局（10測嵐蕉），1局は気象局   

神奈川県  50  27  3  

〔横浜市，川崎市，横須貿市，相模原市を含む〕  

愛知県  66  5  ロ   
名古屋市  15 10  ロ  

≡垂ニリ，‡  19  2  0  

京都府  ヱ9  g  0  

京都市  10  7  田   
大阪府  65  その他の1局は立体局（5測定．真）  

〔大阪市，堺乱 豊中市，吹田市，高槻市，枚方市，  

高石市，東大阪市，岬町を含む〕  

兵庫県  39  （姫箱市，尼崎市，明石市，西宮市を含む〕   

神戸市  6  Z  

奈良県  0  0  

和歌tI」県  0  ロ   
岡 山 県   57  11   4  その他の中の1局は立体局   

／£点県  d∂  p  ∂  
山口県  30 l  0  

福岡県  9  2  0  

北九州市  18  5  ロ   
計   787  216（2）＊  23   総  計  1，026局   

＊（）内は，一般局で白描局を兼ねたもの。  

表3．2 大気環境月間値・年間値データフ7イルに収録した項目別  
局数（日嗣口63年度デ⊥夕）  

測定項 目   一般環境大気測定局  自動申桃川ガス測定局   

二酸化硫黄   1．630   62   

窒素酸化物   ユ．350   3】3   

一酸化窒素   1，350   313   

二酸化窒素   1，350   313   

一酸化炭素   192   317   

オキシダント   1．035   43   

浮遊翻じん   3∂β   】6   

浮遊粒子状物質   l．134   127   

仝炭化水素   337   157   

非メタン炭化水素   337   151   

メタン   337   151   
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（2）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が昭和46年度から実施されている。この調  

査結果をデータフ了イルに収録する作業は昭和51年皮より開始し，収録項月を逐次増加してきた。  

平成元年度は，前年度と同様，水質環境データファイル作成事業と「水質測定結果資料解析費」  

による事業とを統一的に実行した。   

水質環境データフ7イルは，①水質マスタフ7イル，③水質データフ7イル，③流量マスタフ了  

イル及び（め流量データファイルの4ファイルにより構成されており，その内谷は以下のとおりで  

ある。  

（∋水質マスタフ7イル   

水質マスタファイルは公共用水城の水質測定点に関する情報を収録したファイルであり，デー  

タの検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報を持っている。本年度は，前年度に引き  

続き，変更地点等の調査結果に基づいて，測定点を5万分の1地形図に記入すると共に，地点統  

一・番号，地点名称，指定類型，達成期間のほか，緯度・経度を測定して，マスタファイルに収録  

した。また，本マスタファイル更新の基礎となる測定点情報調査表は電算機による出プノを用いた。   

①水質データファイル   

本年度は昭和63年度測定に係る全国公共用水域の仝測定点（8，501地点，延べ120，387測定）に  

ついて，水質測定結果資料解析に必要な生活環境項目のpH，BOD（河川），COD（湖沼，海域），  

SS，大腸菌群数，n－ヘキサン抽出物質及び健煉項目のカドミウム，シアン，有機リン，鉛，ク  

ロム（6価），ヒ素，給水銀，アルキル水銀，PCBを収録した。窒素，リン酸関係項目について  

も，技術的検討のため試験的収録を行った。なお，本ファイルの原資料となる都道府県からの測  

定結果の報告媒体は，37都道府県が磁気テー7d及びフレキシブルディスクによっている。   

③流量マスタファイル   

建設省作成の流量年表に記載されている流量測定′引こついて，属性情報（位置，名称，流域面  

積，河口からの距離等）と年集計債（最大涜芸L平均流量，年鑑流量等）を収録したものである。  

（む流量データファイル   

上記流量年表（昭和50－58年）の測定点ごとに，日平均液量，月合札 月平均嵐数 年合計  

年平均流量等を収録したものである。   

以上のファイルのうち，①，②については，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結果  

調査と密接な関係にあり，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計などの作業を行う過程  

で作成されたものである。環境庁水質保全局が平成元年12月に発表した「昭和63年虔公共用水域  

水質測定結果について」及び同局監修の「全国公共用水減水質年鑑」の内容は，この作業結果を  

基礎としている。  

（3）利用プログラムの整備等   

数値データファイルを有効に利用するためには，データの検索機能，作表，作匝l等の山力機能  

と検索したデ⊥夕の解析機能が優れた利用プログラムの整備が必要であり、環境データベース利  

用のために．いくつかのソフトウェアを維持している。また，数値データの内容を視覚化し，内  

容の理解と利用の普及を図る観点から，大気汚染分布図と全国公共用水域水質測定点地図を編  

集・出版した。   

①環境データ解析用対話型プログラム   

既に，環境データのバッチ処理用の多変茹解析プログラムの整備を終了した。しかし，環境デー  
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夕は，コニ場における品質管理や実験計画の場合のような統計的に管理された条件下で得られるこ  

とはまれであるため，データの吟味から始まり，分布のモデルを探索しながら，適当な変換等を  

試行錯誤的に試みるというような処理が必要である。このような処理を対話的にTSSで遂行す  

るために対話型プログラム（CDA，ConversationalProgram for EnvironmentalData  

Analysis）を開発し，研究所内での利用を可能とした。また，既にCDAの利用マニュアルを出  

版し，利用の促進を図ってきている。   

②牟共用水城水質測定点地図出力プログラム   

水質環境データファイル（マスタファイル）の作成において，水質測定点の位置をはじめとす  

る各種情報を整備しているが，特に水質測定地点の位置については毎年，調査・更新した情報を  

もとに，基本となる地図に手作業で記入するなど多大の労力を費ゃしていた。これら作業の効率  

化と水質測定点地図の基礎資料を作成するため，既に開発した当該する利用プログラムを整備し，  

研究・行政分野での利用を図っている。   

③公共用水域水質測定結果収録ソフトウエア   

公共用水成の水質測定結果を収録・解析するために（3．1．1（2）参照）当所で開発したソフトウエ  

アは，従来より自治体からの要請があれば提供している。  

（む大気汚染分布図の作成   

大気環境データファイルとして約20年間にわたる常時監視データが蓄積されているが，これら  

のデータから大気汚染濃度分布の経年的な変化の様子を視覚的に理解するため，東京・大阪周辺  

地域の汚染濃度の年平均値，98パーセント値等の統計量の空間分布を経年的に示す「大気汚染分  

布図」を出版した。  

（9全国公共用水域水質測定点地図の出版   

水質環境データファイル中の全国公共用水域水質測定点の位置が全国レベルで収録されている  

のは，当研究所が昭和58年に刊行した地図（国立公害研究所研究資料第23号）が唯一であった。  

その後に環境庁水質保全局及び地方公共団体の協力のもとに整備した地点の緯度・経度情報と昭  

和61年度に開発した出力プログラムをもとに，本年度は「全国公共用水城水質測定点地図－1990  

年版」を編集し出版した。  

〔発 表〕K－63  

3．1．2 数値データファイルの提供  

（1）利用体制の整備   

①環境データベース磁気テープ貸出規程   

環境数値データベースのもつ環境質の測定結果を，広く環境研究や環境行政の利用に供する体  

制を検討している。数値データフ7イルを利用者に提供するに当たって，1件当たりのデータが  

膨大であるため規状では必然的に磁気テープによらざるを得ない。このため，「環境データベー  

ス磁気テープ貸出規程」による貸し出し方式が昭和55年2月に確立され，この規程に従って本年  

度も環境データベースの利用が進められた。   

②他機関との情報交換   

当研究所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭和56年3月30日）に基づいて，昭和55年  

度より，当研究所の作成した大気環境月間佃・年間値データファイルと，通商産業省の作成した  

工業統計とが磁気テープにより交換されている。本年度も，これに基づき情報交換を行った。  
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（∋外部データベースへの提供   

前出の「環境データベース磁気テープ貸出規程」による提供は，特定されたテーマについて，  

特定された利用者が一定期間内に利用することを前提としており，外部データベースに提供して  

永続的かつ不特定利用者への利用に供することは想定していない。このため，外部データベース  

ヘの提供は個別に対応している。  

（2）現場データベース数値情報利用マニュアル   

環境データベース事業が昭和52年虔に開始されて以来，現在までに蓄積された数値情掛こつい  

て総合的な利用マニュアルを配布している。  

3．1．3 国立公害研究所環境情報ネットワーク研究会  

平成元年度には，「環境情報ネットワークシステム」の全国的な展開に向けた要望等の高まり  

を受けて，前年度に引き続き第2回研究会を平成2年2月14，15日に開催した。ここでは，具体  

的な取り組みの第一歩として，全国的なパソコン通信システム構築の実現のために，当研究所内  

にホスト局を試行的に開設運用し．必要な情報（データ）交換を試みることを目的とし，地方公  

害研究所等から10数機関（約30名）の参加を得て，データ通信の対象とすべき情報の内容及び運  

用方法等のほか，プロトタイプのシステムを検討した。  

3．2 情報源情報の整備と提供  

当研究所における情報源情報に係る業務の主なものは，いわゆるINFOTERRA業務である。   

当部は，国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会及び情報交鱒事業である  

INFOTERRAシステムにおける我が国の代表機関（ナショナル・フォーカルポイント）として，  

以下に述べる業務を行った。なお，INFOTERRAは，1990年1月現在，参加国数134，登録情報  

源数約6，20Dである。  

（D情報源の登録と更新   

本年度は，地方自治体及び大学を中心に，環境に関連のある部門など3情報源を新たに登録し，  

また，組織の改廃などにより3情報源の登録を取り消したほか，178情報源の登録内容に変更が  

あった。この情報源の新規登録・更新の結果，国内の登録情報源数は合計458となった。   

②情報源の検索照会及び回答   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。本年度は，49件（国内から34件，  

国外から15件）の照会があった。   

③国内利用普及のためのJICSTとの協力   

国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報センター（JICST）に対する情報源データベー  

スの提供などの協力を行った。JOISを通してのオンライン利用件数は，本年度は78件であった。   

④UNEPとの協力   

本年度は，UNEPのINFOTERRA本部事務局（ナイロビ）から送付を受けた国際環境情報源  

台帳（InternationaLDirectoryofSourcesofEnvironmentalInformation）及び磁気テープ  

の情報源ファイル（MT－File）をもとに，参加各国の登録情報源について，当研究所大型電算  
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機への人力更新を行うとともに，インフォテラ・ナショナル・フォーカルポイントにおける国際  

協力の一環として，我が国の新規登録及び更新した情報掛こついて，MT－Fileの修正・更新を  

行い．UNEP本部事務局へ平成2年2月に送付した。  

（彰出版及び広＃活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「INFOTERRA国内情掛瞭台帳（第9版）」を作成し，  

関係機関に配布した。  

〔発 表〕K－77  

3．3 研究情報の整備  

主として，文献情報の収集とそのデータベース化及び国外・国内の外部作成ファイルの活用に  

ついて改善を進めて，環境データベースの一環としての機能の充実を囲った。平成元年度は，外  

部システムの所内利用について，オンラインによる原報複写発注により，所外文献についてより  

追連な原朝提供業務を行った。   

表3．3にシステムの概要を示すが，各フ7イル等の内容は次のようになっている。   

NIES－EPA 米匿政府間連技術報告書をデp夕べース化したNTISBibliographicDataFile  

の中から，米匡環境保護庁（EPA）関係を抽出したものであったが，1980年のものから他の省  

庁の環境公害分野も含めた拡張型に改善した。制限された若干のものを除いて，大部分の対応原  

典がマイクロフィッシュ版→リーダプリンタの方式によって即時利用できる。   

NIES－MF 上記ファイルに対応しない原典マイクロフィッシュについて，当研究所で書誌事  

項を人力してデータベース化しているものである。   

NIES－SC 収集した逐次刊行物の管理を目的としたもので，入手形態・所蔵場所・所蔵年次  

などの所蔵データ管理の省力化と，利用者が座右で常時利用できる逐次刊行物リストの年度当初  

における更新を，正確かつ容易にするなどの図薔室サービスを強化する手段になっている。   

NIES－BOOK 収集した単行本を対象としたもので，58年度から入力を開始したものである。  

このファイルの利用によって，各研究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進め  

られる。  

表3．3 国立公害研究所のオンライン検索システム  

システム又は77イル名（内容）  利用対象者  端末操作者   備   考   

収録件数（元年度末）  

NIESEPA   （環境公悪文献）   国公研職員  80．596（9，273増）   

内  部  NIESMl「   （P】 ＿ヒ）  利 用 者                11，026  

NtESSC  環境庁職員                          （雑 誌 名 等）  2、343（毎年更新）   

システム  川ES－BOOK （単 行 本）  11，541（58年度購入分より）  

N陀SNEⅥrS （新 聞 記 事）  6、593   

JOIS  （文献等）  
外郎  

HlNET （同上）   同 上  
ASSIST  （同  上）  同 」二   同上  

システム  
DIAl」OG  （文 献 等）  同 上  同上  
STN－1nternational（文献等）  同 上   同 上   
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NIES－NEWS 環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度より開発に着手し，62年  

度までに6，593件を入力した。収録の対象は，朝日，毎乱 読売，日本経済，産経，日本ユニ業，  

いはらき及び常陽の8紙であり，48年1月－52年9月までである。  

JOIS 日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文献検索システムであり，漢字出  

力と原報コピー提供が特色である。JICSTファイルには，国内環境公害関連研究報告を含めて科  

学技術文献が毎年数万件が入力されている。   

H州ET（株）平和情報センターのオンライン検索システムであり，毎日，読売，日本経済及  

び日経産業等の新聞情報，産業技術情報の検索に利用している。   

ASSIST（株）日外アソシエーツのオンライン検索システムであり，人物情報，企業動向情報，  

マスコミ記事情報，図書内容情報等の検索に利用している。   

DtAしOG 米国ダイアログ・インフすメーションサービス社の検索システムであるが，利用  

できるファイルの数の多いのが特色であり，このシステムに含まれるデータベースは約300種，  

収録件数は1佑2千万を超す世界最大級のものである。科学技術情報だけでなく社会情報の検索  

にも有用である。   

STN－1nternational米国化学会と西独FIZ Karlsruhe，日本科学技術情報センターが共同  

で提供する国際的オンラインネットワークデータベースサービスで科学技術関係の多数の有用な  

ファイルを含んでいる。   

以上のオンライン検索に加えて，SDl（SeleetiveDissemination oflnformatior［：選択的情  

報提供）を利用した専門分野情報のオフラインめ定期的入手等も昨年同様に実施し，総合的な文  

献情報の利用体制を整備した。   

また，所定文献の原典コピー人手については，JICST，国会図書館，DIALOG代理J占による  

海外情報サービスの利用に加えて，筑波大学附属図書館の文献複写サ「ビスの利用を本格的に開  

始したほか，米国のCAS（ChemiealAbstractsService）杜の原報複写サービスの利用を開始し．  

原報提供体制の強化を図った。特にこのうちJICST，CASへの複写依頼については，オンライン  

発注により迅速な原報入手が可能となった。   

前述のように，多数のデータベースを利用する方法に並行して，日独科学技術協力協定に基づ  

く情報交換等，国際協力による研究情報の整備を進めた。  

3．4 電子計算機管理業務  

環境情報システム（大型電子計算機システム）は，環境分野のシミュレーション計算，各実験  

施設やリモートセンシング等における測定データの解析及びそれらの画像・図形処理に利用され  

ると共に，各種データベースのほか，回書単行本の集中管理，重要物品管理等の業務処理に使用  

された。   

本年度は，地球規模での環境問題に関する研究への取り組みが本格化したことを背景として，  

大規模なメモリ空間や長時間の計算を必要とする大気環境及び水循環の三次元モデルの応用によ  

るシミュレーションなどが特徴的である。これらの電子計算機の性能に依存するジョブは．一般  

に，相当程度のCPUを費やし，ものによっては数日を要するため，当システムでは，このよう  

な数値計算ジョブが常時流れている状況であった。これに対応するため，「国立公害研究所電子  

計算機処理管理規程」により，年度初めに実施した仝ユーザに対する利用予定調査に基づいて年  

間利用計画を作成したほか，個別のジョブについては，16メガバイトまでを一般ジョブ及びそれ  
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以上のプログラムサイズのものを大型ジョブとし，実行クラスを分けてスケジューリングを行う  

など，システムの円滑な適用に努めている。他方，各分野における計算需要が増加する傾向の中  

で，処理速度の向上とメモリ容量の増強は必至であり，大型電子計算機システム道営の今後の課  

題である。   

また，大型電子計算機を必要とするシミュレーションや大量のデータを扱う計算を対象とする  

利用のほかに，大型電子計算機システムに付属する固有の豊富なライブラリプログラムを活用す  

る例も多く，それらの適切な利用に当たって，利用者の要請に対応した。   

一方，本システムを中核とするデータベース業務に関しては，すでに文字情報を主体としたも  

のが各種運用されているが，新たに所内及び環境庁各局において数億や図形を取り入れたデータ  

ベースの構築や利用が活発になってきている。電算機管理室では，これらの構築の技術的支援に  

当たると共に，行政関連データベースの開発支援に向けて取り組人でいる。その他，平成元年12  

月には，環境庁において，大型電子計算機システムの利用に関する説明会を行い，庁内から多数  

の参加者を得た。   

なお，元年度における本システムのユーザ登録数はのベ273人であり，平均CPU使用率は59％  

であった。図3．2は本年度のシステム状況の月別の日平均値である。  
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また，上述の環境間掛こ関する取り組みの中で，より高連な演算機能やデータペース機能のほ  

か，周辺装置等の各種の機能向上への要請が高まり，システム全体の機能を見直すこととなった。  

このため，「大型電子計算機システム更改検討委貝会」を設置し，昭和63年度から平成元年度に  

おいて，所内での検討を重ねるなど，平成2年度に予定しているシステム更改に向けて関連の作  

業を進めた。  

3．5 図書及び編集業務  

3．5．1図 書 業 務  

所内の図書関係業務については，環境情報部情報管理室が環境情報の収集，整理及び提供に関  

連する業務の一部として図書館業務を行っている。図書施設としては，玄関口ピー等の一部を利  

用するなど，暫定的に図書室（総面積791m2）の整備拡充を図り，図書閲覧室（棚数468棚，194m2）．  

地図・マイクロ資料室（101m2），雑誌閲覧室（50m2）及び新着雑誌室（雑誌展示昔架1120詰分，  

80m2）に閲覧座席34席を用意するほか，バックナンバー書庫（棚数1542ノ帆204m2），電動昏架  

（棚数918机74m2）及び複写室（17m2）を備えている。また，別棟に情報機器・資料室（暗  

室を含む，76m2）及び複写茎（33m2）を配し，利用者の便を図っている。表3．5に平成2年3  

月現在の蔵書数等を示す。  

衷3．4 蔵 書 数 等  
（平成2年3月現在）  

資料形腰   内  容   63年度末   元年度末  増加数等   

単行本   25．763冊   27，Z26冊   1，463冊  

外国資料類   1，582冊   1．622冊   40冊  

国内資料類（継続資料）   366詰   366誌  

冊 子 体  （単発資料）   10，212冊   10，477冊  265冊  

洋雑誌   867誌   894誌   27詰  

和雉誌   918誌   942誌   24誌  

（寄贈交換）   （5Z7誌）   （537詰）   （10誌）   

航空写真（モノクローム・リアルカラー・赤外   1．498枚  

写   真  カラー）  

衛星写真（LANDSAT）   （整理中）  （整理中）  

地方凶（国土地理院，50万分の1）   8枚   8枚   

地勢園（国土地理院，20万分の1）   130枚   130枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1．249枚   1，249枚  

地  図  4、429枚   4．4Z9枚  

地形図（国土地理院，1万分の1）   165枚   212杖  47枚  

湖沼囲（国土地理院，1万分の1）   112枚   112枚  

土地利用図（国土地理院，Z万5千分の1）   1．Z69枚   1，269枚  

その他の図案（地質回等）   903枚   978枚   75枚  

マイク ロ  EPA及びその他のNTISフィッシュ   61．486件   65，別4件   4，32引牛   

フ イ ルム  EICフィッシュ   5，507件   5，507件 －   

そ の 他  新聞切り抜き   25，986件   31，104件   5．11糾牛   
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なお，図書等の整理及び提供業務に電算処理を導入する体制については，特にデータ人力にパー  

ソナルコンピュータを導入するなど，事務の合理化を進めるとともに，所内利用者がオンライン  

で検索できるよう整備してきた。   

単行本ファイルNIES－BOOKは，58年4月以降収集の図菩を入力し平成元年度末で11，541件  

を入力した。また．本年度は，単行本所蔵リスト（第4号）（国立公害研究所資料F18－’90／NIES）  

を発行した。  

〔発 表〕K78  

3．5．2 編集・刊行業務  

平成元年度における研究報告書等の編集業掛こついては，■国公研年報（1件），国公研特別研  

究年報（1件），国公研特別研究報告（2件），国公研研究報告（3件），国公研資料（11件），国  

公研ニュース（6件）を刊行した（成果発表∵覧参照）。また，これらの刊行物は，その種掛こよっ  

て，それぞれ国立匡全図書館，公害関係研究機聞及び各省庁，地方公共団体公害担当部局，関係  

する研究者等に寄贈され，また交換図書として配布した。  
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4．研究施設・設備  

4．1大型研究施設  

4．】．1大気化学実験棟（光化学チャン／ト）  

本施設は都市における光化学スモッグ，対流圏バックグラウント成層圏等の大気光化学反応  

を解明するために，人為的又は自然的一次汚染物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変質  

するメカニズムを実験室的に研究することを主目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

大気環境部における研究計画に従い表4．1に示すように，主として特別研究「地球温暖化に係  

わる大気戌分の環境動態の解明に関する研究」の研究課題が，大気化学研究室を中心に行われた。  

特に本年度は，対流圏大気中でのメタンやテルペン等の自然起源炭化水嚢類の酸化反応を中心と  

した対流圏バ・7クグラウンド大気の反応の影響についての研究及び成層圏でのフロンによるオゾ  

ン層破壊の研究が重点的に行われた。  

表4．1平成元年度 光化学チャンバー利用研究  

（火気環境部：大気化学研究室）  

研  究  課  題   研   究   項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる大気成分の環境動態  ・光化学オキシダント生成量の温蔭（温暖化）影響の研究   

の解明に関する研究  ・テルペンの酸化反応機構の解明と酸化反応に伴う一酸化炭  
寮生成収宰の推定  

成層圏オゾン層の変動とその環境影軌こ        ・オゾン破壊模擬実験による各種フロン・ハロンのオゾン破   
関する基礎的研究   壊能の評価  

4．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

大気拡散風洞は，二】二場ヤ自動車から排出される大気汚染の移流．拡散現象をできるだけ現実に  

即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，温度，速度成層装置，加熱冷却床パネル  

を備えている点に特徴がある。これら3者の組み合わせにより種々の気象条件が再現でき，移軋  

拡散に最も重要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大気汚染を  

シミュレートすることができる。  

（1）利用試験研究   

特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」，「症、城都市圏における交通公害  

防止計画策定のための環境総合評価手法に関する研究」，大気環境部・技術部における経常研究  

の計画に従って，表4．2に示すような研究が行われた。  
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「  

未4．2 平成元年度 大気拡散風洞利用研究  

（大気環境部：大気環境計画研究室）  

り支 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研   究   項   目   

〔特別研究〕  
委物理過程を伴う列島規模大気汚染に関  ・複雑地形上の大気現象に関する研究   
する研究   ・風洞予測手法の開発   

広域都市圏における交通公害防1ヒ計画策  

定のための環境総合評価手法に関する  
研究   

・不安定成層中の縦渦列形成が拡散に及ぼす影響に関する研   
関する研究   究   

・風速・温度の信号実時間処理装置の開発  
究  

4．1．3 大気汚染質実験標（エアロドーム）  

エアロドームは，環境大気の遠隔計測並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施設  

である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時  

間に広範周にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操侃 データ処理を行う。  

3・4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程を研究  

する装置と，エアロゾル粒子の関与する大気汚染硯象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）を解明  

するエアロゾル風洞が設置されている。  

レーザーレーダー  

（1）利用試験研究   

特別研究「成層圏オゾン層の変動とその環境影軌こ関する基礎的研究」及び大気環境部におけ  

る経常研究の計画に従って表4．3に示すような研究が行われた。  

エアロゾルチャンバー  

（1）利用試験研究   

特別研究「地球温暖化に係わる大気成分の環境動態の解明に関する研究」及び特別経常研究  

「酸性降下物の生成，沈着過程並びに地域生態系に与える影軌二間する研究」の計画に従って表  

4．4に示すような研究が行われた。  

エアロゾル風洞  

（1）利用試験研究   

称別研究「雲物腰過程を伴う列島規模大気汚動こ閲する研究」，大気環境部・技術部における  

経常研究の計画に従って，表4．5に示すような研究が行われた。  
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表4．3 平成元年度 大型レーザーレーダー利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（技 術 部：理工施設管理案）  

研  究  課  題   研   究   項  目   

〔特別研究〕  
成層圏オゾン層の変動とその環境影響に  ・オゾン及びエアロゾルの空間分布に関する研究   
関する基礎的研究   1）成層圏エアロゾル分布の観測  

・成層圏オゾン濃度の変動メカニズムに関する大気物理学的  
研究  

1）成層圏における物質輸送に関する研究  
2）成層圏オゾン濃度変動に関わるエアロゾルの影響の研究   

〔経常研究〕  
対流圏エアロゾルモデルに関する研究  ・対流圏エアロゾルによる光学的厚さとエアロゾル鉛詭二分布   
レーザーレーダーを用いた大気の構造及  の観測   
び運動に関する研究   ・混合層，海風唱の立体構造と運動形態の観測   

表4．4 平成元年度 エアロゾルチャンバー利用研究  

（大気環境部：エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理］二施設管理室）  

研  究  課  題   研   究   項  目   

【特別研究〕  
地球温暖化に係わる大気成分の環境動態  
の解明に関する研究   

〔経常研究〕  
酸性降下物の生乳沈着過程並びに地域  ・液滴を含む反応場における二酸化硫黄の酸化過程に関する   
生態系に与える影響に関する研究   研究   

表4．5 平成元年度 エアロゾ／レ風洞利用研究  

（大気環境部：大気環項計画研究室）  

（技 術 部：理二】：施設管理扁）  

研  究  課   題   研   究   項  目   

〔特別研究〕  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関  
する研究   

〔経常研究〕  
実験・計測手法とその自動化に関する研  
究   
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4．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は．室内実験，フィールド訓査などに使用される各種計測器の校正試験及び大気化学実  

験粗大気拡散実験粗大気汚染質実験棟など既設の各施設では対応できない大気関係の特別研  

究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定期間の使用に供することを目的とした施設で  

ある。  

（1）利用試験研究   

本年度は．表4．6に示すような特別研究及び経常研究が行われた。  

衷4．6 平成元年度 大気共同笑顔棟利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（ ク ：大気化学研究室）  

（ ク ：大気環境計画研究室）  

（  ：エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研   究   項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる大気成分の環境動層  ・安定同位体比質量分析法を用いた大気一植物一海洋間の炭   
の解明に関する研究  素収支の推算  

・反応中間体の検出と素反応研究  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関        ・シミュレーション実験による地形性気流（斜面風，海陸風等）   

する研究  の力学的構造の解明  
・フィールド観測用測定機器の開発  

成層圏オゾン層の変動とその環境影響に        ・オゾンレーザーレーダーによる観測データ処理手法の開発，   

関する基礎的研究   ・成層圏オゾン濃度の変動メカニズムに係わる大気物理学的  
研究   

〔経常研究〕  
ダイオードレーザーを用いた気相化学反  
応の速度論的研究  

アンモニア態窒素の同位体測定法   ・NH3の低温乾式接触分解法及び新触媒の開発   

非球形粒子の発生とその動力学的及び光  ・エアロゾル発生装置及び計測装置システム開発並びに測定   
学的性質の研究   手法の開発   

実験・計測手法とその自動化に関する研  ・ランダム信号芙時間処理装置の開発，温度校正試験法の開   

究   発  

4．】．5 大気モニター棟  

本施設では環境中の大気汚染物質及び地上気象要素を測定している。汚染物質は二酸化硫黄，  

窒素酸化臥 オゾン，オキシダント，一酸化炭素，炭化水素，浮遊粒子状物質などを，気象要素  

は風向，風速，気温，湿度㌧ 日射量，雨量などをそれぞれの自動測定器を用いて測定している。  

大気汚染物質自動測定器の精度，安定性，妨害要因などを検討するための実験研究にも利用され  

ている。本年度は二酸化硫黄自動測定器を更新した。  
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（1）利用試験研究  

本年度は，表4．7に示す経常研究に利用された。  

表4．7 平成元年度 大気モニター棟利用研究  

（計測技術部：分 析 室）  

研  究  課  題   研   究   項  目   

大気中のガス状汚染物質の測定法に関する研究  
の精度等を検討する次の実験を行った。  

1）環境濃度範囲での直線性試験  
2）主副受及び湿度影響訳験  

3）炭化水素類の影響試験  

大気中の浮遊沿じんの測定法に関する研究   ・ろ過捕集法に関する研究   

注）このほかに，環境情報部．計測技術弘 大気環境部，環境生理部，生物環境部の研究に測定データが利用されて  

いる。  

4．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）  

本施設は放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのものであり，  

使用承認されている核種はα放射体を除き35核種である。   

平成元年度に本施設を利用して実施された試験研究は，6部12研究室により，原子力利用研  

究3課題と特別研究7課題，経常研究11課題（衷4．8）である。  

4．】．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設は水界において生物が関与するあらゆる環境問題について研究することを目的としてお  

り，2種類のマイクロコズム装置，毒性試験装置などの大型実験装置のほか，微生物・藻類・水  

生生物の飼育，培養及び保存のための設備が設置されている。   

平成元年度に本施設を利用して実施された試験研究は，5部9研究室によって特別研究5課逸  

及び経常研究17課題（表4．9）である。研究の主な内容は，水質汚濁機構の解明と防止対策の検  

討及び環境汚染物質の水界生態系への影響評価に関するものであった。本年度内に供試された実  

験水生生物は，グッピー，メダカ，タマミジンコ，オオミジンコ，ヌカエビ等を中心に42種・系  

統に及んだ。  

生物生態園実験池   

本施設は，自然条件下における他生態系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反応を，  

主として生物群集の側からとらえ解析するための野外実験施設であり，生物環境部による経常研  

究「動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係」及び特別研究「水環境における化学物質の  

長期暴露による相乗的生態系影響に関する研究」中の1テーマが実施された。  
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表4．8 平成元年度 RI棟利用研究  

研  究  課  題   研  究  部  室   

〔原子力利用研究〕  
標識化合物利用による環境汚染のモニタリング手  生物環境部陸生生物生態研究室   
法の開発に関する研究   水質土壌環境部陸水環境研究室   

遺伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高感度検  生物環境部生理生化学研究室   
出法の開発に関する研究  環境生理部環境病理研究室，環境生化学研究室．  

慢性毒性研究室  
環境保健部人類生態研究室  

湖沼，河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化           計測技術部生体化学計別研究象底質土壌計測研究室   

機構に関する研究   水質土壌環境部土壌環境研究室  
環境保健部環境保健研究室  
生物環境部陸生生物生態研究室  
技術部理工施設管理室   

〔特別研究〕  
土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に  
関する研究  

バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開   
発に関する研究   陸生生物生態研究室   

先端技術における化学環境の解明に関する研究  環境保健部人類生態研究室   
粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生態影響  
評価に関する実験的研究  

火都市圏における環境ストレスと健康に係る環境  
保健モニタリング手法の開発に関する研究  

成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基   
磋的研究   技術部理工施設管理室   

水環矧二おける化学物質の長期暴露による相乗的  
生態系影響に関する研究   

〔経常研究〕  
底質からみた堆槍環境の変動に関する研究   計測技術部底質土壌計測研究室   
環境有害物質の細胞障害の一因としての細胞骨格  
系の変化に関する研究  

栄養不良動物に対する環境汚染物質の影響に閲す  
る研究  

胎仔培養系を用いた胎仔毒性の機構解明に関する  
基礎的研究  

肺細胞の遺伝子傷害とプロモーション作用に及ば  
す環境汚染物質の影響に関する研究  

慢性的ストレスモデルに関する実験的研究   環境保健部環境心理研究室   
メタロチオネインの生理的意義に関する研究   環境保健部人類生態研究室   
カドミウムの肝毒性発現にかかわるタンパク質の  
構造と機能に関する研究  

バイオテクノロジーの活用と野外利用における環  
墳影響評価手法開発のための基礎的研究  

遊離脂肪酸による植物細胞の膜脂質代謝調節機構  
に関する研究  

蘇苔類植物の増殖制御要因に関する研究   生物環境部陸生生物生態研究室   
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表4．9 平成元年度 水生生物実験棟利用研究  

研 究 課 題   利用部室   主な使用設備   供読生物等   

〔特別研究〕  
土壌及び地下水圏における有害化学物質  水質土壌環境部   淡水マイクロコズム  
の挙動に関する研究   陸水現墳研究室   恒温宣   

富栄養化による内湾生態系への影響評価  海洋環境研究室   培養室   
に関する研究   計測技術部   無菌室   

先端技術における化学環境の解明に閲す  水質計測研究室   低温実験室  オオミジンコ   
る研究   生体化学計測研究室  水質分析室   タマミジンコ   

環境容量からみた水域の機能評価と新管  環境保健部   検鏡室   淡水産ワムシ   
理手法に関する研究   人類生態研究室   海水マイクロコズム  ヌカエビ   

水環境における化学物質の長期暴露によ  生物環境部   毒性試験室   ヤモンユスリカ   
る相乗的生態系影響に関する研究   水生生物生態研究室  セスジュスリカ   

生物環境管理研究室  
技術部  屋外水槽  
理工施設管理室  機器分析室  
生物施設管理室   

〔経常研究〕  
湖沼の水質管理に関する基礎的研究  水質土壌環境部   淡水マイクロコズム   
バイオテクノロジーを活用した汚水及び  陸水環境研究部   恒温重   
汚泥処理に関する研究   海洋環境研究室   培養室   

陸水城に及ぼす埋立て処分地浸出液の影  生物呪境郡   無菌室   
響に関する研究   水生生物生態研究室  低温実験室   イトミミズ  

培秦微生物の陸水環境における挙動に関  生物環境管理研究室  水質分析室   オオミジンコ   
する研究   技術部   検塊茎   タマミジンコ   

′J、規模排水の高度処理による水質改善に  理工施設管理室   海水マイクロコズム  淡水鮭ワムシ   
関する研究   生物施設管理室   毒性試験室   ヌカエビ   

毒性物質を生産する藻類の発生と制御に  人工現墳墓   ヤモンユスリカ  
関する研究  自然光室   

動物プランクトン許集と水の華形成藻の  屋外水槽   セスジュスリカ  
関係  機器分析室   ゲンジボタル   

水生生物による毒性試験法の検討  ヘイケボタル   
官栄養湖沼の環境管理にともなう生態系  カワニナ   
構造の変化に関する研究  サカマキガイ   

河川・湖沼の底生動物による浄化機能に  キンギョ   
関する研究  

遺伝資源としての環境生物の長期保存と  
株特性に関する研究  

環境指標生物としてのホタルの現状とそ  
の保全に関する研究  

底生生物による重金属の蓄積に関する研  
究  

ユスリカ科昆虫の分類学的・形態学的研究  
マイクロコズムにおける藍藻類の培養に  
関する基礎的研究  

日常生活から発生する汚染物質の低減技  
術  
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4．1．8 水 理 実 験 棟  

本施設は湖汗巨河川・沿岸海域の水理硯象と水質に関与する物質の輸送と浪合・拡散現象を実  

験的に解明することを目的とした施設であり，種々の大型水理モデルのほか，地■F水汚染研究の  

ための諸モデル測定装置が設置されている。   

平成元年度本施設を利用して衷4．10に示したとおり，水質土壌環境部水質環境計画研究室に  

よる特別研究2課題，経常研究1課題が行われた。  

表4．10 平成元年度 水理実験棟利用研究  

研 究 課 題   利用部室   主な使用設備   備  考   

〔特別研究〕  
環境容量からみた水域の機能評価と新管理  水質土壌環境部   円筒カラム   クロロフォル   
手法に関する研究  水質環境計画研究室  模型井   ムトリクロロ  

エチレン   
土壌及び地下水圏における有害化学物質の  
挙動に関する研究  

〔経常研究〕  
湖沼における物質移動の水理学的研究  モデル湖  

吹送流水理横臥他  

4．1．9 土壌環境美験横（ペドトロン）  

本施設は．土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の削ヒに関する研究を行うことを目的として  

いる。有害化学物質による土壌・底質環境の汚染のメカニズム及び各種の無機・有機廃棄物の土  

壌生態系に及ぼす影響を動的に解析する研究が行われている。  

（1）利用試験研究   

平成元年度に本施設で実施された試験研究は，表4．11に示すように3部5研究室によって，  

特別研究2課題及び経常研究7課題，環境保全総合調査研究促進調整費1課題，特別経常研究1  

課題，科学技術振興調整費総合研究1課題が実施された。  

4．1．10 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚染物質が生体に及ぼす影響について，Biomedjca】Scj印Ceの立場から試験研  

究することを目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

平成元年度内に本施設を使用して実施された試験研究は，表4・12に示した4部9研究室で合  

計158課題（平成元年度分；147と継続分；11）が実施された。また，ガス暴露チャンバーを利  

用した実験は計16課題であった。なお，本年度は特別研究に「粒子状物質を主体とした大気汚  
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表4．11平成元年度 土壌環境実験棟利用研究  

研 究 課 題   利用部室   主な使用設備   

〔特別研究〕   
水質土壌現境部   大型ライシメータ   

研究  土壌環境研究室  ノ」、型ライシメータ  

陸水環境研究室  グロースキャビネット  
水質環境計画研究室  

培養室  
地温制御チャンパー  

環境容量からみた水域の機能評価と新管理手法に関する     水質土壌環境部  地温制御チャンパー   
研究   陸水環境研究室  低温庫   

水質環境計画研究室  

〔経常研究〕   
培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究   水質土壁環境部   実験室  
土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究   土壌環境研究室  土壌環境制御室   
土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  地温制御チャンパー   
土壌の物質代謝機能に関する研究  グロースキャビネット  
土壌養分の物質循環に関する研究   

海洋環境研究室  材料提供温室  
研究   

環境情報部  土壌環境制御室  
情報調査屋  

水質土壌環境部  大烈ライシメータ   
影響に関する研究   土壌環境研究室   

〔環境保全総合調査研究促進調整費〕   
水質土壌環境部   グロースキャビネット   

めの基礎調査   土壌環境研究室   実験室   

〔科学技術振興調整費〕   
砂漠化機構の解明に関する国際共同研究   水質土壌環境部  自然光茎  

土壌環境研究室  

染物質の生体影響評価に関する実験的研究」による硫酸ミストと汚染ガスの長期複合暴露実験（13  

か月）が，昭和63年7月からAS系チャンバーで開始され平成元年8月に終了した。   

平成元年度中に本施設に導入された動物（施設内で自家生産された動物及び卵を含む）を表  

4・13に示した。本年度も近交系マウス（C3H／He，C57BL／6，DBA／2，CF＃1，BALB／C）及  

び近交系ラット（NAR，Wistar）など特殊動鱒を含めた自家生産動物の需要があり，計1，654  

個体を各研究に供試した。  

（2）施設の安全管理・開発研究等   

本施設では第1棟内にバリアーシステム（以下BSと略す）区域を設け，SPF動物の飼育管理  

を行っている。SPF飼育環境の適性な維持管理は，実働精度向上のために不可欠な業務であり，  

施設ではBS区域内の微生物学的清浄度を定期的に検査している。毎月の落下細菌検査の結果等  

より，本施設のBS区域は前年度に引き続き清浄な状態で維持されていることが確認できた。  
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表4．12 平成元年度 動物実験棟利用研究  

研  究  課  題   ．‖宝，・  利用部室   使用動物   

〔特別研究〕   
粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響評価に   
関する実験的研究  マウス  

ラット  
モルモット  
ウサギ  

バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関  
する研究  

成層障オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研  
クセ  

〔経常研究〕   
免疫細胞亜集団の糖脂質検索に関する基礎的研究   

環境生理研究室  
胎仔培養系を用いた胎什毒性の機構解明に関する基礎的   
研究  ラット  

大気汚染物質の肺の肉芽腫形成に及ばす影響に関する研  モルモット，   

クセ  環境病理研究室  マウス   
栄養不良動物に対する環境汚染物質の影響に関する研究  

肺細胞の遺伝子傷害とプロモーション作用に及ぼす環境   
汚染物質の影響に関する研究  ラット  

肥満細胞活性化とIgA抗体産生  

水界生態系におけるアオコ由来有害物質の挙動に関する   
研究  マウス  

農薬等環境中有機化合物吸入によるリスク評価に関する  モルモット，   

研究  環境保健研究室  マウス   
生体のNMR測定法に関する研究  

安定同位体利用による環境中有害物質の生態影響に閲す   
る研究  

メタロチオネインの生理的意義に関する研究  
ラット  

カドミウムの肝毒性発現に係るタンパク質の構造と機能   
に関する研究  ラット  

生体による元素の識別に関する研究  
ラット  

鉱物繊維が肺に及ぼす影響の比較   
ラット  

妊娠に伴う必須元素の変動と有害元素の影軌こ関する研   
ラット  

環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研  5  

究  ウズラ他  
実験動物の異常検索手法に関する研究  21  ラ・7ト，  

動物施設管理室   マウス他   

その他   ロ  環境保健部  
環境心理研究室  ラット  

158  4研究部9研究室  
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表4．13 平成元年度における実験動物の導入数及び自家生産数（供給卵を含む）  

2年   合 計   
4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月   

マウス  導  入  135  185 166  78  52  72  82  63 144 143 113  1．233   

自家生産   19  27  328  39 420  27  36 18  914   

ラット  導 入  141 76 163 16 193 235 401 726  20 135  74  55  2，235   

自家生産   10  29  24  43  娼  62 164  8  7  35  430   

ハムスター  自家生産   

モルモット 導 入  117 13  20  31171 39 120  59  60 131 81  

ウサギ  導 入   1  4  1  Z  12  20   

ウズラ  自家生産   192  3 11  7   

供給卵   464  680 701 383 265 237  20  2．750   

導入数  394  89 3娼 206 303 460 512 928 142 339 348 261  4．330   

自家生産 （供給卵除）   29  56  24 660 、媚 104 595  42  43  53  1．654   

総合計  394 118 348 Z62 3Z71．120 5601．320 737 381 391 314  5．9朗  

（8，734）＊   

＊ゥズラ供給8日を含む。  

4．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設では，植物及び陸上生態系に及ぼす大気汚染などの影響や植物を利用した環境改善法に  

関して，制御された環境下で試験研究することを目的としている。このために，植物群落を対象  

とした自然環境シミュレータを始めとして，種々の型式・性能の環境調節装置が植物実験棟Ⅰ及  

びⅡに設置されている。また，昭和62年度に植物実験棟Ⅰに設置されたクリーン実験室・培養室  

等からなるバイオテクノロシー施設が本格的に稼働している。   

平成元年度に本施設では3部5研究室によって，特別研究5課題，経常研究14課題，原子力  

利用研究1課題，科学技術振興調整費総合研究1課題の試験研究が実施された（表4．14）。昭和  

62年度より開始された特別研究「バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関する  

研究」では，従来から行われてきた大気汚染物質の植物影響や植物の大気浄化機能に関する研究  

に加えて，最新のバイオテクノロジーを用いた大気汚染環境に対して指標性や大気浄化楼能の高  

い植物の開発に関する研究が行われている。また，同年度より開始された特別研究「環境容量か  

らみた水域の横能評価と新管理手法に関する研究」でも，最新のバイオテクノロジー等新技術を  

応用した浄化機能促進に関する研究が行われている。さらに特別研究「成層圏オゾン層の変動と  

その環境影響に関する基礎的研究」が昭和63年度より始まり，本施設では植物への紫外線影響の  

解明に関する研究が行われている。本年度より開始した特別研究「地球温暖化に係わる大気成分  

の環境動態の解明に関する研究」や「地球温暖化に伴う環境及び社会・経済影響の解明・予測と  

評価方法に関する予備的研究」では温暖化に係わる大気成分の生物圏・水圏における相互作用機  

構の解明及び変動予測に関する研究が行われている。本年度に供試された実験植物は，ソラマメ，  

ホウレンソウ，キュウリ等を中心に40種に及び，年間供給個体数は約8，000個体に達した。  
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表4．14 二平成元年度 植物実験棟利用研究  

研  究  課  題   利用部室   主な使用設備   

r特別研究〕   

バイオテクノロジーによる火気環境指標植物の開発に関する研究   
生物環境部   人工光キャビネット  

（5課題）  生理生化学研究室  クリーン実装墓，無菌室   

㌧バイオテクノロジーによる指標植物の作出法に関する研究  陸生生物生態研究室  自然光室，材料提供温室   

（10課題）  技術部   自然環境シミュレータ   
・指標植物の探索と選抜に関する研究  （4課題）  生物施設管理室  

理工施設管理室  
・指標植物の系統保存と増殖に関する研究  （4課題）   

・植物診断法の開発に関する研究  （3課題）   

・環境調節装置の制御法に関する研究  （2課題）   

・指標植物による大気環境評価装置に関する研究（3課盈）   

成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究   
生物環境部  材料提供温室，自然光重  

生理生化学研究室  
技術部  人工光窒  
生物施設管理室  

水質土壌環境部  クリーン英願主  
陸水環境研究室  

技術部   
価手法に関する研究   生物施設管理室  

地球温暖化に係わる大気成分の環境動態の解明に関する研究   
生物環境部    ・地球温暖化に係わる大気成分の生物圏・水軌二おける相互作   材料提供温室  
用機構の解明及び変動予測に関する研究   陸生生物生態研究室  

技術部  自然環境シミュレータ   
生物施設管理室   

〔原了一力利用研究〕   
生物環境部   クリーン実験室   

する研究   生理生化学研究室  無菌室   

〔科学技術振興調整費総合研究〕   
砂漠化機構の解明に関する国際共同研究   技術部  

生物施設管理室  
生物環境部  
生理生化学研究室  
陸生生物生態研究室   

〔経常研究）   

生物環境部   クリーン実験室   
開発のための基碇的研究  生理生化学研究室  

水質土壌環境部  
陸水環境研究室  

遺伝子資源としての環境生物の長期保存と扶持性に関する研究  人工光室  
生理生化学研究室  
陸生生物生態研究室  

遊削旨肪酸による植物細胞の膜脂質代謝調節横構に関する研究  人工キャビネット   
生理生化学研究室   

環境軍国が植物の遺伝子発現に及ぼす影響削二関する研究  無菌室   
植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  無菌室   
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衷4．14 （つづき）  

研 究 課 題   利用部室   主な使用設備   

植物の気孔における環境要因変動の受容点に関する研究   生物環境部  無菌室   
生理生化学研究室  

高等植物の環境ストレス誘導性タンパク賃に関する研究  無薗室‘   
蘇苔類植物の増殖の制御要因に関する研究  生物環境部  無菌室   

陸生生物生態研究室  
環境ストレスに対する各毯植物の適l．Bと成長バターンの変化  自然光キャビネット   
植物の光合成に対する環境変動費囚の解明  生物環境部  人口光量  

陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

緑地による環境改善への画像計測技術の応用  技術部  材料提供温室   
生物施設管理室  

環境植物の組綴培葺保存技術の開発に関する研究  材料提供温室   
インドアプラントの環境適応性と栽培エキスパートシステムの閑  材料提供温室   
莞に関する研究・  人工ニキャビネ・7ト   

生物環境部                                         地域温暖化に伴う環境及び社会・経済影響の解明・予測と評価方  材料提供温室   
法に関する予備的研究   陸生生物生態研究室  

技術部  
生物施設管理室   

4」．12 微生物系統保存模  

本施設は，微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研究を推進させるために必要な環境微生物  

培養株を収集．確保して系統的に保存すること及び研究者の要請に応じて保存株を株データと共  

に提供することを目的とした施設である。   

平成元年度の保有株の分譲は，赤潮・水の華形成藻類，汚染指標藻類，AGP供試藻類を始め  

として多種にわたった。本施設関連の試験研究を表4．15に示した。   

なお本年度寄託株は約30株で，それらの種名，履歴（産地，採集者，分離者，採集月日等），  

株の状態（無軋 単藻等），培地，培養条件等をパーソナルコンピュータで整理した。  

4．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物等の人体への影響に関して，人を対象として研究することを目的とし  

た施設である。  

（1）利用試験研究   

平成元年度に本施設を利用して実施された試験研究を表4．16に示した。環境保健部，総合解  

析部の2部4喜で，特別研究3課題，軽骨研究9課題が実施された。  
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表4．15 平成元年度 微生物系統保有株利用研究  

研 究 課 題   利   用   部   室   

〔特別研究〕  
水環境における化学物質の長期暴露による相乗  生物環境部水生生物生態研究室，生物環境管理研究室   

的生態系影響に関する研究   技術部生物施設管理室   
富栄養化による内湾生態系への影響評価に閲す  
る研究  

環境容量からみた水域の機能評価と新管理手法   
に関する研究   計測技術部生体化学計測研究室   

〔経常研究〕  
遺伝子資源としての環境生物の長期保存と株特  生物環境部水生生物生態研究室，生理生化学研究室   

性に関する研究  水質土壌環境部主任研究官，陸水環境研究室  

環境生理部環境病理研究室  
水界生態系におけるアオコ由来有害物質の挙動        生物環境部水生生物生態研究室   
に関する研究  水質土壌環軍部主任研究官  

現墳生理部環境病理研究室  
技術部生物施設管理室  

底生生物による重金属の蓄積に関する研究  生物環境部水生生物生態研究室   
バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処  
理に関する研究  

微細藻類の増殖と形態に及ぼす培養保存条件の  
影響に関する研究  

マイクロコズムにおけるラン藻類の培養に閲す  
－る基礎的研究   

衷4．16 平成元年度 騒音・保健研究棟利用研究  

研  究  課  題  

〔特別研究〕  
先端技術における化学環境の解明に関する研究  
粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響評価に関する実験的研究  
大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法の開発に関する研究  

〔軽骨研究〕  
メタロチオネインの生理的意義に関する研究  
力ドミウムの肝毒性発現にかかわるタンパク質の構造と機能に関する研究  
生体による元素の識別機構に関する研究  
鉱物繊維が肺に及ぼす影響の比較  
妊掛二伴う必須元素の変動と有害元素の影響に関する研究  
心身のストレス度及び関連疾患症状を知るための総合的チェックリストの開発  
音環境に対する心理生物学的感受性の個人差に関する実験的研究  
慢性的ストレスモデルの開発に関する総合的基礎検討  
Z4時間連続呼吸換気量測定法の応用に関する研究  
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4，1．14 実 験 は 囁  

本施設は，植物及び土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験や所内の各生物環境調節施設  

で得られた研究成果を野外条件下での応用試験並びに環境指標植物・環境浄化植物などの系統保  

私供給を行うことを目的とした生物系野外実験施設である。施設は，所内にある本橋内実験ほ  

場とつくば市八幡台3に所在する別団地実験ほ場の2施設より構成される。   

平成元年度には，新たに地球温暖化総合特別研究費による研究が開始され，地球温暖化に係わ  

る大気成分（メタン）の水田からの放出量が計測された。その他，それぞれ利用施設の特色を生  

かして表4．17に示す研究が実施された。  

表4．17 平成元年度 実験ほ場利用研究  

研 究 課 趨   利用研究部  主な使用設備  

〔特別研究〕  
バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の  生物環境部   温室  
開発に関する研究   技術部   グロースチェンバー  

本構内畑地ほ場  
環境容量からみた水城の機能評価と新管理手法  総合解析部  本格l人J畑地ほ場  

に関する研究  （イネ）   

試験水田   イネ   
に関する研究  有底ほ場（水田）  （メタン放＝量測定）   

〔辟常研究〕  
地理情報による環境の広域解析・評価手法に関  別間地試験露場  裸地   
する研究  （環境計iRlj）   

廃棄物処動二様わる物質循環とその管熱二間す  温室  ′J、型発酵槽設置  

る基礎的研究  
土壌養分の物質循環に関する研究  水質土壌環境部  別岡地畑地ほ場ソルガム（夏期）   

コムギ（冬期）  

植物の光合成に対する環境変動要因の解明   生物環境部   本構内畑地ほ場コポウムギ  
有底枠試験地イタドリ  

詐苔類植物の増殖の制限要周に関する研究   生物環境部   温嘉  蘇苔類  
樹木の環境反応性の季節変動に関する研究   生物環境部   本構内畑地ほ場 街路樹，線化樹  

4．1．15 霞ケ浦臨湖実験施設  

本施設は陸水域の富栄養化機構の解明とその防止策にかかわる基礎軋 応用的研究を行うこと  

を目的として電ヶ浦（西浦）湖岸の7haの敷地に昭和59年2月末に完成した。  

（1）利用試験研究   

本施設においては，我が国における代表的な富栄養澗である霞ヶ浦の水質，水理，生物あるい  

は底泥などを連続的に観測する調査研究及び霞ヶ捕湖水，地‾F水を連続取水し，これを用いて富  

栄養化に及ぼす汚濁物質の影響，水草ヤ魚類等の水生生物を用いた水質回復あるいは各種処理法  

による湖水や排水の浄化等の研究が行われている。表4．18に平成元年度に実施した施設利用研  

究テーマを示した。  
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未4．18 平成元年度 霞ヶ浦臨湖実験施設利用研究  

研   究   課   題   利 用 施 設  研究期閻   

〔特別研究〕   
環境容量からみた水域の機能評価と新管理手法に関する研究   多目的実験池  
・浅い湖沼の生態管理による水質改善に関する研究   89／491／3  

・生態系構造の違いによる物質環境の変化に関する研究  89／4－92／3   

・高栄養湖におけるアオコ使古機能に関する研究  89／4－92／3   

・藻頼増殖過程の水質変動及びその種組変遷への影響  89／4－92／3   

・野外用植物プランクトン現在量測定装置の開発  89／小90／3   

・水革帯の機能評価に関する研究  フリースペース                               89／車90／3   

・アオコ指標作成のための基礎的研究   取  水  塔  89／491／3   

・霞ヶ浦の魚類調査   実験管理棟  
土壌及び地下水囲における有害化学物質の挙動に関する研究   
・沿岸地下水の長期モニター   フリースペース  
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究   
・水草の看官汚染物賛に対する指標性の研究   フリースペース   

〔経常研究j   

水草帯の分布とその変動に関する研究  実 験 管 理 棟  89／車永続         （生物環境部）   

霞ヶ浦産魚類，甲殻類の成長解析  （生物環境部）  フ リー ス ペー ス  89／491／3   

霞ヶ浦貴重動・植物の保存  （生物環境部）  素  現  地  89／4一永続   

実験用水生生物の保存  （生物環境部）  フリースペース  

霞ヶ浦のイサザアミ個体群変動要因の実験的解析  （生物環境部）  89／491／3   

実験管理棟  
水域における微生物の存在状態と機能に関する研究（水質土壌環境部）  朗／492／3   

霞ヶ浦の水質・生物変動に関する研究  （水質土壌環境部）  89／4－長期   

水耕栽培による水質浄化に関する研究  水  路   
育潮発生機構に関する研究  （水質土壌喋境部）  実 験 管 理 棟  朗／4－91／3   

水質自動連続溜灯走法に関する基礎的研究  （計副技術部）  取  水  塔  89／4一長期   

気象・水質等データの整理・表示方法の検討  （計測技術部）  実験管理棟（モニター引  

環境変動に伴う天然水中の微量成分の挙動に関する研究（計測技術部）  89／4一長期  

4．l．16 奥日光環境観測所  

本施設は，森林生態系に及ぼす環境汚染の影響及び環境汚染に対する非汚染地でのバックグラ  

ウンド倍を長期にわたって．観測することを目的とした実験・観測施設である。   

施設は，栃木県日光市奥日光の日光国立公園地域内に所在し，観測所と管理施設の2施設より  

構成される。観測所は，小田代ヶ原西方の標高1，460mの人為的影響の少ない冷温帯林地に位置  

し，大気成分，気象国子，雨水・河川・地下水の水質などの環境因子が自動計測されている。そ  

れらのデータは，当研究所に通信回線を用いて自動伝送され，本施設で実施される各種研究や環  

境汚染に対するバックグラウンドデータとして活用されている。管理棟は，観測所から約4km  

離れた中禅寺湖千手ヶ浜の西方に位置し，観測∴講査の準備や宿泊に供される。   

平成元年度には，比較的人為影響の少ない奥日光地域の自然環境及び生物を長期にわたり調査  

し，自然地域の環境・生物の変動特性を把握するために，5部にまたがる広範な研究が実施され  

た。表4．19に平成元年度の利用研究課題を示した。  

一120－   



衷4．19 平成元年度 奥日光環境観測所利用研究  

研 究 課 題 ・ 項 目   利 用 研 究 部   
〔経常研究〕   

ー 奥日光地掛こおける環境の長期変動及び生掛二間する研究   
・気象要因及び大気環境要因に関する研究   生物環境部  
・森林土壌環境及び地下水に関する研究   計測技術部   
・酸性降下物影響に関する研究   大気環境部  

水質土壌環境乱技術部  
奥日光地域における森林・河川・湖沼生態属の構造に関する研究   
・森林生態系に関する研究   生物環境部  
・河川生態系に関する研究   計測技術部   
・湖沼生態系に関する研究   水質土壌環境部  

4．】．17 研究本館Ⅰ（共同利用棟及び共同研究棟）   

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：EvatuationLaboratoryofMan－Environm8ntalSys－  

terllS）及び環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：SystemsAnalysisand Planning  

inlnte”igentEnvironmentaHnformatjonSystern）   

ELMESは環境評価にかかわる人間集団の反心則完や，意思決定プロセスにおける情報伝達効  

果の有効性の確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であり，中会議室と兼用の  

一集団実験室，ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室及び情報伝達に用いるオー  

ディオ・ビジュアル機器と実験制御装置（ミニコンビュータ）等から構成されている。   

SAPIENSはELMESでの環境情報提示ヤ，地域環境情報システムの開発研究を進めるための  

ミニコンピュータ及び画像処理・表示システムと環境データベースよりなる。本施設を利用した  

研究については衷4．20に整理している。  

衷4．ZO 半枚元年度 主な利円研究  

研 究 課 題   利  用  状  況   

〔特別研究〕  
広域都市臥二おける交通公宅l坊【L計  ・三次元沿道大気汚染拡散モデルの対話型実行と結果の表示   

画策定のための環境総合評価手法  ・広域交通公悪評価システムの開発と利用   
に関する研究   ・霞ヶ補流城データぺrスの設計と試作   

環境零墨からみた水域の機能評価と  
新管理手法に関する研究   

t経常研究〕  

リモートセンシングによる自然公園  ・リモートセンシングデータの解析・表示システムの開発   
地域の環境監視手法の開発に閲す  
る研究   
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（2）試料庫（SBS：SpecimenBankingSystem）   

環境試料の長期保存及び試料の保存性に関する研究のために設立されたものであり，低温茎，  

ディープフリーザー室，恒温室，試料準備室，記録室から成り立っている。低温室は－20℃の3  

低温塞からなり，大量の試料の保存が可能である。ディープフリーザー室には，2基の超低温槽  

と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存ト80℃，－110℃，－196℃）の必要な小量の試  

料の保存が可能である。十5℃，十20℃の2つの恒温室は，それぞれ凍結しない方法による保存  

に用いる。保存する試料の前処理は試料準備室において行う。記録室内には各室の温度が表示記  

録されるとともに，保存試料二関する情報が記録されている。  

（1）利用試験研究   

試料嘩は，環境試料の長期保存にかかわる研究（表4．21）及びパイロットバンキング（表4．22）  

に用いられている。  

表4．21平成元年度 試料犀利用試験研究  

研  究  課   題   利用状況   保存温度（℃）   

大気粉じん中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部  ＋20，20   

大気計測研究室  
水試料の保存  計測技術部  一ZO   

水質計測研究室  
生体中の汚染物質の保存性に関する研究  計測技術部  －20，一80，一110．   

環境標準試料の作成と評価に関する研究   生体化学計測研究室  196，＋20   

底質，土壌試料の保存   計測技術部  －20，－80．－】10   

ミま⊥＝l血去  

底質試料の保存   水質土壌環境部  －20   

土壌環境研究室  
疫学関係試料の保存  環境保健部  20   

人類生態研究室  

表4．Z2 平成元年度 保存試料  

試  料  名   試料数   

大気試料   大気粉じん．雨水，雪   約180   

水質試料   湖水   約150   

底質試料   湖底質   約ユ00   

生物試料   植物，魚，鳥，貝，毛髪   約800   試料の種類  

（3）内湾密度流実験装置  

本施設は内湾における密度流現象を解析する目的で設置され，したがって内湾及び外洋を模擬  

した水路部と，その上部に位置する風洞部からなる。  

（1）利用試験研究  

平成元年度には，衣4．23に示すような特別研究，経常研究の計画に従って実験が行われた。  
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表4．23 平成元年度 内湾杏庶流実験装置利用研究  

研  究  題  目  

〔特別研究〕  
富栄首化による内湾生管系への影響評価に関する研究   
・エスナャリー型鉛直循濁の実験的研究   
・塩水くさび型流動の英験的研究  

〔経常研究〕  
海域における′ト規模流動輸送の研究   
・塩分・熱の移動による二韮拡散の実験   
・密度不安定による対流の実験  

（2）施設の管理   

水質土壌環境部海洋環境研究室の研究員，業務委託貝が研究計画に沿って各実験装置の管理、  

運転に当たった。  
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4．2 共 通 施 設  

4．2．1エネルギー供給施設   

エネルギーに対する生物系の安定した供給要請と理工系の間欠的な変動の大きい供給要請に応  

じるために，各研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを対処し，省エネルギーに努めた。  

平成元年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模  

特高受変電施設66，000V，容量9，000kW，共通施設棟（エネルギーセンター），（ポンプ棟）   

（2）主な設備  

1）受変電設備  1次変電所（特高）1か軋  2次変電所18か所   
Z）常用自家発電設備  LO00kVA   3台   

3）温熱源設備（ボイラー）  10，000kg／h  3台   

4）冷熱源設備  ターボ冷凍機 400USRT  2台，1，000USRTl台  

吸収式冷凍機1，000USRT l台  

4．乙2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼働した。   

平成元年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

＝）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d   

2）特殊実験排水処理能力  100t／d   

3）一般個体廃棄物処理能力   100t／d   

4）特殊個体廃棄物処理能力   100t／d  

（Z）排水処理   

平成元年度における処理水について，表4．24に本構内の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設  
の排水基準及び各々の最高値を示す。  

4．2．3 エ  作  室  

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工室，材料工作室，木工室，溶接基，エレクトロ  

ニクス室の利用が増し．これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を図り，研究部門の要掛こ  

対処している。   

平成元年度における各工作室での機器製作依頼件数は次のとおりである0  
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（1）機器製作依頼件数  

1）ガラス工作室  52件  

2）金工室（材料工作象溶接室を含む） 110件  

3）木工室  89件  

4）エレクトロニクス室（利用件数）   145件  

表4．24 平成元年度 汚水排除基準  

本  構  内  霞ヶ浦臨盲  甜菜験施設  
項  目  

（汚水排除基準）（最 高 値）  （排水基準）  （最 高 値）   

温度   45度未満  （ト28℃）   

水素イオン濃度  （7，0－7，8）   
生物化学的酸素要求畳  
化学的酸素要求量  （2，5）   

浮遊物質量  （1以下）  

ノルマルヘキサン抽出物含有量  
ア）鉱油類含有量  

イ）動植物油脂類含有量  （1以下）  

ヨウ素消費東  
カドミウム含有量  （0，005以下）   
シアン含有量  

（0）   

右横リン含有量  皿   
鉛含有量  （0．05以下）   
クロム（六価）含有量  （0．02以下）   
ヒ素含有宜  （0．002以下）   
給水銀含有量  四   
7ルキル水銀含有量  

（0）   

PCB含有量  四   
フェノール頼含有量  軋025以下）   

銅含有量  軋01以下）   

亜鉛含有量  （0．舵以下）   
鉄（溶解性）含有量  （0．05）   
マンガン（溶解性）含有量  （0．02）   
クロム含有量  （0．02以下）   
7・7素含有量  （0．5）   
窒素  （ユ．85）   
リン  軋03以下）   

トリクロロエチレン  （0．001以下）   
テトラクロロエチレン   0．01   （0．001以下）  0．01以下   （0．00i以下）   

（注）xx以下は定立限界を示す。  
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5．成果発表一覧   

5．1 研究所出版物  

国立公害研究所特別研究年報 昭和63年度，（1989）  

吉己号   発  表  者   題  目   ペーージ   

r－】  国立公害研究所   国立公嘗研究所特別研究年報 昭和も3年皮   104p．   

国立公害研究所特別研究報告 SR一小，90，（1990）  

ぎ己号   発  表  者   題  目   ページ   

t－ Z  国立公害研究所   水界生態系に及ぼす青書汚染物質の影響評価に関する研  64p．  
究 昭和60～63年庶   

国立公害研究所特別研究報告 SR－5一朝，（1990）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

ズー 3  国立公百研究所   環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予副手法閑  81p．  
発に関する総合解析研究 昭手口60～63年虔   

国立公害研究所研究報告 第125号，（1989）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

打－ 4  H．SÅSA   Chironol「idae orJapan：Checklist or Species   1T7p、  
■・● ●▲－   ▲  ●  ′・・－          ，・  
（日本及び禦アジア産ユスリカ科のカタログと排成虫の  
検索表）   

国立公害研究所研究報告 窮126号，（1990）バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期  
モニタリング手法の研究（Ⅷ）昭和58－62年度 特別研究報告  

ぎ己号   発 ．表  者   額  目   ページ   
仁一 5   Abslract   

河合崇欣．大槻晃＋l．相馬光之  3－10   
（利発京水産大〉  

k－ 7  堀内清司ポ．安部卓也．河合崇欣  
（紹日本大）   

11－24   

t－ 8  野尻幸宏．河合崇欣，大概 晃一1  摩周湖湖水の水温，電導度．潜存化学成分の分布と湖水  25－65   ★1 
（東京水産大）   混合の推定   

【－ 9  田中勤」湖山春彦．相馬飽子．  摩周湖底質の特性とバックグラウンド汚染の歴史的変化  6トgO   
相馬光之．河合崇欣  

国立公専研究所研究朝告127号，（1990）  

ぎ己号   発  表  者   晦  日   ページ   
K一川  岩田 敏．陶野郁雄   新潟県六日町における消雪用揚水に伴う地盤沈下性状   142p，   

－127－   



国立公害研究所資料 F－10一，89／N陀S，（1989）第2回環境容量シンポジウム一流域管理と湖沼  
生態系管理、  

犯号   発  表  者   題  目   ページ   

J．流域管理   
X－11  海老湘潤一  流域の汚濁負荷レベルと汚海自荷構造   1－1a  

Ⅹ一12  伸上凝十」1  
（◆1大阪産業大）   

流域構造と流域管理   1ト22   

Ⅸ－13  環境負荷史配分計画のコンフリクト分析一関鎖性水域を  23－34  
（tl鳥取大）   対象として－  

皿．湖沼生態系管理  
打イ4   

（tl東邦大）  
屋外実験池におけるアオ⊃の優占堵雲   35－47  

Ⅹ一15  林 秀剛象1（”信州大）   木崎湖における生物相の変遷   4g－58   

【－16  綿貫知彦▲1  相模湖（神奈川県）に大発生する環顎の現状とその抑制  5g－67   
（tl神察川県衛生研）  

【一17  稲抜放平．碩藤隆一   カビ臭生成Phorhidiun tenue細菌および微小動物によ  郎ト79  
る分解・除去   

∬－ユ8  芹 料   掴   

国立公害研究所資料 F－＝J89／NIES，（1989）国立公書研究所研究発表会予稿集  

記号   発  表  者   題  目   ページ   
K－1g  松壷一夫   台所や洗濯用水に含まれる汚濁成分   
K－20  花里孝幸   殺虫剤と水界生態系その回緩過程における生物間相互  7－12  

作用－   

X－21  矢木修身   揮発性有職塩素化合物の土壌中における挙動と微生物分  
解時1生   

X－22  ．γt：星4・   塩化ダイオキシンおよび塩化ジベンゾフランについて   1g－24   

ll二j  植田洋匡   長距離輸送中に起こる種々の大気汚染の形態   25一っ0   

llJj  嵯峨井膨   大兄汚染物質による肺細胞傷害腫瘍化との関連に   31－36  
ついて－   

Ⅹ－25  田中 浄   環境科学におけ■る植物バイオテクノロジー   8T－42   

X－26  兜 尖徳   郡市居住と環境ストレス騒音苦情からのアプローチ  43－48   

∬】27  大井 紘   人々は生活の鳩をどう見ているか連想法による地域  49－54  
比較－  

Ⅸ一28  枯弘崇嗣   高度計利手法と原鳩汚染物実の化学計測   S5－60   

Ⅹ－29  廻野葦弘   成層圏オゾンの変動を搾るオゾンレーダーによる   61－66  
視軸－  

K－30  森「工1恒寒   ヱ1世紀に向けたわが匡の環境問題の長期予測   5ト72   

国立公専研究所資料 F－12ノ89／NIES，（1989）第4回土壌・地下水汚染シンポジウムー現地組  
測例を中心に  

吾己号   発  表  者   粗  目   ページ   

l．汚染事例と対策l   
Ⅹ一31  名取俊樹  1－4    足尾煙番地と生息する植物体中の有害金属台丑について   

∬－32  揚 居栄★1（11北京師純大）   中厨における土壌汚染と土壌環境保全研究の進展   5－20   

t－33  尾川文朝一l  秋閉県における東金屑汚染の現状と対策   21－31   
（▲1秋田県農業試験場〉  

【－34  
討 論   

－128－   



記号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅲ．地下水汚染調査   
【－35  概本礼二がl  3748    北九州における有職塩素化合物汚染防止のための調奈指  

（刈北九州市下水道局）   導の現状   
X－36  平田礎正．村岡浩爾．向井哲  土壌ガスを指標とした地下水汚染調査   ‖トい   

r－3T  討 論   

Ⅲ．汚染寧例と対策 Ⅲ   
川田邦明刈．尾崎邦雄M．  5966    新潟県における低沸点有機塩素化合物による地下水汚染   
白井文雄tl（▼1新潟県衛生公害研）  

X－39  小林悦夫よ1  兵庫県における地下水汚染防止対策の放列について   
（》工兵廣県保憬環境部）  

長一40  
討 言品   6g一丁O   

ズー41  Ⅳ．組合討論   71一丁7   

国立公舎研究所資料 F－13－■89／NIES，（1989）  

三己号   発  表  者   芦I主  
≡   ページ   

‡－42  国立公害研究所   大深匿地下空間利用における地盤環境保全の評砲手法に  川2p．  
関する調査報告書   

国立公害研究所資料 F－14－，90／MES，（1990）地球温暖化対策としての環境調和型技術とその  
評価に関するセミナー報告  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

l．地球温暖化対韓としての環境調和型技術とその評価   
に関するセミナー報告  

い1ほ  不破敬一郎  はじめに   

K－44  内藤正明   地球温唆化対策としての環境調和型技術とその評価に関  2－3  
するセミナ←趣旨   

X－45  洩辺茂れ  地球環境を守る決定打はあるか   4－9   
（書1東京都立科学技研j大）  

l＋lそ  中村佳子↓l  環境についての考え方．生き方   10一川   

（※】早稲田大）  

l－47  秋元 肇   地球温暖化からみた大気汚染物質の排出とその抑制   1728   

lllさ  指宿桑嗣刈 ♯1 低・非炭素エネルギー利用による地球温囁化対策   Zgj2   
（公賓資源研）  

Ⅹ－49  野崎1酎1   炭酸ガス処理に要するエネルギーと炭酸ガス拘束掴間に  d3－57  
（♯1電子技術総合研）   者目した炭酸力‘ス固定化技術   

X－50  松尾琴一郎＃1  自然エネルギーの有効利用のための地熱開発   58一丁O   

（▼1日本望化学工業㈱）  

打一51  都留信也れ   地球温暖効果赦丑ガスの存在、生成ならびに制御のため  71一丁5  
く雷1農業環境技術研〉   の生物地球科学的7ブローチ くメナンを中心として）   

K－5Z  井上蝕雄★1  地球温唄化と森林資源－その対策   76－84   
（rl森林総合研）  

X－53  松尾友矩♯1  地球温暖化と環境容且   85－95   
（書l東京大）  

‡－54  石川佳■1  温哩化対韓に関わる住宅の省エネルギー技術   g（巨104   

（tlミサワホーム組合研）  

X－55  吉野文雄▲l  地球温暖化と7k文循環への影野   105－115   
（t】土木研）  

Ⅹ－56  石谷 久■l（明文京大）   交通におけるエネルギー省薫とその転換の可能性   116－1Z8   

▼129－   



琵己号   発  裂   者   題  目   ページ   
X－57  沼水＋浩   地域温馴ヒ封矩としての頂項羽相型技術とその評価に関  12g－＝＝  

するアンケ←ト調蚕柁果報哲   
K－58  西岡婚三   総合討詣   13Z－146   

K－5g  小泉 明   シンポジウムを終って   

汽－60  消7K 浩．ヂi木隕二．森口祐一   シンポジウム参加召の7ンケート（調査結果）   148－155   

打－61  酒7k 浩．督木ー唱二．龍［l祐一   Ⅲ．「地球温暖化対矩としての環境謁和型技術とその   157－210  
評価」に関するアンケート調査結果報告   

K－6Z  巻末資料 地球温時化対策技術のリスト   211－216   

国立公害研究所資料 F－15－，90／NIES，（1990）  

ぎ己号   発  表  者   衝  目   ページ   

Ⅹ一63  新藤純子．松本車構   大気汚染分布図一関粟，関西地域の大気汚染濃度分布の  825p 
経年変化－   

国立公害研究所資料 F－16一，鋪／N忙S，（19即）霞ヶ浦臨潮実験施設研究発表会講演報告集一4一  
相崎守弘（編）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

1．シンポジウム「霞ヶ捕はきれいになったか？」   
∬－‖  原沢英夫  怒ヶ澗闇ぼと水質変化   1－14  

X－65  山本哲也山  流域環境変化と剛Il7k質   15－30   
（▲1茨城県公害技術セ）  

‘－86  河合崇欣．柏崎守弘．野尻幸宏   層ヶ澗水更の長期的変動の最近の特徴   31－37   

∬一87  春8酒一   霞ヶ浦の水質とイサザアミ   39－47   

【－68  漁業から見た環境評価   4g－53  
（▲1荻城県内水面カ（症試験場）  

コ．臨湖実験施設研究発表会  
‘一6g   

（★1日本大）   組園分布について－   

Ⅸ－70  井上隆信．海老瀬潜一   河川流下過程における農業の変化   63－66   

X－71  野尻幸宏   カメルーン・ニオス湖の鼎フラソクスと湖水の化学組成  87－71   

Ⅹ一72  柏崎守弘．河合崇欣．青山莞爾▲1  T3－85   
（▲1兼邦大）   

K－73  霞ヶ補におけるコウホネ沈水菜の光合成特性と現存立及  87－g9  
岩城英美▲l ▲1   び環境要因の季節変化  
（筑波大〉  

Ⅹ一74   電ヶ捕の水位変動のハス群落への影響   101－108  
（11筑波大）  

X－75  柏崎守弘   臨湖実験施設実験用湖水の水質測定括果   109－1Z2   

K－7年  Ⅲ．資 料   123－129   

国立公害研究所資料 ト17－，90／NIES，（1990）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

K－77  国立公告研究所環境憫和郎   川FOTERRA 国内情報源台帳（第9版）   504p．   

ー130一   



国立公害研究所資料 F－18－’90／NIES，（1990）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

X－78  国立公書研究所環境情事良部   乱立公害研究所牒行本所鰯リスト 川0．4）1988年1月－   27】p．  

1g89年12月   

国立公舎研究所資料 F－19一，90／MES，（1990）  

紹号   発  表  者   題  目   
X－7g  T．MIZOGUClIl．A．YASU‖∧R∧．   N沌S－Hass SpectralData 舶se ror Environ†【enLal  

H．】TO．J．SlI川DO．T．UEll‖柑  ∧naly6i6   

国立公害研究所資料 F－20－，90／NIES，（1990）公開シンポジウム地球環境基準設定にむけて  
地球温暖化による環境・社会経済影響研究の方法－  

ヨ己号   発  表  者   題  目   ペ予－ジ   

K－80  不破敬一鋸   あいさつ   

Ⅰ．地球環境基準の設定   
Ⅹ－81  松原 望＋l（■l東京大）  基本弼活：地球温暖化への対応の手順   5－‖  

パネルアイスカッショ ン：地球環境基準の設定の問題点   
K－82  内藤正明  「環鳩容及」はきめ得るか   18－27  

Ⅸ－83  小林 光＋1（れ環境庁）   地球領牒保全政顎における基準の意味   ヱ83】   

E－84  小川芳捌■l  温暖化防止剤策の見通し   32－47   
（＊lエネルギー経済研）  

K－85  総会吉寸論   4860   

11．温暖化彫響研究の現状   
内咽酋兵衛♯l  基調講演：気候変動の環境影響研究の方向  63－＝  

（れお茶の7k女子大）  

研究状況軸彗  
山村噂房刈（11環境庁）  IPCC における検討状況   7！ト79  

r－88  花木啓祐tl（11東京大）   米国における研究   80－85   

X－8g  西富 畠雷1（れ電力中央研）   エネルギー分野   aい93   

r－gO  宇田川武俊＋1  告キ■I子   錮－98   

（†l農業現場技術相F）  

K－gl  吉野文夫★l（■l土木研）   水文・7k資源分野   9g－106   

X－g2  細川恭史れ（‡1港湾技術研）   沿岸影響   10ト1＝   

l－g3  大老多敏一書l（－リ宣美棒大）   大気汚染   11Z－＝」   

村上正孝   
C．Rouviere★l（‡lEX郡市研）   

山村悦夫11（▲l北海道大〉   

甲斐恵次11（↑l筑波大）   

西岡秀三   
国安俊夫tl（11環境庁）  

健康影響   

人間居住   
地域研究   
ⅣCIP の状況（C】ESlggl年会言及）   

国立公嘗り†究所の取り組み   

環境庁の研究計画   
パネルアイスカ・yションこ地球現場基準設定に向けた影  

響研究の課題  
気候予副手テルの開発状況   

社会・経済影響をどう見るか   
総合討論   

あいさつ  

〉191  

r－g5  

K－96   

K－97  

ll†F   

K－gg  

115－＝7  

118－134  

135－137   

138－140   

＝‖－14ユ   

い＝ト147  

野田 彰れ（★l気象研）  

森田恒幸  

1＝ト157   

158－165   

16い172  

1日  

－131－   



5．2 国立公害研究所研究発表会  

発表年月 平成元年6月8日  

記号   発  表  者   題  目   
k－1  松虫一夫（技術部）   台所や洗濯排水に含まれる汚濁成分   

トー 2  花里孝幸（生物環境部）   殺虫剤と水界生態系一その回復過程における生物間相互作用   
k－ 3  矢木建身（水質土建環境部）   揮発性有機塩素化合物の土建中における挙動と微生物分解特性   
k－ 4  森田昌敏（計測技術部〉   塩化ダイオキシンおよび塩化ジペンゾフランについて   

k－ 5  植田洋匡（大気環境部）   長距離輸送中に起こる種々の大気汚染の形態   
k－ 6  嵯峨井勝（環境生理部〉   大気汚染物更による肺細胞傷沓一睡癌化とのl閑適について－   

k一 丁  日中 浄（生物環境部）   環境科学における植物バイオテクノロジー   
k－ 8  兜 真徳（頂堵保健部）   都市居住と環境ストレス一堂音苦情からのアプローチ   

k－ 9  大井 紘（環境情報部）   人々は生活の鳩をどう見ているか連想法による地域比較－   

k－10  植弘崇耐（計弼技術部）   高度計削手法と環境汚染物質の化学計測   
1卜11  笹野泰弘（大気環境部）   成層圏オゾンの変動を探る－オゾンレーダーによる観測」   

ト12  森田垣幸（総合解析部）   21世紀に向けたわが国の環境問題の長期予測   

－132－   



記号1   発 表 者   題  目   掲 載 誌   巻（号）  ページ   刊年   

領域情報部  
A－1   阿部重信   中国における環境の現状と探題   季刊環境研究   67－79  1989   
A－ 2  宇都宮隅二朗   霞ケ浦の湖底地形と堆積速度について  TAGS筑波応用地学談  58－65  19ag   

ラム  
Å－ 3  宇都宮陽二朗   霞ケ浦周辺の地形の概観   TAGS筑波応用地学鼓  112－113  198g   

話会十周年誌  
A－ 4  大井絃   環境科学の構成について  環境科学会誌  2  31卜316  198g   
A－ 5  後藤典弘   有害廃棄物処理・管理の最近の方向   産業公琶   25（7）  23一之5  1g89   
A－ 6  後藤典弘   有害廃東初の越境移動問題   環境情報科学   18（3）  51－55  1989   
A一 丁  後藤典弘   ナイジェリアへの有害度薫物投票率件  季刊曙境研究   47－53  19ag   
A－8  Ⅰ5SueSarldrac【orstobecon5ideredfor  

improveme几tOrSOlidwaste¶anagement   
inAsianmetro匹1ise6  

A－9   Editorial王机r〔duction：Abasefor  よj－Xii   

h   

A－10  S．Gotoh．K．Okaza甘a★l  4043  1989   
（刈Ev■ A）   b   

A－11  72ト730  

（＋1chibal爪St．  Spent dry batteries （EF－VERLAG．Z335p．）  

Tech［01）  

A－1Z  ジュリスト  （944）  

寄木勝美♯2   

く刈京都大．Ⅶ早稲田大）  

A－13  6687  
大谷浩一♯2．藤山博昭．  

広井紀夫♯■．大橋公司滴．  

山本芳宏明．横山隆粁．  

岸上邦男紹．永田義人噂  
（＊1石川島碓密重工業．  

頂荏原製作所．  

将川崎重工業，  

刈久保田建設．  

粥栗本鉄工所．  

祁神戸製規所．  

ガ日本鋼管．  

＊8パブ⊃・′ク日立．  

相三井造船）  

A－14  80  620  
佐々木実智男頂．  再資源イヒの課題を探る  
元田鉄也＊3．粟屋幸徳刈  

（￥1通産省．  

¶経済団体連合会  
将クリーン・ジャパン・  

セ）  

A－15  分野別のニーズ分析  環境統計の整備に閲す   Z5－31  
公害（環境一般．大気7K買）   る調査研究報告杏  

（総務庁統計局統計基  

準凱83p．）  

A－16  28－36  
I■三：：  気汚染監視点  傑サーベイランスシス  

テムの在り方に関する  
研究（日本公衆衛生協  
会．8恥）  

久一17  捕－55  

（薫1関西国願望港㈱）   点，公害   る調査研究報告書  
（総務庁統計局統計基  

準弧83p．）  
A－18  環境モニタリング  統計学辞典（東洋経済   655－658   

新報社．115Zp．）  
A－1g  松本幸雄   環境モニタリングシステム  第2部  

ック（培風館．1600p．）  
A－ 20  植田達也．松本幸雄  グラフイソクスによる大気環境データの変動  18（1）  37－44  1g89   

特性の把墟  
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発表者  調1 題  目  絹載詰   巻（号）べ一ジ   刊年   

総合解析郡  
B－1青木隕二  街路における緑垂感の分析  環境情報科学   18（1）  9卜g5  1989   
B－ 2 膏木偶二  変りゆく筑波研究学園都市  Zl世紀ひようご   46  2530  1989   
8－ 3 青木陽二  緑と水辺と郡市  UP   18（5） 14－20  19る9   
8－ 4 青柳みどり．内藤正明 森林の持っ生活環境保全措鱈の評価に関する農村計画学会誌   8（2）  22－35  1989   

研究   
一住民竜訊こもとづく評価指標の作成一  

B－ 5 膏柳みどり  環境管理のための相接  平成元年度環境庁委託   25－43  
業梼報告書土壌汚染監   
現手法確立謁査（日本   

土塊協会．106p．）   

B－ 6 天野研二福島武彦＊Ⅰ． 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩（LAS）7k質汚濁研究   12506－515   
稲葉一枚－1，中杉修身  の河川・湖ナ召カ（中懸濁物への吸笥特性の変   

（※1水質土壌環境部）   化とその要因について   
B－ 7 天野糾二．福島武彦刈．湖沼底質中の直鎖アルキルベンゼンスルホン水質汚濁研究   12   724－735  1g89  

中杉修身  酸垢（LAS）の鉛直分布と季節蛮劉につい   
（♯l水質土壌環境部）   て   

1g8g                   25（5） 589－591  B－ 8 飯倉薯租安岡着丈  最良顔形判別関数を求める7ルプリズムにつ計測自動制御学会論文   
いて   

B－ g 飯倉善和  1 17ユー242  

織関の動向  グに関する珂査研究報   
彗香（資源観測解析セ   
ンター．254p．）   

B－10 Y．Iikura．Y．Yasuoka  Anindexorlinearseparabilitya【dits Asian－Pac．R帥Ote   2（1）も1－91   
applicationtotheevaluationofsta－ SensingJ．   
tisticaldatacompression   

ユ989  

の  生の 善  ク学会誌   
8－12 乙間末広中杉修身  紋別井水質の多変立解析による地下7K汚染の7k質汚蘭研究   12（2） LO5111  19るg  

状況把捉   
B－】3 早貸外事輩1．其柄泰基￥2．水立及び水質の安定供給のための7k道システ水道協会雑誌   （664）3－11  

乙聞末広  ムにおけるコスト最ノ」｝とに関する一考察   

（鷺1日本水道協会．   

頂国立公席価生院〉   
β一‖ 中森掛㌢l．  2（5）166－174   

甲斐沼美紀子  の応用  論文話   
（※1甲南大）   

か・＝ 甲斐沼莫紀子，  1989  
中森義輝♯】  予測  論文誌   
（♯1甲帝大）   

8－16 清水鼠森口祐一．   軽量な可操性材料を用いた排気施設（ソフト土木学会論文集   1g89  

内藤正明  チムニー）の提案   （Ⅳ－11）   

B－17 清水浩．青木陽二  地球温暖化対策技術とその評価  環境科学会誌   19gO             3（1）  49－56   

森口祐一   
B－18 田村正行  研究機関紹介  瑳昔都制   糾  19β9  

一環填庁国立公嘗研究所－   
B－1g 田村正行  空間フーリエ変換を利用した斜め入射吸音率センサ技術   3g－42  1g89  

の測定  
β－Zロ 軋Ta肌ra  MeaざⅣene侶Or∂bsorp由nc伽ffjcienと5 Proe．j989J刀L山刀f・   1g8g  

atobliqueincidenceusingspatial NoiseControIEn8・  
FourlertransfoTln  

B－21田村正行  1g89  
射率の測定  研究報告  
一理論と数値シミュレーションー  

B－22 内藤正明  湖沼の汚染問題とは  湖沼汚染の診断と対策   1988  
（日刊工業所間奏L  

2Tlp．）  

8、23 池田三郎★▲．桜井善雄紹．湖沼管理の考え方  湖沼汚染の診断と対策   ユ9∂8  

内藤正明．中杉修身  （日刊工業所間組  

中西華子鳴．盛岡通＋1  z71p・）  

（蠣l筑竣大境信州大  
♯3東京大♯●大版大）  

8－Z4 内藤正明  環境管理へのシステム工学的アプローチ 大学等廉薫物処習施設  （6〉  1989  
一度水処理プラントを主対象として一  協議会会報  

25  416  
相接   誌  2（2）120－121   

B＿27 内藤正明．森田恒幸． ア′ニチイをいかに紆層化するのか  オペレーンぎンスーーリ  34   38卜∫∂8  川那   

みとり  サーチ   
B－∽l内藤正明  自然環境の価値は何から射－れるか  科学朝日   49（12）11ト118  198g  

－134一   



記号1   発 表 者   題  目   相 戦 訟ミ   巻（や）  ページ  刊年   

B－29  内藤正明   大気汚染研究の転機に当って   大気汚染学会誌   24  1989   
B－30  54－64  

蟻情報と環境指梯  塵サーベイランスシス  
テムの仕りノ小こl娼する  

研究（日本公衆衛生協  
会．80p．）  

B－31   内湾環境保全の新たな理念と手法  用水と廃水   32（1）  

B－3Z  157－202  

中杉経鼠松井三郎咄   （日干11工業新聞軋  

（■1明治大将京都大）  ZTlp．）  

B－∬  湖沼汚染の診断と対策  2（】3－Z35  

住友恒昭．草原一之♯▲．  （日刊工業新聞社  

中杉修身  271p．）  

（斗l岡山大紹筑波太  
沼京都大＊1明治大）  

B－34   廃棄物処理事業実態謂盃のデータベース化と  42（168）   

その活用  
B－ ∬  中杉鐙身   新たな環境汚染の防止   現場   3－15  1g8g   
B－36  中杉修身   化学物質による環境汚染の現状   日本機械学会誌   92（845）  34－36  198g   
B－ 37  中杉修身   環境中の有毒化芋物質の挙動と環岐汚染の芙  l包く2）    lg8g   

態  
8－38  中杉修身  揮発性有胆素化合物の環境中での挙動   2（Z）  136－137  198g   
B－39  中杉修身   米国における有事廃染物処理処分に伴う屈境  d 2  377一言85  1989   

汚染の修復状況  
8－40  中杉修身  地下水汚染の捜構をさぐる   生活と現場   34（10）  Z6－8Z  198g   
もー1l  中杉修身   統計からみた廃乗物驚源化の動向   雛市酒掃   42  小＝－452  1989   
B－42  中杉修身   有害化学物質対策について   かんきょう   15（1）  昌一12  19gO   
B－43  申杉修身   地下水汚染一現況と対策一   医学のあゆみ   152  77T一丁7g  1990   
B一日  中杉修身   廃葉物処理・処分と水質汚染   水質汚濁研究   134－138  1990   
B－45  西岡秀三内藤正明  快適環境部市施策とその支援システム   日本機械学会誌   92（845）  9－14  1989   
8－46  西岡秀三   地球環境科学への期待  ㈹L   58－＄3  1989   

【地球温囁化を例として－  
新たな「地球環境倫理」に向けて（座談会）  （267）  

米本昌平職  
（霊1システム技術研，  

蛾三菱化成生命科学研）  

且－48   地球環境保全の技術のあり方  ）心L  27（7）   

8一朗  西岡秀三   科学と政康のはぎまで  UP   Ⅰ8（7）  14－1g  1g89   
一地球温昭化の問題  

8－58  西岡秀三  地球温暖化問題への対処  システム工学会誌  13（卜2）  
B－51  地球塩噺ヒ対策の考え方  「検証」J－ネルギーと  535－552  

地球異変  
（エネルギージャーナ  

ルたL8Z3p．）  

8－52   （416）   

か  
8－53  西岡秀三   地球温暖化影響と対処戦略   環境情報科学   18（3）  四  1989   
もー5l  西岡秀三   米国における地球温硬化研究の体制   季千l聞損研究   gJ卜180  1989   
B－55  西岡秀三   地球規模の現場問題と生態系   Acade【lia   （156）  45－51  198g   
B－56  西岡秀三   地球温暖化問題への国際的取り組み   科学   59  56Z－564  198g   
B－57  西岡秀三   「地球気候の安定化に向けての政策オブショ  35（11〉  22－Z7  

ン」報告書   
B－ 58  西岡秀三   地球温暖化防止への選択（上 中．下）  日本緩済産業新聞  4月之7～  19a9   

29日  

B－59  西岡秀三   避けられぬ地球温囁化急がれる長期的戟略  日本経済新聞  11月2日  198g   
B－80  西岡秀三   地坪温暖化対軍とその評価の体系   地球環境技術の別状と  射ト100   

対応の可能軋  
B－61  地球温暖化対㌍への経済的手段の導入につい   環境科学会誌   2  Z37－249  

岩田現久男刈  て  
♯1智大     （上）  

B－62   広がる市民による水質調査   水質汚濁研勇   12（7）  

β－63  

（＋l農業環境研）   す影響  
－ライシメーターによる多因子尖験結果－  

8－64   
細見正明れ   十Ⅲ  
（＊l農集環触術研．  －ラインメーターによる多因子実験結果一   
洪水賃土壌環境部）  

ー135－   
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B－65  
細見正明紹   及ぼす影響  
（刈農業環境脚．  ライシメーターによる多因子美帆結果  
＊2水質土壌環境部）  

B－66  エコポリスを評価する視点  エコポリス計画策定基  25－34198g  

礎調査報告杏（土木学  
会エコポリス計画策定  
基礎調査委貝会．  

ユユ8p．）  

B－67  局地的汚染の健康影響  96－107198g  
調査手法検討調査報告  
舎（環境情報科学セン  
クー．164p．）  

B－68   6ト74＝胤  
綬情報システム  

世界の環境問題の動向と自動車交通との関わ  
り一触球温暖化問題を中心として   

B－70  森口祐一．西岡秀三  わが国における二酸化炭素排出の構造・推移  （77〉  

と先進諸国との比較  
B－71  沿道環境保全にみる環境影響評価手続の効果   11ロー111198g  

に関する研究  画の体系化昭和悶牢  
皮研究成果報告書  
（文部省「人間環境  

系」重点領域研究，  

162p．）  

B－72  豪州の森林保全問題及び関連政策の動向と日       太平洋地域環境問題論  87－1071989  
妾関係に及ぼす影響について  考集（日本環境協会．  

233p．）  

B－73  オーストラリ7の環境法と行政組払  太平洋地域環境問題論  10g－1Z31989  
考果（日本環境†翁会．  

233p．）  

甘一7j   地球環堵問腰の構造と自治体の役割  埼玉自治  （472）   

B－ 75  森田恒幸   地球気候安定化のための政策オプションの体  （77）  21－29 】g90   
系   

B－ 76  森田恒幸   地球気候安定化と経済的手段   季刊環境研究   （77〉  g21D2 19gO   
6－77  水質汚萄研究  13（1）  

中杉修身．原沢英夫   一水質汚濁問題を中心にして－  
β一78   街並みの景祝シミュレーシぎン   建築雑誌  ユ04   

（1287）  

8一 丁9  安田善文   地球環境監視における計測技術の現状と展望  31（g）  2ト30 1g89   
セ、J、 、臣±   

B－80  安岡善文   画像情報による環墳の解析と評価   センサ技術   10（1）  

B－81  画像処理による景観シミュレーション  コンピュータ画像処理  189－2061g89  
：応用実践編  

（総研出版．z41p．）  

計測技術部  
C－1  14（4）  

前田泉＊l．市川省召制．  

石井邦彦‡1，伊藤裕康．  

横内陽子．肩口次夫．  

（勘岡山県環境保健セ）  

C－2  39（1）  

森田昌敏．溝口次兎  ンゼン化合物の多成分同時定見  
権田金治刈  
（薫1東京電棟大）  

C－3  1g（1）′  

溝口次夫森田昌弘  開発と評価  
権田金治＃1  

（★l東京電秩大）  

C－4   Preparation8ndcer＝rjc81ionor   26  
5argaSSOSeaWeedreference1日aterlal  

C－ 5  岡本研作  試料の前処理および塘準試料   最新原子吸光分析Ⅲ  1046－10701g89   
（贋川呑店1097p）  

C－ 6  K．Okamoto   N】ESl且uSSelandsargassocerしifid  RN8DCNewslett．  136－142 198g  
rererence爪aterialsror爪arinescience  WESTl〉AC   

C－ 7  岡本研作   環境ほ準試料ⅣほSF吼10  孝子周境研究   （アイ）  用十」鋼 ＝将朗   

「玄米粉未」について  
C－ 8  功刀正行  蛍光X線分析法による浮遊拉子状物質中の炭  380－384 1989  

素の定立  



記号1   発 表 者   題  目   掲 載 誌   巻く号）  ベトージ   刊年   

C－ 9  Ⅰ刀刀正行   大気汚染計測における最近の技術動向   センサ技術   9（9）  

C－10  45p．  
功刀正行，中野武鳩．   化学物質の情報交換のためのパソコンネッ  防止等謂査研究委託堂  
渡辺征夫1l  トワークシステム検討閃査  による報告書  
（＋l広島県環境セ．  （（財）日本公衆衛生協  

紹救難十軌  会）  

★3兵庫県公害研．  

‡■国立公衆衛生院）  

C－11   10（1）   

南口次夫  
C－12  ：刀刀正行．  大気中の微塵ガス及び拉子状物質の分析  ぷんせき   212  1990   

土器屋由紀子幕】  
（射気象大）  

C－13   功刀正行．土井妙子よl．  蛍光X線分析法による浮遊粒子状物質中の元  島津科学計測ジャーナ  2（j）  29－36  1990  
柴田恵子  乗分析   ル   
★⊥  

C－14  Leadaccumulationand】ocationi爪Ihe  Aquatict】otany  33  
T．TさkamatsuXl，M．Sona．  Sl】〔のtSOf theaquatic ‖verwort  
K．Shibata，軋机鳳信如服．  ミeapaniaじndulaしa（L．）dum．instTeaⅦ  

P．J．Say★2，  WateratgreenSidelnine．England  
B．A．Ⅳhitton暮3  

（米1甘ateT＆Soil  

Environ．Div．  
♯2North．Environ，C．．  
★3Univ．DuTlla¶）  

C－15   重金属に謡い不思議なコケ  科学朝日  （July）   

1環境汚染の指ほ生物として注目   
C－16  15  353376  

M．Nishika甘a．X．Fuwa＊1  noss5COpelophilacataractae  
（★lDIJeCtOr）  

C－17  299－311  
【．Shibata   relationtoYaterCh（珊istryorlhe  

aeidriverÅkagawa．Japan  
C－18   酸性化で変わる湖沼の生物種   科学朝日   110－114   
C－19  61  

andquantitationofarsenicspeciesin  
adogfishmusclerererencematerial  
rortraceel印ent＄  

C－28  ldent】てicationanddet6川jnationor   18  
D．S．Carter※1．   tertalkylphenoIsincarprroTnlhe  M8SSSpectrom．  
R．A．Hites書1   tren10nChanne10f theDetrojt River．  
（＋1】ndianaUniv．）   Michi払n，USÅ   

C－Zl  ▲  ▲  l ● l■ ■   ●   ●■   ●  ●●  36  
軋Seyama，H．Ogura♯1．  
Y．Kuzuhar㌔1   

（※1Ⅰ几射，Public”ealth）  

C－22  】19  
l．監じれiⅧOTi刈   pTOmOte【1Rhcatalystsduringca】cina－  
Y．Yokoyama刈，  tionandreductiontreatlnenls  
H．Asano＋l．M，Soma．  
T．Uchijima＊l  

（♯luniv．Tsukuba）  

C一之3   土壌のモニタリング   水質汚濁研究  12   
C－24  M．Sona，軋Seyama   Sur†aceanalysisofen〉ironme［ta】   TrendsAna】．Chem．  8（18）  37g－383  1989   

ざ8打p】e∫  

C－25  Formationorhydroxydibenzofuransrrom  18  
ChlorophenoIsadsorbedonPe－ion   
exchangedmo爪tmOrillonite  

C－26   Cbemicalreaction50forgan王cco爪印unds  Env王ron．打ealth   83   
OnClaysurface写   Perspect．   

C－27  田中敷浪山春彦．  底質土壌の分析   ぷんせき   645－652  198g  
相馬悠子．相馬光之  
西川相島金森悟米】．  黄砂エアロゾルに閲す  35一朗  1989  
南口次夫  る狗査研究（大気汚染  

（削名古屋大水匿研）  研究協会．147p．）  
C－29  黄砂エアロゾルに関す  45－58  1g岳g   

西川雅高．謂□次夫  る劉査研究（大気汚染  

（＋1名古屋大水髄研）   研究協会．147p．〉  

ー137【   



言己号1   発 表 者   長喜  日   ミ ニ；l■   巻（号）  ページ   刊年   

C－30  DiミLribuしionofclほmicaleleme【tSin しhe  Proc．NJPRSymp－Polar  2  7g→87  

N．Kanamori★1  snoYa仁the5iteB25inAnta；rtica  
K．Osada暮1．E．Isa暮1．  
M．NishikaYa．  
F．Nishioれ．  

0．舶tanabe無2  

（￥lNagoyaUniv‥  
紹Ⅳat．】nst．Polar  

Re5，）  

C－31   陸水環境と酸・塩基   化学と教育   37   596－599   
C－3Z  Hydrothermalplumesa】ongしheNorthFiji  Nature  3（12  

J．lshibaミhi米】．T．Xawai．  

Å．Ots］kilフ．H．Sakai＋1  

（米】univ．Tokyo．  

紹TokyoUni〉．Fish．）  
C－ぎぎ  月刊地球  12  

石橋純一郎♯Ⅰ．  の異常と熱水活動  
河合崇欣．大胡晃▲2  

（撫1東京大，  

昭東京水産大）  
C－34  Chem．Phys．Lett．  163（1）  

（♯l対ei5ejUnjv．）  cD耶）1eズe50J】別10よidjzdrhe爪iuln  
emitter：ⅥaSSSpeCtraOfFe（CsH5）2．  
Ni（CちHs）℡．払（C6H5）2，  
Ti（C6n5）C12andZr（C6日5）2Cl2  

C－35  61  
H．Jimba※l   w王thljthiし川 王ona＝a⊂hl［entlo the  
（★1封eiseiUniv．）   molecule   

C－36  73－86  
Ⅵ．ユimbaメl   ．．t    、●   ll   ■．暮l  ＆10nPTQC，  
（薫1He王SeiUniv．）   halogenaしedhydrocart船nS   

C－37  349－358  
Ⅹ．R．Brus山yler刈   SPeCtrallyseg¶entdphotodide－aTray  
G．M．Hieftje♯1   inductivelycoupledplas¶ae¶ission  
（れ】ndianaUniv．）   SpeCtrOmeter－l．Microcolumn  

preconcentrationforthedeterl［ination  
OflnOly出enum  

C－3る  Spectroぐhim．Acしa  6d9」656  

C．A．肋nni爪8★l，  COupl∝1plasl伯－maSSSpeCtrOl□eter  
P．Yang刈，G．M．Hief【jeれ  
（兼11爪dianaUniv．）  

C－39  分析化学シリーズ5  1－24  

（刈名古屋大）  （日本分析化学会．   

24p．）  

C－40   最近の環境≡†測手法  大学等腐彙物処理施設  4卜50   

協議会会報   
C－41  2（2）  

西川雅高  する研究  
（★l大気環境部）  

C－4Z  広域の大気化学分析  ぷんせき  450－457  

肩口次夫  
（※1気象大）  

∴1言  25  

肩口次夫   層の破壊  
（＊】兵庫県立公専研）  

C一日  昭和63年虔環境庁委託  14Tp．  
業請結果報告書エアロ  
ゾル中の炭素成分等の  
分析に関する諏査  

C－45   地球規模大気環境間頓の現状と展開   23   2－19   
連絡会会誌  

C－46  湾口次夫   大気汚染物質とそのモニタリング手法  大気汚染学会誌   2 4  40き－410  198g   
C－47  温室効果ガスの削定法と問題点   公宅と対策   26（1）  26－32  1990  

土器星由紀子米1  

（♯1気象大）  
C－48   39（3〉  177－18Z  19gO   

那   
C－4g  J，Yoshinaga書1．   Sex－andage－relatedvariation王n  Sci．TotalEJIViron．  79  20g－2Zl  1989   

－138一   
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T．ミuzuki★Ⅰ．軋鮎rit邑  ele取entalじOnCentTationso†contelr   

（刈univ．Tokyo）   匹raryJapa几eSeribs  
C－50  Anal．Sci．  5  

M．帖kazawa事】．   1iverandkidneybyinductivelJ・  
T．Suzuki＊1．M．舶riしa  

（★1日niY．Tokyo）  

C－51  Can．」．Fish．Aq］at．  46  5D－う4  

札J．舶ran刈，   a弓anaidtostoclidentification：  Sci．  
軋Capuとi刈．M．舶Tita  pinksnapper（chrysophrysauratus）in  
（★1Ⅳe5t．Aust．I血丁．Re5．  

Lab．）  

C－52  有機金属化合物の環境鼠乏響   化学工業  40  
C－ 53  森田畠敏   こんなにもある化学汚染物質   フロン一世界の対応・  183－Z58  lga9   

技術の対応（日刊工業  
新聞社256p．〉  

C－54  クロマトグラフ法との結合  最新原子吸光分析  川昭一1Q15  

頃f建と応用椚（Ⅲ）  

進歩と展望  
（藤川書店．1D97p．）  

C－55   有機スズ（TBT．TPT）による環境汚染       水  31（437）   

C－56  森田昌敏   有機スズ化合物と領域間慮   環境科学会誌   2（2〉  159－161  1g8g   
C－5？  nighresoIut柑nmaSSSpeCtrOmetryWith  加∂1．Sci．  5   6り9－610  

T．Uehiro．X．Otsuka刈  inductivelycoupledaTgOnpla5ma  
（■リEOLLtd．）   loれiヱatimsol汀Ce  

C－58   PP吊  1ト24   

法   
C－5g  森田昌敏   環境計測技術研究の将来動向   擬声内海科学   1（3）  80－85  1ggO   
C－60  18  

ther¶aldetompositiono†Yinylidene   
Chloridel袷1y¶er  

C－61   DeterⅦinationofphysicalandspectral  Agrjc．8io】．Cheれ  53   
T，Shibamoto暮1   dataon thiazolidinesfortraceaIde－   
（ホ1univ．Ca】irornia）  bydean81ysis   

Cニ6Z  J．Assoc．0†r．Ånal．   7㈹751  
首．J．Denni5メ1．  ticalmethcdforacrolei爪inair  C上】e爪  
T．Shibamoto＝tl  

（斗Iuniv．California）  

C－63  J．A5SOC．Or†．AnaI，  89g－902  
T．Shibamoto＝tl  byttlia笠QlidinedeTivati乙ationこ   Cben．  
ti       （UnlV，Callfornla）  

C－64  血alysisoraldehyde6andketo爪eSi〔the  J，FcぺX】Sci．  1471－14TZ．   

7．Sbibamotoll  head5paCeOfheatedl氾rkrat  1484  
（※1univ．Calif．）  

C－65  19椚  

札Eurita※】．Y．Yokoucbi，  10爪gてal18eけarlSp〕rtOrairp〕11ution  
札U由a頂  incentralJapaれ  
（≠l¶agoya】モes．】nst．for  

Health＆PoIlut．．  
頂Atmos．Environ，Div．）  

C－66  】g89  

水庫英善＊l．臨内陽子，  

確田津匡★ミ  
（fト長野県岡谷保健所．  

増長野県衛生公害l汎  
将大気環境部）  

C－67  1990  
（＊1㈱電気化学計器）   スクロトグ‾‾よ   

C・－68  24  
K．Nakajima♯1．Y．Aめe  
（＊11rio†机e〃atl．Park  

Orf．〉  

大気環境部  
D－1   汚染物質の反応と地球規模大気汚染．   h伯L  27（5）   

D－ 2  秋元肇   生き物に青くまれた大気大気が青くんだ生  オゾン層を守る  Z4－35  1g89   
垂物一地球大気の歴史とオゾン層の発達－  （日本放送協会．224p．）   

D－ 3  秋元堅  徹五温室勤県ガスの饅政変化とその原因  科学   59  574－5もヱ  1989  
D－ 4  秋元肇   地球温暖化と温室効果気体   安全工学   28（5）  Z70－278  1989   
D－ 5  秋元苧   地球的規模の大気汚染  大気汚染学会誌   24（5・6）  1購－152  198g   

一成層遡オゾン層破壊と地球温唆化－  

ー139－   
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D－5 川．Honma”，  Laser－initiatedhalf－reaCtion．   J．Che爪．Pb）・S． 畠8473g－4747  
Y，Fujimura米I  vibrationalandrotationalstaしe   
0．Kajimoto蠣1．G．1noue  distributionorⅣOpr（ducedrromthe   
（￥1univ．Tokyo）  reaetantpairO（1DトN20   

Proc．9tbUSJpn， 5る一114   

G．R．Carlnicbael※I  cbemicaloxidantsinCenしralJapan  Conr．Photochem．山r   
（才加iv．lowa）   Poliuし   

臣 8 Y．S．Chang＋】．  ThetransIOrtandrormatlonor   ALmos．Environ， 1989  
G．R．Carmichael≠1  photoch即i⊂aloxidan【sincenけal   
lI．Xurita将．H．Ueda  Japan   
（＊lIowaUniv．．   

紹NaganoRes．lnst・   
Hea】thPollut．）   

D－ 9 S．Ⅱ0¶Ori刈  Detectionorcoherentstr］CtureS   Phys．FluidsA 1g8g  
Y．Murakami※Ⅰ．H．Ueda   associatedwithburs＝ngeventsinan  rFIl【td【〉ynalnics－  
（刈KyushuUniv．）  open－Channelflo曹byatwo一匹int   

measuring しechniqueusing【wOlaser－   
dopplerve10Cimeters   

D－10 S．KolnOri※1  Phys．FIuidsÅ 1g89  
T．Kanzaki★1  0USCOnCentrationsoftwospecies  －FIuidDynamics－  
Y．MurakaⅦi★1．H．Ueda  being¶ixedinaturb］1ent†lowby   
（離】xyushuUniv．）  usingacombinedlaseT－induc由   

fluorescenceandlaser－SCattering   
te巳hnique   

D－＝l柏暦闇匡  乱流研究この20年   研究者連の若き日の恩  198g  
い出（上巻）  

（河上記念財団．563p，）  

D－12 T，Ⅸiしad㌔1．軋Ueda   Pollutanしdispersionandland／seabreeze   EncJCl．ofEnvlron．  2  1989  
（★1ToyohashiUniv．  circulations   ControITechn01．   

Techn01．）   

D－13川．U朗a，T．Kur〔da＃1． Nitrogendioxidepollutioninthe   1g8g  
T．Xitada＊1．  vinterurbanare∂aれdemission－   
G．R．Car¶ichael★2  reduetion strategy againSt it 
（￥1ToyohasbiUniv，   一Nulnericalexperiment－   

Technol．．   

紹Univ．Iowa）   

D－11植田洋匡  大気の変化と酸性雨   科学  19ag  

かユ5 徳田洋匡  酸性雨のシミュレーション   シミュレーション  8（3）  20－26  1989   

い16 Y．Cbang薫1．  Tbetrans印rtandfornationorsulrates  Atmos．E【Viron． 23174g－1773  
G．R．Cartnichael♯1  a爪dnitratesincentralJapan   
乱伽rita頂，軋Ueda   
（♯1univ．【0甘a，   

璃NaganoRes．Inst．   
鮎a】th＆Polluし）   

ト17 Y．S．Chang＊1．  Man＆hisEcosysteⅧ3401－406  
■・化 ′・州・・一   

・   州  
Ⅵ．Ueda   

（幕1univ．loYa．   

♯2Ⅳ8g∂〔O1月5t．肋封拍   

＆po11ut．   

暮3ToyohashiU爪iv．   

Tec加0】．）   

ロー川侍．∝0¶Ori♯1  J．F】ujdMecわ． 203103－123   

Y．Murakami薫1．Ⅵ．Ueda   andbur5tingmotions王nanopen－   
（※1紬戚川紬雨．〉  eわ8∩れe】rloγ   

い19 植田洋匡  公害と対策  1990  
での   

r人間環境系」研究相  3ト37  1990  
P．C．S．Lee薫1．  両輪送の総会モデル   告免   
黒田忠弘‡1．植田洋筐   

（★J豊橋技術科学大）   

ト21内山政弘  日本化学会誌  1989   
硫黄の酸化反応   

大気汚染学会誌  24  】30－」43  】9昆9   
若松伸司  カニスム   

か・23 T．Ohara＊1．1・Uno．   J．Appl．Meteorol．  28   893－704  19もg  
・・・・・■ ■一・   

（蝿1Inst．Behav．Sci．）   
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D－24  l．Un0．H．Ueda．   Numericalmdeli〔gOrlhenocturnal  †kundary－layer   」9（1－2）  77－g8  198g   
S．WakaⅦatSu  urt】aれhundarylaycr  恥L（）0rO】．  

D－25  25（】）  

若松仲司  観測  
（★】計量計画研〉  

D－26  
tTibutiDnDrClusteTi〔）nSArlX◆  むlonProccsscs  
X＝ズe．N2．CO2andCIt301】  

D←27  大気汚染研究におけるレーザーレーダー利用  8卜90   

の現状  
D－ 28  皆野泰弘  閻鄭十別のためのレーザーレーダ⊥等速隔計  25（5）  

測技術の胎動向と成果  
D－29  オゾン層を守るために   か／ン眉を守る  200－Z】D  

一必要となった対策印検討－  （日本放送山版協会．  

2Z4p．〉  

D－30  Lightscat【eringcharacしeristicsof    ∧ppl．Or〉l．  28  
EdYaTdV．Bro、Iell※l   YaTiousat∋TOSOltypesdcTivctlrrom  
（★1NASALangleyRe＄．  m‖＝plewavel¢ngthlidar〔〉bserv∂tioJIS  

Ce爪．）  

D－31  用境＝ギ莞：且：  こi（り  

日下遵♯l．笹野泰弘  一ライダー測定値とLOITRAN6の比較▼  
（慮1金沢工業大）  

D－3Z  59（9）  

中根英昭．林田佐智子．  目的とする多波長オゾンレーザーレーダー  
松井一郎★1．挨渾  の製作  
（漉1技術部〉  

D－33  Proc．1nしSy叩．Jpn．  85－89  
M．Murakami※1   cIu51er50Ver thePaciricOceanonト  Pac．Clim．St］dy  
（オ1Meteorol．Res．lnsし．）  20Junelg86   

皿  5570  
上野敏行♯2．馬場浩司※1  調C－ライダの開発と大気汚数年勿田の空間  報告事  

（＊1東京大．＋2千葉大）  憎那十測法の研究  
D－35   17（4）  

（刈東京大）   調m’ライターによる視程り亘路周辺の計汎【   
卜J壬  光センサー  光技術応用システノ、の  1．8巨99．  1989  

賊測用レーザレーダ（ライグ）  フィージビリティ調盃  Z7g－283  
観望輩Ⅸ  
一光技術＝崗i応用－  

（（射）北路韮沌絹張朋  

協魚283p．）  

D－37  Exp（）ril［entaldeterTlinalionorしhc  ∧ppl．Opl．  28  
C．1Iiraya¶a＋1   crossover runctioninしhelascrradar  
打一Hichimoし0刈．  equationrord∂ySWilha ＝ghtmist  
N．Takeuchi  
（刈Natl．Der．Acad．）  

D－38  衛星センサによる大気環境計測法   センサ技術  10（1）   

Ⅰト39  竹内延夫   赤外擬似ランダム変調CⅣコヒーレントライ亦外線授舗  1いZl 199q   
ダー  

D－48  中根英昭   オゾン層の可祝化   流れの可阻化   9（33）  15－1g  1989   
卜11  中根英昭   レーザレーダによるオゾン層の変化の測定  オプトロニクス   8ト92  198g   
D－42  フロンガスとオゾン層の破壊   オゾン層を守る  116－129  

オゾン層を測る   （白木放送出版協会  
2ZIp．）  

D－43   国立公害研究所の大型レーザ⊥レーダーシス   レーザー研究   17（4）  

アム  
D一山  1195－1ZO3  

（れ東京大〉   の緩和の研究  
一フツ化メチル分子の振動モ←ド内．モー  
ド間エネルギー移動－  

D－45  36  

中根英昭．堀口光章一3，  

増田悦久★l，竹久正人昭  

（封書川太  

将京都大超高層電波研  
究セ，  

頂京都大防災研．  

薫l郵政省通信総合研）  
D－46   28  
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Y．Sasano．S．－iしamura※l  aerosoIsizedistrib］【ion作用＝uIt卜   
（書】ⅩobeUniv．）   WaVele〔gthlaserradar  

D－ 47  化学工学   54（2）  

D一掴  MechanismsrorthereactionorCI一っS  ∧CSSymp．Ser．393  459－j63  
WithNO2   封og．Sulrurinthe  

En〉iron．  

（加．Chem－Soc．．572p．）  

卜i子  Ratecon8tantSforreactionsbetweenat－   J－Phys．Chelれ．  93  
S．HatakeyaⅦa．†．J．Ⅵsu♯l  

（★1califarnia】nst．   

Technol．〉  

D－50   93   
（木1Califarnia】nst．  mosphericreservoirspecies，2Hっ○   

Technol．〉  

D－ 51   S．打at8keyama．打．lzu¶i．  Reactionso†ozonewith α－pjneneand  J．Gc叩hJS．Res   9‘l  

T．FukuyaJ柑．軋AkiTlO【0  β－PineneinairニYjeldsorgasco】S  13024   

andparticulateproducts  
D52  UpstreamadvancingcoIumnardisturbances  1g89  

intwo⊥dilrerlSioIlalsけatiriedr】owof   
finite depth 

D－53   フレオンとオゾン層破壊   敷物性   1989  
D－54  36  

笹野泰弘清水浩★1   のオゾン観測の可能性について  
（※l総合解析部）  

ロー55   オゾン層破壊一現象の解明とフロンガス規制  環境情報科学   18（3）   

［ト56  90  

（■1univ．pittsburgh）  Ne亡011isionsconsi＄tentWithdirreren－  
tiai and total scsttering eross 
SeCtioTtS．andquenchingrateconstants  

D－57  Chem．PhγS．  135  
T．XondoY♯1，T，Fukuyalna．  kineticenergyandangulardistribut】  
r．Xuchitsu♯1  ionsofhighlyexcitedrydbe柑atOl［S  
（♯1uni〉．Tokyo）  

D－58  185－188  
Y．Sasano   absorptionteci爪1qUerOrCarbo爪   Pac．Cliln．Study  

dlO】（1（ielneaSuremen【  

D－59  15（4）  

井内哲♯l．宮寄武．  

植田洋匡  
（薫1姫路工大）  

D－60  地球実のなかで   地球を診る  1山卜158  

一大気はいま一  
（ナート．丸善．158p．）  

【」l∴   酸性霧  公害と対策   25（7）   

D－62  村野健太郎   大気中の過酸化水素酸性雨への寄与と測定  公宅と対策   25  10g8－1104  198g   
D－63  10  

K．Sekiguchi頂  OnMt．Akagibya¶athematicalm血e】  
（★I町OtOUniv．．  

暮2Gu！m帽1nst．Public  
Heal拍）  

D－64   酸性霧の発生が問題化   地上   108－10g   

大気汚染との因果関係iま  
D－65  村野健太郎  酸性雨の現状   プロシューム   199090 

D－66  村野健太郎   温室効果ガス「メタン」の増加  公害と対策   26（3）  1ト23  19gO   
k田1 の鮫l僅－  

D－67  23  
軋Ueda．X．Uehara↓l．   OZOneintrusion8intothelower  
乱丁a【e上古わj※2  け0騨）叩here  

（♯1E爪〉iron．】nf．Div．．  

米2NagasakiPref・  
Ⅰ爪St．HealthPublic）  

十与さ   広域大気汚染研究の現況と将来   瓶戸内海事斗学  1（2）   

十さラ  25（1）  

須山芳明‡1．阿相敏明‡1．  

牧野宏＋1  

（霊1神奈川県公害セ）  

D－70   Exper拍entalevidenceofthemagic   153   
軋Hishi♯1．N．Washida  nuMberstabilityorthehydrated   

－1・に一   
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（♯llnst．恥1．Sci．）   a唖（〕niactusteTions（Ⅵっ0）（N乱3）Q－l   

．柑■◆  
D－71  J．Phys．Cheln． 93  

H．Hatsui事1．N．Wa5hida  radic∂1wilhatomica爪dmolecular  
（＊1univ．Tokyo）   0）（ygen  

D－7ヱ  Che冊PhYS．Leしt． 16（）   

H．Mat5Ui※l．軋Washida  OXygenandnitricolide  
（★lunl〉．Tokyo）  

卜て‡  レーザーによるフリーラジカルの検出法と素  1g8g  

反応過程研究への応用   
ひ－ 74  鷲田仲明  1地球温暖化と光化学スモ・ソグ   遺伝  44（l）  四  

水質土壌環境部  
柏崎守弘田中秀之★1．  41－45  

北村憫匹  
（♯1環境研究セ．  

将日本犬）  

稲葉一穏  湿地帯における汚濁物質の挙動と浄化能力  Z－Z3  

ポジウム吉己録・水界生  
懸系における浄化格能  
（滋賀県琵琶湖研究所．  

131p．〉  

よ．Inaba．H．Aikawall  5  57卜575  

T．Sekine♯1   ionorchromium（m）inaqu和uSper－  

（よ1sci．Univ．Tokyo〉   Chlorate50】u＝on5W巨沌 β－diketones  
into4－methy卜2－pentanOne  

7－14  
杉補則夫将．須藤隆一将  
（♯1日本項墳クリエイト．  

昭茨城県企業局．  

鳴技術部）  

15－23  

須磨渦卜」1   る研究  
（刈技術部）  

E－6  26－34  
須藤隆一米1   

（霊1技術部）  

E－7  24－33  
高橋智己紹．内田達也将．  

竹下俊二★エ．須藤隆一★1  

（刈技術部．紹東京大．  

頂目立化成テクノブラ  
ント）  

E－8  4250  
中山久克米2．須藤隆一★3  

（■】東邦大．昭明星大．   

将技術部）  

E－9  16－24  
新井善明斗1．稲森悠平．  

砂原広志れ   
（刈㈱明電舎．昭広島大）  

E－10  77－87   
（霊1技術部）   

E－11  稲森悠平．須藤隆一※】  25（1Z）  a3－40  1987   
（”技術部）   

E－12  稲森悠平．碩疎隆一刈  26（6）  1ト25  lg88   
（♯1技術部）   

E－13  稲森悠平   6蜃 包括固定化法   微生物固定化法による  192－21g  
排水処摺（産業用水調  
査会．ヱ84p．〉  

E－14  用水と廃7k   9－18  
須藤隆一＊1   

（雷1技術部）  

E－15   35－dO   
く♯l技術部〉   

E－16  稲森悠平．菊池寿一＋】．  合併処理浄化槽におけるミジンコの異常発生  浄イヒ栖研究  1（1）  3－18  1989  
松虫一夫将．菅谷芳雄昭，  

須藤隆一昭  
（書1東邦大紹技術部）   
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E－ユ7  31（11）19251989  
稲益悠平．砂原広志＊2  

（刈㈱明電舎．※2広島大）  

E－18  26（306） 60－74 1989  
富士元英二※2．稲森悠平． 御に関する研究  
砂原広志＊3  

（★1㈱明電舎．  

＋2北斗電工㈱，  

★3広島大）  

E－1g  12（4） 23g－2451g8g  
夜忠洋紹．稲森悠平．   細菌の捕食  
須藤隆一翼3  

（書l大牟田市．将島根大．  

沼技術部）  

E－2β  422‾4Z6198g  
尺，5udD※1，肌Rog∂12  tゎegrDWtわOf‖1a脚tOuSmicroorga－ Symp．Ⅵicrob・Ecol一  
（tlEng，Div．，  njsms  
♯つoT［utaPrer．〉  

E－Zl  168‾1751g8g  
A．Murakami，l．Y．Ina¶Ori pollutionloadonthepcTfomanceof YaterTreaしPlants  
（XITDkyoUJljv．AgTIc，＆  submergedanaerobic／aerobicbiofilm  

Technol．）  system  

E一～2  Ady8れCdY8∫ほ蝉ater＝・e∂t爪entU5jれg8月 Ⅳa‡erScj′＆Tec加01． 21 1755‾175819已g  
X．Matsushige※1．  inmobilizedmicro－Organisれ／biofilm  
R．Sudo※1．R．Chiba事℡   two－StepPrOCeSS  
はX‖川Cbi墳  

T．Ebisuna※2  

（11Eng．Div‥  

＊2TohoUniv．）  
E－23  Efrectoforganoch】orineco咽Undso＝ WaterSci＆Tech爪Ol・ 21 1887－18901989  

．      ■ ■  ▲       ▲ ． ●            ●     ＿■  

R．Sudo水1，H．Ri加chi竃2  

（￥lEng．Div．．  

★2TohoUniv．）  

E－24   原生動物の分晩生態的特性  微生物学辞典（技報宝）  1405p・198g  

棺森悠平  汚濁負荷削減のための対私事鼠小規模率小規模事業場誹7k処理  3g‾77．1g89  
業敬排水対策の進め方  対策全科（公害対策技  98－103  

術同友会，554p．）  

稲森悠平．碩藤隆一ポl． 内湾における赤潮苺額と紹厨および赦′小動物用水と廃水  32＝  4占、54 月90  

田中伸幸※2．宵山莞爾‡3  との相互作称こ関する研究  
（★1技術瓢♯2…霞波大′  

刈東邦大）  

稲森悠平．総意一一美■1．嫌気性ろ性・トレンチ循環処理法におりる生用水と際7k  32（2） 45－5Z 199D  

須藤隆一刈  清排水の有機軌 N，P同時除去  
（ポ1技術部）  

岩崎一弘  組換え微生物の環境中への放出  化学と工業  42 140ト11061989  

一その制御と検出－  
＝chiya吼  ÅeTObicdegTadationorlTichloTOethyleneAgric．Biol－Chem．   53 1019‾10241gB9  

T．Nakajima￥l．0．Yagi． athighconcentrationbya¶eしbne－  
T．Tabuchi離1  utilizinglnixdculture  
（＊】日月jv．T5血uba）  

H，Ucbiyama．  AeTObicdegradationortrichloroe血1eneAgric．Biol．Chem．   53  Z903‾290719且9  
T．Nakajima★l，OYa8i． byanewtypelI叩ethane－utilizing  
T．Tabuchi米1  bacteriu爪．StrainM  
（♯luniv．Tsukuba）  

＝如かUr∂刈，  Or卯OmerCUriaトvolatilizingbacteriain Appl．En〉irDn．  56（1） 30ト3051990  
帆Sakamoto米1．  themercury一匹＝uted5edimenしOf   Microbiol・  
H．Ucbiya胴，0．Yagi  Hina¶ataBay，Japan  
（嘉1日atl．Inst．Minamata  

Di＄．）  

海老瀬潜一  河道内における物質収支．汚染負荷流違諷 掛召汚染の診断と対策  77－81・1…  
流域一括流通モデル  （日刊工業所聞社．  83－84．  

Z71p．）  88－93  

海老漁港一  河川の白浄槻能．降雨時の汚職負荷流出． 河川汚濁のモデル解析  101－109・198g  
流域一括汚濁負荷流蓬モデル  （技報鼠Z66p，）  117‾124・  

1Tト179  

海老頼潜一  土地利用の晃なる流域からの年間流出負荷飽水質汚濁研究  12  4g7‾5051989  
の大きさと変化   

一144一   
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E－35  Co爪SiderabledifferencebetYCCn the  J．Hydrosci．＆   7（1）  

Velocityorwaterpercola【iollandthat  
Ofso王1moistureprofilei爪alysime－   
ter  

E－36   水工学論文集  34   
（＊1静岡大）   －パソコンによる計測制御およぴデータ解   

析の効率化－  
E－37  久保井徹  植物における有害元素間の相互作用   246256   
E－38  錫居栄＊l．久保井徹  中国における土壌汚染の現状と対策ならびに  公普と対策   25（8）  四  1989  

（★1北京師範大）   保全研究   
E－39  J．Phyc01．  25  

Photosy爪theticplgmentSandcellular  
Carヒ¢na爪dnitrogeni几pyramimo［aS  
p∂rkeae（Prasi爪OPhyceae）  

E－40   軟弱地盤・液状化現象  地学祁諾  98（も）   

E－‖  Landsubsidencecau＄edbyrepeatcd  Proc－12thl爪．払nr．  3  
Y．ざha爪0亡0＊1   10ading   ∫oiIVech．＆Found．  
（♯】shimizuCorp．）  EnE．  

E－4Z  15l－158  
森本厳頃．山本芳生来3．・  時の挙動に関するシン  
宮本孝行★3  ポジウム発表言品文粟  
（11九州工業大．  （土質工学会．23帥．）  
相星哩地盤コンサルク  

ンツ，  

杓九州工業大大学院）  

E－43  11g－124  
（米1日蕃大）   三＝．＝既   ウム1989  

（土木学会．2g4p．）  

E－44   第18草 地蝶沈下  第四版土木工学ハン  620－622   
ドブック   
（技鞘堂．2もB3p．）  

E－45  陶野郁雄   砂上の楼閣  土の100不思議  1〔）4－105  1g90   

（林業技術協会，217p．）  
三11士  γ．肌止別MH．   45  

T．Umemori♯1，M．Wata爪abe  tochattDne11aantiqua  
（♯lNihonUniv．）   Part2．Daily¶Onitoringofthemarine  

enviTOnntentthroLlghouttheoutbreak  
pericd  

ト47  35   
SeW∂geSludgeandmicrobiala亡tivities  
in50ils  

ト48  Comput．＆FIuids  41g－435  
Y．1kebe＊】．A．Harashi帆  SOIver＄tithapplication【obio－  
M．Watanabe  CO爪VeCtiYephenomenaproblcTm5  
（♯1univ．T5ukuba）  

E－49  河Jrl汚濁のモデル解析  1g3－204   
テナル   技報望  

E－50  （176／177）  

X，Huraoka＋1   itsroleinnutrienlcycIesinadeep  
（＊10sakaU爪iY．）   01igotrophicl∂ke   

E－5】   8Z－gさ   

（暮1絵Å解析部）   

E－52  福島武彦   地球環境間函の軽い憂鬱   水質汚濁研究   13（1）  田  1ggO   
E－53  AstrateglCCOnCeptOfba5in¶a爪agement  28（小5）  

T．Fukushi11a．  

軋Harasa甘a￥つ．ビ．Dyユーヲ．  

M．†．0．Espaldo爪♯4  

（11RitsumeikanUniv‥  
描Syst．A【aI．Plann．  
Div．  

♯コリNCfiD  

■Ⅷniv．Philippines）  
E二54   48   

（■1Eng．Div．）   Stitial甘aterOfthesediTnentSinLake   
Kasumigau∫a  

E－55  細見正明  アシ原の自然浄化能による水質浄化   遺伝   44－45   
E－56  細見正明．原沢英夫刈．  30（6）  549－555  1988   

須藤隆一紹   
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（刈総合解析部．  

昭技術部）  

E－57  Sequencingbatchreactoractivated  Wat．Sej．Tech，  21  
r．舶tsusige＋1   Sludgeprocessesforthetreatmentof  
Y．lnamori．R．Sudo▼1．  municlpallandfilll（】aChat（，：remOVa】  
打．Ya巾ada※2．z．Yoshino米つ  OrnitrogenandrerracしOryOrganic  
（＃lEng．Div．．  COmpOUnds  
＋つSci．Univ．T（〉kyo）  

E－58  海洋環境の計測に関する研究  昭和63年度科学技術庁  6S－72  
渡辺正孝．大坪匡順．  研究開発局海洋遠隔探  
安岡菩文＊1．宮崎忠国甲  査技術の開発研究・研  
（★1総合解析部．  究成果集  
紹環境情報部）  

E－5g  陸7J、学会誌  50（2）   

富岡典子．岡田光正事1  

（米1東邦大）  

E－60  13－22   
E－61  矢木修身   土壌微生物系による青書塩素化合物の分解  BIO【NDUSTRY   7（1〉  40－47  1990   
E－6Z  Luxuryphosphateuptakeandvariationof  J．Phycol．  25  

T．Takamatsu．X．Xohata．  i爪traCellular†れetalconce爪trationsin  
M．run］gi￥1  HeterosigmaakashiYO（raphidophyceae）  
軋rawashima米2  
M．Xoyamaよュ  

（※1che¶．＆Phys．Div．  

紹sigauniv．，  
￥3【yotoUniv．）  

E－63   赤潮発生機構解明へのアプローチ   濾戸内海科学  1（3）  

E－64  244－248  

肌仙nugi♯1   Chattonellaantiqu∂dur王ngdiel   Phytoplankton  
（ヰ】che¶．＆Phys．Div．）  

microcosn   払．．lnc．．554p．〉  

環境生理部  
ト1  59  

nitrogen山oxideandozoneⅢ．  
Sy爪ergisticefrectscn】ipidperoxida－  
tionandan＝oxidativeprotectivesys－  
teⅦSinthelungsofratsandgui爪ea  
pig5  

F－Z  Gaschromatograph王canalysisoffree且nd   24  
軋G．Mi】ler※】．   bundl［alo爪aldehydeinratliver  
T．Shibamoto刈  hol¶OgenateS  
（＋luniv．CalifoTnia）  

F－3  脂質  「分子設計技術」ニ  23トZ47  

ごL－口サイエンス．過  

伝子工学．分子．バイオ  

エレクトロニクス  
（サイエンスフォーラ  

ム．430p．）  

1042  
（刈Univ．Tsukuba）   acid－COntainingtaurolipid（taurolipid  

C）isolatedfromTetrahy¶e〔athermo－  
Phila  

F－5  2－（7．13－Dihydroxy－2－tranS－  1042  
Ⅹ．Ⅳ0Ilara   octadecenoylamino〉ethanes］1fonicacid  
（”Chem．Phys．DiY．）   （1iFOtaurine）asani〔termediateor  

t8Ur0iipidS bioSyntheSieSS 
F－6  SPMについて  地域大気汚染健康被害  64－76  

の予防システム研究  
（大気汚染研究協会．  

166p．）  

F－7  脂質過酸化  毒性孟式験弼座  14ト154  
一毒性生化学－  

（他人書隠338p．〉  

F－8   大気汚染学会誌   24（1）   

◆†   
F－ g   54  281－2g6  19ag   

metablizlngactivityofratlungsby  
nilrogen dioxide exposures 
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F－10  56  
combinatio爪OnXenObioticmetaヒ01izi几g   
activitiesofTatlungs  

F－11   新食品の安全性   NewF∝dInd．   31（12）  

ト12  181－184  
T．D．G．Leel】．   co爪Cept＄Orinteslinalphysiologyand  打epalicSecretion：  
軋S¶ieter※】  pathophy5iology   Mecll．＆払ntro】  

（※1Univ．Calgary）  

F－13  0．R．L．Tokyo  31   43－46  
H．Fujimaki．T．Imai昭  （Suppl．7）  

T．Lee事1  

（★lUniv．Calgary．  

※2J川eiUniv．）  

ト14  Environ．Res．  21卜217   

i爪両ceexp〕Sedtonitrogendioxide  
a爪dozone†円iよtUreS  

F－15  
札Oza■a水1．」．Yo爪emOtO．  thelung：PhJSicochemicalproperしies  
H．Ⅳatanabe事1  andim¶unere5pOnSeS  
（♯リikeiU爪iv．）  

F－18  粒子状物質について  地軌こおける大気汚染  1g8g  
による健康披書の予防  
システムのあり方に関  
する研究（（杜）大気汚  

染研究協会〉  
㌣・＝  19B9  

T．Abe■Ⅰ．c．ルwatll．  mastcellsubl氾Pulaしion5   BasophilDiffer，＆  
軋Fujimaki．D．Befus♯1  Funct．Health＆Dis．  
（■】U爪iv．Ca】gary）  （Ra〉enPres5．348p．）  

F－18  IgE抗体産建と環境因  1990  
小澤仁＋1．若盛和雄刈．  子（メデカルトリビュ  
渡辺直璽★1  －ン．102p．）  

（♯1東京慈恵金医科大）  

F－1g  g－12  
小澤仁＋l．藤巻秀和   夢（メデカルトリビュ  

（★1東京慈恵会医科大）  －ン．31p．）  

F－ZO   49  L9且9  

alv餌1armacrophagesinducedbyozo【e  
F－21  StiJ仙1ationofvolatilesele［iulm   E【Viron．＆Occup，  253－258  

exhalationand叩tentiationofthe  Cheln．Hazards  
Selenitetoxicityby爪ethyl¶ereuryin  （【∩しCent．rorMed．  
theral   Res．．582p．）  

トZZ  17  
益子まり刈．米元絶三  ー（その1）逆相高速液体クロマトグラフイ  雑誌  
山村行夫★l   －を用いた肝臓中S－アデノンルメチオニ  
（M聖マリアンナ医大）  

の確立－  

環境保健部  
G－1  63  

Ornithinecarbamoylしransrera5eand  
］reaSynthesisintheratliver  
ParenChy¶alcell5  

G－2  9∂C  
N．玉obaya＄bi≠ユ   inductionamongmayf】ylarvaeofheavy  Physiol．  
Y．S州i幻．T．Suzuki♯3  metalres王stanl（Baet≡sThernicus）and  
Ⅹ．T．Suzuki   ■ll■ l・・ il  l   l  
（♯1Environ．Biol．Div，．  
♯2Asah王Tech．】nsし，  

♯3st一皿ariannaUniv，〉  

G－3  EiseiXag∂ku  36  ZZp．  
E．X．Silbergeld￥】．   Sure102．3．T．8－tetraCh10r（di♭enzo－「  
B．A．Fo11erll   dioxininpritlaryCult］red ratliver  
（★lu［i〉一日arJland）  pare爪Chymalcel】sandratliv（汀S  

G－4  農薬の苛性と他妻影響  157p．  
松島総軍＃1  （公宅研究対策センタ  

（暮」佐久病院）  

G－5   大気浮遊扮しんの変異原性調査   昭和83年度環境庁委託  81－104   
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業務結果報告書  
（結核予防会結核研究  

所．I】7p．）  

G→ 6”．＾ndo，K．Tamura，   LipLdperonda＝onandinhaLation  Med－BiocheTれ一＆Chem．   94トg44  

S－Asa爪umatl  toxjcitybypesticideparticle   AspectsFree   
Ⅰ．Xawahara将  

（霊】sakuCent．馳sp．   

細川aしSumOtODenし   

Coll．）   

G－ 7 安藤満  38（2）55－59   
G－ 8 安藤諾，田村憲息  微粉剤スプラザイドFD吸人による脂質〕過    gロ8－914  

浅冶信治※1，松島松翠＋2． 酸化的健吾   
川島一祐※3   

（米1日本農村医学研．   

★2佐久総合病院．   

事3松本歯科大）   

G－ g 安藤満  幹繰道路沿道家屋の屋内・屋外におけるSPM   田  
とB［a］P濃度   

G－10 安藤蒲  地球温暖化と健康・病気   84－88   
G－11新田裕史※1．佐藤俊哉”．幹線道路沿道住民の呼吸器症状に関する断面  日本公衆衛生雑誌  36220－ZZ8  

中井里史刈．前田紬甫♯1． 研究   
青木繁伸★2ノJ、野雅司   

（書慄京大．増澤馬大）   

大気汚染学会誌  24（2）90－gg  
村上正孝．新田裕史‡1， 状物質濃度および二酸化窒素洩匿について   
中井里史薫l．前田和甫♯1   

（刈東京大）   

G－13小野雅司  局地的汚染の健康彫響  29－38  
調査手法検討調査  
（環境情報科学センタ  

ー．164p）  

日本衛生学雑誌  44（2）579－586  
太煩慮痘子．儲版一点β幻   

（※1国立7K俣病研究セ．   

t2鹿児島大〉   

Proc．8th“rorldClean  389374  
T．53王0†l．5．〃8kaj米l  ざjtu8旭ゴ月e8rけa∫fjぐC（〉乃ge5と由r83d－  如rG餌針．   
M．Ono  side   
（”uni〉．Tokyo）   

G16 最多山隆之  ストレスを教える前に   （28） 3－5   
G－17 影山隆之  自百己式健康質問紙丁椚の女子高校生への適  学校保健研究  81（Z〉74－8上  

用に関する研究   
G－18‖疎石和男刈．今井秀樹蝿2．セレン及び亜鉛と癌との関係   日本衛生学会ワークシ  5g－69  

米沢仲四郎米3．兜美徳．   ヨッブ「徴塁元素」絹   
扶雫麿イ白米】   告諭文男  
（※1（財）放射線影響研．   

＋2東京太   

呵国立原子力研）   

G－19 克美徳  ストレスと心身症   臨床検査  3β1765－1771   
G－20 兜真徳  生活騒音によるうるささの変動要因と数旦化  医学のあゆみ  152（1〉50  

・不快（あるいは快適）指数の可能性   
G－21S．Akiba≠1，  PERFTIモ14閃  1－1Z  

r．Ⅳeriishi★l  amonEA－bolnbsurvivors   Res．Proj．10－85   

W．J．Blot需．軋臣buto．   Tec．Rep．Ser．   
R．G．Stevens雷3．  
H．Xatol一．c．E．Land＋2   
（童1RERF．半2us．N．C．Ⅰ．   

ポ3B∂ttelePac．   

Nort加estLab．，   
＊■Ⅳ1抑）   

227卜82  
a［dcalciuminrat5：Errectsorrenal   
damagecausedbycadm王um一爪etallo一   
thionein   

G－Z3【．T．Suzuki．  Arch．Bioche¶．  273572－577   
A．rara5aWa♯1，  ticipationofcysteineinvivoand  Biophys．   
t．Ya¶anaka￥l  vitro   
（※1univ．Tsukuba）   
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G－24  Pre卯anCy一札ミミOCiat由cban㌍Stnてenal 岨iQChen．9haTⅦaCql．  も8  

X．Takahashj＋1   metalloしMoneinco爪Centraしi（フtland  
軋Ta爪agaγa＊2．  p】asmadistributionsofmel∂1s．  
N．Shi¶Ojo半2  

（薫IGunnaUniv．．  

薫2univ．Tsukuba）  

G－25  Uptきkeofcopperrromthebl∝dstream払mp．Biochem．  94C  
A．XarasaYa※】．   a【ditsrelationtoindu⊂tion（〕f   Physiol一  
H．Sunaga薫2．H．X血ama事1．  
K．Yamanaka媚1  

（－1u爪iv．Tsu如ba．  

薫2chibaUniv．）  
G－26  94C  

S．打atakeyama★2．   C〔〉pper tOthesamep「oteininaheavy Phystol．  
Y．Sumi将．T．Suzuki事3  m8talt01erantspeciesorm∂yrly  
（♯1chibaUniv‥  （paetisthermicus）1arvae  
琉芭nviron．七iol，Div．  

メユst舶riannaUniY．）  
G－27  Changeinrerlalcopper．zinc－metal】0－  EiseiKagak】  36  10p．  

H．Ta¶agaWa♯】．   thionei爪COnCe几trationwithpregnancy  
軋Shimojo♯l．   anderrectorpreloadedcadMi］min  
且．7alaわashiれ  rats  
（＃luniv．T5ukuba．  

紹Gummauniv．）  
G－28  馳pper－Carrierinblc（山slreamand  J．Pharmacobio－pyn．  13  17p．  

A．Karasawa米1．   formationofalb］min－COpper－CySteine  
R．YamanakaXl  co叩Iex  

（ポIuniv．Tsukub∂）  

G－29   Uptakeofmanganesebythepancreasand ‖．Pharma〔Obio－E）yn．  13  18p．   
N．Shimojo半】．K．T．Suz］ki  itsbindingtocarねxypeptidaseB   
（ポ1univ．Ts］kuba）   preCurSOr  

G－1Q  ：■    l  l ●    ■  ■  ●  ●＝‾      ● ●：  60  
乱丁anagawa♯】．   andzi爪Cboun（】torenalTleta】10－  
J．Takahashi，  thioneinincadTれiuln－】oadedrats  
N．5bimojo半1  

（刈U爪iv．Tsukuba）  

G－31  国保レセプトデータの菩穏状況と疾病統計の日本公衆衛生雉活  35  
／、稚す、上正   まとめ に する調   

G－32  田村憲治．村上正孝  農薬中毒の疫学  大気汚染物質のレビュ  121－151  1989  
一（日本科学技術情報   

センター，156p．）  

G一閃  田村富治．′卜野椎司，  37il）   
す上正孝   造に関する研究勤口   

G－34  33  
清水文夫■1．中嶋克行‡】．  

遠山千春．斎藤寛紹．  

木村正己将ノJ、穐規子※l  

（＃1大塚アッセイ軌  

ボ長崎大．  

♯3実験動物中央研．  

糾労働省産業庖学総合  
研）  

G－35  QuantitativeimmunohisしOChe¶istryofIlistochemistry  90  
C．Tohyama．  meLallothioneini爪Talplace机a  
H．Ⅳishimura昭．  

N．〃ishi¶Ura昭．  

A，F．W．1brselt半1  
（＊lumv．山鳩terdan．  

戒Aichlltdieal  
Univ．）  

G－36  Inmu爪OhistocheTnic∂1loeal王zationofJ．＝istochem．  37  
N．Ⅳishimura♯l．   metalloth王00einindevel（）pin8rat   Cyt（〕Che［l．  
C．Tohya¶a  ti5Sue5  
（■lA■h■HdU■）     】Cl．nlV．  

G－37  Animaldatawithspecialrerer即CetO  CTit．Rev．Crit一伽爪C．  3740  
meta】lothionein  Ca血1umXidney  

（【nt．LeadZincRes．  
Organ．44p．）  

G－38   6   
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石井康雄沼．酒井一夫※l．   

鈴木紀夫♯■．西村久雄★S．  

西村典子＊5．遠山干魚  
，和欄－バ鴫  

（♯l共立藁科大  

★2白内障訊  

月給台所川楕病院  
♯■東京大．  

♯S愛知医科九  

♯6京戟府立医科大）  

G－39  163－16g  
Cadmiu¶－andnereury－treatedrats   Chem．Hazards  

（lnt．Center rorMed．  
Re∫．Ⅳ0♭eUJl汗．Scわ．  

0†Mりd‥58Zp．）  

G－40  43－4g  
Ⅹ．T．Suzu＝．札仙rakami． rationofca血iumrorrenaltoxi⊂i【J（PlenumPress．785p．）  
軋Saitot】  inrats  
（♯lNagasakiUniv．）  

G－41  Localizationofmetallothioneinin   ）．Histochen．  37  
Ⅵ．Nishimur∂♯l  femalerepr〔ductiveorgansorratand Cytochem．  
C．Tohyama  guineaplg  
（れAichi仙錮．Univ．）  

G－42  55  15－24  
E．Kobayashi．K．T．Su2Uki theratlun8．Ⅰ．Netabolismofcadrnium  

OXideinthelunganditseffectson  
essen＝alele¶elltS  

G－43  55  25－35  
S．Higo．X．T．Suzuki  theratlung．Ⅲ．】nflamatoryrespnses  

i【broれCho－alveolarlava8erluid  
G－44  35（4）  

G－45  PulmonaryclearanceandtoxicityorzincArch．Toyico】．   63  
・・ ・・ ・■ ・  

E．Kobayashi．X．T．Suzuki  
G－46  50  

Ⅸ．T．Suzuki  liver†01lowin8inけatraChea】instil－  
】∂｛ioJIOfc∂血5u爪0ズide  

G－47  36  1990  
K．Shibata鷺1．t－T－Suzukiintheratlungrollowingintratrach一  
（tlchem．＆Phys．Di〉．〉  ealin飢‖1ation  

Gd8  28  
Y．Tamura♯l．  ethylenediamineanddiethytenetrianine  
札Sugi¶Ur㌔1，  CDmPlexesofpalladium（Ⅲ）in501utio爪：  
F．HitsulnOri．  Pdbindingsitesoftheguanine「ing  
Y，Furuka甘a♯ヱ．  andrormationofacycticadduct．  
n．Takeuchi＊】  【lPd（en）（guaninering）l．］  
l．H∂rada刈  

（事1TohokuUniv．）  

G－49   新基唯生化学実験法5  126－158   

（M東京大）  高次構造・扶悠カ所   
（丸善．350p．）  

G－50  核砿気共鳴法を用いた生体計測  油化学   38   
G－51  25－30  

西岡秀三暮1  構造把矧こ関する研究  助成による研究業績黛  
（＊1総合解析部）  －その有効性と利用可能性についての～考  

察T  
G－52  沿道汚染と健康影響  地域における大気汚染  1a6－146  

による健康披嘗の予防  
システムのあり方に関  
する研究（大気汚染研  
究協会．165p．）  

G－53   地球環堵間確をめぐって  学校保健研究   31（9）  

G－54  12－16  
豪地区選定にかかわる閉息点  礎サーベイランスシス  

テムの在り方に関する  
研究（日本公衆衛生協  
会．80p．）  

生物環境部  
n－1   Ecol・Res．   4  3卜53   
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T．Hanazato   ZのPla爪ktonina8UtrOPhi亡p伽d   
（＊】Toho伽iv．）  domi爪aし由byChaot氾rUSflavic∂nS  

（Diptera：Chaoぬrldae）  
セ一子  50  

M．Ya引」nO   Tokunagayusurikaakamusi（Diptera：  
（＋lE爪g．Div．）   Chirononi由e）0爪廿atertenperature   

月－3  公害と対策  26   

響  
打－4  58  1－17  

7．Totsubや  invariousbroad－18aVedtreespecies  
（汁IEng．Div．．  

幕2ToよyoUniv．Agric．＆  

TechonoI，）  

パー5   筑波の街のガマガェル   つくば研究学園郡市と  23－39   

自然  
（㈱S7汎も1p．）  

H－6  3  549－559  

（刈sheffieldUniv．〉  
ratesinresrり∩5eLOnitrogenavaila‾  
bilityandtempera川re  

打－7  Plan【W∂terlie】aL＆  Z19－228  
sしOmatalくlosu一色inducedbyabscisic  GTO情huTlderStTeSS  
acid  （Yam∂daSci．Fou［d．．  

507p．）  

慎一も  Actl〉ationo！D2Upt∂keand肌Ⅶ－SpeCけic    PlantPhysiol．  92  
Y，YaⅧamOtO刈．軋Xo爪do  isocitratedehydrogenasei爪mitochond－  
（事lⅣagoyaU爪iv．）   ri且i601atedfroncoly】edonsorcastor  

beanbycis．tTallS－abscisしcacid  
H－9   気孔における信号の受容と伝達   遺伝  44（1）  

H－10  紳剛   脂質の分析法   植物の計測と診断  邦－48  1988   
（朝倉書店239p）  

打－11  佐治光   酵素タンパク質の定立津   植物の計測と診断  3J卜37  1g88   
（朝倉呑店．239p．）  

H－1Z  佐治光   バイオテクノ、ロジーによる診断  植物の計測と診断  222－Z2g  1988   

b． 升発へのl用   （倉 店．239p．）  
廿－13  EffectofUV－B（290－3gOnm）irradiatio爪  hysiol．PIant  76  

M，Akizuk童紹．軋Shiコizu．  ofgrowth8【dmeta【氾】ismofcucumber  

肌Ⅹondo、ヒ、Sugabara  

（事1日okkaidoTokai  
Univ．．  

昭Toho肋iv．）  
打－14  173  

軋Takamura．T．鮎naz且10．  Standingcropsorz（氾planktonand  
肌Yasuno．T．IYakulna   Zのbenlhosi【hypertrophicLake  
（＃lEng．Div．〉   T（！ga爪Ulは  

H－15  J．App】．Phyco】．  1（1）  

M．M．≠atanabe噌   photosynしhe5isorfreshwaしerbenthjc  
（♯lEn＆Div．、  algae  
♯2ⅣaterSoilEnviro［，  

Div．）  

H－16   J．Theor．Biol．  139  
【即n50futilizinganalura11ight   
envlrOnme両  

H－17  Ecol．Re5一  4  198g  

軋Ⅹisbiれ0ヰ2，A．Taleれala  heteTOgeneityintheligbt印eCtra】  
（ま1univ．T8u山ba．   environmentorseedsand5eedlings汗  
∫2】nst．Phys．＆Chem．  agras81and  

Re5，）  

抗－18   奥日光外山沢川の水生見虫   7k辺の輪  l（l）  1989  
H－19  大屋英俊＊l．田中浄  タンパク質の取扱い   植物の計刺と診断  22－24  1988   

（封筑波大）  （朝倉舎店．Z3抽）  

ローZO   ；；●一旨＝   酵素の抽出法  植物の計測と診断  28－29  19a8   

（朝倉書店．239p．）  

H－21  田中浄．近藤矩朗．榊剛  酵素活性の測定法  措物の計測と診断  29－34  1988   

澗〕愈音信．73恥）  

H－ZZ  手塚怪文★】．田中訊欄噺  酸化遍元物質の分析法  橋物の計測と診断  ㈹一52  1988   

（－】名古屋大）  （朝倉香魚239p．）  

H－23   大森牧子★1、野原精一  13  44－17  L98g   

（事l栃木県公害研）   
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H24  T．Tsuchiya来1，S．Nohara  Growthandlifespanoflheleavesor  Aquat．馳l．  36  a7－95  
（♯1univ．Tsukuba）  Nelul痛onuciferaGaertn．inl′ake   

Ⅹasuqigaura．Japan  
5．鮎心痛むⅧ泊  Effecl（）fc8PperaJつdzjJICD爪lわegrowth 恥d∫Obiologia  1727  

ande巾er8enCeOfEpeoruslatifoliu¶  
（Eph帥erOPtera）inanind00rm血el  
Stream  

S．Hatakeyama．  Afreshwatershri叩（paratyacompressa En〉iron・Pollut・  325－336   
Y．Sugaya＊1   improvisa）asasensitivetestor8an－   
（♯1Eng．Div．）   islq しOpeSticides   

H－Z7  Erfectoraherb王cide．chloronitrofen  ∧quat一丁oxicol．  198g  
（2．4．6－trich10rophenyl－4●－nitropheny】  
e亡her）．0∩ 亡hegroy亡handreproゴucとjon  
orlheguppy（Poecili∂reticulata）  
〔hrou由一aterandr∞d  

H－28  Verh一【nternat．  1988  
intermediaonaz00plankしOnCOmmUnity Verein．Lim爪01．   
i爪LakeXa5umigaura   

H－29  T．Hanazato．肌Yasuno  Environ－Pollut・  56   198g  
Z∝〉planktoncommunltle51爪pOnds   

H－30  Dynamicsofz00planktoncommunityin Jpn．」．Limnol．  25－37  
H．HayashiヰⅠ   enclosuresofdirrerent けPeSina  
T．1chikawa♯】．  如は‖oweutrol〕hiclake  
Y．Watanabe米2  

（￥lshinshuUniv．  
紹TokyoMetrop．Univ．〉  

H－31   富栄養湖におけるラン藻と動物プランクトン陸水学雑誌  53－67   
の   条   

H－32  花里孝幸  湖の動物プランクトン（1）  霞ケ浦ネットワーク  1（1）   19昌g  

ト り  T．Hanazato，軋Yasuno  Efrectoftelnperatureinlat泊ratOry   Areh．Hydrobiol．  114    1989  
Studieson8T（〕YthofChaoborus   
flavicans（DipteraニChaoヒりridae）  

H－34  Roleofbotto¶S由i¶entSinsustaining Ecol．Res．  4  1989  
H．Rayashi♯2   planktonpr〔d】ctioninalake  
A．Otsuki才3．紆．Aoyamafl  ecOSy6tet［  
Y．WatanabeX5．   －Etperimentaldemonstrationusing  
T．Hanazato，T－lwakuTna．  enclosedwatert加iesinasha110Ⅵ  
M．YasLl爪0  eutrOphic laXe 
（★1Ⅳago∫aUniv．．  

紹ShinshuUniv．．  
＊3TokyoUniv．Fish．  
♯■TohoU爪iv．．  

♯6TokyoMetTOP．U爪iv．）  
H－35  1989  

軋Yasuno．M．Saka¶OtO蝿1  munitiesinenclosuTeSinashallow  
（米INa帥yaUniv．）   eutrophiclake  

H、36   湖の動物プランクトン（2）  霞ケ浦ネット・ワーク  l（2）   1g8g  
動物プフノクトンと椿物プ7ノクトン  

H→37  花里孝幸  湖の動物プランクトン（3）   覆ケ洒ネットワークl（3）   川  1g89   
プフンクトンと 一   

n－38  19－Z7  1989  

M．封os伊j※1   Dap加iapopulationinLak¢Y］nOko，  
（＊1Ⅳater＆Soil  Japan   

Emり∫0nDjv．）  
H－39  1989  

byvertebrateandi［Verい加atepre‾  
dators   

H－40  1989  
Springzcoplanktoncommunities：  
aneyperi¶entalst】dy   

用－れ   潮の動物プランクトン（d）   霞ケ浦ネ・ノトワーク ＝制   j990  
ブ‾、 ■もしい適応   

H－4Z  
insecしicideonrecoverypatternsora Toxicol・  
ZCやplankton仁OmmUnityinelperi¶en181  
PO爪ds   

n－43   湖の動物プランクトン（5〉  霞ケ浦ネットワーク 1（5）   1g90  

環境汚染と動物プランクトン  
恥・H  藤沼康実．佐藤光呵   イネの大気汚染物偏に対する感受性  作物におけるストレス   46－55  1989   
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（＊1九州大）  ー特に二酸化硫黄－  回避の過伝学（昭和61－  

63年度科学研究費［総  
合研究A〕研究成果租  
告書．t34p．）  

H一朗l藤沼康実．大政謙次   微小増産のガスチエンパ  柄物生産システム実用  247－255198g  
寧則（㈱フジ・テクノ  

システム．1385p．）  

H－46 安野正之．岩熊敏夫  有害化学物質による喝鳩汚染と生態系影響   環境憎報科学  25－3jユ989         18（2）  

技術部  
卜1大政謙次．三森文行刈  生体惰割の計測技術  ニュー7グリバイオビ   277－2831989  

（※1環境保健部）  ジネス戦略実務資料張  
くサイエ∴／スフォーラ   

ム．368p，）  

卜 g 大政津次  植物のガス代副機憶と画像診断  CELSS研究会誌  13－17」98g               1（】）   

卜3大政謙次．醐肝1  新標識化合物を用いた植物代謝の生体計測  Radin【so【opeS  38（9〉  69  198g   
（米1生物環境部）  

1－4大政謙次．細見正明半1  2（4〉   2  1g8g   
（米l水質土壌環境部）   

卜 5 大政謙次   非破壊細微画像計汎腱による汚染ガスに対す  農業気象  45（4）  251－257 1ggO   
る気孔とその周辺細胞の反応の検討  

l－ ～ 大政洋次．丸山幸夫書1   非破壊顕徴画像五十側溝による根の吸7k桟能変  農業気象  45（d）  Z5g－26419gO  
（椚農業生物資源研）   化に対する気孔とその周辺細胞の反応の検   

討  
卜 7 大政報次．田島彰♯1．   サーモグラフィによる街路樹（仙台市ケヤヰ  農業気象  271－2751990  

宮坂佳代子米2  並木〉の診断  
（♯1仙台市公園管理事務  

所．  

米2NHX仙台放送局〉  

荘蔑  ∽ト引月I日収  

（Xl東京大）  

ト 9 T．1d直川r㌔l，F．Kasai  LifecycIesorho¶OthaIlicandhetero→  Phyc0logia  28（2）  2122211989  
（♯1univ．Tokyo）   thallicclone50fTrip】ocerasgracile   

Bailey（Desmidiaceae．Chlorophyta）  

卜10 F．Kasai，T．tchi¶ura＃1   Åseldetermining¶eCllanislhinthe   J．PhJ′eOI．  1gト20119gO                    26   
（＋1u爪iv．Tokyo）   ClosLeriurqehrenbergii（chlorophyta）   

SPeCies CO.PI.X 
ト11須藤隆一  川を汚さないための台所Q＆A   促康な子ども  18（10）  5Z－53 1989   
l－12 狙藤隆一．杉補則美禰1  7kの生物学的苛臭機構   乳良構の生息環境と笥   ち1－もも 1989   

（禅1茨城県企業局）  臭（恒星社厚生閣．   

114p．）  

l－13碩感隆一，稲森悠平＊1．  臭気の研究 20  

杉浦則夫ポ  
（≠1水質土壌環境部．  

現茨城県企業局）  

ト14R．Sudo，Y．InaⅧOri♯1   
Y．Euniyasu．   由or－PrくducingfilaⅥentOUSalgaeby   
T，Ouehiyana昭  thepTOtOZOalrithi卯05tOⅥaCuCUllulu5  
（媚lⅣater＆Soil  

E爪Virorl．Div．．  

頂Nip匹nXankyo  
Cr8ale）  

N－1小領域 （GO20）   

相継平♯l，松竜一夫  人為起源物質の環境中   
（刈水質土蹟環境部）  の循環と制御 平成元年度研究 

成果報   
誓書  

ト18 須藤隆一  生活排水の処理技術  都市槽掃   42－491g90  
卜17 須藤隆一   使用済み天ぶら油をどう処理するか   生活と環境  35（2）  ZO－24 19gO   
卜18須藤隆一．松竜一矢  ★】  用水におけるカビとそや除去   エ業用水  （376）  Zト38】998  

杉浦F朕  
（♯1茨城県企業局）  

卜19須藤隆一   農場・ゴルフ場開発の水環境への影響   日本医事新報  1471990           （3433）   
卜20高木博夫．戸部和夫．   農薬気象  45（1）  39－42 1989   

竹下俊‾大政滞次   
卜21高積憤司  ニホンウズラ  実鼓動物の生物学的特  604－612198g  

性データ  
（ソフトサイエンス払  

8丘毎、）  
1－22高橋弘  マウスに及ぼす騒音の影響  騒音制御 13（2）   34－39198g   
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ト23  前島一仁一l．高桔弘  ディーゼル排ガス長期吸入実執こおけるラソ  実験動物   39（1）  81－88  1990  
（★1日 動車研）   トの附く量に する研究   

t－24  Efrectsoflowconcentratlo［SOfozon（さ  MewPhytol．  lll  

l＝血ほⅥ］ー且書】．  ontherl【eSLruc川reorradjshleaves  
Y，Fujhuna．T．Totsuka＊1  
（11TokyoUniv．Agric．＆  

Technol．）  

ト25   29（2）   

Y．Sasano＊1．q．shiれizu米2  

（★1Atnos．Environ，Div．．  
将Sysし加al．Plann．  

Div．〉   
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口 頭 発 表  5．4  

冨己号1  発 表 者   題  目   学会等名称  βj】催肺†i乞  年月  

環境情報部  
a－1宇都電閲二郎   Lamdsat夜間丁姐データによら九州の地表温度  

分7‾について   ノーーーA   

f」－ 2＝珊擢仙二仙   二l二J腐水分のリモートセンレング   【ヨ木／k又日学公19腑l・膿ザl丑！扇  1．6   

如介とA′・   術大会  
a－ 3 大井紘   環境科学の構成について  京郁大学環境衛生工学研究軍都  l．7   

会邦11回シンポジウム  
a‾ 4 大井紘近藤美則．   高層住民と一戸建て住民の生活環境虐諸の連想法   土木学会第初回年次学術誹名古屋  1．10  

須賀伸介．宮本定明刈，  演会  
阿部治れ2   

（震】筑波大．才2埼玉大）  

a－5S．Gotoh   】．10  

YaStemanageme机：probleMSandissues  PolicyResrめnSeSTowards  
associated≠ithrapidurbanizationin  lmprov．S（）1id甘aste  
asianmetro「幻】jses   Ma爪agC．   

a－ 61S．GoLOh   1．12  

icaIrisksinJapan   Assess．＆Ma爪age－Toxic  
‾八reLrospcc‖veview   Chem∴Princ．＆App】．   

a一 つ S．GDl【〉b   1．12  
∫lssess．＆Manage．Toxic   

Chem．：Princ．＆Appl．  
a－ 8 S．Gotoh   1．12  

UreStakeninjap叫   As5eSS一＆M抑age．Toxjc   
Chem．：Pri爪C．＆Appl．  

a－ 9 近藤美則．大井紘   1．10  
徳賀伸介．宮本定明※1．  演会   
阿部治♯2   

（★l筑波太X2埼玉大）  

a－10近藤美肌大井紘．   地球温暖化問題に関する意識分析   昭境科学会1g89年会  1．】2  
西岡秀三※1   シンポジウム化席者のアンケート調蛮   
（1】総合解析部）  

a－11新藤純子，松本幸班  簡易洲定による交差点周辺の二酸化窒素適度分布  川 崎  1＝   
の   

a－12 新藤純子，松本幸弘  jll崎  
旗崎昭太11．伊藤政志＋2．  

寄木一幸12．  

朝来野国彦★2  

（雷1農林水産技術情報脇  

象  
事2東京都環境科学研）  

a－13禎賀伸介大井紘．   土木学会第引回年次学術調名古屋   
原沢英夫※1  究   演会   
（★l総合解析部）  

a－14 亀鄭申介．大井紘．   自由遵悪法による水辺の者識調査より得られる軍  環境科学会1989年会  1．1Z  
原沢英夫♯1  語データについて   
才卜鮎ゝム    （経口解析部）  

Z．3  
（≠l筑波大）  2年前斯）全国大A   

a－16 袴田英之♯1．山崎廣一＊1．  土壌の空間的・時間的変動に関する研究（第6報）  平成元年度日本土嘲巴科学 伊 邪  1．9  
松本孝雄   都市緑地士腐の空間スケールと分析値の分散成  全開栗支部大会   
（※1農業環境技術研）   分との関係   

a－17 松本孝雄．新藤種子．  住宅地域におけるNO2濃度変動の評価   弟3D回大気汚染学会 LH  
横田達也安藤満山．  （世田谷区役所周辺）  

田村扁治＊】．松本理Xl．  

伊藤政志将  
く＊1環嘆保健部．  

昭東京郁環境科学研）  

・a－18宮崎思国．安岡善文＊1   可視・近赤外分光放射計の開発   1．10  

（暮l総合解析部）  シンポジウム   
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記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

a－1g  
temp⊃ralandnulしi－SpeCtralremotely  svi11e  

sensdi¶ageSbyusingseveralsimilariけ  
meaSUreS  

a－20  PreliⅦinarystudyoninfraredlimb   The198glnt．Geosci．＆   
A．舶tsuzaki刈  at¶OSPhericspecしroれeter（ILAS）  RemoteSensingSymp．  

M．Suzuki＊2  

N．Takeucbi暮2  

（”Inst．Space＆  
Aeronaut．，  

♯2Åtno孟．Envir（】∩．  

Div．）  

a－21  
竹内延夫事1．秋元挙米l．  術講演会  
松崎辛好♯2  

（＃l大気環境部．  

★2宇宙科学研）  
a－22  

給木睦昭竹内延夫γ2．  大気中微塁成分の逆推定アルゴリズムの検討  シンポジウム  

松崎章好￥3  （Ⅰ〉  

（”筑波大  

※2大気環境部．  

♯3芋領科学研）  
a－23  

鈴木睦‡2．竹内延夫才2  会  
（★J筑波太  

火2大気環境部）  

総合解析部  
b－1   緑のある景観の心理的評価手法を巡って   東示   

分科会  
b－ 2  青木隕二   都市の水辺の快適性評価について   日本陸水学会第54回大会  東 京  1．10   

刀雇ほ耶′  
b－ 3  青柳みどり．内藤正明   

如＝一A   
b－4  東 京  L＝  

中杉佳身   （LAS〉の運命予測モデル  
（♯1水質土鳩環境部）  

b－5  

中杉修身   
（11水質土壌頂境部）  

b－6  

大井紘昭．其柄泰基＋3  コスト最小化のための最適設計   金茶‖回シンポジウム  
（暮1日本水道協会．  大矧男渇7kの鳩合一  
洪環境情報部  
鳴国立公衆衛生院）  

b－7  
乙間末広．大井紘薫3  ステムにおけるコスト最小化に関する考察  
（♯1日本水道協会．  

頂国立公衆衛生隠  
凋頂境情報部）  

b－8  

中森義輝刈   発とその応用   会研究発表講演会  
（暮1甲南大）  

b－9  混合型77ジィモデル構築について  1．6  

馬屋原一孝♯l．  
ンポジウム  

甲斐招美紀子．森田恒幸  
（♯1甲南大）  

b－10  1．7  
Y．Nakamori★1．T．恥rita  mdeliれgandsimulatio〔   術講演会  
（才jだ0爪anU山一．）  

b－11  1．10  
中森義輝■】．  築  
馬屋原一孝※2，森田短季  

（米l甲南太  

増大阪府立大）  
b－12   1．10  

中森義輝雷1  ーシナリオの収災と構造モデルの作成一   －7J．一ス・シンポジウム   
（＊l甲南大）  

一156－   



記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都祁名  年月   

b－13  甲斐沼美紀子   環境長期予測のための知識ペースの開発   日本システム工学会第227  
回研究A   

b－14  
中森義輝1l   ▲開発   シンポジウム  
（※1甲南大）  

b－15   低浪皮NOx処理のための吸召剤評価実験   化学工学協会第54年会   1．4  
内藤正明   ー沿道大気汚染改善にむけて－   

b－16  首挑圏物流対策としてのビギーパ・ノク鉄道陥送法  交通・電気鉄道U「発会  
内藤正眼曽根悟＋1  活用の提案  
（♯1東京大）  

b－17  
軋ぬitoh．H．Dno♯1  thedevelopmentofaneleclricmotorcycle  Con†．  
（＊1TokyoR＆DCo．  

Ltd．）  

b－18  富山   
の測定（m〉   学研究発表会  
一自由音域tYO－microphone法との比較  

b－19   地球環境時代の環境理念と政策の方向  環境釧研セミナー  1．6  
b－20  中杉修身   首級塩素化合物の物性と挙動   シンポジウム地層汚染と  

地下水汚染  
b－21  中杉修身   有害化学物質による環境汚染の実態  第30回大気汚染学会   川 崎  1．11   
b－ 22  申杉修身．田瀬則雄れ  東 京  111   

（れ筑誠大）   

b－23  TheJapaneseres一昭n5etOgloba】wa川jng  ⅣorkshopResIOndin且tO  lIonolulu  1．6  
Backgro］nd．匹Iicy＆research叩rk－  theGloba】Ⅳa川iIlg：Opt．  

Pac．＆Asia  
ト24   地球の温暖化への取り組み  1．10  

J－ポジ   

b－ 25  西岡秀三   問題の性格からみた塩囁化研究の課題   土木学会第仙回年次学術粥  名古屋  1，10   
活会  

b26  西岡秀三   環境情報システム開発の現状  現場科学会1988年会   裏 方（  111   
b－ Z7  西岡秀三   地球環境問題に関する国l勺外の動さ   環境科学会1g8g年会   東 京  1．1Z   
b－ Z8  西岡秀三   地球温暖化対策の国際的動向について   節用回環境保全・公害防止  

研究発表会  
TheⅣorldCon†．Prep．   Cairo  

environ¶enttithdevelopnenls   CliIn．Change  
【Ener訂．e爪VironllentandtransportaLioⅣ－  

b－30  NeY   2．2  
印1icyLotardsuslai〔abledevelopment  Sci．－Sess．RoleForeign  

Assist．Environ．Dev．   
Countrles  

b－31   
大井絃＃1  会邦11匝Ⅰシンポジウム  

（11環墳情報部〉  

b－32   原沢英夫．福島武彦＊1  水機能からみた湖沼の比較研究  1．8  
（刈水質土壌環境部〉   一霞ケ浦．ラグナ湖．ソンタラ湖を例として－  表会   

ト33  Dataana】ysisandprocessing Ⅲ   Jpn．】nt．C∝〉p．Å8enCy．  Tokyo  
一肌elingandndelusefoTYater匹11∪卜  Environ．Eng．（burse  
io爪COntrOl－   －－aterPollut．Control－  

b－34  3rdExpertGroup  Otsu  
M．Aizaki漬   Xas皿ig∂uraandit＄enVironne爪tal   ⅣorkshopRiver／Lake  
T．Fukusbina椚．   managenent．Parし6：払mprehensi〉emanage－  BasinApproaches  
S．Yozata昭，H．Yokota昭．  Environ．Sound11anage．  
T．Ⅳa8ai糊  WaterResour．  
（刈En8，Div．．  

れDiv．－ater＆Soil  
EれViron‥  

粕Environ．Bur．】baraki  
Prefect．Gov．）  

b－35  地球温暖化対策のための排出権市場の設計    環境科学会1989年会  栗東   
岩田規久男★l   

（♯1上智大）  

b－36  水田表面水窒素韻度変化のモデル化   1．7  

会試演会  
b3了  Yok（〕hama  】．7  

me爪tOfroadtrar†ic   Transp．Res．  

（De㈹nStrationofcomputerapplication）  
b－38   1．7       京郁大学環境衛生工学研究  
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冨己号1   発 表 者   飽  田   学会等名称   開催都市名  年月   
上原酒刈  金策11回シンポジウム  

（刈環境情報部）  

ト・M  第30阿大気汚染学会   川 桁  111  
内膜正明   一放値計算および仙洞失験に止る道路・氾」遣l．畔  

（刈環境情報部）   遁の鮎響評価－   

b－40  1．5            21世紀地域づくりセミナー  東 京  

b－ 41  森田恒幸   省資源・環境制約下における施策のあり方につい  埼玉県展期構想研究会  浦 和  1．7   
て  

b－42  SometopicsontheJapanese叩】icystudies  βozel［a［  

0月g！obal■ar打jng  
ー払nprehensivestrategtesandeeoてi且hし  
SyStem▲  

b一昭   経済分野における地球顎鳩芦田題の研究動向   
b－ り  森FⅢ亘事   住民ニーズと梢鞘システムのインテリジ｝．ント化  環境科学釦989年会   根 毛〈  皿   
b一 相  森田恒♯．甲斐沼美紀子  改良デルファイ法によるわか堰」の現場問題の長胴」  吏 京  l－12   

予測   
b－ 46  T．Morita   EnvironmentalindicatorsinJapan   OECt）WorkshopEnviron一  Paris  1．1Z   

lndlC．  
b－47  森田恒幸   地球環境問題に関する経済分野の研究の最近の勤   環境基本問題研究会   東 京  1．12   

同  
b－48  森田恒率  環境経済学の国際的研究動向について   大阪府人間一環境共生シス  

テム研究会  
The3rdSymp．㈹S－1   東方て  

飯倉巷和れ，笹野泰弘尤3，  Verificat．Program（MVP）  
林田佐智子‡3  

（書1環境情報部．  

※2岩手大．  

紹大気環境部）  

b－50  Vancouver  
T．Hiyazaki”．Y．1ikura  SenSeddatabas〔donIneaSUre†1eⅣし0†   RemoteSe爪SingSymp．  
（♯lEnviron．Inf．Div．）  

計測技術部  
c－1  仙台   

添田昌敏．大塚紀一郎㌣   

（★1日本電子（糾）  

c－Z  
溝口次夫．森田呂敏．  発と評価  
梅田金治ギl  

（米】東京電機大）  

ぐ3  
植弘崇鼠安原昭夫．  ンゾフラン（3－ÅDBF）の変異脚生   大会  
窪田且敏  
（”国立公衆衛生院）  

C－4   1．9  
Oranalyticaldatain traceelel［ent   TraceE】en．Res．IIumans   
∂n∂】y8jざOrbj‘〕」ogjc8】m∂lerj∂】5   （】STEI明   

c－5  Chicago  1．10  
The＝rsしdecade   Anal．Cheln．＆SpecけOSC．  

Soc．  
c－6  1．10  

野尻幸宏   
（★l水質土壌環境部）  

c－7            1．10  
同   

c－8  
竹内延夫＊2  講演会第10回年次大会  
（■l筑波大．  

頂大気環境部）  

C－g  化学物質の情相交換のためのパソコンネットワー   
パソコンネットワーク研  クー環境情報フォーラムの開設と運用－  

究地  
c－10  AlleWhandysa叩Ierrorcollectingwalerand  The24thCongr．Inし   1．8  

sedimentinlakes．riversandoceans   Assoc．Theor．＆App】．  
LllnnOl．  

C－11   Ⅰ．1（】  

高松武次却や．放晴子※3．  

西川雅高．柴田康行   
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記号ユ   発 表 者   屈  冒   学会等名称   開催都市名  年月   

（れ田名部嵐  

れ水質土壌環境弧  
再開西外語短大）  

c－12  日本陸水学会第54回大会  
大八木昭れ  
（＊1田名部高）  

C－13  日本分析化学会弟舶年会   
田   ーHPLC－1CP－MSの応 一   

C－14  
森田早敏   る超微塵ゲルマニウムの定立  
（＊1北海道立衛生研〉  

C－15   L11  

森田昌敏   
（■l北海道立衛生研）  

⊂－16  Theidenti一夏cRtio爪OrBizarrea】kyIph即0】s  37thAn几．Conr．Mass   Mialni  

H．Shiraishi．  i！llh（！Detroitriver   Spectrom．＆Alli由Top．  
R．A．Hites★1  

（才工India爪aUniv．）  

c－17  
相光之   、応   

C－18   ◆■．；●・■ ●▲  me‖頗トh．Che吼（加gr．  馳mh圧  j．】2   
Ofrocksa叩1e   Pac．Basi爪Soc．   

C－19  赦山番憩田中艶  底質土壌試料の表面分析   第24回7k質汚海草会   川 崎  2．さ  
相馬光之  

じ－∽  孜）ndi咽StateSOfscdiu†bintelTaSilicic  The9thlnl．ClayCo爪f．  
‖．Seyana．S，Hayashi♯1  
X．Hayamizutl   
（＋1Ⅳatl．Chen．Lab，1nd．）  

C－2ユ   me9thlnt．CIayConf．   
COnPOUndsonalloptlane  

t－ ㍑  相馬悠子．前山春彦．  
相屈光之  

c－23  宇曽利湖湖底堆積物の唯穣速度と元素組成   日本陸7k学会第54回大会  東 京  1．10  
高松武次郎＋1  

（事l水質土壌環境部）  

C－24   1．10  

会  
C一之5  

村山昌平薫1．青木周司昭．  ウム  
川口貞男＋2．金森悟昭  

（＋l東北大．紹極地軌  

和名古屋大水圏研）  

C－26  第12回撞域気水圏シンポジ  
西川維乱姐辺興亜薫2．  ウム  
西尾文彦薫2  

（霊1名古屋大水圏研．  

頂極地研）  

C－Z7  1989年定日本地球化学金年  
金森倍★l．金森陽子＊l   田   
（＊1名古屋大水留研）  

C－Z8  1．10  
西川雅乱青木周司璃  全  
（＊1名古屋大水匪研．  

将国立陸地研）  

e－29  1．10  

西川雅風波辺興亜昭．  用  
西尾文彦将  
（別名古屋大水圏研．  

和国立瞳地研）  

C－〇○  

金森憎刃．金森暢子暮1．  会  
青木周司霊2．川口貞男や  

（れ名古屋大水圏軌  
昭国立換地研）  

e－さ1   

金森悟‡1，金森陽子★l．  

青木周司峨，川口貞男紹   
会   
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言己号】   発 表 者   題  目   学会等名称   「i訓正邪市名  年月   

（※1名古屋大水惑研．  

沼国立極地研〉  
c－32  

河合崇軋大槻晃＊2  異常およぴそれらの関係   ジウム  
（隼東京大  

和栗京水産大）  

c－33  東京  
蒲生俊敏＊1．酒井均刈．  大会  
佐野有司★1，脇田宏≠1．  

野尻幸宏  
（漉1東京大）  

c－34  

佐藤博明氾．佐野有司ヰl．  大会  
野尻幸宏，篠原宏志米2．  

T．Ⅳji爪e※5  

（刈岡山大  

＊2東京工業大  

幻広島大  
叫東京太  
境ヤウンデ大）  

c－35  

十｛   子組成  
c－36  1g89年度目本地様化学会年  

河合崇欣．大槻晃※2．  田  
酒井均米1  

（刈東京大．  

＋2東京水産大）  

c－37  1g8g年度日本地球化学会年  

佐藤博明※3．佐野有司米4．  同  
野尻幸宏．篠原宏志汁2．  

T．Njine諷5  

（”岡山大地球環境研究  
セ．  

招来京工業大．  

将広島大．♯4東京大．  

埼ヤウンデ大）  

〔－38  1989iF度目本地球イヒ学会年  
平林順一＊2．佐藤博明＋3．  四  
佐野有司★■．篠原宏志薫2  

（tl岡山大，  

椚東京工業太  
将広島大．♯■東京大）  

c－39  東京大学海洋研究所シンポ  
浦辺徹郎紹  ゾウム  
（ズl東京大．  

沼地賀詞冶所〉  
〔－40   北フィジー海盆の海底執7K活動  東京大学梅津研究所シンポ   

；■両‾石ワレー  ノウム  
c－ 41  野尻幸宏   海底熱水湧出システムについて  東京大学海洋研究所シンポ  東 京  2－ 2   

／ウム  

c－42  
石井広征＋1．有元博三★フ  

（判明星太   

紹島津製作所）  

C－43  
P．Yan8‡1，G．H．】lierLje★l  性  

（米11ndiana大）  

C－44   1．川  

料導入に関する基礎的知見   
c－45  レーザー励起領光法を利用した抑召中の汚染物質  甘木分光学会頂境科学部会  東 京  111  

の測定   ・光源部会合同シンポジウ  
ム  

c－46  1．12  
byaninducliveけcoupldp上8Sma一灯aSS  
SpeCtrOmeterOn川ebasisornoiseamp】ト   
tude speetra 

c－47   

◆†   
c－48   

（＋1カリフオルニ7大）  体化法   
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雷己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

C－49  安原昭夫，柴本崇行末】  システアミンを用いる脂肪族飽和アルデヒド頬の  日本分析化学全第3畠年会  仙 台  1．10  

（★1カリフォルニア▲）  同時 T   
C－ 58  安原昭夫   微塵臭気成分の同定について   化学工学会双海支部罪33回  

ノ‾一三A   

C一封  安原昭夫   タイオヰシン関連物質の生成格擢   節i6回目志水質汚潔研究協  
セさ   

c－ 52  向井人史．安部喜也  鉛の安定同位体比の変動から見た隠岐島における   川 崎  111   
大気中の鉛  

c－53  
植田洋筐将．安部阜也  
（町民軒県衡公研．   
∫2大気環境部）  

仁一54   1g89年庶日本地域化学会年  
也   同   

C－∬  

中杉修身需．河村武★1  
（★l筑波大．   
需給合解析部）  

c－56   川崎   
町   

C－57  罪30同大気汚染学会  川崎  
前沢正和刈．  
鬼頭善美代書l．  
7畑英睾■l．構内隅子． 村野髄太郎★2 

．  

椅田洋医事】  
（Tl長野県岡谷保健所．  
★2大気環境部）  

c－58   
tbelrreaCtlOnpr〔ductslnLheatmosphere  

C－5g  山口  
早田寿文＋l．松崎幸夫♯1．  
古谷良板刈．鈴木英治♯l．  
溝口次夫．光本茂吉己頂  
（事l山口県衛公研セ．  
増大気環境部）  

大気環境部  
d－1   成眉圏一次元モデルをもちいたフロン・ハロンに  

よゾ、   
d－ 2  H．Aki¶OtO．  Atnospheiic fate of terpencs The1989】nt．Chem．恥爪gr．  Honolulu  1．1Z   

ニ仁1  Pac．Soc．  

d－ 3   温室効果ガスの大気化学  日本化学会関東支部   東 京  2．1   
d－ 4  秋元肇   地球規模からみた大気汚染物質一発生と評価－  第5匝頂填工学連合講演会  東 京  2．1   
d－ 5  秋元箪   温室効果ガスとスペクトロメトリー   罪ヱ5回応用スペクトロメト  東 京  2．3   

リー東京討論会  
d－ 6  泉克東福山力   α－およぴβ一ビネンのエアロゾルヘの変換  

（2）NO共存下の 広か－の変換  
d－ 7  X．l別川i．S．Hatakeyama．  

TFk NWh◆d  Pac．BaslllSoc．  

d－ 8   クロロ，ジクロロ，トリクロロ，トリクロロエチ  
レン＋D原子の反応によって生じるノヾイノキ  
シ型ラジカルのいF  

l．6  d－ 9  井上元，高木博夫♯l  
（輩1技術  の反応速度定数  

d－10  
佐藤哲也※2．絹川淳頂．  
楓l†達男＋2．井上元  
（事1北海道大．  
♯2東京農工大）  

d－11   大気汚染質の拡散と気象   昭和63年正気象領域研究会   
d－1Z  化学工学協会罪54年会  神 戸  1．4  

北田敏領事1   

（＋】豊橋技科大）  

d－13  1，4  
小森悟Xl．村上泰弘♯l．  
植田洋匡  
（♯l九州大）  

d－1A   1．4  
拉子状物質部会   
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吉己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

d－15  
河村★1   実験   金  
（※1筑波大〉  

d－16  
村上泰弘※l．権田洋匡  ム  
（刈九州太一2ダイキン）  

d－17   第26回日本伝動シンポジウ   
◆†   ム  

d－18  
P．C．S．Lee※1．植田洋匡  
（tl豊橋技術科学大）  

演会  

d－19  芳郎0回大気汚染学会  川椅  
大石典弘♯1．下原孝草♯1．  一幅同県におけるエアロゾル．ガス成分濾皮謀  
浜村研吾★1．石橋能否＋】．  

植田洋邑若松伸司．  
村野健太郎  
（＊1福岡県衛生公舎セ）  

d－20  第30回大気汚染学会  川崎  
植田洋匡．若松伸司．  一山口県地域における調査結取  
酒巻史郎  
（★l山口県衛生公害研究  

セ．  

＋2山口県環境保健部）  

d－Zl  魂京   
P．C．－S．Lee★1．植田洋匡  のLOD－FEMコードによる英行  
（※1豊橋技術科学大）  

d－2Z   1．1Z  
研究発褒会  

d－ 23  内山政弘   炭酸カルシウム担持シリカ．アルミナ」二での   日本化学会第58春季年会  京 都  1．4   
SO2の酸化反応  

d－24  中国の酸性雨地域ならびに非酸性雨地域の粒子状  第30回大気汚染学会  川崎  
G．Gaidajis書1  物質および気体状の大気汚穀物質の特徴  
君島克贅刈．内山政弘  
陳宗良将．範増準事3．  

槻コ生事3  

（♯1埼玉大．  

頂中国科学院生態環境  
研究中心  

暮3食州省環境保護科学  
研）  

d－25  川崎   
相野伊津志．若松伸司  的解析  
（事1（財〉言十丑計画研）  

d－26   第30回大気汚染学会   111  
一発京大学的鳩キャンパスでの椒測結果一  

d－27  E〉01utionandstructureofconvectivemixed  町OtO  1．11  
layerintheurbancenter   Conr．UrbanClim．．Plann．＆  

Build．  
d－28  

若松伸司   一陸風前線の構造とそのノ狸過時の汚染のメカこ  
（書l計盈計画研）   ズムについて－   

d－Zg   ArmX◆クラスターイオンの梢造  1．4  
一動径分布関数の計算－  

d－30  尾崎裕．福山力  Ar爪X◆クラスターの電子衝撃イオン化  第5回化学反応討論会  大 阪  1．6   
d－31  尾崎裕．福山力   （002）乃巌クラスターの電子衝撃イオン化  分子構造総合討論会   札 幌  1．9   

d－32  
doUbly SubStituted binary clusters 
Arl（∽2）2  

d－33   
theelectron一】mpaCtlOn】ZatlOn  Pac．BaslnSoc．  

d－34  酒巻史郎．畠山史郎，  
架田仲明  

d－∬  酒巻史」弧賀田伸呪  西太平洋上空における炭化水素の測定   1989年度目本地球化学会年  東 京  1．10   
秋元肇  

d－36   酒巻史郎．常田伸明．  酉太平洋上空のINSTAC飛行機調肌でのパラフイ  苅30回大気汚染学会   川 崎  111  
ン      の   r   

d－37  笹野泰弘．林田佐智子．  成層圏・対流圏オノン観測桐多波長レーザーレー  第85回池Ⅰ縄苛ま気・地球感  相l英原  1．5   
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中根英吼杉本伸晃  ダーによるオゾン・気温の税別（Ⅲ）   星隊学会講演会   
松井一郎嘉l．漢淳  

（刈醐；）  

d－38  
林田佐智子．杉本伸夫．  ダー：その3  会  
松井一郎＊1．漢淳   上郡成層圏オゾン観測（19a8年10月－12月）の  
（★1技術部）   結果  

d－3g  
流周オノン鉛遺分布の測定   術講演会   

d－48  London  
S．Hayashida－Al柑〔0．   ¶U】＝っ帽Velengthdifrerenしialabsorplion  
H．Suginoto．l．Ma【sui刈  
A．MinatD   
（刈Eng．Div．）  

d－41  第‖匝レーザーセンシング  
林田佐智子．湊諷  シンポジウム  
松井一郎★1．杉本伸夫  

（※1技術部）  

d－4Z  
中根英昭．   ダ〝によるオゾン・気温の観測   崖圏学会  
M．P．McCorlnick薫1  （m）SAGEⅡオノンデータとの比較  
（♯1日ASAラングレー研究  

セ）  

d－43  長岡  
野村彰夫＋1．鹿野菅生■】．  信越支部大会  
笹野泰弘．中根英昭．  

杉本伸夫  
（＃1信州大）  

d－44  長岡  
野村彰夫★1．鹿野哲生♯】．  信越支部大会  
笹野泰弘中根英昭．  
杉本伸夫  
（刈信州大）  

d－4S   相膜原   
光の散乱過程について  
日本気象学会1989年秋季大  

林田佐智子．杉本伸晃  ダー：その4  
松井一郎♯l．湊淳   成層幽オゾン櫻庶の季節変化（1988年8月－1989  
（♯1技術部〉   年6月）  

環境科学会1g89年会  兼京   
日下迫♯1．笹野泰弘   

（♯1金沢工業大）  

1．1D  
D．E．【illin8er★1  dopplerl．D6〟nNd：YAGL】DAR   OpとicsSo亡．1989LEOS  
♯1u■       （nlV．SouthFlorlda）  Anrlu．Meet．  

1．10  
以X．Xlllinger♯1  aerosoIprofiling   OpticsSoc．1gagLEOS  
（＋luniv．SoutbFlorida）  Ånnulleet  

1．10  
D．鷺．Xillinger米1  Hd：YAGcoherentlidar   Meet．  
（￥1uniYSouthFlorida）  

d51  Z，2  
D．【．Xl11in8er★1  atl．06〟n   Atmos．  
（♯1u爪ivSoutbFlorida）  

d－52  2．2  
K．Chan刈  a用OSphericaerosoIsandwatervap）r  Atmos．  
D．X．1i11inger＊1  
（■lun‡v．So心thFlorida）  

d－53  2．2  
D．X．K王11inger※1  1〟mCOheren【L川AR   ALmos．  
（＊luniv．SouthFlorida〉  

d－54  OpしRc¶OteSensing  2．2  
Y．Sasano   SatelIiしeADEOS：earlh－SPaCe－earthlaser  

long－Pathabsorptionmeasurementsor   
atmo5phericしracespecies  

1．5  
竹内延丸松略章好♯2  
（♯1現場情報部．  

呵宇宙研〉   
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d－56  

鶴田達也紹，竹内延夫．  シンポジウム  
松崎章好米3 M 

（筑波大．  

職環境情報部．  

＊3宇苗研）  

d－57  
竹内延夫．下田昭即㍗．  

松崎章好※】  
（米1環境情報弧  

鱒筑波大．将宇笛研）  

d－58  
竹内延夫．森山隆頂．  の検討について  9回学術講協会  
娠口博司米2  

（※1環境情報部．  

絨字音開発事業団）  

d5g  
S．Tag］Chi♯2，N．Takeuchi  
（※1Environ．】nf．Div‥  

米2Nall．Res．【nst．  

Pollut．＆Resour．）  
d－60   第30匝Ⅰ大気汚染学会  川崎   

賀田伸明   法の閲発   
d－61  

（半1気象研）   の構造   全  
d－62  宇宙からの地球蚊測   東京   

ト＋   

d－63  
俵田達也＊2，鈴木睦．  域予剰  
秋元肇  
（fl手首研．  

＊2環境情報部）  

d－64  
横田達也12．鈴木睦  の検討   講演会  
（米1宇宙研，  

※2環境情報部）  

d→65   千莞   
講演会  

d－86  竹内延夫   リモートセンシングと地球環境  第2回リモートセンシング         千 葉  1．6   

講習会  
d－ 67  竹内延夫   レーザーとフロンとオゾン  第16回レーザーセミナ←レ  浜 名  1．7   

ーサー学会  
d－68  大気散見成分測定用衛星搭載センサーの設計  

横田達也★1．松崎章好♯2  杭全  
（＊1環境情報部．  

♯2宇宙研）  

d－6g   コヒーレントライダーにおけるコヒ【レンス時汀†】  
と振幅加算の検討   読会   

d－7（）  竹内延夫  福 岡  1．10    コヒーレントライダーにおける振幅加算性の成立  第13匝レーザーセンシング  
集中の 自、   シンポジウム   

d－71  T．Takeuchi   一‘MonitoringandtheroIcofspacestation”  
At¶OSpher王csou几der「Limbsounder」  

d▼72  T．Takeuchi  Outlineofimprovedlimb射川05pheric   The加dADEOSSymp．   Tokyo  2．1   
spectro¶eter（】LAS）  

d－73  人工衛星データを利用したオノン等微量成分濃度  重点領域研究「衛星による  東京  
横田達也刈   分布の削定・解析法に関する研究   地球環境の解明」許2回シ  
（＊1王苧墳情報部）  ンポジウム  

d－74  Opt．Re爪OteSe几S王ng  Nevada  
T．Yokoほれ．  spectro¶eヒer（1LAS）aおardADEOS  Atmo5．  
九Matsuzaki事2  
Ⅱ．Al【ilqO10  

（書IEnYiron．】nf．Div．．  

将Inst．Space＆  
A5trOnaUしSci．）  

d－75  
鈴木睦．下田昭郎昭  ・分光非線形性の影響   講演会  
（＃1環境情報瓢  

将筑波大）  

d－76   
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杉本伸夫林田佐智子． 測   
松井一郎★1．汝淳  

（■l技術部）  

d－77  第13回レーザーセンシング  福岡  
漢淳．松井二側肝l．   シンポジウム  
林田佐智子．杉射巾夫  
（■l技術部）  

d－7a  死方て   
・光源部会合同シンポノウ  
ム  

d－79  巾模英昭  2．2  

／ウム  

d－80  テルペンと0Ilの反応に対するNOxの効黒   日本化学会第5a春季咋会  
福山九柴田仲明  

d一る1   日本気象学会1g89年春季大  
（＋りPL〉   四   

d－ 82  S．Halakeyama．Ⅸ．Izuhi．Phot∝〉Xidatio爪OrterPeneSinthebackground  lnt．Conf．onGlobal＆  Beijing  1．5   
T．Fukuyama．軋rashida  a亡mosphere   ■・＝    ●■ ●  ・   

d－83  
反応によってどのように消滅して行くか？  

」1手i  東京  
鷲田仲明  出立の見稔り  会  

d－85  川崎   
鷲田仲明   
（米1公害防止技術セ）   

」1与ら  第30回大気汚染学会   1．11  
福山九秋元箪．常田仲明 での00放出立   

d－87  花崎秀史  密度成層流におけるupstrea¶inrlue爪Ceに閲す  第26回日本伝熱シンポジウ  仙 台  1．5   
る赦値的研究  ム  

d－88        花崎秀史  密度成層流中の物体上流へ伝わる内部重力波   甘木物腰学会1g89年秋の分  政児島  1．10   
料金  

d－89  花崎秀史  軸対称回転流体に関する数値的研究  第3g回応用力学連合試演会  東 京  1．12   
d－gO  花崎秀史  密度成層流中の物体により上流側に励起される非  第3回数値流体力学シンポ  東 京  1，12   

罰へ椅  ■ と rorc由一ⅩdV □   ジウム   
d－gl  大 阪  2．3  
d－g2  第13回レーザーセンシング  福岡  

飯倉善軸★1．滴7K浩≠コ   シンポジウム  
（暮1岩手大．  

※2総合解析部）  

d－g3   
飯台酋和事l  損刺（Ⅲ）長期的変動について   ノゝ  
（♯1岩手大）  第37回応用物理学関係連合  d－94  
鹿野哲生♯1．林田佐智子．  

笹野泰弘杉本伸夫．  
中根英昭  
（11信州大）  

d－g5  
実験一反応機澗  

d▼96  東京   
駕田仲明  一光化学反応チャンパ【を用いたモデル実験  田   
（れ技術部）  

1、5  

軋Washida  at¶OSPhericoxidationorlmetha爪e   Reg．Environ．Almos．Ch肌   
J十）亨  大 阪  1、6  

光化学反応チャンパーを用いたオゾン層破壊  
モデル実験－   

d－gg  111  
るオゾン破壊模擬・7嵐 n．反応モデル計芹   

d－100  分子クラスターの生成と反応   第7回エアロゾル科学・技  嬬 恋  1．8  

術研究討論会  
d一川】  福山力  酸性雨のメカニズムと措問題  有機系外装建材の耐挨性と  

、‾‘f   

d－102  
栗田芳井※1早狩進♯コ  について   会  
（れ長野県衝公研．  一1983年～現在の連続測定より－  
♯2青森県公害セ）  

d→103   千莞   
講演会   
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d－104  湊温杉本伸夫   赤外レーザー長光路吸収実験システムの開発  第13回レーザーセンシング  
シンポジウム   

d－105  官軍武．福本康秀＋l  日本雪煙学会1g8giF秋の分  

◆†   科会   
d－106   日本物理学会第45回年会  大 阪  2．3   

（米1名古屋大〉  

d－1（）7   宮帯武．福本康秀1l  密度成層流体中の渦運動と内部重力波   日本物理学会第45回年会  大 阪  2．3   

（♯1名古屋大）  
d－1Q8  日本化学会努58春季年会  京 都  1．4  

福山九秋元肇   
（★1生物環境部）  

d－10g  二蛮管型拡散チエューダーによる大気中のアンモ  罪30回火気汚染学会  111  
ソニ7サラザール※】．  

泉克諷福山力   
（斗1メキシコ国立大）  

d－110  第30匝l大気汚染学会   111  

尾崎裕．福山力   

（＋1東京理科大〉  

d－111  森林への大気汚染物屑の沈着（m）  第30回大気汚染学会  111  

相野健太郎．松本光弘＊2．  

戸塚綴れ  
（￥1桜美林大．  

兼2奈良県待i生肌  

頂東京農工大）  
d－112  罪30回大気汚染学会   1．11  

ー降水のイオン組成とイオン成分問の相関，各  
種イオン成分降下丘のレベルと空間分布－  

d－11さ  第30匝Ⅰ大気汚染学会  111  

若松伸司．鵜野伊津志．  一航空機による霊7K中のH202及び各種イオン  
植野麗成事】．  膿度の測定－  
大原真由美♯2  

（刈長崎県衛生公舎胡  

d－114  九州地域における大気汚染観削（8）  第30回大気汚染学会  111  
大原真由美米2．  一九州全域における雨の分析－  
宇田寿文＋3．芋郡宮彬♯l．  

大塚加代子鵜．  

植野疲成邦今村鰭γ．  
森崎澄江糊．堤義則将．  

村野健太郎  
（※】鹿児島県環境セ．  

♯2広島県環境セ．  

※3山口県衛生公害研究  
セ．  

♯■福間県衛生公宅セ．  

璽5佐賀県公賓セ．  

祁長崎料簡生公督軌  
椚熊本県衛生公害研．  

書8大分県公害衛生セ．  

■9宮崎県公蕃セ）  

d－115  環境科学会19る9年会  1．12  

金子一彦★つ．福山九  

賀田伸明．秋元肇  

（♯1生物環境瓢  

♯2東京理科大）  

d－116  森林への酸性物質の沈着  環境科学会19る9年会  1．12  

村野健太郎，松本光弘将．  

戸塚績雷3  

（米1桜美林太  

頂奈良県衛生研．  

や東京農工大）  
d－117  酸性雨について   乙2  

州支部総会   
d－118  村野健太郎   赤城山の酸性霧   酸性雨と酸性霧の土壌・粗  

物影響講演会   
d－11g  S，Wakallalsu．】．Ul10．  Specificationoft紹Undaryvaluesandsource  8ZれdAnnu，Meeし＆Exhib．  Anahei†R  1．6  

R．A．Yadden刈   CharacteJisticsrorozo爪ePredictionina   
（＋luniv．tlli几Ois）   COnPlexai一石hd   d－120      第30回大気汚染学会   1．11               川 崎  
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記号1   発 表 者  題  目   学会苓名称   開催都市名  年月   

三村春雄刈．若松仲司． ついて   
鵜野伊津志  
く★】神奈川県公寄セ）  

d－1Zl  第30回大気汚染学会  川橋  
鵜野伊津志村野健太鉱 一大気汚染物質の立体分布－  
酒巻史郎．碩山芳明★l．  

宇都宮彬や．植野康成‡3．  

山下敬則昭．早田寿文￥4  

（れ神奈川県公害セ′  

招福岡県衛生公著七  
＋3長崎県衛生公害軌  
米▲山口県南生公害研究  

セ）  

d－122  1g89年全項境科学シンポジ  東京   
山下敬跡㌣l，森淳子諷1  ウム  
（＋l長崎県衛生公 ）   

d－123  第Z6回衛生工学研究討論会  
X．L，ScheTe♯l，  
R．A．Wadden昭  

（＊1米国EP九大気科学軌  

♯2イリノイ大）  

d－ユZ4  

松為宏幸♯1  窒素の反応  
（★l東京大）   

d－125  
松為宏幸♯1  

（♯1庚京大）   

d－128  1．9  
賀田伸明  ポテンシャルとの相関  
（★1東京大〉   

d－127  金属クラスターの構造と反応皿  分子梢追給含討論会  1．9  
積商千恵子★L．  負イオンクラスターの先鋭胤分光  
森脇太郎♯1．鷲田仲明．  

阿知波洋次事1  

（暮1東京都立大）  

d－128  フリーラジカルの気相反応過程   l．9  
演会  

d－129  N．Yashlda．Å・Miyoshill．ReactionorhydroxyalkylradicalsY＝h   The1989lnt．Chem．Congr．  lIonoIuIu  1．12  
＝∂t引⊥i￥】  nolecular・Ory辟n   Pac．βasinSoc．   

（UnlV．Tokyo）  
d－130  PhoしOio几izationo一円ethano】cIusしers   The1989l爪t．Chem．Congr．  l王onolulu  

H．Shironaru♯1．   Pac．6asinSoc．  
Y．Achiba刈．K，Ⅹinura♯】  

（米ITokyoMetrop．u両v．）  

d－131  lionoトu圧   

Pac．♭aslnSoc．  

d－132  structuralandelectTOnicproperしiesof   The1989lnt－Chem．mngr．    1．12  
T．舶ritaki漉1  1山1andSemiconductornegativeion  
軋Shiromaru暮1、  ClusteTSreVealdbyphotdetachⅦe机  
軋－a8hida．Y．Åchib㌔1 spectroscop∫  
（♯1TokyoMetrop，U［iv，）  

水質土壌環境部  
e－1  

K．丸印ama将  elpeTime爪al匝nds■＝hcontinuous†low  Ecol．  
（tlcheMPhys．Div．．   sys【en  

■2TohoUnjv．）  

e－2   」．10  

e－3  霞ケ浦の7オコ   日本プランクトン学会・日  
本海洋学会1g89年皮秋季ン   
ンポジウム  

e－4  
北村博や  
（刈損壊研究セ．  

■2日本大）  

e－5   l．＝  

の；   

e－ 6  X．【naba．T，Sekine事1 RouteorsoIventextractionorchrom王uh（m）  The1989lnt．Che乱Con8r．  l；onolulu  1．12   
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ぎ己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   閑催都祁名  年月   

（11sci．Univ．Tokyo）   inaqueQUSperChlor81esolulionsれthrive  Pa亡、BasinSoc．   
β－dlketoneslntO4－methyl－2－p（）ntanOne  

e－7  

披谷邦光れ．渡辺信．  おける分解・除去  
大野泰宏昭．青山莞雨♯3  

（≠1技術瓢  

鱒環境生理部．  

再来邦大）  

e一息  Kyoto  
M．togall．R．Sudok2  growthor rilamenしOuSO「ganisms   Ecol一  

（★】加utaCity．  

★2Eng．Div．）  

e－g  水城の直接浄化   松江   
大全  

e－10  

碩藤隆一※】．西村浩★2   大会  
（※1技術弧＊2東邦大）  

e11  

須藤隆一※2  麻生動物との増殖に対する相互作用   大会  
（♯l千葉県立中央博物館．  

新技術部）  

e－12  
金敷奴t2．村上和亡ヤ．  大会  
田中伸幸♯3  

（＋l技術部，♯2東邦大  

祁筑波大）  

e－13  
大内山高広★2．  分解とp〃との関係  大会  
杉浦則夫＊3  

（刈技術部．  

十2日本環境クリエイト．  

★3茨城県企業局）  

e－14  111  
頒薩隆一暮2  大会  
（＊1茨城県企来観  

♯2技術部）  

e－15  

須藤隆一♯2．  割  
大内山高広幻．  

小林狩人※3  

（＋1茨城県企業局．  

”技術部．  

”日本環境クリエイト〉  
e－16  

須藤隆一★1  

（＋l技術部）  
e【17  2．3  

彼谷邦光昭．渡辺1言  ビリジンの生物膜処理プロセスにおける消昆  
大野泰宏将．青山莞爾★3  

（れ技術部．  

沼環境生理部  
★3東邦大）  

e－18  2．3  

水落元之♯】．細見正召凡  

小林昌俊♯2．宵山莞爾×2   

（事1技術弧★2兼邦大）  
e－19  2．8  

須藤隆一※1．河野哲郎紹  cucullulusの大豆培養と増殉国子  

（町技術凱ザ山梨大）  
e－20   日本陸7k学会諦54回大会  東 京  1．10   
e－21  井上隆信．海老煎潜一  流下過程における水質変化と河射寸葛生物駿  土木学会第44回年次学術講  

演A   
e－22  Conlributionorbiofi】no【ri〉erbedror  Thelg89】几t．Chem，肋ngr．  lIon〔〉1ulu  

A．肋r柑uChi埠．T，（mue  P8C．88ざj爪Soc．  

（※1HokkaidoUniv．   

♯2Fisb．Agency）  

e－23   

e－24  井上隆息海老海港一  水稲移植翔における農憐旭河川の農薬・栄養塩流  川′椅  2、3   

山特性   
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記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

e－25  今井章雄乃．F．G】oyna刈  活性汚泥プロセスにおけるCr（u）の吸着及び柑  節封回水質汚濁学会   川 崎  2．3  
＊1テキサス  

e－Z6  岩崎一弘．内山硲夫．   組換え微生物の水系マイクロコズムでの挙動  平成元印度日本相湘工学会  

矢木修身  ■ノ＼   

e－27  岩田敏．陶野郁雄   佐賀・白石平野の地盤性状と沈下解析  講24回土質工学会   東 京  1 6   
e－28  新 潟  1d  

矢木怯身．田淵武士れ  
（＋l】■∴‘‾1）   

e－29  

矢木焙身．国府田悦男★l  大会   
※l－‾こ   

e－30   1．10  

e－ 31  海老漸潜－，井上隆信  水域水質管理のためのCNP比による河川流出  
負荷且評価   ’ノゝ   

e－ 32  大坪国服   大型ライシメーターにおける土壌7k分の移動特性  
（Ⅲ）   、A   

e－ 33  大坪国帆久保井徹刈 ＊1  大型ライシメータを用いた不飽相土壌中での水分   

（静）  
川 崎  2．3   

と溶質の鉛直移動に関する実験  
e－ 34  汚泥の土壌還元と東金屑   日本土壌肥料学会1989年度  丘こ 島  1．4   

大岩  
e－35  久保井敵手易居栄♯1 ♯1  逆相系高速液タロによる低分子有機物一望金属複 人   日本土壌円巴科学会1g89年度   広 島  1．4   

（北京師範大）  体  同  
e－36  久保井葦乳揚居栗※1 ♯1   

（北京師範大）   会関東支部大会  
e－37  

戸辺学昭．腸屠栄＃3．  【種問の共感性と相違点－  
矢崎亡也刈  

会関兼支部大会  

（れ日本太  

昭千葉県農業試験場，  
撫3北京師範大）  

e－38  東京  
吉田富男♯2．伊藤裕康※3．  
佐竹研一米3  

（刈筑波太れ千諾大．  
X3計測技術部）  

e－3g   水戸   
（幕】山形大）  同   

e－40  東京  
中和御許．西川貢ホ2．  
陶野有弛  
（璽1滴水建設㈱．  

♯2中央開発㈱）  

e－41  

宮本孝行♯2  

死京  
（圭1九州工菓太  

将九州工業大学院）  

e－4Z  

社本康広裏   
第封匝土質工学会  東京   

（★1日本大．＊コ清水建設）  

e－43  lg  

寒川旭頂  
（♯1日本大．  
細工美技術院地質調査  

所）  

e－44   大深皮地下空間利用と環境保全   1．12  

フロントンンポジウム  
e－45  富岡典子．内山裕美．  環境科学会1g89年会   

矢木修身   
東 京  112   

e－d6  富岡典子．内山裕太   セシウム蓄積園のセシウム取り込みに及ぼす各種  日本農芸化学会19gO年度大  福 岡  2．3   
矢木修身  因子の影響  会  

e－47  服部浩之  土壌中の物質代謝に及ぼす東金屑の影響（第3報）  
各種重金属と汚泥の分解  

e一埴  Ⅱ．ⅥattoTi   

同   
1nlluenceo！ca血i川OnSOil¶icrot〉ial   me5thl爪t．Synp，Microb．  Xyoto  1．8   

ac11VltleS  Ecol．  

e－49  服部浩之  下水汚泥連用土壌中の有機物の形態と分解性   平成元年度日本土塊肥料学  
関   

e－ 50  原島省．菊池靖＋】．   衛星データによる広域海洋のbio－g印hysicaI   
山上博三X2   ¶deling（1）概念設計   大会   
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喜己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

（♯1筑波大．  

紹図書館情報大）  

e－51  彿倭ザ」タによる広域海洋のbio－ge叩hy5jca】  19∂9年虎口本源洋学全巻軍  東軍  
（米1筑波大）   ndeling（2）ダラウントトルース・データペー  

スおよぴパーソナル・コンピュータ・ディスプレ   
イ  

e－52  RenoteSensingforしheenvironmenlal  Kangnung  
PrOblemsandassociated竹山ellingandin  
SituhOnitoringschemesinthecontine机al  
shei i resion 

e－53  育潮現象のモデリング  つくば  
宮崎悪運㌣．安岡雲文明  本海洋学会ユ989年度秋季大  
（刈環境情報部  会  
頃総合解析部）  

e－54  

原島く乱油大作＋3．  捕手斗学校絆i連合講演会  

亀皿芳彦九■．岡本二彦湘．  

津野克彦米▲  
（暮1航空宇首技術研．  

米2遠洋水産研．  

♯3ユーカリ光学軋  

刈東芝）  

e－55  Satelliteoceancolordataforenvironrnental   Japan－USOceanColor   Tokyo   
SCience   RemoteSen8ingSy叩．   

e－56  土壌中のヒ素耐性菌（第3報）   広島  
汚染土煤から分離されたヒ素耐性菌   大会  

e－5T   HicrobiallnOnitoringrorheavy¶eしal   Ryoto   
CO几talqlna110nl爪naturalsol】  E   

e－58  福島武嵐天野耕二＊1  第24回7K質汚濁学会   川 崎  2．3   
（＃l総合解析郡）  

T．Fukushi吼R．Sudo刈．  3rdExpertGroup  2．2  
M．Åizaki．軋∬arasaYa＃2．  ギasumigauraanditsenvironmenta上付anage－  粁orkざhopRiyer／と占ke  
S．Yozawa翼J．M．Yokota♯ヲ．  nent，Part5：Lakecomparatives【udyand  EasinApproacれes  
T．Nagai離3   itsapplicationtoMan∂gementOrdrainage  Environ．SoundManage一  
（れEng．Div．Div．  basiれ  WaterResour．  
＋2sysしAnal．Plann．  
Div. 

諷3EnvlrOn．Bur．】baraki  
Prefect．Grov．）  

e－60  63．7  
X．Matsusige■l．   processesforth8treatlhe爪tOr¶unicipal  ⅣaterPollut．Control  
Y．Inamori．R．Sudo事1．  1a爪dfillleachate：remValofnitrogenand  Re5．＆Conしrol  
E，ya刀8da★2．z′Yosムino紹  

（tlEng．Div．．   

t2Sci．UniY．Tokyo）  
e－61  第23回7K質汚濁学会  1．3  

竹本篤郎♯1．滝和夫斗1．  

細見正呪福島武彦．  
天野朗二将．茂庭竹坐ヤ  
（書l千袋工業大．  

明紀含解析郡  
t3東海大）  

e－62  Eco－しechnologyi爪1akeandwas【eYater   Biotechnol．Fo川n  1．6  
treatmeJntSyStelnS  B】OteChnol．CIubSelh．  

e－63  M．【10SOlni  Liq山dmanagementror甘a5tedjs匹Salsi亡es   別∫よだ由u⊂亡．E爪g．Lぬ斤eざ一  Cjncjn胴Ij  】．9   
－Re亡1rCulat10nOrlandrll11ea（、hate－  

e－64  向井哲  土壌および河川中の腐植物質   第1回目輪台同シンポジウ  大 郎  1．6   
ム  

e－85  日本陸水学会第5咽大会  
河野行雄＃1．原田勉‡1．  

平林公男紹．矢木修身  
（＊1長野県南生公琶‡汎  

＊2信州大）  

e－66   環境科学会1989年会   東京   
ートリクロロエチレンを例として－  

e－87  塚本於一＃1，矢木焙身  ラン漂加abaenaspiroidesの増殖特性   環境科学会1989年会   東 京  1．12   

（判筑波大）  

e－68   矢木修身   淡水蒸瓶の増殖促進物質   土・水研究会   つくば  2．3   
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氾号1   発 表 者   題  目   学会等名称   l娼催都市名  年月   

環境生理部  
f－1  63．5  

札Miller■1  Onald¢bydepTeSentinratlivermicrosomes  Soc．70Ticol．2nd加nu．  
T．Shiba口OtO★l  Heet．  
（輩1Univ．Calirornia）  

r－Z  
M．机＝er★1．  1iverrro1日CClltreatedrats   Meet．  
T．S九ib且爪O10♯1  

（tlⅥniv．Cal‖ornia）  

r－3  
M．Miller暮1．  ‖pidperoxidatio爪   ＝ee【．  

T．ShlbalnOtO＋】  

（暮IU几iv．Calirornia）  

f－4  
染本崇行￥l  型及び結合型マロン7ルヂヒドの分析   リーラジカル学会  
（★lカl       リフォル＿7大〉  

仁5  

（＊1Univ．Tsukuba）   COntainingtaurolip王d（tauro＝pidC）   Protozoo】．  

1SOlatedfroTnTetrahynertathernc）PhiLa  
r－6  1．1（）  

本海洋学会1ga9年庶秋季シ   
ンポジウム  

ト7  1．11  
藤巻秀ロノj欄種弘  変化  

J－ 8   局博一♯1．河田明治  第107匝旧本獣医学会   敢 京  」 4   
く★1東京大）  

仁9  
（薫1筑波大〉   ン1エアロゾルに対する相可㌫性に及ぼす影  

響  
ト10   1‖  

（れ筑波大  及ぼす影響  
ト11  東 京  2．3  

長谷川鎖雄一1   平滑筋の反応性の比較  
（￥1筑波大〉  

r－12  2．3  
長谷川鎮推♯1  操作用  
（★l筑波大  

f－13  
anda几＝oxidativesγStenSjnlu叩SO†ra【s   
訓dguineapig＄eX叩SdtoNO7a〔dO3  

r－14   オゾンおよび二酸化窒素と肺胞窮   郡30回大気汚染学会   L＝  
r－15  嵯峨井勝   フリーラジカルによる地球規模の環境破壊と細胞  京 都  Z．3   

陣容－そのメナ‾ズムの’   RadlCals  
r－16  佐野友吾市販草道．  川 崎  Il】   

嵯峨井勝  丑  
f－1T  白石不二鼠彼谷邦光  

森本兼嚢‡1♯l大阪大）   大会  
f－18  Pra即e  

actiYitミeち0†Tatlung5pr虎ucedbγin  

Vi〉OeX印SUre6し00ZOneand【hrogen  
djox王de  

r－19  Seou】  

Y．Takahashi．   tissueelementsinvit釦＝れA（ericient  
X．T．Suzuki昭．T．Miura  
（≠lGunnaUniv‥  
れEnvirom．Hea】thSci．  

DiY，〉  

ト20   弟3¢回大気汚染学会  川崎   
オゾ巧鼠躍の髭   

トZl  野原恵子．彼谷邦光  
r－22  

功刀正行刈こ彼谷邦光   
（★1計別技術部）  

f－23   ：gE抗体産生を修飾する見境汚染   1．9  

f－24  若盛和雄▲】．藤巻秀和． ‡1 第39回日本アレルギー学会  東 京  1 g   
小澤仁．永含⊂史★l．  
足川哲夫＊l．本多芳男九】．  

渡辺直照1l  

（★1雛医科大）   
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言己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都祁名 年月   

f－ Z5  藤巻秀和   サブスタンスPによるラソり巴満細胞からのヒス  第60回日本動物学会   京 都 l．10   

タミン遊離を修飾する環境因子  
r－Z6  培養細腰の異物昭斬占性誘導鰭による毒性評価法  動物実験代替法研究会節3  城浜】．ユ0  

周博一11．河田明治．  の閑雅  回大金  
横山栄二♯2  

（刈東京大．  

紹国立公衆衛生院）  

r－27  ChangesinDNAandproteinsynthesisarter   A†n．Soc．Ce】1Bjol．．  iloultOn 1.111 

F．Grinnell＋l   fibroblastsinco11agengelsarereleased  TheZgthAnnu．Meet．  
（九1uTSouthwestern   frontension  

M由．Cent．）  

ト28   

の軟骨形 の鮎響   
r2g  Brighton l．7  

X，Xaya．M．H．舶tanabe▼1  budce】lsbycyanoviridinRR（Micro⊂yStin－  Tolicol．   
（米Iwater＆Soil   RR）．atoxinfronthebl］e－grCenalga  

E爪ViJOn．Div．）   nicrocystisviTidis   
f－30  8rightonl．7  

札Murakani★l   ce爪tTationof爪itrogerldioxideandozone  Tolicol．  
（薫1餌viron．HealtbSci．  OnratSlungs  

Div．）   一ElectronlnicroscopiclnOrpho¶etry‾  

環境保健部  
g－1   

兜其徳   一昔の槌頬と】うるささ－のレベル「反応鞘】係－   

（刈航空公者研究セ）  

g－ 2   南正信★1．相木篤子．  騒音感受性の規定要因に関する研究（罪4報）  第59回目本衛生学会総会  秋 田 1．5  
兜其徳   ー若年者のAEPG別こおけるレベル一反応関係－   
（＊1航空公害研究セ）  

g－3  Alterationinhepat王c8eneeXpreSSion   TheVthlnL払ngr．   Brightonl，7  

E．X．Silbergeldll．   patternsfollo再nginvitroandinvivo  Toxicol．  
臥A．Fowler※1   exI氾SUretO2．3．7．8一しetrachloro‾  
（11univ．舶ryland）   dibenzα1ioxin（TCDD）   

g－4  
臥A．Fowler※l   asamindicatorrorex卵5UretOga11i］m  TraceElem．Res．Hu†b．   
（★1univ．Maryland）   andarsenite   （lSTER¶）   

g－ 5        ・Toronto l．9   E，X．Silbergeld♯1．  TCDt）：Alterationinhepaticgeneexpression  gthlnt．Symp．Chlorinat鴎  
Y．Aoki．臥A．Fowler♯Ⅰ  afterinvitroandiれVivoeY叩SUre   Dioxins＆Relat．（加po．   

（刈univ．Maryland）  

g－ 6   青木破展．鈴木和夫  orniLhinecarbanoyltransrerase活性と肝尖質  
細胞中の尿素合成に対するカドミウムの阻毯作   
用  

g－7  2．3．T．8－テトラタロロジペンノーp－ダイオキシン  第15回環境汚染物質とその  仙台1＝  
E．K．Silbergeld※1，   の森羅によるラット桝代培養肝実質細胞及び肝  トキシコロジーシンポジウ  
B．A，Fowler＋l   脳中のタンパク質の誘導  ム  
（♯lu爪iv．Haryland）  

g－8  
S．貼takeyama頂．   cus）1arva8：induct川nandcharacteriza一  Pac．BasinSoc．  
∬′T．S山ZUよj  tionorlneta卜bind王ngprotein  
（刈chibaUniv．．  

墳En〉iron，Biol．Div．）  

g－g   第Z9回大気汚染学会  仙台63．11  

の影響（Ⅰ）沿道住民の星霜旦調査  
g－10  バラコート除草剤と各種薬物による相乗作卿こ関  第38回日本農相医学会総会  

佐々木喜一郎★l．  する実験的研究  
内藤英輔■1．松島松翠♯1．  

川原一緒将．安藤満．  

田村憲治  
（刈日本農村医学研．  

職松本歯科大）  

g－Il  ■弟タ∂回目本農村医学会総会  
浅沼信治★1．松島松翠メ】．  

川原一祐頂  
（★1日本農村医学研．  

喝松本歯科大〉  
g－1Z   

安藤満，田村憲治．   生体影響（第3報）  
松島松革昭．浅沼信治刈．  」組織学的な検討を中心に   
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記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催挑市名  年月   

佐々木酋一郎♯2．  

内藤英輌※2  

（れ松本歯科大  

※2日本農村医学研）  

g▲13      安藤満．田村憲治   幹縦亘柏沿道lこおける浮遡扮じん多環芳香族化合  第48回日本公衆衝生学会紀   つくば  1．10   
物の家屋内外淵変－．  田  

g－14  Y．Ohしa  ■．■．1●l● ■●l▲●  Proc．The机hげorldClean  Hague  1．9   
partlC111ates  AlrCongr．198g  

g－15  太田庸桂子，中野罵浩11．  罪48同日本公衆衛生学会総  
松本哩  会   
（れ国立水俣病研究セ）  

g－16  

金城芳秀★1ノい野稚司，  田  
脇阪一郎♯2  

（♯l水俣病利男セ．  

＋2鹿児島大）  

g－17  弟48回目本公衆術生学会総  

中井屋史刈   同   
く｝1東京大）  

g－18  第30匝】大気汚染学会  1．11  
前田和甫♯1ノト野稚司．  

村上正孝   
（♯1東京大）  

1．12  
村上正孝  価  研究発表会  

g－20  第9匝‖］本社全精神医学会  
宮内勝一l．安西信雄幕l．  

佐々木司※3．森俊夫※l．  

影山隆之．元永拓郎★1．  

伊藤弘人事1．  

佐々木雄司※l  

（tl東京太  

紹都立中郡総合精神保  
催セ．明神経研）  

g－21  第5g回日本衛生学会総会   
さ評価について（第2報〉  

g－2Z  大都市圏内における騒音の種類別苦情発生状況と  日本騒音制御工学会技術発  東京  
地域特性くモの2）  表会  
一都内S区（住宅地城主体）における新規苦情  
のケーススタディ  

g－Z3   つくば   
（第l報）   同   
大都市における主婦の騒音昆環状況と地域差  

g」Z4  影山隆之  1．1D  
ついて；一理科教諭が健康質問紙TlI】を活用し   
た経験から  

官一之5  影山隆．乙兜其徳  1．1L  
となりつるか（その2）  

g－26  影山隆之．兜其徳  高密度居住と騒音苦情発生率に関する統計的研究  環境科学会1989年会   東 京  111   
g－27  

（♯1埼玉県精神保健総合  ついての紙汁的検討  
セ）  

g－Z8   第10回日本社会精神医学会   
性の飲酒行動  

8－Z9  邦5掴日本衛生学会総会  
栢岡司書l．上野達郎＊1．  

二塚信米1   

（叫陀本大〉．  

g－30   第12回日本がん疫学研究会   
G．Hamada※l．渡辺畠＋】．  ライフスタイル  
一ノ演義巳＊2．   －がん死亡率の地域較差に対する生態学的アブ  
伊波恒雄ヤ．兜真1恵  ローチー   
山口百子♯1．高島豊‡5．  

苅田香西嘉6． 等々力英美♯7 
．  

赤羽正之半8．F，Gey♯9  

（♯1国立がん阜  

紹二戸保健所．  
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記号1   発 表 者   喝  ‖   学会等名称   開催都市名  年月   

刈石川保健所．  
＋l国立栄養研．  
＋S北里大．哺栗東大．  
♯7琉球大★8東京農大  
事9ベルン大）  

g－31  
C．Yo爪eZaWa★2，  andst01naChcanc巳rinJapan（〉Se  TraceElem．Res．Hulれ．  

W．J．B10t＊3  （ISTERIり  

Ⅹ．Neriishi＝ぐl  
S．Akib㌔一．T．Suzuki≠l  
C．E．Land－3  
（＊lTokyoU斤iv．．  
メ2Jpn．AP椚．  
霊3u．s．NCl．漉4RERF．）  

g32  東京  
地域特性（その1）  衷会  
一首郡匝1古Ii6県での年間苦情発生率と人口密  
度との関連  

g－33  つくば   
止・ オー旨厚の特異的相関闇路   

E－34  兜具練   ストレスと発癌  第5回目本ストレス学会  東 京  111   
むリスク  

g－35  兜真徳   中高年者の肥満・高血圧と尿中カテコールアミン  節54回日本民族衛生学会  鹿児島  1．11   
g－38  南正信Xl．兜真徳   騒音に対する心理的反応と生理的感受性傭1報）  環境科学会1g岳9年会   東京  

（＋1航空公害研究セ）   十交感神経榊巨のREST川GLEVELと音刺激に   
対する反応性との関連性について－  

m川a＝  

C．E．Land♯2．   riskforbreastcancerinJapanes（）WOmen  CancerRegist．Pac．Ba5in  
【．k）rimoto水3．  ーSOmebasicrindings  
K．Heriishi￥1，H．Rato氷1  
（刈RERF．＊つ仇S．NC】．  
♯3Na8a5akiUniv．）  

g－38   名古屋   
鈴木和夫  √ム比の、化   

g－39   小林悦子．杉平直子．   第5g回日本衛生学会総会  秋 田  1．5   
鈴木和夫  代謝と識別  

g40  生体による金属イオンの識別機摘   日本薬学会凱O9年会  名古屋  
場長宏行＃つ．玉川洋子”．  肝娘への銅の取り込みとカドミウムの前処理効  

下條信弘♯1ノJ、林悦子．  
給水和夫  
（蠣l筑波大沼千葉大）  

g－41  ラット水晶体可溶性分画中の含硫生体成分  日本薬学会第109年会  名古屋  
小林静子昭．碩長宏行※3．  
鈴木和夫  
（メ1白内障研．  
”共立薬科大．  
※3千露大）  

g－42  名古屋   
鈴木和夫   蛋白質へのカドミウムの結会一invivoとin   
（♯1千葉大）   vitroの比較   

g－43  生体による金属イオンの識別機牒  第59回日本衛生学会絵会  
下條信弘★1．須長宏行幻．  肝臓への亜鉛の取り込みとカドミウムの前処理  

小林悦子．玉川洋子翼1．  
鈴木和夫   
（暮1筑波大．紹千葉大）  g－44       第4回金属の関与する生体   
山中啓♯1   体の形成   阻違反応シンポジウム   
（刈筑波大〉  

1．6  
鈴木和夫   ペプチクーゼB前駆体への結合   関連反応シンポジウム   
（霊】筑波大）  

1．8  
T．Suzuki米1．x．T．Suzuki  metallothioneininliverandkidneysec▼  TraceEletn．Res．打uTn．   
（★1st．”arian爪aUniv．）  tionspretreated拙hhydro8enperOlide  （】STER】l〉   

g－47  1．8  
HTamagata＋1．s．Hirano．  ofCa．Cu．Fe．Mg．P．SandZminbreast¶‖k  TraceEle11．Res．肌用  
Y．Takaba5hi※2   rractionsorahealthyla〔tatingmother  りSTE】モⅥ）   
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記号l   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  昨月   

軋Shimojo刈  
（♯1univ．Tsuk】ba．  

YIGum爪aUni〉．）  

g148  
下條信弘媚1．  オネイン濃度の変化とカドミウムの掛  トキシコロジーシンポジウ  
高橋久⊂子弟  ム  
（＋王筑波大沼群馬大）  

g－49  
阿部敏明＊1，小鉢繁－★2．  同  
肌”．Rayner．鈴木和夫．  

西村正彦♯3  

（暮1帝京大．絨日給医大  

将浜松医科大）  

g－∽  先君  
阿部敏明刈ノ」＼杯賢一昭．  研究会総会  
M．H．R∂yner，鈴木和夫．  

西村正彦刈  
（♯1帝京太★2日治医大．  

半3浜松医科大）  

芭－51  

X．Yo5hihir㌔l  thionein  Md．  
X．T．Suzuki  
（＋1日aし1．【nst．Hyg．Sci．）  

g－5Z  Honolu】u  

S．KaYahara＊1．   1i〉erandltsrel∂tion to【leta】10thionein  Hed．  
乱Sunaga書つ．E．払bayashi  

（書エUniv．Tsukuba．  

頂chibaUniY．）  
g－53  llono】ulu   

nel几S  Pa（∴Bas＝lSoc．  

g－54  
M．Ando  RuralHea】th．  
（＋lTsuchiuTaEydo  

GeれeralHosp．）  
g－55   スパイクタイヤ使用による浮遊粉じんの暴霜とそ  仙台   

の影響川〉沿道住民の自覚症状調査  
農協健診にみられる農薬中毒の実態  笥18回閲粟島村医学会絶会  

村沢ふみ★l．片碩昌患刈．  

片山聖子斗1，田谷利光＊1．  

田村意治  
（★1土浦協同病院農村側  

康管理セ）  

g－57   農村地区家屋内外における冬季NO2汚染調査  
浅沼信治＋1．松島松翠水】  

（♯1日本農村医学研）  

1．10  

佐々木喜一郎★I．  

内藤英輔暮1．松島松翠★l．  

田村憲治．安藤満  

（♯1日本農村医学研）  

g－59  1．10   
一康 一詔との －   

g－60  幹線道路周辺家屋内外のSPH過度および帖2痛憤  川崎  
松本理，松本孝雄＊工、  

新線純子♯1  

（刈環境情報部）  

g－61   
大島秀彦れ．遠山千春  研究   
（♯1愛知医科大）  

l．4  

遠山千春   タロチオネイン娩匿の変動  
（事1富山県衛生）  

1．4  
西村久堆♯1．西村典子木1  イソメタロチオネイン   
（】愛知医科大）  

1．4  

大島秀彦＊】．遠山千春  線内局在牲   
（＋l愛知医科大）  

1．4  
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言己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

鈴木駐訂1，遠山千春．  NAG活性．β2－マイクログロブリンおよぴメ   
村上正孝  タロチオネイン  
（刈群馬大〉  

g一郎      第4回金属の関与する生体  東 京  Ⅰ．6     遠山千春．西村久雄★j．   生理的条件下におけるメタロチオネインの紐帯内  
西村典子瀧1   局在性の変化   関連反応シンポジウム   
（刈変知医科大）  

g－67  ラット水晶体におけるメタロチオネイン誘導と混  第イ回金属の関与する生体  東京  
柏谷美南子★2．  蘭抑制効果  関連反応シンポジウム  
酒7k恵子‡つ．西日久雄＊3．  

掛寸典子＊3．遠山千春  

（事】共立剋I斗大．  

＊2白内随帆  

撫3愛知医科大〉  

g－68  代謝系におけるメタロチオネインの役割  東京   
g－69  Localizationofmel∂1loしhione王nin there一  The2ndMeel．【nt．Soc．  Tokyo  

軋Nishimura刈  generatingliverrrolntherat   TraceEleln．Res．H］ln．  

軋Nishimur㌔l  （lSTERH）  

（tlA王⊂＝Md．Univ．）  

g－70  名古屋  
野瀕璃♯1．遠山千春．  害に対する防御効果の欠如  
魚木畳志夫＊1  

（＋1東京大医科研）  

g－71  Tokyo  
T．Nak】ra￥l．T．Xawada，  
【．F．Rivai♯】，C．Tobyama．  
M．Muraka【口i  

（刈GumⅦaUniv．〉  

亭白屋美南子＊2．  在位  総会  g－72  
小林静子♯3，遠山千春  

（刈愛知腐大．  

X2白内障研．  

頂共立薬大〉  
g－73  

西村久雄♯1．西村典子※1．  

唐沢美香暮2．  

黒木登志夫れ  
（‡1愛知医大．  

れ兼京大医科研）  

g－74  

H．Nishimra－1．   invarioustiss］eSOf raしSunderphysio－  Med．  
N．Hishimura事Ⅰ  logical conditions 
（＋1AichiHd．Univ．）  

g－75  Possiblerolesof爪eta】10thioneinsin  ltorlO】ulu  

ll．Hasbibaれ．c．Tohyama．  groYth．dirrerenしiaしionandearcinDgeneSis  Med．  
Ⅳ．HishiMura紹．  ortlOuSeSkin  
T．Xuroki★l  

（∫lび山v．Tokyo，  

▼2Ai亡hiMd．Univ．〉  

g－76  Honolulu  
J．Suzuki”，C．Tohyama  
（♯1xyoriしSuColl．  

Pha川．）  

g－77  柑0nO」リ】u  

軋Nishimura■1．  し‖○爪einintheⅧalegenitalorgan   Pae．BasinSoc．  
C，Tohyana  
（れAicbiMd．Univ．〉  

g－78   
小林悦子．鈴木和夫  ‾、と   

g－79   平野靖史」弧児玉直美，   

柴田恵子fl．鈴木和夫  トキシコロジーシンポジウ   
♯1●」∴   

ム  
g－80  111  

海老原久藍刈．児玉直兎  
鈴木和夫   
（旛1東邦大）  

g－81   Ⅰ．g  

◆†   
8－8Z   

－ユ76－   



記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

三村軌野1．田沢仁＊l  
（刈東京大）  

g－83    久野譜也刈．秋貞椎祥＊Ⅰ．  生理人草学会公開シンポジ  
勝田茂雷】．三森文行   ウム   
（≠1筑波大）  

g－84   三森文行．N．H．恥1as＊1  Rotatingrrame法による1H川Rスペクトルの  第Z8回NMR討吉鳥会   111           東 京  

（■lHRC）   。・測定   
g－85  久野譜也※1．三な文行．  NMRによるラット骨格筋のエネルギーf覧帥機構の  郡15回日本砧象気共鳴医学会  岐 阜L  Z．2  

秋貞雅‡羊♯1  評価3カ月にわたる走トレーニングの影惣一  大会   
（■l筑波大）  

g－86  】IeaIthproblemsorresidentsalonglhe   InしSy¶P，”eahh【mpa⊂t  Tokyo  
heavy－trarricroads  OrRapid【nd．＆Urbaniza一  

tio【linAsiaandthe  
Pacific＆itsPubIic  
HealthAct．  

g－87   
Ⅹ．Tamura  healtll  PanP∂CC（帝p．Sy叩．  

g－る8  地球環境変化と人間の他蚕  第28回原子力総合シンポジ  
ウム  

生物環境部  
b－1  川崎   

佑■、′ 抗、  試み   
トZ  

謝平水1  と餌の質について  
（刈筑波大）  

ト3  InしConr．Biomanipu】at．．   

T．Hanazato．【．Yasuda※コ  ecosy5teninashallo甘eutrOphic】ake．  TooIWalerQual．Manage．  
（YIshin5huU爪iv．，   Changesi爪nUtrientconcentrations．phyto－  
＊2ToJa口aPrer．飴11．  

Technol．）  

h－4  The24thCongr．【nt．  Munich   
nutrientreleaserroM】akesedilrent：a  Assoc．Theor．＆App】．  
benthie ehironolnid lodel Liln爪01．   

h－5   1－10  
野原精一  

h－ も   岩紙敏夫   湖招の富栄養化とユスリカ個体群   第5回筑級昆虫科学シンポ  つくば  ユー1   
／ウム  

h－7  第36匝1日本生態学会大会  釧 路  1．畠  
ーイソホウキギ（【ochiascoparia†．1ittorea）  
の耐埴性について－  

h－a   
（刈広島大）  

h－ g  奥田敏統一重美和子．  第捕回日本生態学会大会  別 掲  1．8   
古川昭雄   

h－10  奥田敏統   短茎草本群落における C一植物の季節変化  日本植物学金策54回大会  仙 台  1．g   
h－11  春日清一   魚群探知機でみた霞ケ浦のイサザアミ分布  平成元年度日本水産学会香  東 京  1．4   

挙大会  
h－12  春日清一   霞ケ満の生態系構造決定におけるイサザアミの役  

割  
h－13  食物連鎖から見た生態系制御   日本プランクトン学会・日  

本海洋学会1g邑9年皮秋季シ   
ンポジウム  

h－14   1．8  
（★1sberfieldUniv）   

h－15  可知直穀．【．H．Rorison事1  

＊1   
h－16   生態学の国府化に向けて  日本鋸勿学会第54回大全  仙 台  1．9   

－外力’  

h－17  近藤矩朗  UV－Bによる植物の生長阻審   第30回大気汚染学会   川 崎  111   
h－18  近藤矩肌川口和彦翼1  

（＊1東邦大）   ヨ   
h－1g  オノンカ’ス義霜によるホウレンソウ葉の脂質代朔   

山田晃弘♯1  変動：ラベル実験による代謝経路の解析  年会  
（♯1栗東大）  

h－20  仙台   
山田晃弘れ   
（♯1兎京大）  

h－21   オゾンによる植物傷審と膜脂質の代謝ー変動：  111  
トレーサー実験による解析   

ー177一   



記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

h－22  大気汚染ガスによる植物傷害と脱脂質の代謝変化  平成元年度基礎生物学研究  岡崎  
山田晃弘刈  一代猟経路の解析とその生理的役割について－  所研究会  
（刈東京大）  

h－23  OLazaXi 2 1 

㍍．yamada刈   gaIactosyldiacylglyc8rOIsin印inach  HembraneBiog．＆Tenp．  
（輩1univ．Tokyo）   ◆．     ●■l ■ ●l   ■  ● ■ ● ■   Acclim．plants   

h－24  

対する串クローン性抗体の作製とそれを剛、た  年会  
構造比較研究  

h－25   61．10  
存立との関係   

h－26  佐竹敵軍野正之   河川底生動物耶矧こ及ばすS31183及び   郡dl回目本橋生動物学会大  宇都宮  1 4   
Carおsul†anの ノ皆   会   

h－Z7  
岩月普之肋＊l．  1．気象環境と橋塊  
藤沼康美山□武別★■  
（”広島大↓2早稲田大．  

♯3千葉県立中央博物館．  

＊l農業領境技術研）  

h－28  罪30回大気汚染学会  川崎   
種田正三刈   －ホウライシタの胞子発芽・配偶体生長に及ぼ  
（♯1東京都立大）   すSO2の影響   

hZ9   Roleofvegetatio爪aSa5inkorair   63．9  
P）11机10nS  

1「30  高村健二  界面活性剤による河川樺ユスリカ羽化の抑制  日本陸7k学会節54回大会  東 京  1．10   
h－31  

札M．Watanabe瑠  COMpariso爪t王ththatoreucaryot王calgae  
（★1E爪g．Div．．  

※2water＆Soil  
E爪Yiro爪．DiY．）  

h－32  東京   
菅谷芳雄れ．安野正之  
（刈技術部）  

h－33   1．川  

霞ケ浦全域調査グループ  
h－34  

渡辺信★2  スの遠い  
（≠l技術部．  

事2水質土壌環境部）  

h35  日本葦碩学会罪14回大金  
洪放♯1，三浦奉戴tつ  （予報）  

（暮1上海水産太  

将京都大）  

ト郎  日本生暦学全開東地区大会  
洪放1l．三浦黎蔵★2  糞の重要性  
（事】上海水産大．  

紹京都大）  
h－37  

（＋1計測技術部）   生産構造  
h38  個薫の形態の生態学的意義  日本植物学会第54回大会   

一受光効率の観点からの検．手ト  
h－ 39  多田満．上野隆平．  奥日光外山沢川の水生昆虫  第36同日本生態学会大会  釧 路  1．8   

岩熊敏夫  
h－40  多田満．上野隆平．   奥日光外山沢川におけるトゲマダラカゲロウ  日本陸水学会発射回大会  東 京  1．10  

岩服敏夫   （Drunella）属幼 の季節変動   
h－41  田中軌佐治光．   ホウレンソウ7スコルビン酸ペルオヰシターゼの  日本植物生理学会1g8g年度  名古屋  1．4  

ロ弘近藤矩朋   アイソザイム   年会   
h－ 4Z  田中軌条子明彦♯1  乾燥時の活性酸素防御物登の変動   日本植物生理学会1g8g年度  名古屋  1．4  

（＋1 大）   －トコフェロールの 什－   年会   
h－43  

多田満．大森牧子＊】   

（￥1栃木県公害研）  

h－44   日本陸7k学会第54回大全  東 京  1．川  
渡辺泰礁♯1   1．湖盆形態と水草及び徹環境の変化   

（♯1東京都立大）  

h－45   軌跡卜．土谷岳令♯1  1．10  
（刈筑波大）  

S．打alakeyama．X．Satake．   HLl爪王ch  1．8   
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ぎ己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

M．Miyashita．   netalpo11utdriversilltheShikokud王s－  Assoc．Theor．＆App】．   
S．FukushiⅥall  tr童cしOfJapan   いmnoL  
（※1Yokobama）  

h－47  兼京  
菅谷芳雄竃2  

（刈汁糾技術部  

現技術部）  

h一掴  
小林睾己猛火2  

（■1計改l月支術部．  

＋2旭技研）  

h－49  
ンクトン群集構造に与える影響の解析   

h－50  lnし．（bn†．Bio¶anipulat．．  加sterda¶  

打．Hayashi■l   ecosysteninashalloYeutrOphiclake．The  T（刀1WalerOua】．帖nage．  
（♯1shi爪油uUniv，）   predation eflects on the zmplankton 

COlhmunlty  
ト51  M］nich   

COnnUnitiesderivedrromsしu山esusing  Assoe．Theor，＆Åppl．  
experltlerltal匹）nds   Limnol．   

h－52  1．10  

野原精一   3．動物プランクトンの季節変動と目周垂直移  
（♯1東京都立大）   動   

h－53   
構造に与える影響の解析  

h－54  電ケ浦におけるアオコと動物プランクトンの相互  目本プランクトン学会・日  つくば  1．10  

関係   本海洋学会1989年庶秋季シ  
ンポジウム  

h－55  
菅原淳   いて  大会・日本生物環境調節学  
（▲l計測技術部）  会第Z7回集会合同大金  

h－56  1．7  
（サ技術部）   一水ストレス経験の気孔調度に及ぼす影響－  大会・日本生物環境調節学  

金井27回集会合同大会  
h－57   1．8  
h－58  

古川甲堆   合成と成島  
（♯1筑波大）  

h→5g  ユ．7  

古川昭敬及川武久♯1  大金・日本生物環境調節学  
（♯1筑波大．  全軍27回集会合同大会  
椚神奈川県公害セ）  

h－68  
石川真一雷】．奥田敏統  響  
（刈筑波大〉  

h－61  60．】D  
安野正之．佐竹潔  

（書】日本工学院  

頂横浜市公害研〉  
h－62  1．8  

（霊1E叩．DiY．）   toxins   Ås50C．Theor．＆Appl．  
Lil口nOl．  

h－63  
（♯1技術部）  殖阻窃  

技術部  
i－1  

大政謙次，山田博幸11  
（刈日本大）  

ト2  
寺井捻ヤ．大政謙次．  演会  
新田慶治事3  

（￥1日拝礼  

頂東京都立科学技術大．  

将航空手首技術研）  

i－3   
相賀一郎tl  成影響の診断   （平成元年度）大会t日本生  
（刈大阪府立大）  物環境調節学会第27回集会  

合同大金   
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言己号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

i－4  日本農業気象学会19B9年皮  つくば  
宮坂佳代子メ2  一仙台市のケヤキ並木を例にして－  （平成元年度）大会・日本生  

（♯1仙台市公園管理中簡  物環境紙箱学会第Z7回集会  
所．  合同大会  

刈醐対山台放送局）  

i－5  つくば  
山田博幸♯1，長野敏美♯つ．  （平成元年度）大会・日本生  

船田周将  物環境調節学会第27回班会  
（＋1日本大沼東京農大．  合同大会  
紹作新学院大）  

卜6  つくば  
寺岡兄鰻刈．相貨一郎＊2．  （平成元年度）大会・日本鑓  
山田博幸￥1  物頂境調節学会第？7回窯会  
（※1日本大．  合同大会  
※2大阪府立大）  

卜7  
大政誰次  制御システムの開発   （平成元年度）大会・日本生  

（ヰ1日本大）  物環境調節学会第27回集会  
合同大会  

i－8  
X．Ona5a   plantsu8im8thermography  
（れsydneyLab．）  

トg   植物の画像計測と診断   1．18  
境工学研究連絡会  

卜10  笠井文絵．市村嘩宜★1  ミカズキモ交配群の住わけに関与する環境要因   日本吉堀学会第14回大会  神 戸  2．3  
（刈  大）   －pHとカルシウム濃度－   

i－11  日本陸水学会第54回大全  
野内孝則♯2  

（町生物環境部．  

昭茨城県内水面水産書式）  

i－12   平成元年度日本水産学会呑   
”茨城県企業局   季大宅  

ト13  

杉浦則夫埼  の除去における細菌及び微小動物の役割  
（刈水質土壌環境部．  

蠣2茨城県企業局〉  

卜14   最新の生物処理技術の動向と今後の瓢題   生物処理技術部会特別講演  
四   

卜15  三jンー二   排水の生物処理の課題と展望   化学工学会第ZZ回秋季大会  粟 京  1．10   
i－16  碩藤隆一   水質環境とバイオテクノロジー   中郡ハイテクプラザ第6回  

シンポジ   
i－17  碩藤隆一   生活雑別7水対策   日本水処理生物学会第26回  松 江  111   

大会  
i－18  1．11  

松虫一夫．小林畠俊＊2．  大会  
高桑敏活♯3  

（事1水質土壌環境部．  

＊2史邦大＊3東京大）  

i－1g  
志村一彦頂．中村以正＊2  大会  
（♯1水質土壌環境部．   

頂筑崩大）  

i－20  東京  
細見正明♯1．稲森悠平★エ   ウム  
（♯1水質土壌環境部〉  

i－21  2．3  

志村一彦将．中村以正紹  compressumの水質浄化に果たす役割と相互作  
（れ水質土壌環境弧   用  
事2筑波大）  

i－22   
→ 士甘三．   ラジカルとの反応  定数の漁   

卜23  高橋浪司．高橋弘   NO2ガス暴矧こ対するハムスターの感受性試験  芸酌5回日本美験動物学会  金 沢  63．5   

卜Z4  
（翼1日動車研）   旧  

卜Z5  

高橋弘   いて   協会総会  
（＋l日本自動車研）  

卜26   動物実験施設の環境因子とその刺定方法   1．7  
協会総会   
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記号1   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

i－27  日本農業気象学会1g89年度  
竹下俊二大政吉捺次  （平成元年度）大会・目本生  

物環境調節学会第27回集会  
合同大会  

仁が  高CO2環境下での植物の生長  日本農業気象学会1989年変   
大政謙次   野生草本植物の場合   大会・日本生物環境諏節苧  

会第Z7回実会合同大会  
i之9  

梢水浩※2．浅井和弘事3  ム  
（★1大気環境弧  

需給含解析部．  

再発北工業大）  

i－30  
杉本伸夫♯1   レーダーによる連続親側（1g8畠年12月）  会   
（刈大気環境部）  

i－31  

杉本伸夫才1   連続観測   シンポジウム  
（■l大気環境部）  

i－3Z  
秋元率＋l．加藤位二￥2．  

大泉穀＊2．山川和彦将．  
江阪忍暮3  

（∫1大気環境弧  

昭新潟県衝公研，  
粕京都府衛公研）  

卜3さ  

尾崎裕頂，内山政弘頂．  術研究討論会  
福山力♯2  

（刈日本科学工業，  

∫2大気環境部）  

i－34  1－11  
福山力＋1．矢野勝俊■2  

（刈大気環境部．  

※フ山形大）  

i－35  1．11  
秋元肇※1，加藤健二暮2．  

大泉敦米2．森山畳鰯，  

山川和彦服．江阪忍輩3  

（♯l大気環境部．  

頂新潟県衛生公害研．  

紹京都府衛生公害研）  

i－36   空中組幽について一曲種   1．7  
Z3回総会シンポジウム  

i－ 37  山元昭二吉田正尚刈．  BS区吸入宝時シャワー夏の微生物汚染と噴霧消   日本実験動物技術者協会罪  鹿児島  1－ 7  
田中和彦＋l．羽紀芳彦＋l，  23回総会   

高橋弘  
（斗】アニマルケア）   
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付  録  

1．予   

（単位：千円）  

区  分  昭称lト洪年度  昭利55年度  昭和56年度  昭和57年度  肛搾l】58年度  昭和59年度  昭利60年度  昭和61年度  昭和62年度  昭和63年度  平成元年度   

運 営 費   13，461，278  4，190，554  4，570．466  4、560，373  4．598，967  4，415，891  4．275，855  4，139，888  6，096，733  3．955，199  4．076．932   

1．人に伴う軽苧 －   Z，945，497  868，004  942，519  1．006，513  1．128．429  1，154，844  1，175．042  1，304，335  l．355，850  1，386，722  1，441，341   

（1）人 件 費   2，914，455  860．501  939，192  999，441  1，12l．846  1，148，223  1，168．414  1，297，716  1．348．743  1．379，475  1，433，877   

（2）人当庁等   31．042   7，503   7，327   7，072   6，583   6．62】   6，628   6，619   7，107   7、247   7，464   

2．⊥般事務処理費   960，305  281、141  307，047  304，307  305，151  316，158  317，664  316，891  309．732  311，540  319．023   

3．環境情報関係経費   1，500．626  375，866  398，476  388，559  384．292  381．147  380，170  379．741  376．40Z  378．665  392，364   

（1）情報収集経費   142，875  37，002  36，247  35，316  3ノl，243  34，243  34，244  34，242  34，24Z  34，242  35，255   

（2）情報処理程賀   1，350，10Z  337，740  36l，1Z7  352．168  349，011  345、866  344，S88  344．462  341，123  343，386  356，044   

1，038  1、037  1，037  1、037  l，065  

4．研究費   

（l）人当研究費   

（2）経常研究費   

（3）特別研究賀   

施設整備費   （3）インターナショナル・J 77ラルシステム経費   7．6≠9 4，048，960  1．1Z4 1．174，7】9  1，102 1．227，335  1．075 1，197，874  1，038 1，138，785  1，038 993，085   920，269   852，887   Z，832，038   663．539   697．619    56，269  172，086  190．912  194，467  191．739  193，607  196．672  197，285  197．285  200．350  207，431    2、396、631  382、147  364、126  337、061  290，906  193，180  160，674  137，62l  2．182，610  57，415  58．951    1，083、060  620，486  672，297  666，346  656，140  606，298  562，923  517．981  452，143  405，774  431，237  5．大型特殊施設関係経費  4，005，890  1，490，824  1，695，089  1，663，120  1，642，310  1，570，657  1．482，710  1，286，034  1．222．711  1，214，733  l、2Z6，585    16．206．230  1，738，942  l，369，102  1，235，330  475．396  ユ6，331  9．309  459，507  0  0  1，030   
薩）補正後予算を示す。   



2．組織及び定員（平成元年度）  

主任研究  
企 画 官  

研   究 企 画 官  

国際研究  
協 力 官  

環    墳 情 報 部  
組   合  
解 析 郡  

計   測  
技 術 部  

大    気  
環 境 部；  

水質土壌  
環 境 部  環   境 生 理 郡  

】亨   埠  
保 健 部  

生   物  
可 換 郡  

情   報  
管 理 室  

環境管理  
研 究 室  

大気計測  
研 究 室  

大気物理  
研 究 室  

陸水環境  
研 究 重  

環境生理  
研 究 室  

環境保障  
研二 采重  

生理生化学  
研 究 室  

情   報  
システム享  

地域計画  
研 究 室  

水質計測  
研 究 室  

大気化孝  
研 究 室  

海浦環境  
研 究 室  

1貯壌病j雷  

研 究 室  
瑠蝮疫学  
研 究 室  

水生建物  
生態研究室  

動物施投  
育 種 重  

資源循環  
研 究 室  

生体化学  
計測研究重  

大気環堵  
計画研究室  

水質環堵  
研 究 重  

環境生化  
学研究室  

人類生態  
研 究 室  

陸生生物  
生態研究室  

生物施設  
管 理 室  

環境経済  
研 究 室  

底質土壌  
言十†則研究室  

エアロゾル  
研 究 室  

土壌環境  
研 究 室  

慢性毒性  
研 究 室  

環境心理  
研二 究重  

生物環境  
管理研究室  

理工施設  
管 理 室  

総合評価  
研 究 室  

高層大気  
研 究 室  

地盤沈下  
研 究 室  

分子生物学  
研 究 室  

管理部門  値報郎門  研究部門  技術部門  三十  63年匿未定昌  34  23  163  30  25i「  元年度増減員     3 △l  △2  3 △3  i十  34  23  165  28  250  



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧   

（1）文部省科学研究費補助金  

種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

兎点領域  総合解析部  内藤 正明  なし  郡市環境計画策完のための予測・評価方法と情   
研究（1）  報システムの確立   

兎点領域  大気環境部  植田 洋匡  光本 茂記  不安定成層圏大気中の大規模渦構造の前線付近   
研究（1）  品数緑  

宮常武  
花崎秀史   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重ノ．引取域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  東 京 大 学  藤村 貞夫  安岡 善文  遠隔計測による都市の危険度マップ自動作成に   
研究什  関する基碇研究   

束点領域  東 京 大 学  藤村 貞夫  安岡 善文  急激な都市化に伴う環境影響の遠隔計測を用い   
研究（り  た評価手法の基礎研究   

凰【王領域  東 京 大 学  石谷   久  清水  浩  輸送機閑の転換による地域交通エネルギ「需要   
研究（1）  飯倉 善利  変化の分析   

重点領域   
研究（1）   

克点領域  東豪農二L大学  戸塚  積  河合 崇欣  酸性雨が陸域生態系におよばす影響の事前評価   
研究（1）  村野健太郎  とそれに基づく対策の検討   

重点領域  東 京 大 学  富永   健  秋元  肇  揮発性有機ハロゲン化合物の環境中での挙動解   
中杉 修身  析と防除   

研究（1）  

克点領域   志田 忠正  鴬田 仲明  凝集系中の活性分子の構造とダイナミックス   
研究（1）   

重点領域  名古屋大学  後藤 俊夫  常田 仲明  「反応性プラズマの制御」分光法による反応性   
研究（1）  井上  元  プラズマ内の非発光ラジカル密度測定法の開発   

重点領域  九 州 大 学  小森  悟  植田 洋匡  レーザー蛍光法による燃焼反応速度の測定とそ   
研究（1）  宮詣  武  のストキャスティック・モデリング   

克点領域  東 京 大 学  矢野 圭司  矢木 修身  人為起源難分瀦性物質に対する生物分解能の開   
研究甘  発と環境浄化への応用   

克点領域  東 京 大 学  茅野 充男  鈴木 和夫  重金属特異反応生物の検索・育成と育成生物の   
研究（1）  環境適合性   

重点領域   
研究（1）   

－185－   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課   題   

重点領域  大気環境部  竹内 延夫  鈴木  睦  人工衛星データを利用したオゾン等微量成分濃   
研究（2）  横田 達也  夜分布の測定・解析法に関する研究   

総合研究（A）  千 葉 大 学  鈴木  伸  秋元  薙  日中共同大気汚染研究の手法に関する総合的研  
植田洋匡  
相野健太郎   

総合研究（A）  京 都 大 学  加藤  進  竹内 延夫  超高層大気及び地表付近からのフォーシングに  
対する中層大気のレスポンスの総合的研究   

総合研究（A）  東 京 大 学  梶本 興亜  鷲田 仲明  液相化学反応への分子レベルからの新しいアブ  
ローチ一気相と液相をつなぐ研究－   

総合研究（A）  京 都 大 学  中川 博次  大坪 国順  各種水城の乱流構造特性とその移動株問題への  
水ユ学的応用に関する研究   

総合研究（A）  東 京 大 学  大塚例太郎  遠山 千春  オセアニアにおける人類の適応放散に関する研  

総合研究（A）  東京農業大学  船田  周  大政 謙次  水ストレスによる果実の品質管理とその評価に  
関する研究   

総合研究（B）  岡崎共同研究機  

構基礎生物学研   

一般研究（B）  環境保健部  村上 正孝  嵯峨井 勝  呼吸器系悪性膿瘍発現に及ぼす慢性吸入大気汚  
市漸孝道  
佐野友春   

一般研究（B）  筑 波 大 学  秋貞 雅祥  ≡森 文行  MRSによる筋エネルギー代謝のagingに及ぼす  
運動の影響について   

一枚研究（C）  計測技術部  藤井 敏博  なし  アルカリ金属イオンの付加反応を利用した質量  
分析法のための新しいイオン化法   

一般研究（C）  計測技術部  横内 陽子  安部 喜也  熱帯林から放出されるガス状有機物質の測定と  
グローバルな大気環境に対する影響の解明   

一般研究（C）  大気環境部  鷲田 仲明  坂東  博  HydrogenRichな新しいフリーラジカルの生成  
畠山史郎  
酒巻史郎   

一般研究（C）  大気環境部  植田 洋匡  富者  武  カウンターグラデイエント拡散の起きている成  
鵜野伊津志  
花椿秀史   

一般研究（C）  大気環境部  福山  力  内山 政弘  非球形サブミクロン粒子の発生とその動力学  
尾崎 裕  
言寄 武   

一般研究（C）  大気環境部  若松 仲司  なし  都市域における高濃度大気汚染の出硯メカニズ  
ムと制御に関する研究   

一般研究（C）  水質土壌環境部  矢木 修身  内山 裕夫  有毒ラン藻ミクロキスティス，ビリデイスの共  
冨岡典子  
稲葉一一億   

一般研究（C）  水質土壌環境部  海老親藩一  柏崎守弘  
大坪国昭  
福島武彦  
井上隆信   

一般研究（C）  水質土壌環境部  渡辺  信  なし  共生緑色渦ペン毛藻の宿主と内部共生藻の系統  
分類学的研究   

一186一   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研  究  課  題   

一般研究（C）  水質土壌環項部  平田 健正   

一般研究（C）  環境生理部  嵯峨井 勝  なし  アスベストによる培養細胞のDNA障富に及ぼ  
すタバコ蛙の相乗効果と・OHの役割の解析研  
究   

一敗研究虻1  環境生理部  ′卜沐 隆弘  山根 一祇  気迫の過敏状態と各穐の刺激により誘起される  
気道のアラキドン酸代謝に関する研究   

一般研究（C）  生物現墳部  近藤 紬朗  なし  植物葉表皮における紫外線吸収物質の生合成と  
紫外線障害保護作用に関する研究   

一般研究（C）  技  術  部  須藤 隆一  稲森 悠平  汚濁湖沼水の生物膜処理におけるカビ臭生成徴  
相崎守弘  
渡辺信  
細見正明   

一敗研究（C）  九 州 大 学  小森  悟  植田 洋匡  レーザー蛍光法による気液界面更新滑の乱流構  
造の解明とそれに基づくガス吸収理論の確立   

一般研究（C）  聖マリアンナ医  鴬見  和  鈴木 和夫  ラット肝臓における亜鉛，カドミウム，銅の識  科  大  学  別的取り込み機構に関する組織化学的研究   

奨励研究仏）  計測技術部  柴田 康行  なし  食用海藻，貝類に含まれるヒ素化合物に関する  
研究   

奨励研究（A）  大気環境部  官署  武  なし  成層流体中の鉛直渦と内部克力波の非線形相互  
作用に関する研究  

大気環境部  鵜野伊津志  なし  複合局地風条件下における都市域の高濃度大気  
汚染に関する研究  

大気環境部  花崎 秀史  なし  成層及び回転流体の数値計算における時制依存  
型上流境条件の開発に関する研究  

水質土壌環境部  稲築 一機  なし  陸水域における藻類の異常増殖因子としての重  
金属元素の潜在状掛二間する研究   

奨励研究（A）  環境生理部  河越 昭子  なし  低温蔭アスベスト吸入の生体影響に関する実験  

的研究   

奨励研究（A）  環境生理部  国本  学  なし  白血病細胞の分化誘導に伴うスペクトリン様夕  
ンバク賢の発現と局在化の解析に関する研究   

奨励研究刷  環境保健部  平野靖史郎  なし  ハイテク関連産業からの環境汚染物質が附二及  
ばす影響に関する研究  

生物環境部  可知 直毅  なし  変動する栄養条件下での植物の最適な地上部／  
根系部比  

生物環境部  花里 孝幸  なし  湖における貨酸素層の発達が動物プランクトン  
の群衆構造に与える影響の解明  

酒井  均  野尻 幸宏  深海底の熱水系及び冷湧水系の現場観測のため  
の係留式化学ステーションの製作  

中川 博次  大坪 国服  水理構造物周辺のはく離流の制御工法の開発と  
その水工学への応用  

加美山茂利  鈴木 和夫  自然発生腫瘍頻度の減少をもたらすマウス人エ  
平野靖史都  
高橋 弘   

三 東 大 学  篠原 久典  常田 仲明  傾斜電解性イオンリフレクターを用いた質量分  
析計による超高質量分子イオン検出器の試作   

ー187－   



種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研 究  課 題   

国際学術  水質土壌環境部  相崎 守弘  福島 武彦  日中富栄養化湖沼の水質変動特性の湖沼学的比   
研究  較研究   

国際学術   
研究   

国際学術   
研究   

国際学術  国立がんセンター  渡辺  昌  免  真徳  ブラジル在住日系人における環境発がん要因に   
研究  関する疫学的研究   

国際学術   
研究   

（2）厚生科学研究費補助金  

種  目  研究代表者所属  研究 研  究  課  題   

特別研究事業  副  所  長  小泉  明  なし  プライマリ・ケアに関する総合的研究   

（3）日本学術振興会の助成による研究  

■事  業  名   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研 究 課 題   

日米科学協力事業・共同研究  大気環境部  植田 洋匡  なし  複雑気流下での大気汚染物質  
の長距離輸送   

日米科学協力事業・ヤミナー  環境保健部  鈴木 和夫  なし  生物学・医学におけるメタロ  
チオネイン   

（4）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

分  野   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   研 究 課 題   

健康保持の基礎としての生体  環境保健部  鈴木 和夫  なし  生体の元素識別機構を利用し   
防御機構の解明  た生体機構並びに防御機構の  

解明   

ライフサイエンスの基盤とし  技  術  部  須藤 隆一  中杉 修身  廃棄物塩め立て地浸出水中の   
てのバイオテクノロジーの開  矢木 修身  有害汚染物質のバイオテクノ   
発  渡辺信  

稲森悠平  
細見正明  
笠井文絵  
岩崎～弘  
松藍¶夫  
菅谷芳雄   

－188－   



（5）山田科学振興財団の助成による研究  

種  目  研究代表者所属  研究代表者  所内介抱者   研  究  課  迭   

派遣援助  大気環境部  坂東  博  なし  メタンの大気酸化反応に関する実験研究（地球  
規模及び地域規模大気環境化学に関する国際会  
議出席）   

－189－   



4．外国人受け入れ状況  

国  名  氏  名   期 間   研   究   課   題   備 考   

イギリス  トゥルーデイ・  森田 恒幸   
マンスフィールド   

イギリス  マイケル・H・   
レイナー   

イギリス  アブドゥール・   
ガーフ7－   

フランス  ジャン・P・   
ギャロン   

アメリカ  ジェームス・G・  元．6．20  地球温暖化に係る大気成分の環境動態の解明に関  西岡 秀三  
エイバート  ん2．3．31  する研究   

アメリカ  グレプリー・R・  
カーマイケル   

韓  国  金 玄 烈  元．7．25  汚濁湖沼水の生物処掛二おける微生物学的特性に  須藤 隆一一  
－2，3．31  関する研究   

オースト  ジョン・S・   元．8．31■  海洋動物の石灰組織中の微量元素及び安定同位体  森田 昌敏   
ラリア   エドモンズ  －2，1．31  比に関する研究   

イ車リス  レイチェル・   森田 昌敏   
デイヴイ   

中  国  孔 海 南  元．9，23  バイオテクノロジーを活用した汚濁湖沼水処理及  須藤 隆一  
”2．3．31  び湖沼の富栄養化防止に関する研究   

アメリカ  スコット・   元．9．24  有害化学物質のリスクアセスメントについての  遠山 千春  
ヴォーヒーズ  一元．10．23  データベースの構築に関する研究  

中  国  金 相辿  元．9．25  日中富栄養化湖沼の水質変動特性の湖沼学的比較  相崎 守弘  
山元．10．1  研究   

中‘国  刈 副 辿  元，9．Z5  日中富栄養化湖沼の水質変動特性の湖沼学的比較  柏崎 守弘  
一元．10．1  研究   

オランダ  ジャック・   元，10．6  
ヘムラート   ”2．3．31   

タ  イ  ナローン・   元．11．8  アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度  安岡 善文  
ロンブートナック  －2．1．8  化とその応用に関する研究   

アメリカ  ジュデイス・G・  元．11．27  バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の閑  大政 謙次  
クロックスデイル  ん元．12．22  発に関する研究   

オースト  ジュレミイ・  元．11．28  太平洋地域における森林資源の持続可能な利用に  森田 恒幸   
ラリア   ウイットハム  －2．3．31  ついての基礎的分析に関する研究   

ポーランド  ジ ュリス・   元．11．Z8  土壌及び地‾F水圏における有害化学物質の挙動に  高松武次郎  
ポラティンスキー  －2．3．31  関する研究   

イ ン ド  B・パドマナハ・   
マーティ   
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国  名  氏  名   ．爛■■■■陛   備 考   

タ  イ  チャルワン・  元、12、1  7セアン諸国とのリモートセンシング技術の高度  安岡 善文  
パークスワン  一元．12．21  化とその応用に関する研究   

タ  イ  スパビス・   

アメリカ  トスチエワート・  元．12．4  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  笹野 泰弘  
マクダーミット  ～元，ユ2．9  究   

アメリカ  トーマス・J・  元．12．4  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  笹野 泰弘  
マギー  ～元．12．9  究   

西ドイツ  ベルント・デー  元．12．4  成層圏オゾン層観測システムの満座化に関する研  笹野 泰弘  
～元．12．9  究   

アメリカ  ケネス・W・   岩男巨 敏夫   
カミンズ   

オースト  藤井 敏博   
ラリア   シャt一プ   

アメリカ  マーガレットA・  2，l．Z3  河川生態学研究の現状と問題点についての講演セ  岩有賀 敏夫  
ウイルツバッハ  －2．1．25  ミナ一における討議   

中  匡1  黄 美 元  2．2．1Z  
－2，3．23   

アメリカ  ジュイ・H・  2．2」7  衛星データ解析アルゴリズムの開発研究に関する  竹内 延夫  
パーク  －2．2，20  基礎的検討   

韓  国  金 臭 圭  2．2．26  須藤 隆一   
～2．3．31   

韓  国  梁 相 錆  2．2．26  須藤 隆一   
－2．3．31   

アメリカ  ロバート・J・  2．3．11  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  秋元  産  
マックニール  －2．3．16  究   

アメリカ  シャウ・C・   2．3」1  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  秋元  肇  
リュー  －2．3．16  究   

アメリカ  グレプリー・P・  2．3．11  成層圏オゾン層附則システムの高度化に関する研  秋元  肇  
エイヤース  －2、3、16  究   

中  国  拷 文 裏  2．3．11  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  秋元  誇  
－2，3．17  究   

中  国  唐 孝 炎  Z．3．1l  成層圏オゾン層観測システムの高度化に関する研  秋元  肇  
－Z．3．17  究   

タ  イ  ナヨクチャイ・  2．3．19  アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度  安岡 善文  
ロドプロム  －2．3．31  化とその応用に関する研究   

フランス  ンヤン・フラン  2．3．2l  吸音・遮音構造の特性計測と騒音防止効果予測に  田村 正行  
ソワ・アラール  ”2．3．27  関する研究   
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5．職員海外出張等  

所  属  職 名  氏 名   出  張  国   用  務   期 間   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ソ  連  気候変動に関する政府間パネル  元．5．15   
環境管理研究室  第2ワーキンググループ会合出  

席   

大 気 環 境 部  研究員  鈴木  睦  ア  メ  リ  カ  オゾン層観測用衛星センサー閑  元，5．27   
高層大気研究室  発等観測体制準備   一元．6，16   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  ト  ル  コ  「‡簗境管理地域開発からの  
アプローチ」会議及び関連の  
ワークショップ   

環 境 生 理 部  主 任  藤巻 秀和  カ  ナ  ダ  環境因子による肥澗細胞多様性  元．6，2   
環境病理研究室  研究員  の修飾の研究   一元．8．30  

副所長  小泉  明  韓  国  「水質の最適管理に閲するセミ  
ナー」における講演   一元．6．6  

所 長  不破敬十・郎  ア  メ  リ  カ  国際環境甘受眉式出席及び国際  
環境シンポジウム講演並びに意  
見交換   

水質土壌環境部  主 任   国  韓匡＝二おける強汚濁水界生態系  元．6．16   
土壌環境研究室  研究員  並びに流域構造の解析とその保  

仝対策支援システムの開発   

環 境 保 健 部  主 任   ス  生体系の核泣気共鳴の研究   元．6．17   
環境保健研究室  研究員  イ  ギ リ  ス  ～元．7，17   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ア  メ  リ  カ  太平洋アジア地域温暖化対応に  元．6．20   
環境管理研究室  関するワークショップ出席   〃元．6，28   

水質土壌環境部  室 長  渡辺 正孝  ス ウ ェ ー デ ン  ルンド大草で開催される国際赤  元，6，24   
海洋環境研究室  潮会議H席   一元．7．2   

計 測 技 術 部  研究員  野尻 幸宏  フ   ィ   ン  ←‾  「南太平洋における海洋プレー  元．6．26   
水質計測研究室  ト形成域（リフト系）の解明に閑  

する研究」による北フィジー海  
盆潜航調査   

大 気 環 境 部  主 任  光本ノ 茂記  ア  メ  リ  カ  プリンストン大学における地球  元，7．24   
大気環境計画研究室  研究眉  規模環境変動の研究   〝2．7．23  

副所長  小泉  明  ア  メ  リ  カ  「日本の高齢化」を主題とする  
政策フォーラムに出席等   一元，7．30   

水質土壌環境部  主 任  平田 健正  イギリス，西ドイツ  ヘリオトワット大学における  元．7．26   
水質環境計画研究室  研究員  フ  ラ  ン  ス  物質の混合と拡散に関する研究  

等   

環 境 保 健 部  室 長  兜 真徳  ア  メ リ  カ  ブラジル在住日系人の環境発が  元．7．27   
環境心理研究室  ブ ラ  ジ ル  ん要囚に関する疫学的研究   ～元．8．13   

大 気 環 境 部  主 任  笹野 泰弘  イ  ギ リ  ス   
大気物理研究室  研究月  

環 境 生 理 部  研究員  河趨 昭子  カ  ナ  ダ  環境因子による肥満細胞多様性  元．8．1   
環境病理研究室  の修飾の研究   一元．8．30  

所 長  不破敬一郎  ス ウ ェ ー デ ン  節35回国際純正応用化学総合会  
議出席   一元．8．17   
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所  属  置 ．  氏 名   出  張  国   用  務   期 間   

生 物 環 境 部  室 長  岩貢巨 敏夫  オ  ラ  ン  ダ  水環境管理のための生物操作国  元．8．7   
生物環境管理研究室  西 ド  イ  ツ  際会鼠及び国際理論応用陸水  

学会第24匝】大会山席   

大 気 環 境 部  室 長  植田 洋匡  オ  ラ  ン  ダ  日本学術振興会，日米科学共同  元．9．11   
大気環境計画研究室  西 ド  イ  ツ  研究「複雑気流下での大気汚染‘  

物質の長距離輸送」の研究   

生 物 環 境 部  主 任  高村 典子  中  国  中国線合養魚に関する生態・生  元，9．12   
水生生物生態研究室  研究員  理学的研究   一元，10．7   

環 境 生 理 部  主 任  高橋 憤司  ア  メ  リ  カ  鳥類の実験動物としての有用性  元，10．1   
環境生理研究室  研究月  カ  ナ  ダ  の研究及び鳥類の免疫遺伝学の  

研究   

結 合 解 析 部  室 長  森田 恒幸  ア  メ  リ  カ  太平洋環境会議出席及び森林現  元．10．18   
環境経済研究室  カ  ナ  ダ  境保護システム調査   一元．10．28   

水質土壌環境部  主 任  向井  哲  韓  国  韓巨＝こおける強汚濁水界生態系  元．10．20   
土壌環境研究室  研究月  並びに流域構造の解析とその保  

仝対策支援システムの開発   

大 気 環 境 部  部 長  秋元  薙  ァ メ リ 
実験及び太平洋探査計画企画実  
行委員会出席   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ス  イ  ス  IPCC第2ワーキンググループ  元，10，28   
環境管理研究室  第2回会合出席   ～元．11．5   

環 境 生 理 部  研究員  国本  学  ア  メ  リ  カ  デューク大学におけるほ乳動物  元．11，1   
環境生化学研究室  の細胞骨格系に関する研究   ～2．10．31  

副所長  小泉  明  韓  国  韓国科学アカデミーでの招待講  
演   一元．11．3   

大 気 環 境 部  主 任  笹野 泰弘  ス  イ  ス  世界気象機関（WMO）主催「成  元．11．4   
大気物理研究室  研究員  層囲変化の検出のためのネット  

ワークの実施に必要な戦略開発  
のための国際ワークショップ」  
出席   

環 境保 健 部  主 任  安藤  満  ア  メ  リ  カ  地球規模大気変動と人の健康に  元．11，5   
環境保健研究室  研究員  関する会議出席等   一元．11．10   

大 気 環 境 部  研究月  清水  明  南 極 地 域  南極地域観測（第31次南極地域  元．11．14   
大気化学研究室  オースト ラリ ア  観測隊貝として）   －3．3．28  

研究  国  韓国国立環境研究院との研究協  
企画官   カブロジュクト協議   一元．11．18   

水質土壌環境部  部 長  須藤 隆一  韓  国  韓国国立環境研究院との研究協  
カブロジュクト協議   ～元，1l．柑   

計 測 技 術 部  主 任  横内 陽子  タ  イ  タイにおける水田からのメタン  元．11，15   
大気計測研究室  研究員  放出是の測定   一元．11，2る   

計 測 技 術 部  研究員  向外 人史  タ  イ  タイにおける水田からのメタン  元．11．15   
大気計測研究室  放出量の測定   一元．11．28   

大 気 環 境 部  主 任  村野健太郎  タ  イ  タイにおける水田からのメタン  元．11．15   
エアロゾル研究室  研究員  放出量の測定   一元，11，28   

水質土壌環境部  主任  国  日中富栄養化湖沼の水質変動特  
研究官   性の湖沼学的比較研究のための  

中国湖沼の水質調査   
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所  属  職 名  氏 名   出  張 国   用  務   期 間   

水質土壌環境部  主 任  福島 武彦  中  国  日中富栄養化湖沼の水質変動特  元，11．26   
水質環境計画研究室  研究員  件の湖沼学的比較研究のための  

中国湖沼の水質調査   

大 気 環 境 部  主 任  井上  元  西ドイツ，東ドイツ  日独環境パネル出席及び東欧4  元．1ユ．28   
大気化学研究室  研究員  ポーランド  ”元．12．】4   

チェコスロバキア  
ハンガリー   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  タ  イ  有害化学物質のリスク・アセス  
メントに関する国際研修ワーク  
ショップ出席   

総 合 解 析 部  室 長  森田 恒幸  フ  ラ  ン  ス  環境指標に関するワークショッ  元．12．3   
環境経済研究室  プ及び環境状況グループ会合出  

席   

水質土壌環境部  室 長  海老蘭潜一  中  国  中華人民共和国郡陽湖水質規  元．12．4   
水質環境計画研究室  制・保護対策調査率前調査   ”元．12．16   

環 境 保 健 部  室 長  鈴木 和夫  ア  メ  リ  カ  日米科学セミナ「生物学・医学  元．12，8   
人類生態研究室  におけるメタロチオネイン」及  

び環太平洋化学会議シンポジウ  
ム「生理学的に重要な重金属の  
化学」出席   

環 境 保 健 部  主 任  安藤  溝  ア  メ  リ  カ  紫外線8の湘定，暴風 影響の  元．iZ．9   
環境保健研究室  研究員  専門家会議出席   一元．12．17   

計 測 技 術 部  研究員  野尻 幸宏  フ  ィ  ジ  ー  北フィジー海盆潜航調査   元．12．11   
水質計測研究室  ニューカレドニア  血2．1．14   

大 気 環 境 部  室 長  常田 伸明  ア  メ  リ  カ  IPCCRSWGワpクショップ（農  元．12．11   
大気化学研究室  業活動による温暖化聞達ガスの  

発生）参加等   

紀合解析部  
環境管理研究室   一元．12，27  

所 長  不破敬一郎  ア  メ  リ  カ  1989年環太平洋国際化学会誌に  
おける学会シンポジウム招待講  
演   

環 境 生 理 部  主 任  鈴木  明  ザン ビア共和国  ザンビア大学獣医学部技術協力  元．12．21   
環境生理研究室  研究員  計画専門家としての技術相導及  

び研究   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ア  メ  リ  カ  地球温暖化の影響に関する研究  Z．ユ．16   
環境管理研究室  ネットワーク形成及びAAAS大  

会出席   

計 測 技 術 部  主 任  岡本 研作  カ  ナ  ダ  政府間海洋学委員会（IOC）主催  2．1．21   
生体化学計測研究室  研究員  の「第2匝Ⅰ標準試料に関する専  

門家グループ会議」出席   

大 気 環 境 部  主 任  笹野 泰弘  ス  イ  ス  マイクロ波オゾンセンサー調  2．2．3   
大気物理研究室  研究員  査，ウィーン条約締約国会議に  

おける大気研究及びオゾン変動  
の影響に関するマネジメント会  
議山席   
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所  属  職 名  氏 名  出  張  国   用  務   期 間   

計 測 技 術 部  主 任  功刀 正行  ア  メ  リ  カ  衛星データの解析手法の開発  2，2．11  
生体化学計測研究室  研究員  等，オゾンのデータ利用に閲す  

る方策の検討   

環 境 保 健 部  主 任  遠山 千春  ア  メ  リ  カ  有害化学物質のリスクアセスメ  2．Z．‖   
人類生態研究室  研究員  ントの方法論並びに紫外線暴露  

と皮膚がんとの関係についての  
共同研究   

大 気 環 境 部  室 長  竹内 延夫  ア  メ  リ  カ  大気の光学的リモートセンシン  2．2．11   
高層大気研究室  グ国際会議出席   －2．2．18   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  ト ー ゴー ラ ンド  世界保健機関（WHO）オンコセル  Z．2．22   
水生生物生態研究室  カ病対策委月会議出席   －2．3，8   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  タ  イ  タイ環境研究研修センタープロ  
ジュクト第一次実施協議に係る  
調査   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ソ  連  1PCC第2ワーキンググループ  2．2．Z5   
環境管理研究室  会合出席   －Z．3．5   

環 境 情 報 部  室 長  阿部 重信  中  国  中華人民共和国日中環境保全セ  2．3．21   
電算機管理室  ンター設立計画基本設計調査  －2．3．30   

水質土塊環境部  主任  連  バイかレ生態系国際研究セン  
研究官   ター設立総会に参加   －2，4．6   

総 合 解 析 部  研究員  森口 祐一  フ  ラ  ン  ス  OECD環境指標ワークショップ  2．3，3l   
地域計画研究室  への参加   ～2．4．7   

環 境 保 健 部  主 任  安藤  藩  ス  イ  ス  気候変動により子思される健康  2．3．31   
ー環境保健研究室  研究員  影響に関する作業委貝全損席  －2．4．12   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  オースト ラリ ア  既存化学物質に関するOECD検  2．3．31   
水生生物生態研究室  討ワークショップに出席   －2．4．7   
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6．委員会への出席等  

現  職  氏  名   委   嘱   名   委   嘱   先   

所 長   不破敬一郎  評議員   （財）日本分析センター  
第19回日本アイソトープ・放射線総合  
会議準備委貝会委員  

世界閉鎖性海域環境保全会議実行委貞  
会委員  

科学技術会議専門委貞（エネルギー科  
学技術部会専門委貝）  学術審議会専門委員   文部省   

副 所 長   ′ト泉  明  ディーゼル排出ガス生体影響評価検討  
会検討員  
「環境保健統合検討会」検討貝  
農林水産技術会議専門委貝   農林水産省  
生腫教育推進会譲委員   日本医師会  
健康づくりハンドブック検討委貝会委員  東京都衛生局  
健康被害予防事業検討委貝全委員及び  
′ト委員会委員   

大都市ぜん良等調査研究委月余委貞  
理事   （財）生存科学研究所  
放射線影響に関する懇談会委員   （財）原子力安全研究協会  
東京都健康プラザ建設推進連絡協議会  
委員  

職業がん対策専門家会議専門家   
研究助成選考委貝会委員  

労働省  
（財）健康科学振興財周  

評議員  
人口問題審議会委員  厚生省  
変異原性試験等結果検討委貝   労働省  日本学術会議  環境保健学研究連絡委員会委員  
理事（非常勤）  （財）日本自動車研究所  
環境問題懇談会委員  
「医学情報委員会」委員  日本科学技術情報センター  
日本医師会医学教育会の専門委貝会の  
医学賞・医学研究囲成費選考委貝会  
委員  

日本学術会議会員推薦管理会委員   日本学術会議  
評議員   （財）労働科学研究所   

環境情報部艮  後藤 典弘  有害廃棄物対策研究会検討貝  環境け  
市街地土壌汚染環境影響調査検討会検   ク  
討員  

地球環境問題専門委員全委員長   （社）日本機械工業連合会  
再資源化貢献企業表彰審査委貞全委員  （財）クリーン・ジャパン・センター  
非常勤講師（基礎科学科複合系計画論Ⅰ）  東京大学  

無機系有害廃棄物新処理技術評価研究  
委員会委員  

千葉市廃棄物処理基本計画検討委貝会  
委員  

学術データ情報研究連絡委員会委員   
環境保全型商品調香推進委員会委員  （財）日本環境協会  
タイ環境研究研修センタ・－プロジュク  
ト国内委員会委員   

情報管理室長  駕木 和白  国際有害化苧物質登録制度（IRPTC）国  
内協力委員会委員   

情報調査室艮  松本 幸雄  化学物質調査検討会検討貝  環境庁   
総合研究推進会議幹事  
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現  職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

情報調査室長  松本 幸雄  指定化学物質環境残留性調査検討会検  
討貝  

環境影響審査等支援システム検討会検  
言寸員  

環境行政情報基盤強化検討会環境情  
報の相互利用に関する分科会検討貞  
「水質環境情報高度利用システム開  
発」技術検討会検討貞  

茨城県大気汚染中央監視システム更新  
検討委貞会委員  

自動車排出ガス測定局適正配置検討会  
委員  

環境分野における情報交換ネットワー  
クに関する検討委員全委員  
「大気汚染に係る環境保健サーベイラ  
ンスシステムのあり方に関する研  
究」業務に係る検討委貝   

情報調査室   宇都宮障二朗  「水質環上引吉報高度利用システム聞  環境庁   
主任研究員  発」技術検討会検討貝   

情報調査室   横田 達也  衛生センサ開発利用検討会幹事   環境庁   
研究員  温室効果気体センサ用データ解析シス  （財）電力中央研究所狛江研究所   
＼  

テム検討委貝全委員   

電算機管理室長  阿部 重信  環境影響審査等支援システム検討会検  

討貞 「水質環境情報高度利用システム開 発 
」技術検討会検討貝  

開発途上国環境保全計画策定支援調査  
検討委貝   

総合解析部長  内藤iE明  環境保健総合検討会委員  
水域環境評価手法検討会検討員  

環境庁  

窒素酸化物自動車排出総量抑制方策検  
討会検討貝  

東京湾水質予測モデル検討確立調肇検  
計会検討貝  

非常勤講師（化学コニ学特別講義Ⅲ）  神戸大学  
自動車排出ガス測定局適正配置検討会  
委員  

海洋開発審議会専門委貝   科学技術庁  
「大気汚染に係る環境保健サーベイラ  
ンスシステムのあり方に閲す－る研  
究」業務に係る検討委貝   

環境管理   西岡 秀三  地球温暖化問題に関する検討会検討貝  環境庁  
研究室良  地球環境問題政策検討会検討月  

自然環境保全基礎調査検討会検討貝  
縁合研究推進会議地球環境研究分科会  
幹事  

（財）環境調査センター         地球温暖化政策オプション検討会委員  

科学技術指標研究会委員   科学技術庁  
健康指標研究委貝会委員   （財）統計研究会  
科学技術会議専門委月（地球科学技術  

部会第3分科会）  
「マクロ影響評価研究委員会」委員   
メタン等排出量分析調査検討委貝   （財用木環境衛生センター  
非常勤講師（地球規模の環境問題）   東京工業大学   
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硯  職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

環境管理研究室  原沢 英夫  瀬戸内海環境情報検討会検討貝   
海域水質汚濁指標調査検討会検討貝  環境庁  

主任研究員  
「水質環境情報高度利用システム開  
発」技術検討会検討貝  

東京湾水質予測モデル検討確立調査検  
討会検討貝  

非常勤講師（排水処理システム論）  筑波大学  
研究企画担当委員会委員（JICA分科  

会）   

環境管理研究室  甲斐沼美紀子  「ファジィシステムとその人間・自然  郵政省   
主任研究員  系への適用に関する研究」の第三分  

科会「人間の知的情報処理過程及び  
自然環境・社会現象の解明」の作業  
分科会委員   

環境管理研究室  （財）日本環境衛生センター   
研究員   

地域計画   清水  浩  ヒューマンライフ・テクノロジイ分科  （財）日本産業技術振興協会  
研究室長  会委員  

ライダー開発作業分科会委員  郵政省通信総合研究所  
「セラミックスガスタービンの研究開  
発（社会適合性研究）」委員会委員  
「セラミックスガスタービンの研究開  
発（社会適合性研究）」環境保全分科  
会委員  

COOP・EV技術検討委貝会委月   生活協同組合コープかながわ   

地域計画研究室  青木 陽二  水域環境評価手法検討会検討貝   環境庁   
主任研究員  緑の将来予測に関する検討委貝全委員  東京都  

環境工学委員会FO8建築と水レイアウ  
トパンフ委員   

地域計画研究室  森口 祐一  石綿濃度予測調査検討会検討貝   環境庁   
研究員  土木学会環境システム委員会・エコポ  

リス計画策定基礎調査′ト委員会委員   

資源循環   中杉 修身  有害廃棄物対策研究会検討貞   
化学物質調査検討会検討貝  

環境庁  
研究室長  

ク  
訂貝  

総合研究推進会議幹事  
地下水質保全対策検討会検討貝  

ケ  
討会検討員  

（財）日本環境協会  
再資源化技術の開発状況調査（化学系  

廃棄物）委員会委員  
水質管理計画調査（地下水質保全対策  

調査）委員会委員  
今後の廃棄物処理施設整備のあり方に  
関する懇談会委員   

環境経済   森田 恒幸  総合研究推進会譲幹事   環境庁  
研究室長  ケ     地方公共団体による地球環境間趨への  

取組に関する検討会検討貝  
非常勤講師（教養学科環境社会科学Ⅰ）  東京大学  

ク （環境政策論）   大阪大学  
ク （地球規模の環境問題）   東京工業大学  

つくば市公害対策審議会委員   つくば市  
地球温暖化政策オプション検討会委員  （財）環境調査センター  
茨城県総合開発審議会新県計画策定委  
員会生活環境部全委員   
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現  職  氏  名   委   嘱   名   委  嘱  先   

環境経済研究室  青柳みどり  土壌生態系の保全に関する予備的検討  （財）日本土壌協会  
研究員  全委員   

総合評価   安岡 善文  土壌汚染環境基準設定調査検討会（砂  環境庁  
研究室長  漠化問題研究会）検討貝  

（財）リモートセンシング技術セ      リモートセンシング画像処理技術研究  
委月会委貝  ンクー  

地球観測データ利用実態調査委貝会」  
委月  

リモートセンシング技術を活用した士  
地利用情報整備調査委貝会委員  

画像シミュレーション研究会委員  （財）ハイビジョン普及支援センター   

総合評価研究室  環境庁   
主任研究員   

計測技術部長  森田 昌敏  化学物質調査検討会検討貝  環境庁  
指定化学物質環境残留性調査検討会検  
討月  

農薬登録保留基準設定技術検討会検討  
員  

環境測定分析検討会検討貝  
中央公害審議会専門委貝  
化学物質水質保全検討会検討員  
有機スズ海域汚染検討会検討貝  
水質分析方法検討会検討員  
非常勤講師（環境科学概論）  徳島大学  

〃 （衛生学）   東京大学  
〃 （環境分析化学）   筑波大学  

「南太平洋における海洋プレート形成  
域（リフト系）の解明に関する研究」   
の研究推進委員全委員  

埼玉県未規制物質対策専門委月   埼玉県  
プレート形成機構の研究委貝全委員  （財）未来工学研究所   

大気計測研究室   横内 陽子  ガスクロマトグラフ質量分析のための  （社）日本分析機器工業会  
主任研究員  通則JIS改正原案作成委員会委員  

筑波大学      学術修士学位論文審査専門委貝全委員   

水質計測研究室  
主任研究月   環境庁   

生体化学計測  安原 昭夫  化学物質調査検討会検討貝   
研究室  環境庁  

襲臭規制基準強化対策検討会検討貝   
主任研究員  アルデヒド分析法に関するワーキング  

グループ委員   

生体化学計測  岡本 研作  日本学術会議標準研究連絡委員会標準  日本学術会議  
研究室  物質／ト委員会委員   
主任研究員  

生体化学計測  
研究室  環境庁   

主任研究員   

生体化学計測  植弘 崇嗣  環境測定分析検討会統一精度管理調査  環境庁  
研究室  部会専門委貝   
主任研究員  環境化学物質情報作業部会検討貝  

埋立処分基準設定調査一石害廃棄物越 境移動適正管理調査検討委貝   

生体化学計測  柴田 康行  環境測定分析検討会統一精度管理調査  環境庁  
研究室  部会専門委月   
主任研究月  
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現  職  氏  名   委   嘱   名   委   嘱   先   

生体化学計測  功刀 正行  「化学物質の環境汚染に関する総合的  （財）日本公衆衛生協会   
研究室  研究」研究班班員   
主任研究員  

分析室長   溝口 次夫  成層圏オゾン層保護に関する検討会検  
討貝  

環境大気測定機器管理手法検討会検討  
貝  

国設大気測定網検討会検討貝  
廃棄物処理安全審議委員会委員   高エネルギー物理学研究所  
「環境と測定技術」編集委員   （社）日本環境測定分析協会  
監視測定横幕維持管理適正化検討委員  
会委員  

JISKO225（希釈ガス及びゼロガス中  
の微量酸素測売方法）等改正原案調  
査作成委員会委員  

JISKOO85（排ガス中の臭素分析方法）  
等改正原案作成委月全委員  

新燃料テ亡妬形己開発請査排ガス分科会委貞   
化合物データベース委員会委員   日本科学技術情報センター   

大気環境部長  秋元  肇  成層圏オゾン層保護に関する検討会検  討貝  
地球温暖化問題に関する検討会検討貝  
衛生センサ開発利用検討会検討貝  
低硫黄軽油の自動車排出ガスに与える  
影響調査検討会検討月  

国設大気測定網検討会検討貞  
酸性雨対策検討会検討月  
総合研究推進会議地球環境研究分科会  
委員  

東アジアのエネルギー消費と地球環境  
に関する調査研究会委貞  
「北極城における気圏・水圏・生物圏  
の変動及びそれらの相互作用に閲す  
る調査」推進委貝会委員  

科学技術会議専門委貝（地球科学技術  
部会第2分科会）  

国立極地研究所専門委員会委員   文部省  
光化学オキシダント長期予測モデル作  
成調査検討委月会委員  

非常勤講師（地球規模の環境問題・化  
学特別講義第六）   

大気物理研究室  笹野 泰弘  衛生センサ開発利用検討会幹事   環境庁  
主任研究月  ク  

委員  
ライダー開発作業分科会委員  郵政省  
ADEOS等データセットの調査・検討  
委員会委員  

原子力用レーザー研究委月余専門委貝   
非常勤講師（地球規模の環境問題）   東京工業大学   

大気物理研究室  郵政省   
主任研究月   

大気化学   鷲田 仲明  地球温暖化問題に関する検討会影響評  環境庁  
研究室長  価分科会検討貞  

総合研究推進会議幹事  
ケ  

幹事  
非常勤講師（量子化学序論Ⅲ）  千葉大学  
「フロン等影響微量ガス監視調査」に  
係る検討会検討委貞  

資源調査会専門委貝   科学技術庁   
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大気化学研究室  筑波大学   
主任研究月   

大気化学研究室  坂東  博  酸性雨対策検討会検討貝   
主任研究員  

環境庁  
「地球環境観測調査委貝会」委員   （晰l）モートセンシング技術センター   

大気化学研究室  
主任研究月  

千葉大学   

大気環境計画  植田 洋匡  酸性雨対策検討会検討貞   環境庁  
研究室長  沿道二酸化窒素高濃度生成分析調査検  

討会検討貝  
ク  

総合研究推進会議地球環境研究分科会  
幹事  

非常勤講師（環境保全概論）  京都大学  
〃 （大気拡散論）   千葉大学  
ケ （流体工学部門）   九州大学  
〃（環境工学大学院特別講義   豊橋技術科学大学  

温室効果ガスと化石燃料発電システム  
調査専門委員会委貝  

二次粒子等汚染予測手法開発研究委貝  
全委員   

光化学オキシダント長期予測モデル作  
成調査検討委貝全委員  

学術修士学位論文審査専門委貝全委員   

大気環境計画  若松 伸司  総合研究推進会議幹事   環境庁  
酸性雨対策検討会検討貝   

研究室     主任研究員  東京都自動車交通量対策検討委月会汚  
染解析作業部全委員  

光化学オキシダント長期予測モデル作  
成調査検討委貞全委員   

「国設大気測定網のあり方に関する調  
査研究」検討委貝   

大気環境計画  千乗大学   
研究室  
研究員   

エアロゾル   福山  力  酸性雨対策検討会検討貝   
研究室長  

環境庁  
ク     浮遊粒子状物質削減手法検討会検討貞   

エアロゾル   金谷  健  廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会検  環境庁   
研究室  討員  
研究員  

高層大気   竹内 延夫  衛星センサ開発利用検討会幹事   環境庁   
研究室長  資源株査用将来型センサ調査検討委月  （財）資源探査用観測システム研究  

会委員   開発機構  
資源細則解析センター調査委貝会委月  （財）資源観測解析センター  
光による地球環境監視システム調査専  
門委月全委員  

光技術応用システム調査・開発委月会  
委員  

ADEOS等データセットの調査・検討  
委員会委月  

宇宙ステーション利用に関する観測系  
検討会委員  

学術修士学位論文審査専門委貝全委員   
非常勤講師（気候変動論）   千葉大学   

高層大気研究室  鈴木  睦  衛星センサ開発利用検討会幹事   
研究員  

環境庁  
地球環境観測調査委貞会要員   （財）リモートセンシング技術センター   
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水質土壌環境部長  須藤 隆一・  東京湾水域環境懇談会委員  環境庁  
大阪湾における富栄養化問題検討会検  
討貝  

閉鎖性海域汚濁機構解明調査検討会検  
討員  

湖i召環境保全淡水赤潮検討会検討貝  
湖沼環境保全藻類検討会検討貝  
生活雑排水対策推進検討会検討員  
微生物農業安全性評価法検討会検討貝  
生活雑排水対策推進検討会総量規制地  
域分科会検討員  

バイオテクノロジーと環境保全に閲す  
る検討会検討月  

リベイオテクノロジーと環境保全に閲す  
る検討会ワーキンググループ検討月  

小規模事業場排水対策検討会検討月  
海域水質汚濁指標調査検討会検討貝  
有害化学物質土壌環境影響基提調査検  
討会検討貝  

富栄養化対策検討会検討貝  
海外研修生を対象とする環境モニタリ  

ング（水質）研修検討会委月  
尿尿浄化槽性能評定委員会委員  日本建築センター  
（財）国際湖沼環境委員会理事   （財）国際湖沼環境委員会  
世界閉鎖性海域環境保全会議運営委員  
会・企画委員会委員  

生活環境審議会専門委貞   厚生省  
茨城県  

茨城県公害対策審議会委員      学術修士学位論文審査専門委貝全委員  筑波大学   

陸水環境研究室長  矢木 修身  化学物質調査検討会委員  環境庁  
バイオテクノロジーと環境保全に閲す  
る検討会ワーキンググループ検討月  

農薬残留対策調査技術検討会検討貝  
非常勤講師（環境アセスメント）  埼玉大学  
学術修士学位論文審査専門委貝会委員  筑波大学   一   

陸水環境研究室  稲森 悠平  緻合研究推進会議幹事   環境庁  
主任研究員  ク  

る検討会ワーキンググループ検討貝  
湖沼環境保全淡水赤潮検討会検討貝  
富栄養化対策検討会検討員  
非常勤講師（特別講義Ⅰ）  大阪大学  

ヶ  （環境アセスメント）   埼玉大学  
尿尿浄化槽性能評定委員会委月   （財）日本建築センター   

陸水環境研究室  内山 裕夫  バイォテクノロジーと環境保全に閲す  環境庁   
主任研究員  る検討会ワーキンググループ検討月   

陸水環境研究室  細見 正明  廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会検  環境庁   
主任研究貝  討貝  

底質環境保全対策調査委貝会委員   （社）日本水質汚濁研究協会  
埋立処分基準設定調査一有害廃棄物越  
填移動適正管理調査検討委員   

海洋環境   渡辺 正孝  末査定液体物質査定審査会検討貝   環境庁  
研究室長  ■－  

討貝  海洋汚染調査検討会検討貝  
青潮発生機構解明調査検討会検討貝  
赤潮対策調査検討会検討貝  

十  
検討月  

閉鎖性海域汚濁機構解明調査検討会検  
討月   
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海洋環境   渡辺 正孝  富栄書化対策検討会検討貞   環境庁  
研究室長  ケ      綴合研究推進会議地球環境研究分科会  

幹事   
世界閉鎖性海域環境保全会議    壮界閉鎖性海域環境保全会議企画委員  
会委員   

海洋環境研究室  
主任研究員   

海洋環境研究室  原島  省  海洋大循環研究会「海洋大循環の解明  海洋科学技術センター  
主任研究月  に必要な観測システムに関する調  

査」研究′ト委員会委員  
学術修士学位論文審査専門委貞全委員  筑波大学   

主任研究員  海洋環境研究室  中村 泰男  植物プランクトンの増殖制限要因検討  環境庁（委託事業）     会委員   

水質環境計画  海老瀬潜－  酸性雨対策検討会検討月   環境庁  
研究室長  非特定汚染源対策調査検討会検討月  

ク  
討月  

面源負荷調査検討委員会委員  茨城県  
都市河川の汚濁と水循環過程の関係に  
関する検討調査委貝全委員  

石川県環境問題研究会委員（農薬部会）   

水質環項計画  大坪 国順  論文集編薬委員会査読委員   （杜）土木学会   

研究室  水理委員会「英文論文集小委員会」委眉   
主任研究員  大阪湾底質等調査専門委貝全委員   工業技術院   

水質環境計画  筑波大学   
研究室  
主任研究員   

水質環境計画  福島 武彦  稔合研究推進会議幹事   環境庁  
研究室  海域水質汚濁指標調査検討会検討貝   
主任研究員  湖沼環境保全藻類検討会検討月  

非常勤講師（構造環境論）   筑波大学  
衛生工学委月会委貝及び幹事  （社）土木学会   

衛生工学委員会論文集′ト委員会委員  
研究企画担当委月余委員  （社）日本水質汚濁研究協会  
諸外国における富栄華化の状況及び対  
応状況調査委貝会委員   

水質環境計画  今井 章雄  廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会検  環境庁   
研究室  討貝   
研究員  

究」検討委貝全委員   「無機系有害廃棄物新処理技術評価研  （財）日本産業廃棄物処理振興セン      ター   

土壌環境   高松武次郎  市街地土壌汚染環境影響調査検討会検  環境庁   
研究室長  討月  

酸性雨対策検討会検討貝   
資源調査会専門委貞  科学技術庁  
非常勤講師（環境分析化学）   筑波大学   

土壌環境研究室  向井  菅  バイオテクノロジーと環境保全に閲す  環塊庁  
主任研究員  る検討会ワーキンググループ検討貝   

土壌環境研究室  久保井 徹  酸性雨対策検討会検討月   
主任研究月  

環境庁  
′シ     土壌汚染環境基準設定調査検討会検討  
貞  

浮遊微量金属探査技備開発委月会委月  金属鉱業事業団   

土壌環境研究室  服部 浩之  再利用資源土壌還元影響調査検討会検  環境庁  
主任研究員  討貝   
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地盤沈下   陶野 郁雄  地下開発地盤環境管理検討会検討貞  環境庁  
ノシ  

月  
ケ  

調査検討会検討員  
群馬県  

日本第四紀学会特別刊行物企画・編集  
委員会委員  

土の綬適し庄密研究委月会費貞  （社）土質工学会  
土質試験法（第3回改訂版）編集委員  
会・物理試験解説執筆委員会委員  

大深度地下における地盤工学的諸問題  
に関する調査委貝会委員  

日本応用地質学会評議員   日本応用地質学会  
茨城県公害対策審議会賓貞   安城県   

主任研究官   相崎 守弘  霞ヶ浦浄化懇談会委員   茨城県   

主任研究官   渡辺  信  バイオテクノロジーと環境保全に閲す  
る検討会ワーキンググループ検討貝  

湖沼環境保全藻類検討会検討貝   

環境病理   彼谷 邦光  湖沼環境保全藻類検討会検討貝   環境庁   
研究室長  非常勤講師（畜産利用学特別講義）   東北大学   

環境病理研究室  藤巻 秀和  人為助影劉こよる紫外線増加等に伴う  日本科学技術情報センター   
主任研究員  健康影響緊急調査委貝会委員  

環境生化学   三浦  卓  化学物質調査検討会委員   環境庁  
研究室長  環境保健総合検討会委員  

総合研究推進会議幹事   

慢性毒性  嵯峨井 勝  環境保健総合検討会委員   環境庁   
研究室長  

慢性毒性研究室  
主任研究員   

環境保健部長  村上 正孝  環境保健総合検討会委員   環境庁  
〃  

会検討貝  
ク  

検討貝  
農薬環境動感・影響調査（大気）検訂会  

検討員  
東京都  

委員会委員  
非常勤講師（人間集団生物学Ⅰ）  筑波大学  

〃  （環境保健学）   東京大学  
人為的影弓削こよる紫外線増加等に伴う  日本科学技術情報センター  
健廉影響緊急調査委員全委員  

「大気汚染に係る環境保健サーベイラ  （財）日本環境衛生センター  
ンスシステムのあり方に関する研  
究」業務に係る検討委貝   

環境保健研究室長  太田庸起子  非常勤講師（RI放射線応用）   東京理科大学   

環境保健研究室  安藤  滞  人為的影響による紫外線増加等に伴う  日本科学技術情報センター   
主任研究員  健康影響緊急調査委貝全委員   

環境疫学研究室長  小野 雅司  「大気汚染に係る環境保健サ←ペイラ  
ンスシステムのあり方に関する研  
究」業務に係る検討委貝  

「大気中有害化学物質のリスクアセス  
メントに関する調査研究」業務に係  
る検討委月   
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ホルムアルデヒド及び未然メタノール  
の生体影響委員会要員   

人類生態研究室長  鈴木 和夫  非常勤講蘭（有機化学1）   東京大学  
（微量生体成分の分析に閑  

する研究）  
千紫県化学物質環境保全対策専門委貝  
全委員 学術修士学位論 文審査専門委貝会委員   

人類生態研究室  遠山 千春  非常勤講師（環境論・薬理・毒性・薬  東京大学  
主任研究員  剤学）  

（財）日本環境衛生センター       「大気中有害化学物質のリスクアセス  
メントに関する調査研究」業務に係  
る検討委貝   

環境心理研究室長  兜  眞徳  茨城県都市計画地方審議会専門委員  茨城県  
非常勤講師（公衆衛生学）   東京大学   

生物環境部長  菅原  淳  化学物質調査検討会検討貞  環境庁  
指定化学物質環境残留性調査検討会委  
貞  

バイオテクノロジーと環境保全に閲す  
る検討会検討月  

生態影響評価試験に関する調査研究委  
貝  

バイオ技術利用緑化等検討委月余委員  
非常勤講師（細胞生物学特論Ⅲ）   お茶の水女子大学   

生理生化学   近藤 矩朗  バイオテクノロジーと環境保全に閲す  環境庁  
研究室長  る検討会ワーキンググループ検討貝  

バイオテクノロジー関連施設環境保全  
対策分科会検討貝  

（社）産業と環境の会  
キンググループ委員  

農林水産省  
委員  

筑波大学  

水生生物生態  環境庁  
研究室長   

総合研究推進会議地球環境研究分科会  
幹事  

「途上国環境保全計画策走支援調査」  
研究会委員  

水生生物生態  畠山 成久  生態影響試験法等に関する検討会検討  環境庁   
研究室  艮   
主任研究月  

陸生生物生態  古川 昭雄  地球温暖化問題に関する検討会影響評  環境庁   
研究室長  価分科会検討貝  

酸性雨対策検討会検討貝   
総合研究推進会議地球環境研究分科会  ケ  
幹事  
「道路建設における植栽技術の効率  （杜）道路緑化保全協会  
化に関する調査研究」特別委員会委  
貝  

骨農牧器システム開発委貝全委員   （財）エルビーガス振興センター  
学術修士学位論文審査専門委月余委員  筑波大学   

生物環境管理  
研究室艮   環境庁   
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現  職  氏  名   委   嘱   名   委   嘱   先   

分子生物学   佐治  光  バイオ技術利用緑化等検討委貝会ワー  （社）産業と環境の会   
研究室  キンググループ委員   
研究員  

分子生物学   青野 光子  バイオ技術利用緑化等検討委月会ワー  （杜）産業と環境の会   
研究室  キンググループ委員   
研究員  

主任研究官   伊藤 訓行  総合研究推進会議幹事   環境庁  
ケ    環境影響審査等支援システム検討会検  
討月   

動物施設  高橋  弘  COPD検討会委員   （財）日本自動車研究所   
管理室長  

生物施設   大政 謙次  土壌汚染環境基準設定調査検討会（砂  環境庁   
管理室長  湊化問題研究会）検討貝  

放射線高度利用研究委月会専門委員  日本原子力研究所  
「砂漠化機構の解明に関する国際共同  
研究」研究推進委月余委員   

理工施設  竹下 俊二  筑波地区化学工学懇話会幹事   化学工学協会関東支部   
管理室長  

理工施設管理室  土井 妙子  筑波放射線安全交流会の会計監査担当  筑波放射線安全交流会   
特殊施設係長  の幹事   
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7．研究所日誌  

年月日 事  項   年月 日   事  項   

元，d．5 会計検査院技術参事官来所   10．4  

4，11西ドイツ学術交溌会商ドイツ学生来所  所   
4．14 角野環境研究技術課長来所  10．6  

4▲18 参議院林環境特別委員長視察  米所   
科学技術週間（4．17～4．23）  10．13   

施設一般公開（4，20）   10，19  
4・26 環境庁転入職貝研修－▲行来所  協議会一行来所   
5■23 尚友クラブ一行来所  10．23  

5▲2d 白山民主党政務調査会環境部会視察  来所   
10．24   

研修員一行来所   10，31  中華民国行政院環境保護署一一行来所   

6．2 人事院石坂人事官視察   10，31  通商産業省工業技術院研究業務課長来所   

6・2 オーストラリア大使館参事官来所   11，l  山形市公害対策審議会一行来所   
6・6 中国環境訪日代表団一行来所   11、7  習志野市公害対策審読会一行来所   

6・8 埼玉県公告センター所長来所   11．8  

6・9 環境週間（6．5－6．11），研究発表会（6．8，9）  推進協議会一行来所   
施設一般公開（6．9）  1l，9  

6・15 静岡県県民生活局環境企画課良来所  来所   
6・19 会計実地検査（6，19～6．21）  11．10  

6・21JICA「集団研修廃棄物処理コース」研  来所   
修貝－・行来所  11．17  

6．27 山崎環境庁長官視察  所   
6・29 ナイジェリア環境庁長官視察  11．Z8  

7・6 鉄鋼業環境保全技術開発基金－▲行来所  来所   
7，14 苫小牧地方環境監視センター所長来所  11．30  

7・19 沖縄県環境科学検査センターー行来所  ン・セミナー」出席者一行来所   
7・25 通商産業省フロン聞達行政官一行米所  】2．7  

7■26 日本弁護士連合会公害対策・環境保全委  州科学技術交流代表印一行米所   
貝会第一会一行来所  1Z．8  

7・27 レーザー技術総合研究所一行来所  一▲行来所   
12．12   

調節学会一行来所   12．14  エンジニアリング慮興協会一行来所   
8．2 参議院第二特別調査重視察   1Z．20  高橋審議官視察   

8．4 三橋環境保健都民税察   2．1．10  中国科学院沙漠研究所一行来所   

8・10 公害防止研修（台湾）研修員一行米所   1．23  大蔵省主計局主計官一行視察   
8，23 牛久沼水質監視員－・行来所   1．2ノl  経済発展協会一行来所   

8■28 総務庁行政管理局東田管理官来所   1．26  

9．5 安倍水質保全局長視察  環境保護課長米所   
9．6 古市大気保全局長祝賀  l．30  

9．7 志賀環項庁長官視察  研修員一行来所   
l．31   

所   2．7  

9・19 日本掛斉青年協議会「フナルネイ青年研修」  プブに関する検討会（Z．7－Z．8）   

一行米所  2．13   

9・20 会計実地検査（9．20－9．21）  修貝一行来所   
9．26 宮崎環境政務次官視察   2．16  最高裁判所司法研修所専門研究会一行  

来所   
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年月 日   事  項   年月 日   事  項   

2．22  千葉県関宿町公賓対策審議会一行来所   3．19  

2．22  会計検査院第2局長視察  ポーランド下院環境保護委員長来所   
3，26  

ス」研修員一行来所  STEG’1誌編集長来所  

3．27   
3．14  

府原子力庁長官視察  嘉一行来所  
3．15   3．30   
3，15  シンガポール大学フアン副学長来所  影響等に関わる日加ワークショップ」机   
3．17  北川環境庁長官視察  席者一行来所   
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8．研究所構成員  

（l）職員  

（元．4．1－2．3．31）   

職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   

所 長   不破敬一郎  経理係長  天下井孝之   
副所長   小泉  明  経理係員  
主任研究企画官  尾高明彦  
研究企画官  塚田良一  

転任  元．7．16関東財務局  

海野英明  から転任  
竹内正  元．7．16関東財務局  

大橋敏行  へ出向  
向  契約係員  

国際研究協力官   調度係長  
総務部長  郡司進  調度係員   
総務課長  藤居 顕  

元．4，1会計課財務  

専門官から配置換  
総務係長  転任  
総務係員  室長補佐  

飯田浩二  元．4．1採用  情報管理係   
菊池圭¶元．7，l環境庁へ山   長  

向  照会係長  
厚生係長   編集係長   
厚生係員  名取美保子   図書資料係  宮下 七重   

元．4．1環境庁から  長  
転任  図昏資料係  松井 文子  

貝   
石塚 文彦  元．4，1環境庁へ山  

向  木村 幸子  
人事係員   情報システム  

室長   
吉成信什  

業務係長   久米英行  元．4．1辞職  

車庫長  阿久津勇  宮崎忠国  
別科養辰   染谷竹うさ  上原清  

会計課長  元．4．1環境庁から  
施設管理室ガス専門  

転任  甘から昇任  
元．4．1環境庁へ出  研究員  須貿仲介  

近藤美則   
向  

課長補佐  
補佐から配置換   主任研究員   

原  野  2．g．ユ環境庁へ出  新藤純子  
向   研究員  横田達也  

財務専門官   元，4．1情報管理室  
電算機管理室システ  長から配置操  

ム設計専門官から配  元．4，l環境庁大気  

置換   保全局企画課併任解  
除  

常館昇次  
向   
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職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   
システム設  主任研究員  
計専門官  から配置換  古田直紀  

元．4．1環境庁長官  白石究明  
官房国際課併任解除  野尻幸宏  

管理係眉   生体化学計測   
管理係員  根本 洋二  研究室長  測研究室主任研究員   
操作係長  措爪 京子  から昇任  

縁台解析部長  安原昭夫  
環境管理研究  岡本研作  
室長  佐竹研一・  
主任研究員  植弘崇嗣  

甲斐招美紀子   柴田康行  
研究員   森  保文  測研究室研究員から   

地域計画研究  昇任  
室長   功刀正行  
主任研究員  青木 陽二  施設管理室動物専門   
研究員  森口祐一  官から昇任  

資源循環研究  相馬光之   
忌長  研究室長  
主任研究月  乙間 末広  主任研究月  瀬山 春彦   
研究員   天野 排二  研究員   田中  敦   

環境経済研究  分析室長  溝口次夫  
室長   第一係長   伊藤裕康   
研究員   青柳みどり  第二係長  

元．4．1採用  第二係員   
総合評価研究  2．3．1辞職  

室長  
元．9．1岩手大学へ  

出向  大気物理研究  
田村正行  室長   

井村 秀文  併任（九州大学工学  主任研究員  
部）  

中根英昭  

計測技術部長森田昌敏  杉本伸夫  

副研究室長から昇任  研究員  天野佐智子  
元．4．1水質計測研  湊淳  
究室長に併任  大気化学研究  

元．7．1併任解除  室長  
元．4．1生体化学計  主任研究員  
測研究室長に併任  坂東博  

元．7．1併任解除  畠山史郎  

大気計測研究藤井敏博  酒巻史郎  
室長  究室主任研究員から  研究月  元．9．1技術部理工  

施設管理室大気施設  
昇任  

主任研究員横内陽子  第一係長から配置換  

研究員  向井人史  元．9，i6国立公衆衛  

元．7，1大気計測研     水質計測研究安部菩也  塵院へ出向  

室長  究室長から配置換   清水明  
施設管理室ガス専門  

大槻  晃   元．4．1東京水産大  

学へ出向   官から配置換  
山本和典  

同研究機構分子生物  
学研究所から転任  
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職  名   氏 名   備   考   職  名  氏 名   備  考   
大気環境計画  研究員 井上隆信  
研究室長  今井章雄  
主任研究月  土壌環境研究高松武次郎  

光本茂記  室長  
研究貝  官署武  主任研究員向井哲  

鵜野伊津志  服部浩之  
花崎秀史  究童研究員から昇任  
高鮫縁  袴田共之  

エアロゾル研  へ出向  
究室長  久保井徹  
主任研究員  出向  

泉克幸  研究員 広木幹也  
尾崎裕  地盤沈下研究陶野郁雄  
内山政弘  

研究室研究員から昇  主任研究員木村強  
任  ら転任  

研究員  金谷健  研究員 岩田敏  
出向  主任研究官柏崎守弘  

高層大気研究   
寅長  究室長から配置操   設担当）   

研究員  鈴木睦   
究室研究員から火気  究室主任研究員から  
物理研究真研究員へ  昇任  
配置襖  

元．4．1事務取扱  

究妄研究月から配置  
換   室長  

水質土壌環境部長須藤隆一  主任研究員鈴木明  
2．2．1東北大学へ  元．4．1計測技術部  

出向2．2．1併任  生体化学計測研究室  
解除  主任研究員から配置  
2．2．1併任   換  

陸水環境研究矢木修身  研究員 野原忠子  
室長  環境病理研究 彼谷 邦光   
主任研究員 稲森 悠平  室長   

内山 裕未  主任研究員 米元 絶三   

細見 正明  藤巻 秀和   
研究員  稲葉 一橙  白石不二雄   

冨岡 典子  研究員  河越 昭子   
岩崎 一弘  環境生化学  三浦   卓   

海洋環境研究 渡辺 正孝  研究室長   
室長  主任研究員 持立 克身   
主任研究員 木幡 邦男  研究員  国本  学   

原島  省  高橋 勇二   
中村 泰男  慢性毒性研究 嵯峨井 勝   

水質環境計画l海老瀬潜一  室長   

研究室長  主任研究員 小林 隆弘   
主任研究員 平田 健正  元．7．1慢性毒性研  

大坪国順  究室研究員から昇任   
福島武彦  研究員 山根一祐   

佐野友容   
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職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   
環境保健部長  村上 正孝   主任研究員  
環境保健研究  態研究室研究員から  
室長  昇任  
主任研究員  研究員  竹中明夫  

三森文行  生物環境管理  
研究貞  松本理  研究室長  

環境疫学研究  主任研究員  
室長  研究員  野原精一  

元．7．1環境疫学研  上野隆平  
究室研究員から昇任  多田満  
2．3．20東京大学か  
ら転任  究室長  研究室主任研究員か  

人類生態研究  ら昇任  
室長  研究員  佐治光  
主任研究員  研究室研究員から配  

青木康展  置換  
究窒研究員から昇任  久保明弘  

研究員  杉平直子  研究室研究員から配  
平野靖史郎  置換  

環境心理研究  青野光子  
室長  研究室研究員から配  
主任研究員  置換  

伊藤訓行   
元．6．30辞職  

研究員   影山隆之  技術部長  須藤隆一  
生物環境部長  出向2．2．1併任  

生理生化学研  技術室長  佐藤三郎  
究室長   室長補佐    藤田和仲   
主任研究員  元．4，1生理生化学  管理係長  

研究室研究員から昇  元．4．1採用  

任  共通施設第  
島崎研一郎  一係長  

出向  共通施設第   
研究員  奥田敏統  一係員  

水生生物生態  共通施設第  
研究室長   二係長   
主任研究員  工作係長  

春日清一  動物施設管理  
宮下衛  宣長  

元．4，1水生生物生  元．10．1理工施設管  

態研究室研究月から  理重水施設係長から  
昇任  昇任  

研究員   佐竹潔  ガス専門官  欠  
花里孝幸  動物施設係   

陸生生物生態  長  
研究室長   検疫係長  伊藤 勇三   
主任研究員  生物施設管理  

藤沼康実  室長  
元，4．1陸生生物生  圃場管理専  欠  
態研究室研究員から  門官  
昇任  生物施設管  

理茎係長   
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敬  名   氏 名   備 ‾ 考   職  名   氏 名   備   考   

植物専門官   欠   大気施設係  戸部和夫  
ガス専門官  欠  員  更  
微生物専門  欠  水施設係長  欠  
官  土井妙子  
植物施設係  長  
長  研究員  水落元之   
水生生物施  理窒大気施設第一係  
設係長  貝から水施設係長へ  
研究員  安保文彰  昇任  

元．10．1生物施設管  2，3．25理工施設管  

理室微生物専門官か  理重水施設係長から  
ら配置換  配置換   

理工施設管理  
室長  

元．10．1理：L施設管  

長  理室大気施設第二係  
長から配置操  

（2）評議委員会構成員  

（社）全国労働金庫協会理事長  

東京大学名誉教授  
原子力委月全委員長代理  
放送大学顧問  
亜細亜大学経済学部教授  
日本学術会議会長  
柳崎国立共同研究機構分子科学研究所所長  
学術惰報センター所長  
共立女子短期大学教授  
九州大学理学部教授  
滋賀県琵琶湖研究所所長  
大阪大学二L学部教授  

日本気象協会常務理事  
金沢工業大学客月数授  
（社）東亜科学技術協会相談役  

東京大学生産技術研究所教授  
（財）国際湖沼環境委員会副理事長  

神奈川大学数授（知識研究所主任研究員）  

船 後 正 道  
佐 々   撃  
向 坊   隆  
香 月 秀 雄  
逸 見 謙 三  
近 藤 次 郎  
井 口 洋 夫  
猪 轍   悼  
長 田 奉 公  
小 野 勇 一  
吉 良 龍 夫  
末 石 貫太郎  
竹 内 清 秀  
手 塚   晃  
仲 光 佐 直  
二 瓶 好 正  
僑本 道 夫  
服 部 明 彦  

専門委員  

（3）客員研究員・共同研究員受入人数  

客員研究員  
共同研究員  

270人  

73人  
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9．平成元年度研究発表会，セミナー等活動記録   

（1）国立公害研究所セミナー  

No．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

154回  

biology  Schoo】  

155匝】   
森  亘   

156回  元．6．26  科学の研究動向の要因   田 中 郁 三  東京工業大学学長   
157回  元．10．26  分子軌道法とニューロコンビチーク   市 川  紘  星薬科大学   
158回  Nat．lnst．Environ．  

：BenzeneexposuI．eanddosimetry   S．Birnbaum  HealthScienc（】S  

159回   

て  
肺上皮の形態．障害，再生   平 井 圭 一  金沢医科大学   

161回  2．1．31  熱帯の生態一森林とサバンナにおけるシロ  

アリの役割  
環境研究への化学からの期待   田 丸 謙 二  東京理科大学理学部   

163回  2．2．26  分子素子考一物質と機能一   井 口 洋 夫  分子科学研究所所長   
164回  2．2，27  COz規制に伴うエネルギー政策の懸案   本 部 和 彦  通産省資源エネルギー庁   
165回  UNEP／GRIDrAsia  

base）missionandassociatedactivities   Mooneyhan  PaciricRegion  

166匝l   馨  東京大学医学部   
167回  向 妨  隆  原子力委員会  

国立環境研究所に対する期待   近 藤 次 郎  日本学術会議  
168回  

mentinC呼∫icル椚α珊混M肌  biologyRutgers，The  

StateUniv．NewJersey  

169回   

の研究  
Biottheoryandpredictionofsurfaceimpe・  

血此e，8bsorpい0月 a刀d け∂刀S汀】jssjo刀 Of  A】1ard   queUniversitede  

acousticmaterials  Maine   

（2）（所内）年次発表会  

開催日：平成元年12月7，8日  

場 所：国立公害研究所大山記念ホール・中会議室   

発表課題数：口頭発表27件，ポスターセッション8件  
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（3）第5回全国公害研究所交流シンポジウム 浮遊粒子状物質（SPM）汚染の現状と今後の   

課題  

開催日：平成2年1月25，26日   

場 所：国立公害研究所大山記念ホール  

題  目   発 表 者   所   属   

開会挨拶  不破敬一郎  

［spM汚染の現状］  

SPMとは  植田洋匡   
浮遊粉じん発生源寄与の推定と評価  岩 本 真 二  福岡県衛生公害センター  
一都市問の比較を中心として一  
大阪における二次粒子の挙動  同  意 司  大阪府公害監視センター   
大阪市におけるSPM，金属，イオン等  

の粒径分布  
東京都における浮遊粒子状物質の性状と  薫  東京都環境科学研究所  
発生源の寄与  
南関東における浮遊粒子状物質の組成に  
ついて  
浮遊粒子状物質の測定法をめぐる諸問題  

最近の動向－  

コメント  亀沢典子  

［spMの生体影響］ ＼  

SPMと多環芳香族化合物の個人暴露調  涌   
査  
幹線道路沿道におけるSPM汚染と健康  

影響  
仙台市における道路籾じんと健康問題   滝 島  任  東北大学医学部   
コメント   松 本 義 幸  環境庁大気保全局  

パネル討論会  ＜司会＞  

小泉 国立公害研究所副所長  
くパネリスト＞  

滝島 東北大学医学部  
氷 見 康 二  日本環境衛生センター  
濱 中 裕 徳  現墳庁大気保全局  
植 田 洋 匡  国立公害研究所大気環境部  
村 上 正 孝  国立公害研究所環境保健部  

閉会挨拶  浜 田 廉 敬  国立公害研究所主任研究企画官   
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10．施設の整備状況一覧  

（平成2年3月現在）  

施  設  名   構  造  面 掃   竣 ■ 工  時  期   

研究本部Ⅰ   RC－3   11，436m－  Ⅰ斯昭和49年3月竣工  

tI期昭和52年5月竣工  

管理棟   RC－2   Ⅰ斯昭和49年5月竣工  

ⅠⅠ耶昭和52年2月竣エ  

研究本館1l  RC3  Ⅰ期昭和54年11月竣工  

（共同利用挟）  

Il期昭和57年2月竣工  

（共同研究棟）  

エネルギーセンター．厚生棟  只C－2   昭和49年ユ0月竣エ  

昭和51年一郎増築  

廃棄物処理施設  特殊実験排水処理  昭和49年10月竣工  

能力100mソd  

一般実験排水処理  昭和54年2月竣工  

能力500mソd  

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  RC－1   昭和52年1胃竣工  

大気拡散実験棟（風洞）   RC－2，  2，329m，  昭和53年3月竣工   

地下－1  

大気汚染質実験棟（エアロドーム）  SRC－8  1．321m－  昭和54年8月竣工   

大気モニター棟   RC－1   81ml  昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実験棟   RC－3   1．564m－  昭和53年3月竣工   

水生生物実験棟l（アクアトロン〉   RC－3   2．198m】  昭和51年10月竣工   

水生生物実験棟ⅠⅠ（アクアトロン）   RC2   337nf  昭和55年11月竣工   

水理実験棟   S－1   1．167Ⅰ扉  Ⅰ期昭和51年10月竣工  

ⅠⅠ期昭和55年11月竣工  

土壌環境実験棟（ペドトロン）   RC3   昭和53年2月竣工      1，931m｝   

動物実験棟Ⅰ（ズートロン）  SRC7  5．185ml  

ⅠⅠ期昭和51年11月竣工  

（中動物棟を含む）  

動物実験棟Il（ズートロン〉  RC3  1．862m】   

植物実験棟Ⅰ（ファイトトロン）   RC－3   3．348rげ  昭和50年12月竣工   

植物実験棟Il   RC－4   3．722m】  

覇者・保健研究棟   地下一1   

実験ほ場（本構内）  管理棟  427m〉   

温室3重  575m－  

ほ場6面  4．600m－  

実験ほ喝（別団地）  管理棟  218m‡   

ほ場11面  13．500m】  

生物生態盤  1．5ha   

危険物倉庫  B－1  86nf  昭和55年11月竣工   

工作棟   RC－2   189ml  昭和56年9月竣工   

微生物系統保存棟   RC嶋2   800が  昭和57年12月竣工   

大気共同実験棟   RC－3   885rげ  昭和58年12月竣工   

環ヶ滴臨湖実験施設  実験管理棟   1．750m】  昭和58年3月竣工  

用廃水処理施設   910m－  昭和58年3月竣工  

実験水路   110ml  昭和58年3月竣工  

フリースペース   l．Ob  昭和58年3月竣工  

奥日光温塘観測所  管理棟   180Jげ  昭和61年11月竣ユ  

観測所   187nf  昭和63年3月竣工   
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平成元年度 編 集 委 員 全   

委 員 長  後 藤 典 弘   

副委員長  相 馬 光 之  
ク  海老蘭 潜 一   

委  員  竹 内  正  
ク  宇都宮 陽二朗  
ク  田 村 正 行  

藤 井 敏 博  

笹 野 泰 弘  
高 松 武次郎  

彼 谷 邦 光  

兜  其 徳  

古 川 昭 雄  

上 原  

古 田 早 苗  

国立公害研究所年報  
平成元年度  

平成2年6月30日   

編 集 国立公害研究所 編集委員全  

発 行 環境庁 国立公害研究所  

〒305 茨城県つくば市ノ」、野川16番2  

印 刷 株式会社 イ セプ  
茨城県つくば市天久保2－11－20  
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